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まえがき

本書には，Advanced File System (AdvFS)に関するタスク・レベルの情報
と，AdvFSを理解し，その構成とトラブルシューティング，およびチューニ
ングを行うための方法を記載しています。 AdvFSは，HP Tru64™ UNIXオ
ペレーティング・システムの標準ファイル・システムです。

AdvFS Utilitiesは AdvFSのファイル管理機能を拡張し，グラフィカル・ユー
ザ・インタフェース (GUI)を通じてシステム管理を容易にするユーティリ
ティ・パッケージです。 AdvFS Utilitiesはオプションであり，Tru64 UNIX
とは別のライセンスで提供されます。 Logical Storage Manager Storage
Administrator (LSMSA)は Javaで実装された GUIを備えており，LSMオ
ブジェクトと AdvFSファイル・システムを視覚的に管理できます (『Logical
Storage Manager』を参照)。 AdvFS GUIは共通デスクトップ環境 (CDE)で
動作し，AdvFSを視覚的に操作する環境を提供します (付録 Eを参照)。

対象読者

本書は主にシステム管理者を対象として，AdvFSファイル・システムと
AdvFS Utilities について説明しています。他の UNIX システムに習熟し
ているシステム管理者やプログラム開発者は，本書を AdvFS ファイル・
システムのガイドブックとして利用できます。

新機能と変更された機能

本書は，Version 5.1B で AdvFS に新たに追加された機能について説明し
ています。 AdvFS の新機能は次のとおりです。

• 新しい freezefsおよび thawfsコマンドによるファイル・システム休
止機能 ( 4.1.2.1 項)

• バックグラウンドで動作する最適化ツール vfast ( 5.8 節)

• mountコマンドのオプションを使用した動的ボリューム拡張 ( 2.3.4.3項)

次の機能は，前回の AdvFS Version 5リリースで追加されたものです。
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• ドメイン復元ツール /sbin/advfs/fixfdmn によるメタデータのダ
メージチェック ( 6.2.5 項)

• ファイルの一時的なアトミック書き込みデータ・ロギングを行うための
新しいマウント・オプション ( 5.5 節)

• オブジェクト・セーフティ (旧データの表面化防止)によるセキュリ
ティ保護 (オプション)。 ファイルセットに属するディスク上の各ペー
ジをゼロで充填し，ファイルで使用される前に強制的にディスクに
書き出す機能 ( 2.4.9 項)

• mkfsetと chfsets コマンドによるフラグ・ファイルのオン/オフ切
り替え ( 5.2 節)

• UBCパラメータによる，AdvFSキャッシュのチューニング ( 5.4 節)

• ドメインによって管理可能なファイルの数を増やすためのディスク構
造の改善 ( 2.3.3 項)

• ダメージを受けたディスクからブロック・レベルでデータを回復するた
めのディスク・サルベージ・ユーティリティ ( 6.2.6 項)

• ファイル作成およびファイル・アクセスの速度を向上するためのディ
レクトリ構造の改善 ( 2.3.3.1 項)

• vdumpおよび vrestoreコマンドの機能の強化 (第 4 章)

• リモート・デバイスでのバックアップおよびリストアのサポート (第 4章)

• クォータ限界値の拡張 (第 3 章)

• バッファを使用しない同期 I/Oを可能にするダイレクト I/O ( 5.6 節)

• 連続 I/Oを促進する smooth syncオプション ( 5.7 節)

• ディスク使用量を表示するツール /sbin/advfs/vdfユーティリティ
( 3.4.2.4 項)

• メタデータ表示ユーティリティ ( 6.2.2 項)

• データ管理 API (DMAPI) (付録 D)

本書の構成

本書の構成を次に示します。
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第 1 章 AdvFS ファイル・システムを構成するボリューム，ドメイン，
およびファイルセットについて説明します。

第 2 章 システムのセットアップ手順について説明します。

第 3 章 ユーザとグループのクォータ，および AdvFS ファイル・システム
特有のファイルセットのクォータについて説明します。

第 4 章 バックアップ・ソースの作成，およびデータのバックアッ
プとリストアについて説明します。

第 5 章 AdvFSファイル・システムの最適化とチューニングの指針を示します。

第 6 章 AdvFS ファイル・システムのトラブルシューティング
に役立つ情報を提供します。

付録 A SysMan Menu の使用方法を説明します。

付録 B AdvFSの全コマンドを示し，UFS のコマンドと比較します。

付録 C ファイル・システムを AdvFS に変換する方法を説明し，
サンプル・コードを示します。

付録 D データ管理アプリケーション・プログラミング・インタ
フェース (DMAPI) について説明します。

付録 E AdvFS GUI (Graphical User Interface) について説明します。

付録 F アプリケーション・プログラミング・インタフェース
(API) コマンドを示します。

参考文献

Tru64 UNIXのその他の参考文献を次に示します。

• 『AdvFS Quick Reference』は，AdvFS の概要を示します。 次の URL
で入手することができます。

http://www.tru64unix.compaq.com/docs/techtips.html

• 『システム管理ガイド』では，ワークステーションやサーバ上でのオペ
レーティング・システムの管理作業について説明しています。

• 『ハードウェア管理ガイド』では，Tru64 UINXオペレーティング・シ
ステムを実行するハードウェアの管理作業について説明しています。

• 『インストレーション・ガイド』では，オペレーティング・システム・
ソフトウェアのインストール方法について説明してします。

• 『Logical Storage Manager』では，ストレージ管理に関する情報を記
載しています。
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• 『プログラミング・ガイド』では，Tru64 UNIXオペレーティング・シ
ステムの開発環境について説明しています。

• 『Tru64 UNIX概要』では，Tru64 UNIXとその構成要素の概要を紹
介しています。

• 『Software License Management』では，LMF (License Management
Facility)による Tru64 UNIX上のソフトウェア・ライセンスの管理に
ついて説明しています。

• 『システムの構成とチューニング』では，システム性能のチューニング
方法と，カーネル構成に関するより高度な情報を記載しています。

• 『クラスタ管理ガイド』では，TruClusterソフトウェアを実行するシス
テムの管理方法を説明しています。

• Best Practicesドキュメントでは，一般的な管理作業の最適な実行方
法が紹介されています。

• ストレージ・エリア・ネットワークに関する情報は，次の URLで得るこ
とができます。 http://www.compaq.com/storage/software_in-

dex.html

• その他，Tru64 UNIX と AdvFS Utilitiesの『System Limits』，『リ
リース・ノート』，および『QuickSpecs』も用意しています。

『ドキュメント概要』には，Tru64 UNIXのドキュメント・セットに含ま
れる各マニュアルの情報が記載されています。

Tru64 UNIXのドキュメントは次の URLでアクセスできます:

http://tru64unix.compaq.co.jp/document/index.html

これらのマニュアルは，ドキュメント CD–ROMにも含まれています。

本書の表記法

本書では，次の表記法を使用します。
%

$ パーセント記号は，C シェルのシステム・プロンプ
トを表します。ドル記号は， Bourneシェル，Korn
シェル，および POSIXシェルの場合のシステム・プ
ロンプトを表します。
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# 番号記号は rootとしてログインした場合のシステ
ム・プロンプトを表します。

% cat 対話式の例における太字(ボールド体)は，ユーザが入
力する文字を示します。

file イタリック体 (斜体)は，変数値，プレースホルダ，
および関数の引数名を示します。

[ | ]

{ | } 構文定義では，大カッコはオプションの項目を示
し，中カッコは必須項目を示します。大カッコまた
は中カッコの中の項目を縦線で区切っている場合
は， そこに併記されている項目の中から１つの項
目を選択することを示します。

. . .
構文定義では，水平の反復記号は，前の項目を１回
以上繰り返して使用できることを示します。

cat(1) リファレンス・ページの参照には，該当するセク
ション番号をカッコ内に示します。 たとえば，
cat(1) は，cat コマンドについての情報が， リ
ファレンス・ページのセクション１に記載されて
いることを示します。

Ctrl/x この記号は，スラッシュの前に指定されているキー
を押しながら，スラッシュの後のキーまたはマウ
ス・ボタンを押すことを示します。例中では，この
ようなキーの組み合わせは，四角あるいは大カッコ
で囲まれて示されます(たとえば，Ctrl/C )。
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1
ファイル・システムの計画

Advanced File System (AdvFS)は HP Tru64 UNIXオペレーティング・シ
ステムの標準ファイル・システムです。この章では，次のトピックについ
て説明します。

• AdvFS と UFS の比較 ( 1.1 節)

• ライセンス登録 ( 1.2 節)

• AdvFSファイル・システムの設計と構成要素 ( 1.3 節)

• ファイル・システムの構成 ( 1.4 節)

• AdvFS の各種ストレージ ( 1.5 節)

1.1 AdvFS の概要

AdvFSファイル・システムは，従来の UNIXファイル・システム (UFS)と
は異なります。 AdvFS では，システムをシャットダウンすることなく，
いつでもシステム構成を変更できます。 AdvFSは，AdvFS Utilities とと
もに使用して，マルチボリューム・ファイル・システムをサポートするの
で，システム条件の変化に応じて，ストレージを柔軟に追加/削除することが
可能です。これに加えて，LSM (Logical Storage Manager)のボリュー
ムとストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) を AdvFS のストレージ
として使用することができます。

これに比べるとUFSモデルは柔軟性を欠きます。各ディスク，あるいはディ
スク・パーティションに 1つのファイル・システムがあります。 UFSのディ
レクトリ階層構造は，物理ストレージ層に密接に結び付いています。このた
め，ファイル・システムの空き容量が足りなくなっても，ファイルの絶対パス
名を変更しない限り他のディスクへファイルを移動することはできません。
論理ディレクトリをディレクトリ・サブツリーに分けてサブツリーを別の
ディスクにマッピングする作業は，慎重に考えなければなりません。周到に
計画しても，UFSモデルではディレクトリ構造の調整には限界があります。
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ユーザ側の視点では，AdvFSは従来の UNIXのファイル・システムとほと
んど変わりありません。すなわち，各ユーザは mkdir コマンドでディレ
クトリを作成し，cd コマンドでディレクトリ間を移動し，ls コマンドで
ディレクトリの内容のリストを表示することができます。 また，AdvFSの
論理構造とクォータ管理，およびバックアップ機能は，従来のファイル・
システムの設計に基づいています。ただし，AdvFS では newfs，dump，
restore，fsck など，いくつかの標準的なコマンドがサポートされてい
ないか，あるいは他のコマンドで置き換えられています。 AdvFS のコマ
ンドとユーティリティ，および UFSのコマンドとの比較についての詳細
は，付録 B を参照してください。

システム管理者は，AdvFSシステムをオンライン状態に維持したまま，ファ
イル・システムのバックアップや再構成，およびチューニングを行うことが
できます。 各ユーザは，必要なファイルを誤って削除してしまった場合で
も，定義済みのゴミ箱ディレクトリや AdvFSファイルセット・クローンか
ら，システム管理者の手を借りることなくファイルを復元できます。

1.2 ライセンス登録

AdvFSは Tru64 UNIXオペレーティング・システムの標準ファイル・システ
ムですが，その機能を拡張する AdvFS Utilitiesは別ライセンスで提供されて
います。したがって，AdvFS Utilitiesを使用するには，事前にライセンス
PAK (Product Authorization Key)を登録する必要があります。詳細につ
いては，最寄りの弊社代理店または各支店/営業所にお問い合わせください。

1.3 ファイル・システムの構造

AdvFSファイル・システムは，ディレクトリ階層レイヤと物理ストレージ・
レイヤの 2種類の階層で構成されます。 ディレクトリ階層レイヤは，ファ
イル・ネーミング・スキームや，ファイルの作成およびオープン，ファイ
ルの読み書きなどの POSIXに準拠した機能を実現します。物理ストレー
ジ・レイヤは，先書きログ，キャッシュ機能，ファイル割り当て，物理
ディスク入出力機能を実現します。

このように独立したファイル・システム構造により，ディレクトリ階層レ
イヤと物理ストレージ・レイヤを別々に管理することができます。 ファイ
ルのパス名を変えずに，定義された複数のディスク・ボリューム間でファ
イルを移動できます。 パス名は変わらないため，物理レベルでのこの操作
はエンド・ユーザには全く影響を与えません。
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AdvFSは，クラスタ構成のファイル・システムです。 クラスタの動作もま
た，エンド・ユーザには全く影響を与えません。 1つのクラスタ上で動作す
る AdvFSは，エンド・ユーザにとってはほとんど例外なく，1つのノード上
で動作するのと全く変わらないように見えます。

AdvFSでは，ファイルセットとドメインという独自の概念を実装しており，
この 2つの概念によって二重構造のファイル・システムが実現されていま
す。図 1–1は，AdvFSファイル・システムの構造を示しています。

図 1–1: AdvFS ファイル・システムの構造

A

B

2

31

AdvFSが使用できる各種ストレージについては， 1.5 節を参照してくださ
い。

1.3.1 ファイルセット，ドメイン，およびボリューム

ファイルセットとは，従来の UNIXファイル・システムの論理構造に従った
ディレクトリ名とファイル名の階層構造であり，これがシステムにマウント
する対象になります。 AdvFSは従来のファイル・システムより優れており，
ドメインと呼ばれる共通のストレージ・プールを共用する複数のファイル
セットを作成することができます。 AdvFS ファイル・システムの構成に
ついての詳細は， 1.4.1 項 を参照してください。 ファイルセットの操作に
ついての詳細は， 2.4 節 を参照してください。
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ドメインは物理ストレージ層を表し，ディレクトリ構造とは別に管理されま
す。ドメインでは，ディレクトリ構造に影響を与えないでボリュームの追加
/削除を行うことができます。ドメイン管理についての詳細は， 2.3 節を
参照してください。

ボリュームは，UNIX ブロック・デバイスと同様に動作するメカニズムで
す ( 1.4.2 項を参照)。 最初に作成された時点では，どのドメインも単一ボ
リュームで構成されています。オプションの AdvFS Utilities を使うと，
1つ以上のボリュームを追加して，単一ボリューム・ドメインをマルチボ
リューム・ドメインに変換することができます。

1.3.2 トランザクション・ログ・ファイル

AdvFSファイル・システムは，先書きログを採用してファイル・システム
の完全性を確保する，ログ・ベースのファイル・システムです。 先書きロ
グでは，実際の変更をディスクに書き込む前に，メタデータ (ファイル・
システム構造)の変更がトランザクション・ログ・ファイルにすべて書き
込まれます。トランザクション・ログ・ファイルの内容は，一定間隔で
ディスクに書き込まれます。

ドメインを作成すると，AdvFSによって対応するトランザクション・ログ・
ファイルが 1つ作成されます。クラッシュから回復する際，AdvFSはトラン
ザクション・ログ・ファイルを読み取り，ファイル・システム・トランザク
ションの状態を確認します。 完了しているトランザクションはすべてディ
スクに書き込まれ，完了していないトランザクションは実行が取り消され
ます。 回復速度を左右するのは，ファイル・システム内のデータ量ではな
く，ディスクに書き込まれていないトランザクション・ログのレコードの数
です。回復は通常，数秒で終わります。従来の UNIX ファイル・システ
ムでは，fsckユーティリティを使用してシステム障害から回復します。
fsckユーティリティでは，大容量のファイル・システムの検査と修復には
数時間を要する場合があります。

省略時の設定では，ファイル・システム構造のみがロギングされます。ただ
し，ファイル・データをロギングするように選択し，システムがストレー
ジに書き込みを行う方法を変更することもできます ( 5.5 節を参照)。 デー
タ・ロギングを有効にしておくと，システム・クラッシュが発生しても内
部的にファイルの整合性が維持されますが，システムの性能が低下する
可能性があります。
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1.3.3 ファイル・ストレージの割り当て

ファイルは静的なものではなく，時間の経過とともに必要な容量が変化し
ます。 スペースを過度に割り当てず，ディスク上で連続的にファイルを配
置できるように，AdvFSは独自のファイル・ストレージ割り当てスキーム
を使用します。

ファイル・ストレージ割り当てに際しては，以下のような機能が使用さ
れます。

• エクステント

エクステントは，AdvFSがファイルに割り当てるディスク・スペースの
連続的な領域です。ファイルに対してストレージが追加されると，その
ストレージはエクステントとしてグループ化されます。ファイル・シス
テムが存在する各ボリュームには，エクステント・マップが存在します。

エクステントの数が少ないほどファイル I/Oは効率的に行われます。
ファイルが多数の小さなエクステントから構成される場合は，同様の
サイズで大きないくつかのエクステントからなるファイルよりも，
ファイルの読み取りおよび書き込みのための I/O 処理に時間がかか
ることになります。

ファイル・システムには動的な性質があるため，ファイル・ストレー
ジの割り当てが常に連続するページになり，大きなエクステントがで
きるとは限りません。 次のような要因が，ストレージの割り当てに影
響を与えます。

– ディスク断片化 (ディスク・フラグメンテーション)

ディスクが過度に断片化すると，多数の小さな空きスペースが存在
することになります。この場合，AdvFSは連続するページを利用で
きないため，データを非連続の物理ページに書き込みます。その結
果，ファイルは多数のエクステントに細分化されることになります。

– 複数のユーザ

システム上に多くのユーザがいる場合は，必要なディスク容量が増
加し，ファイルに対して連続領域を割り当てるのが難しくなります。

多数のエクステントから構成されるファイルがドメインに存在する場合
には，vfastユーティリティを使用してファイルの配置を最適化するこ
とができます ( 5.8 節を参照)。
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• プリアロケーション (事前割り当て)

ファイルが拡張されるたびに，AdvFSは，ファイル・サイズの 1/4
(最高 16 ページまで)を事前に割り当てて，ファイルにページを追加
します。余分に割り当てられた事前割り当てスペースは，ファイル
のクローズ時に解放されます。

マルチボリューム・ドメインでは，新しいファイルは各ボリュームに
順番に割り当てられます。 86%以上使用された (割り当てられた)ボ
リュームは，すべてのボリュームが 86%以上使用された状態にならな
い限り，新しいファイルへの割り当てには使用されません。既存の
ファイルにデータが追加されたときには，ボリュームが一杯にならな
い限り，ストレージはファイルが最初に割り当てられたボリューム
上に割り当てられます。

• フラグメント

AdvFSは，ページ単位でファイルをディスクに書き込みます。 最後の
ページの未使用領域が，割り当て済みスペースの 5 %以上を浪費するこ
とになるファイルでは，ファイル・フラグメントが作成されます。フラ
グメントは，ファイルセットのフラグ・ファイルから割り当てられま
す。フラグ・ファイルは，未使用の無駄なディスク・スペースの量を大
幅に減らす手法として効果的ですが，その一方でファイル・システム
の性能に影響を与える可能性もあります。 ディスク・スペース使用状
況がそれほど問題ではない場合は，フラグ・ファイルを無効にするこ
とができます ( 5.2 節を参照)。

• スパース・ファイル

スパース・ファイルとは，ファイル内のページの一部に対してディス
ク・ストレージが確保されていないファイルのことです。ストレージが
確保されていないページでスパース・ファイルの読み取りを行うと，ゼ
ロが返されます。ストレージが確保されていないページに書き込みを行
うと，ディスク・ストレージのページが割り当てられます。

スパース・ファイルは，ftruncate(2)コマンドでファイルの終端を設
定するか，lseek(2)コマンドと write(1)コマンドを使用してファイル
内の書き込まれていない部分をスキップして書き込めば作成できます。

coreファイルはスパース・ファイルです。 coreファイルは，情報が含ま
れていない大きな領域を持ち，データが存在しない場所にはディスク・
ブロックは割り当てられていません。 また，クォータ・ファイルは，
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ユーザ IDによってインデックスされるためスパース・ファイルです。
各ユーザの IDが連続していない場合，クォータ・ファイルにはデータ
が存在しない部分が含まれる可能性があります。

一方，データベース・アプリケーションでは通常，データが存在しない
場合でもファイル全体のストレージが確保されます。一般に，データ
ベース・アプリケーションは，データが存在しないページにゼロを書き
込みます。データベース・アプリケーションでは，データを順番に書き
込むことによって，連続する多数のページを含み，かつエクステント数
が少ないデータベース・ファイルを作成します。

ディスク・ストレージを持たないページも含めたスパース・ファイル
の大きさを調べるには，ls コマンドを-lオプションを指定して使用
します。 lsコマンドを-sオプションを指定して使用すると，実際に
ファイルが使用しているストレージの総量が表示されます。 6.4.1 項
に，ディスク使用状況を表示する，何通りかの方法を詳しく説明してい
ますので，参照してください。

1.4 AdvFS ファイル・システムの構成

構成の計画段階で，/ (ルート)，/usr，および /varファイル・システムを
AdvFSに設定することを検討してください。ルートと /usrに AdvFSを使
用すれば，構成の柔軟性が高まるとともに，システム障害時のダウン時間を
大幅に短縮させることができます。

従来の UFS構成と同じように，ドメインごとにパーティション (ボリュー
ム) が 1 つで，各ドメインにはファイルセットが 1 つあるという形式で
AdvFS を設定できます。 オプションの AdvFS Utilities を利用できる場合
は，スペースが必要になった時点でボリュームを追加して (ボリュームが
1つに制限されているローカルのルート・ファイル・システムを除く)，既
存のドメインのサイズを大きくすることができます。その際，既存の構
成を変更する必要はありません。

1.4.1 ドメインとファイルセットの構成

複数のファイルセットからなる 1つのドメインを作成することもできます
し，それぞれのファイルセットについてドメインを作成することもできま
す。 また，これら 2つ方法を取り混ぜてシステムを構築することもできま
す。 AdvFS Utilitiesを利用できる場合，ドメインを複数のボリュームに分
散させることもできます。
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十分な数のドライブを利用できる場合，1つのドメインに1つのディスクを
使用してください。 ドメインには，同じディスク上のいくつかのパーティ
ション (たとえば，a，b，g，hなど)を追加するよりも，1つのパーティ
ション (通常パーティション c)を追加することをお勧めします。

パーティションを異なるドメインに分割しないでください。たとえば，パー
ティション aをあるドメインに追加し，パーティション bを別のドメイン
に追加しないでください。

同じタイプおよび同じ速度のディスクを複数使用する場合には，一般的にこ
れらの各ディスクにドメインを分散させた方が，効率化を図ることができま
す。たとえば，独立した 3つのディスク・ボリュームを持つドメインは，1
つのディスク上に 3つのパーティションを持つドメインよりも効率的です。
これは，後者の構成では，I/O パスが 1つしかないためです。

複数のドメインを作成すると，物理リソースをより自由に制御できるように
なります。ドメインを，組織内で意味のあるまとまり，たとえば，特定のプ
ロジェクト，ユーザのグループ，部門，または事業所ごとに使用するように
作成することができます。 たとえばドメインを，組織内のエンジニアリン
グ，財務，人事などの部門ごとに作成することができます。

データ管理アプリケーション・プログラミング・インタフェース (DMAPI)
を使用可能にしたドメイン (付録 D) では，1つのファイルセットしか使
用できません。

表 1–1に，各種構成の長所と短所を示します。

表 1–1: ドメインとファイルセットの各種構成の比較

構成 長所 短所

ディスク全体を 1つのドメ
インに使用。小さなパー
ティションが複数の物理デ
バイスに分散していない。

効率がよい。 デバイ
スの I/O ストリームは
共有されない。

大きなボリューム上に小
さなドメインがある場合，
スペースを無駄に使う。

ドメインが，1 つのボ
リュームにではなく複数
のボリュームにわたって構
成されている (Advanced
Utilities が必要)。

I/O 負荷を分散。 スルー
プットが向上。

ボリュームの 1つに障害が
発生すると，ドメイン全体
にアクセスできなくなる。

1–8 ファイル・システムの計画



表 1–1: ドメインとファイルセットの各種構成の比較 (続き)

構成 長所 短所

同じ数のボリューム上
に，1 つの大きなドメイ
ンではなく，小さなドメ
インが複数存在。

復旧が速い。スループッ
トが向上。いくつかの管
理作業を省略可能。

管理上のオーバヘッドが
増える可能性がある。

ドメイン上に 1 つの大
きなファイルセットで
はなく，多数のファイ
ルセットが存在。

個々のファイルセットに
対して限界値を設けるこ
とができ，資源をより細
かに制御できる。

管理上のオーバヘッドが
増える。 あるユーティ
リティを実行するのにす
べてのファイルセットを
マウントしなければなら
ない場合がある。

高速ボリュームまたは
輻輳のないボリューム上
にトランザクション・
ログがある。

ログにより I/O のボトル
ネックが発生しない。

ハードウェアのコス
トがかかる。

ルート・ファイルセット
を AdvFSとして構成。

システム・クラッシュの
後の復旧が速い。

なし

どのファイル・システムを使用しているかは，次の方法で調べることが
できます。

• showfsetsを使用して，ドメイン内のファイルセットの数とそれぞれの
ファイルセットの大きさを表示します。

• showfileコマンドを使用して，ファイルが存在するボリュームを調
べます。頻繁に使用する複数のファイルが，同じボリューム上に存
在しないようにします。

第 5 章に，ファイル・システムを最適化する方法について詳しく説明して
います。『システムの構成とチューニング』に，ファイル・システムの
計画と構成についての詳細なガイドラインがあります。グラフィカル・
ユーザ・インタフェースを使って，ドメインを構成する方法は，付録 E を
参照してください。

1.4.2 ボリュームの構成

ボリュームは，ブロック特殊デバイスとなるエンティティです。 1つのディ
スク・パーティション，ディスク全体，LSM により作成されたボリューム
の集合体，ハードウェア RAID，または SANなどがこのエンティティに相
当します。 ボリュームはそれぞれ，1 つのドメインにしか割り当てできま
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せん。 そのドメインには，ドメイン IDによって関連付けられます。 この
IDは，そのボリュームの AdvFSメタデータに自動的に保存されます。オ
プションの AdvFS Utilities を使用する場合，1つのドメインに複数のボ
リュームを追加することができます。

AdvFSのドメインのそれぞれのボリュームには，ビットファイル・メタデー
タ・テーブル (BMT)とストレージ・ビットマップが存在します。 BMTには
ファイルの構造に関する情報 (メタデータ) が格納されます。ストレージ・
ビットマップには，ディスクの空き状況と割り当て状況の追跡結果が記録さ
れています。これに加えて，各ドメインの個々のボリュームには，トランザ
クション・ログ・ファイルが格納されます。これには，ディスクに書き込ま
れるまでのすべてのメタデータの変更が格納されます。

次の表には，AdvFSボリューム上にドメインを構成するさまざまな方法
の長所と短所を示します。

表 1–2: AdvFS ボリュームの各種構成の比較

構成 長所 短所

ボリュームがディス
ク・パーティション
に相当する。

ディスクの小さい領域
も使用できる。

サイズの制約。 他の
パーティションとの I/O
の競合が発生。

ボリュームが 1 つのディ
スクに相当する。

1 つのパーティションを
使用するよりも効率的。

サイズの制約

ボリュームが 1 つの
RAID ボリューム (LSM
かハードウェア) または
SAN に相当する。

性能と信頼性が向上する。
利用可能な容量が増える。

コストがかかる。 LSMラ
イセンスか，追加のハー
ドウェアが必要。

1.5 AdvFS のストレージの選択

ドメインを作成すると，AdvFS はそのドメインに関連付けられたブロック
特殊デバイス名を用いて，ストレージを識別できるようになります。 スト
レージには，直接接続されたディスク，ソフトウェア RAIDボリューム，
ハードウェア RAID，およびストレージ・エリア・ネットワークなどを
使用できます。

LSM，ハードウェア RAID，および SAN のボリュームを使用すると，
高度なバックアップや動的ボリューム拡張などの機能を利用すること
ができます。 LSM の詳細は，『Logical Storage Manager』 を参照し
てください。 ハードウェア RAID と SAN の各種製品については，

1–10 ファイル・システムの計画



http://www.tru64unix.compaq.com/storage/index.html を参照
してください。

ファイル・システムの計画 1–11





2
ファイル・システムのセットアップ

ファイル・システムの構成を決定すると，これを構築する作業を行なうこと
ができます。この章では，次のトピックについて説明します。

• AdvFSファイル・システムのセットアップ ( 2.1 節)

• ボリューム ( 2.2 節)

• ドメイン ( 2.3 節)

• ファイルセット ( 2.4 節)

• AdvFSルート・ファイル・システムの構成 ( 2.5 節)

• 削除したファイルを復元するためのシステムのセットアップ ( 2.6 節)

2.1 概要

AdvFSファイル・システムを稼働させるのに必要な最小限の構成は，1つの
ドメインと 1つのマウント済みファイルセットです。

アクティブ・ドメインを作成する手順は，以下のとおりです。

1. ドメインを作成し，ボリュームを割り当てる ( 2.3.3 項)。

2. ファイルセットを作成する ( 2.4.3 項)。

3. マウント・ポイント・ディレクトリを作成する ( 2.4.5 項)。

4. ファイルセットをマウントする ( 2.4.5 項)。

ドメインごとに 1つまたは複数のファイルセットを作成できます。ガイドラ
インについては， 1.4.1 項 を参照してください。

AdvFSは，/etc/fstabファイルに完全に対応しており，システム・リブー
ト時にファイルセットを自動的にマウントすることができます ( 2.4.1項を参
照)。この操作は，グラフィカル・インタフェース (付録 E)または SysMan
Menu(付録 A)を使用して行なうこともできます。
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AdvFSコマンドの一覧は，付録 Bを参照してください。 AdvFSの構成につ
いての詳細は，『システムの構成とチューニング』を参照してください。

2.2 ボリューム

AdvFSファイル・システムでは，rawディスク・パーティション，ディスク
全体，LSM (Logical Storage Manager)の集合ボリューム，あるいはハード
ウェア/ソフトウェア RAID (Redundant Array of Independent Disk)ストレー
ジなどをボリュームとして設定することができます。

オプションの AdvFS Utilitiesを使用すれば，ボリュームを追加してマルチボ
リューム・ドメインを作成することができます。マルチボリューム・ドメ
インは，ファイルセットで使用可能なストレージ容量を増加させるととも
に，予防的なディスク管理を可能にします。 ボリュームの追加は，ドメイ
ン作成直後でも，ファイルセットの作成およびマウント前でも可能です。
予防的なディスク管理を行うためには，新しいボリュームをドメインに追
加し，既存のファイルを新しいボリュームへ移行し，それらのファイルを
古いボリュームから削除します。

ボリュームをドメインに関連付ける方法については， 2.3 節 を参照して
ください。

2.2.1 ボリューム属性

AdvFSボリュームは，データの読み込み，キャッシュ，書き込み，および
連結方法を決定する属性とともに構成できます。ドメインの初期作成やボ
リュームの追加によって AdvFSボリュームがドメインに組み込まれる際に，
省略時のボリューム属性が設定されます。これらの省略時の属性を変更する
と，システム構成によっては性能が向上する場合があります。

現在のボリューム属性を表示または変更するには，SysMan Menuの「AdvFS
ドメインの管理」ユーティリティを使用するか (付録 A参照)，コマンド行で
次のように chvol コマンドを実行します。

chvol device_name domain_name

chvol コマンドは，LSM のボリューム名の省略記法をサポー#トしていま
す。 以下の 2つは同じ意味になります。

# chvol dom1 testdg.vol1
# chvol dom1 /dev/vol/testdg/vol1
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アクティブ・ドメインのボリュームの属性は，システムを停止することな
く，いつでも変更することができます。システム性能を改善するための属
性の変更については，第 5 章および『システムの構成とチューニング』を
参照してください。

2.3 ドメイン

ドメインとは，AdvFSファイル・システムの物理ストレージ層のことです。
ドメインは，1つあるいは複数のボリュームを物理ストレージのプールとし
て定義したものです。このストレージはディレクトリ構造とは別に管理され
るため ( 2.3.1 項)，ボリュームを追加/削除することにより，ドメインの大き
さを拡大/縮小することができます。 またファイルのパス名を変えずに，
ドメイン内のボリューム間でファイルを移動できます。 ドメインの名前を
変更しても，ドメイン ID に影響はありません。

ドメインには，重複しない名前を付ける必要があります。ドメイン名には，
スラッシュ (/)，シャープ記号 (#)，コロン (:)，アスタリスク (*)，疑問符 (?)，
タブ，改行，フォームフィード，キャリッジ・リターン，垂直タブ，および
空白を含めることはできません。

2.3.1 /etc/fdmns ディレクトリ

/etc/fdmnsディレクトリでは，作成するドメインごとにサブディレクトリ
を用意することにより，ドメインを定義します。ドメイン名は，ディレクト
リ・エントリとして定義されます。ドメインを作成すると，そのディレクト
リ・エントリが作成されます。このサブディレクトリには，ドメイン内の各
ボリュームへのシンボリック・リンクが含まれます。

このディレクトリは，標準の AdvFSコマンドを使用すると，AdvFSによっ
て自動的に作成/管理されます。ドメインでファイルセットをマウントするた
めには，有効な /etc/fdmnsディレクトリが必要になります。

ドメインを作成すると，/etc/fdmnsディレクトリのドメイン・エントリか
らブロック・デバイスへのソフト・リンクが作成されます。このディレクト
リ内にリンクを作成するだけでは，ドメインは作成できません。

/etc/fdmnsディレクトリは，定期的にバックアップを取ってください。
このディレクトリの内容が壊れた場合，またはディレクトリ自体を削除し
てしまった場合は，最も新しいバックアップからディレクトリをリストア
してください。 このディレクトリにダメージを受けると，そのドメインに
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はアクセスできなくなります。 これは，ドメインとファイルセットを含む
物理ボリュームとの対応に関する情報が正しくなくなるためです。 ファイ
ルセットには影響はありません。

AdvFSが正しく機能するためには，同じドメイン IDを持つドメイン内のボ
リュームの数が，メタデータ情報に保存されたボリュームの数と等しくなけ
ればなりません。 さらに，各ドメインは，/etc/fdmnsディレクトリのエ
ントリに定義します( 2.3.1 項を参照)。このディレクトリには，最新情報
が定義されている必要があります。 つまり，ドメイン・エントリはその対
応するボリュームを正しく参照していなければなりません。 /etc/fdmns

ディレクトリのボリュームへのリンクの数は，ボリュームの数に等しくな
ければなりません。

ダメージを受けたディレクトリを持つドメインからファイルセットをマウン
トしようとすると，次のようなメッセージが表示されます。これはドメイン
accounts についてのものです。

Volume count mismatch for domain accounts.
accounts expects 2 volumes, /etc/fdmns/accounts has 1 links.

/etc/fdmnsディレクトリの内容が破損したり，ドメインのボリュームが別
のシステムに移された場合は，/sbin/advfs/advscanユーティリティを使
用してボリュームを検索し，ディレクトリを再構築します ( 6.3.3項を参照)。

2.3.2 ドメイン情報の表示

ドメインが使用状態である場合，つまり 1つ以上のファイルセットがマウン
トされている場合には，showfdmnコマンドを使用して，ドメインとそれに
含まれるボリュームの詳しい情報を表示することができます。

showfdmn domain_name

たとえば，domain_1ドメインの情報を表示するには次のようにします。

# showfdmn domain_1
Id Date Created LogPgs Version Domain Name

2bb0c594.00008570 Fri Mar 22 12:33 2002 512 4 domain_1

Vol 512-Blks Free % Used Cmode Rblks Wblks Vol Name
1L 8325 79210 90% on 128 128 /dev/disk/dsk1c
2 832527 1684 98% on 128 128 /dev/disk/dsk2c

--------------------
1665054 80894 94%

ディスク使用状況とクォータ値を調べるには， 3.4 節を参照してください。
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2.3.3 ドメインの作成

AdvFSファイル・システムの設定の最初のステップは，ドメインを作成し，
そのドメインに初期ボリュームを割り当てることです。 ただし，ドメイン
は，マウント可能な完全なファイル・システムではありません。 AdvFSファ
イル・システムをマウントするためには，ドメインに 1つ以上のファイル・
セットが含まれていることが必要です。ファイルセットをマウントするこ
とにより，ファイルにアクセスすることができるようになります ( 2.4 節
を参照)。ドメインとファイルセットの各種構成の長所短所については，
1.4.1 項を参照してください。

UFSファイル・システムを AdvFSに変換する方法，またはルート・ドメイ
ンを AdvFSとして構成する方法は，付録 Cを参照してください。

単一のファイルセットでシングル・ボリューム・ドメインを作成すること
は，従来の UFSファイル・システムを作成するのと同じことです。 図 2–1
に示すようなアクティブなシングル・ボリューム・ファイル・システムを設
定するには，SysMan Menuの「新しい AdvFSドメインの作成」ユーティリ
ティ (付録 A参照)または AdvFS GUI (付録 E参照)を使用するか，あるいは
コマンド行で次のように mkfdmnコマンドを実行します。

mkfdmn volume_name domain_name

図 2–1: シングル・ボリューム・ドメイン
A

B

1

あるパーティションにドメインを作成し，それが /etc/fdmnsディレクトリ
にエントリがあるパーティションとオーバラップする場合，つまり，その
パーティションがあるドメインと既に関連付けられていた場合，エラー・
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メッセージが表示されます。 このエラー・メッセージを無視することもで
きますし，mkfdmnコマンドを -Fオプションをつけて実行し，このテスト
をバイパスすることもできます。

ディスク・ラベルに使用中であることが表示されているボリュームに，ドメ
インを作成しようとしたときに，そのボリュームがマウントされているかま
たは現在のスワップ・パーティションの場合，mkfdmnコマンドは失敗しま
す。ボリュームがマウントされていない場合は，警告メッセージが表示され
ます。この警告を無視し，そのドメインを作成することもできます。たとえ
ば，/dev/disk/dsk3gが使用中で，ドメイン usr_domainを作成しよう
とした場合，次のメッセージが表示されます。

# mkfdmn /dev/disk/dsk3g usr_domain
Warning: /dev/rdisk/dsk3g is marked in use for 4.2BSD.
If you continue with the operation you can
possibly destroy existing data.
CONTINUE? [y/n] <y>

mkfdmnコマンドは，LSMのボリューム名の省略記法をサポートしていま
す。 以下の 2つは同じ意味になります。

# mkfdmn dom1 testdg.vol1
# mkfdmn dom1 /dev/vol/testdg/vol1

2.3.3.1 ドメイン・バージョン番号

ドメイン・バージョン番号 (DVN)は，ドメインに対応付けられています。
新しいドメインの DVNは，Version 5.0オペレーティング・システムで初め
て 4になりました。 これより前のドメインの DVNは 3です。

Version 5.0より前のオペレーティング・システムで作成されたドメインは，
いずれもこれ以降のバージョンで認識されますが，自動的に新しい構造に
アップグレードされることはありません。

DVN3のファイルセットを Version 5.0以降が動作しているシステムにマウン
トすることはできます。 Version 5.0以降で作成された DVN4ドメインの
ファイルセットを，Version 4オペレーティング・システムが動作する環境に
マウントすることはできません。以前のバージョンのオペレーティング・シ
ステムを動作させ，DVN4 ファイルセットにアクセスする必要がある場合
は，Version 5.0以降のソフトウェアが動作するサーバからそれを NFSマウ
ントします。したがって，アプリケーションで旧バージョンとの互換性が必
要な場合は，ドメインをアップグレードしないでください。
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DVN4 ドメインではディスク構造が改善されており，2Tバイトを超える
クォータ値をサポートし，何千ものファイルを含むディレクトリの性能が向
上しています。ディレクトリが 1ページ (約 200ファイル)を超えると，
DVN4のドメインには自動的にインデックスが作成されます。 これは 5000
を超えるファイルがあるディレクトリで特に有効的に機能します。ディレク
トリにインデックスが付いているかどうかを調べるには，showfileコマ
ンドを使用します。 同コマンドを -iオプション付きで実行すると，イン
デックスについての情報が表示されます。詳細については，showfile(8)を
参照してください。

2.3.3.2 DVN4 のドメインの作成

Version 5.0以降のオペレーティング・システムで作成されたすべてのドメイ
ンは DVN 4です。したがって，完全なインストレーションの場合，その過
程で作成されたすべてのドメインは新しい構造を持つことになります。

Version 4のオペレーティング・システムが動作するシステムからのアップ
デート・インストレーションの場合は，すべての既存のドメインは DVN
3のままです。したがって，/root，/usr，および /varもまた DVN 3
になります。変換のユーティリティはありません。データを DVN4に移
行する場合は， 2.3.3.4 項を参照してください。

アクティブな，DVN4のシングル・ボリューム・ドメインを作成する手順は
以下のとおりです。

1. mkfdmnコマンドを使用して，そのボリュームに関連するシングル・ボ
リューム・ドメインを作成します。

2. mkfsetコマンドを使用して，1つ以上のファイルセットを作成します。

3. mkdirコマンドを使用して，マウント・ポイントとなるディレクトリを
作成します。このディレクトリには，マウントするファイルセットと同
じ名前を付けるのが慣例です。 たとえば，tmp という名前のファイル
セットをマウントするディレクトリには，/tmpという名前を付けます。

4. mountコマンドを使用して，各ファイルセットをマウントします。

______________________ 注意 _____________________

保存しておきたいデータのあるボリュームには，mkfdmn コマン
ドは使用しないでください。 このコマンドを使用すると，その
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ボリュームのデータが壊れます。誤って mkfdmnコマンドを使
用した場合，壊れたボリュームが AdvFSボリュームであれば，
/sbin/advfs/salvageユーティリティを使用してデータの一部
を復元できる場合もあります ( 6.2.6 項を参照)。

次の例では，DVN4 のシングル・ボリューム・ドメイン domain_2を作成
し，そのドメインに 2つのファイルセット fileset_aおよび fileset_bを
作成しています。このドメインのボリュームは 1つだけなので，それぞれの
ファイルセット上のファイルは，物理的には 1つのボリューム上に存在しま
す。 ドメイン名とファイルセット名の間のシャープ記号 (#)は構文の一部
であり，コメントを示すものではありません。

# mkfdmn /dev/disk/dsk2c domain_2
# mkfset domain_2 fileset_a
# mkfset domain_2 fileset_b
# mkdir /fileset_a
# mkdir /fileset_b
# mount domain_2#fileset_a /fileset_a
# mount domain_2#fileset_b /fileset_b

ドメインはさまざまな種類のストレージでセットアップできます。詳細につ
いては， 1.5 節を参照してください。 AdvFS Utilitiesを利用できる場合，
ボリュームを追加することによってドメインのサイズを変更することができ
ます。 クラスタ化されていないルート・ドメインの場合を除いて，シング
ル・ボリューム・ドメインは，マルチボリューム・ドメインに編成し直すこ
とができます。 SysMan Menuの「AdvFSドメインの管理」ユーティリティ
(付録 A)，AdvFS GUI (付録 E)，および 2.3.4 項を参照してください。

2.3.3.3 DVN3 のドメインの作成

Version 5システムで DVN3ドメインを作成することができます。 mkfdmn

コマンドに -V3オプションを指定して実行します。 これは旧バージョンとの
互換性が必要な場合に便利です。

DVN3ドメイン作成についての詳細は，mkfdmn(8)を参照してください。
作成した DVN3ドメインをマウントする方法については， 2.4.5 項 を参照
してください。
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2.3.3.4 ドメインの DVN4へのアップグレード

ドメインをアップグレードするには，Version 5.0以降のソフトウェアが動
作しているシステムで新しいドメインを作成し，古いドメインから新しい
ドメインへすべての情報をコピーします。ドメインの作成に精通していな
い場合，まず 2.3.3 項を参照してください。 ドメインのアップグレードの
手順は以下のとおりです。

1. vdumpコマンドを使用して，ドメインのファイルセットのバックアップ
をテープに取ります。セーブセット・エラーを防ぐために-xオプショ
ンを使用することをお勧めします。 新しいドメインを作成した後にド
メインのデータをリストアできない場合は，それらのすべてのデータ
を失うことになります。

2. 古いドメインをアンマウントし，rmfdmnコマンドを使用して削除し
ます。

3. mkfdmnコマンドを使用して新しいドメインを作成します。新しいドメ
インの DVNは 4になります。 mkfdmnコマンドを実行するときは，-x

と -pオプションを使用する必要はありません。 DVN4ドメインでは，
さらに BMT割り当てを行なう必要はありません。

4. mkfsetコマンドを使用して新しいファイルセットを作成し，それら
をマウントします。

5. vrestore コマンドを使用して，ファイルセットを新しいドメイン
にリストアします。

たとえば，ファイルセット fileset_pと fileset_m のある
/dev/disk/dsk1c 上のドメイン domain_p を，同じ名前および同じボ
リュームでアップグレードするには，次のコマンドを実行します。

# vdump -0 -N -x 8 /fileset_p
# vdump -0 -N -x 8 /fileset_m
# umount /fileset_p
# umount /fileset_m
# rmfdmn domain_p
# mkfdmn /dev/disk/dsk1c domain_p
# mkfset domain_p fileset_p
# mkfset domain_p fileset_m
# mount domain_p#fileset_p /fileset_p
# mount domain_p#fileset_m /fileset_m
# vrestore -x -D /fileset_p
# mt fsf 1
# vrestore -x -D /fileset_m
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2.3.4 ドメイン・サイズの拡大

次のいずれかの方法でドメインを拡大することができます。

• ドメインに別のボリュームを追加する (AdvFS Utilitiesが必要)。

• ドメイン内のボリュームをより容量の大きなストレージ・デバイス
に置き換える。

• ドメインが置かれているストレージの大きさを増やし，それをドメイ
ンに知らせる。

サイズを拡大/縮小してもディレクトリ構造には影響ありません。 ファイルへ
のすべてのパス名はそのままです。 また，処理中もファイル・システムを
稼働させておくことができます。

クラスタ環境の場合を除いて，ルート・ドメインは 1つのボリュームに制
限されます。ルート・ドメインのサイズを拡張する必要がある場合，ボ
リュームの状況によって，対応するストレージを拡張してそれをドメイン
に伝えるか， 6.4.9 項の手順を行なってルートが置かれているデバイス
を交換するかができます。

クォータが設定されている場合を除き，ドメインのすべてのファイルセッ
トは利用可能なストレージにアクセスできます (クォータについては，第
3 章 を参照)。

2.3.4.1 ボリュームを追加することによるドメインのストレージの拡大

新しく作成したドメインは，ディスク，ディスク・パーティション，または
論理ボリュームなどの 1つのボリュームからなります。 AdvFS Utilitiesを利
用する場合，ドメインのサイズは 1つ以上のボリュームを追加することに
よって拡張することができます。図 2–2に，ドメインにボリュームを追加す
る様子を示しています。 ボリュームを最初に追加した状態では，その中に
データは何も含まれません。ボリュームを追加した後は，ファイルをドメイ
ンに追加することで情報がその中に保存されます。 また，vfastユーティリ
ティの実行 ( 5.8節を参照)，ファイルの移動 ( 5.12節を参照)，およびドメイ
ンの負荷分散 ( 5.11 節を参照 )によっても情報が保存されます。
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図 2–2: ドメインの拡大

A B  A

B

1 1 2

Addvol

ボリュームを追加するには，SysMan Menuの「AdvFS ドメインの管理」
ユーティリティ (付録 A参照)または AdvFS GUI (付録 E参照)を使用するか，
コマンド行で次のように addvolを実行してください。

addvol device_name domain_name

たとえば，ドメイン resources にボリューム dsk3c を追加するには次
のコマンドを入力します。

# addvol /dev/disk/dsk3c resources

addvolコマンドは，LSM のボリューム名の省略記法をサポートしていま
す。 以下の 2つは同じ意味になります。

# addvol dom1 testdg.vol1
# addvol dom1 /dev/vol/testdg/vol1

ボリュームの追加は，ドメイン作成直後でも，あるいは，ドメインで追加
スペースが必要となった時点でも可能です。 また，ボリュームの追加は，
ファイルセットがマウントされ使用中のアクティブなドメインに対しても行
うことができます。

DVN3ドメインのサイズを増やすより，新しいファイル構造 ( 2.3.3.4 項)に
アップデートするほうが，性能が向上する場合があります。
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クラスタ環境でない場合は，ルート・ドメインにボリュームを追加すること
はできません (『クラスタ管理ガイド』を参照)。クラスタ構成で実行してい
る場合は，ルート・ドメインに他のドメインと同じ要領でボリュームを追
加できます。 クラスタを使用していない環境でルート・ドメインのサイズ
を拡張するには， 6.4.9 項を参照してください。

______________________ 注意 _____________________

addvol コマンドを使用して，保存しておきたいデータのある
ボリュームを追加しないでください。このようにするとそのボ
リューム上のデータが壊れます。誤って addvolコマンドを使用
した場合には，/sbin/advfs/salvageユーティリティを使用し
てデータの一部を復元できる場合もあります ( 6.2.6 項を参照)。

ドメインにボリュームを追加するには，次の手順を行ないます。

1. showfdmnコマンドを使用して，ドメインの内容と各ボリュームの現在
のディスク容量を表示します。この操作はオプションです。

2. 新しいボリュームをドメインに追加します。

パーティションを追加し，それが /etc/fdmnsディレクトリにエント
リのあるパーティションとオーバラップすると，つまり，そのパー
ティションがあるドメインとすでに関連付けられていると，エラー・
メッセージが表示されます。 このエラー・メッセージは無視すること
ができますし，addvol コマンドに -Fオプションを使用して，このテ
ストをバイパスすることもできます。 詳細については，addvol(8)を
参照してください。

____________________ 注意 ___________________

-Fオプションを使用するには細心の注意が必要です。オーバ
ラップ・チェックを無効にすると，広範囲のデータが失われ
ることがあります (addvol(8)を参照)。

3. vfast ユーティリティを実行しない場合 ( 5.8 節を参照)，balance

ユーティリティを使用してボリューム間のファイルの分散を均等化す
ることをお勧めします。
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次の例では，1つのディスクのボリューム /dev/disk/dsk3cを domain_1

に追加しています。

# showfdmn domain_1
Id Date Created LogPgs Version Domain Name

2bb0c594.00008570 Fri Mar 22 12:33 2002 512 4 domain_1

Vol 512-Blks Free % Used Cmode Rblks Wblks Vol Name
1L 832527 79210 90% on 128 128 /dev/disk/dsk1c
2 832527 1684 98% on 128 128 /dev/disk/dsk2c

--------------------
1665054 80894 94%

# addvol /dev/disk/dsk3c domain_1

2.3.4.2 ボリュームを交換することによるドメインのストレージの拡大

Advanced Utilities を利用できない環境でドメインのサイズを拡張するに
は，次の手順に従います。

1. より容量が大きいストレージ・デバイス上に新規ドメインを作成しま
す。既存ドメインとは異なるドメイン名を使用してください。

2. 既存ドメインのファイルセットと同じ名前のファイルセットを作成し
ます。

3. 作成したファイルセットごとに，一時的なマウント・ポイントを作
成します。

4. 作成した一時マウント・ポイントに各ファイルセットをマウントします。

5. 適切なユーティリティ (vdump/vrestore，cpio，cp -R，tarなど)
を使用して，マウントした各ファイルセットに既存デバイスから対応す
るファイルセットをコピーします。

6. 新旧の各ファイルセットをアンマウントします。

7. 新しいドメインの名前を，必要に応じて旧ドメインの名前に変更し
ます。 ドメインとファイルセットの名前を変更しない場合には，
/etc/fstabファイルを編集する必要はありません。名前を変更した場
合には，/etc/fstabファイルにも変更を反映してください。

8. 新しい各ファイルセットを，旧ファイルセットのマウント・ポイントにマ
ウントします。この結果，ディレクトリ構造の一貫性が保持されます。
作成した一時マウント・ポイントのディレクトリはすべて削除します。
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2.3.4.3 既存のボリュームを拡張することによるドメインのストレージの拡大

既存のボリュームのサイズを増やすことによって，利用可能なストレージの
容量を拡大することができます。たとえば，LSMとハードウェア RAIDの
コントローラは，ボリュームの動的なサイズ拡張をサポートします。 LSM
またはハードウェア RAIDのボリュームのサイズ拡張は，AdvFSとは独立し
て行なわれるので，ボリュームのサイズを変更したときには，それをドメイ
ンに知らせる必要があります。これは，mountコマンドに -o extendオプ
ションを指定して行ないます。 拡張のためにこのオプションを使用するの
は，1つのファイルセットのマウントに対してだけでよいです。

ファイルセットをまだマウントしていない場合は，次のように入力します。

mount -o extend domain#fileset /mount_point

ファイルセットをすでにマウントしている場合は，次のように入力します。

mount -u -o extend domain#fileset /mount_point

-o extendオプションを使用すると，追加したすべてのストレージを，ドメ
インのすべてのファイルセットで使用できます。

______________________ 注意 _____________________

ボリュームを拡張することによりドメインのサイズを拡大する
という方向のみ可能です。 AdvFSはボリュームの縮小をサポー
トしません。

2.3.5 ドメイン・サイズの縮小

残りのボリュームに十分な空き容量がある場合は，ユーザの操作を中断せ
ず，またドメイン内のファイルセットの論理構造に影響を与えずに，ドメ
インからボリュームを削除することができます。ファイル・システムは，
選択したボリュームの内容をドメイン内の他のボリュームへ自動的に移行
します。ドメインからボリュームを削除する前に，そのドメインのすべて
のファイルセットをマウントする必要があります。 マウントされていない
ファイルセットがある状態でドメインからボリュームを削除しようとする
と，エラーが発生します。
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切り離そうとするボリュームからすべてのファイルを移すだけの十分な空き容
量がそのドメインの他のボリュームにない場合には，可能な限りのファイル
が他のボリュームへ移されます。その後，十分なスペースがないことを示す
メッセージが出力されます。この場合，ドメインはダメージを受けません。

AdvFSコマンドでできるのは，ドメインのサイズを縮小することだけです。
mountコマンドの -o extendオプションでドメインの拡張を通知するよう
に，ドメインにストレージの縮小を知らせる操作はありません。

______________________ 注意 _____________________

ドメインが LSMボリューム上にある場合，サイズを縮小するのに
LSMの shrinkオプションは使用しないでください。

ボリュームを削除するには，SysMan Menuの「AdvFS ドメインの管理」
ユーティリティ (付録 A参照) または AdvFS GUI (付録 E参照) を使用する
か，コマンド行で次のように rmvolコマンドを実行します。

rmvol device_name domain_name

たとえば，ドメイン inventory から dsk3c を削除する場合，次のコマ
ンドを入力します。

# rmvol /dev/disk/dsk3c inventory

rmvol コマンドは，LSMのボリューム名の省略記法をサポートしていま
す。 以下の 2つは同じ意味になります。

# rmvol dom1 testdg.vol1
# rmvol dom1 /dev/vol/testdg/vol1

Ctrl/c あるいは kill -term コマンドを使用すると，ドメインにダメー
ジを与えないで rmvol 処理 (rmvol(8) を参照) を中断させることができ
ます。 既に削除したファイルは新しい場所にあります。 kill -KILL コ
マンドは使用しないでください。

状況によっては，rmvolコマンドを killコマンドで中断するとボリューム
にアクセス (書き込み) できない状態になる可能性があります。 この状態に
陥ったボリュームは，showfdmn コマンドの出力で確認できます。 該当す
るボリュームには，“data unavailable”というメッセージが表示されま
す。 rmvolコマンドの中断後，ボリュームへの書き込みができなくなった
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場合は，chvol コマンドに -Aオプションを使用してボリュームを再びア
クティブにしてください。

ドメインのサイズを縮小する手順は以下のとおりです。

1. showfdmnコマンドで，ドメインの内容と，各ボリュームの現在のディ
スク容量を表示します。 この操作はオプションです。

2. ボリュームを削除します。

3. vfastユーティリティを実行しない場合，balanceユーティリティを使
用してボリューム間でのファイル分散を均等化することをお勧めしま
す。 この操作はオプションです。

バランシングや断片化の解消を行っているドメイン，または vfastを実行
してバランシングや断片化の解消を行っているドメインから，ボリュー
ムを削除することはできません。

次の例では，domain_2 ドメインのディスク /dev/disk/dsk2cを削除し
ています。

# showfdmn domain_2
Id Date Created LogPgs Version Domain Name

2bb0c594.00008570 Fri Apr 26 10:23 2002 512 4 domain_2

Vol 512-Blks Free % Used Cmode Rblks Wblks Vol Name
1L 832527 386984 54% on 128 128 /dev/disk/dsk1c
2 832527 647681 22% on 128 128 /dev/disk/dsk2c
3 832527 568894 32% on 128 128 /dev/disk/dsk3c

----------------------
249758 1603559 36%

# rmvol /dev/disk/dsk2c domain_2

ストライプ・セグメントを含む AdvFSボリュームを削除する場合，rmvol

ユーティリティは，そのセグメントを，同じファイルのストライプ・セグメ
ントをまだ含んでいない他のボリュームへ移動します。ドメイン内のすべて
のボリュームに渡ってファイルがストライプ化されている場合，ボリューム
削除の際に確認が必要になります。 削除処理を続行する場合は，残りのボ
リューム上に 1つ以上のストライプ・セグメントが置かれます。ファイルの
ストライプ化についての詳細は， 5.13 節を参照してください。

2.3.6 ドメインの削除

ドメインの削除は，ドメイン内のすべてのファイルセットをアンマウントし
た後に可能になります。 ドメインを削除すると，ドメインを定義していた
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/etc/fdmnsディレクトリのエントリが削除され，ファイルセットがマウン
トできなくなります。削除されたドメインに割り当てられていたボリューム
は未使用として再表示され，再使用できるようになります。

rmfdmn コマンドを使用してドメインを削除して，各ファイルセットを無
効化することはできますが，ボリューム上のデータは変更されないためセ
キュリティ・ホールになる可能性があります。 /sbin/advfs/salvageコ
マンド ( 6.2.6 項を参照) を使用してデータにアクセスできることがあるた
めです。 rmfset コマンドを使用して，個々のファイルセットを削除する
方が賢明です ( 2.4.7 項 を参照)。

ドメインを削除するには，GUI (付録 Eを参照)を使用するか，またはコマン
ド行ですべてのファイルセットとファイルセット・クローンをアンマウント
した後，次のように rmfdmnコマンドを入力します。

rmfdmn domain_name

次に示すのは，ドメイン promotionsを削除する例です。

# rmfdmn promotions
rmfdmn: remove domain promotions? [y/n]y
rmfdmn: domain promotions removed

マウントされたファイルセットがある状態でこのコマンドを使用すると，シ
ステムはエラー・メッセージを表示します。 AdvFSは，アクティブ状態の
ドメインは削除しません。

2.3.7 ドメイン名の変更

既存のドメインには，そのドメイン IDを変更することなく，新しい名前を
割り当てることができます。ドメイン名を変更する場合，そのドメイン内の
すべてのファイルセットに対する，/etc/fstab ( 2.4.1 項を参照)のエント
リをアップデートする必要があります。ドメイン名を変更するには，AdvFS
GUI (付録 Eを参照)を使用するか，コマンド行で次の手順を実行します。

1. すべてのファイルセットおよび関連するクローンをアンマウントします。

2. /etc/fdmnsディレクトリで，古いドメイン名を新しいドメイン名
に変更します。
# mv /etc/fdmns/old_domain_name /etc/fdmns/new_domain_name

3. /etc/fstabファイルを編集して，新しいドメイン名を入力し，古いド
メイン名を削除します。
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4. 名前を変更したドメインのファイルセットをマウントします。

ドメイン名 marketingを advertisingに変更する例を次に示します。こ
こでは，ファイルセット fsetが /fsetにマウントされていると想定してい
ます。 また，ファイルの編集には viエディタを使用します。

# umount /fset
# mv /etc/fdmns/marketing /etc/fdmns/advertising
# vi /etc/fstab

/etc/fstabファイルで，次の行を探します。

marketing#fset /fset advfs rw,userquota,groupquota 0 2

この行を次のように編集します。

advertising#fset /fset advfs rw,userquota,groupquota 0 2

ファイルセットをマウントします。

# mount /fset

2.4 ファイルセット

ファイルセットは，ファイル・システムのディレクトリ階層のマウント可能
部分を表しています。 ファイルセットと従来の UNIXファイル・システム
は，多くの点で共通しています。すなわち，AdvFSファイルセットはマ
ウントできます。 また，ファイルセットにはファイルが含まれ，ファイル
セットはクォータ値が設定可能な単位であり，またデータをバックアップす
るための単位にもなっています。

ドメイン内のファイルセットは，ドメイン内のボリューム上の利用可能なス
ペースを共用し，同じドメイン・トランザクション・ログ・ファイルを使
用します。 各ファイルセットには，固有のディレクトリ構造，ルート・タ
グ・ディレクトリ，クォータ・ファイル，およびフラグ・ファイルがありま
す。 1つのドメイン内の最適な AdvFSファイルセット数は，主に，その
ファイルセットを使用するアプリケーションの要件に依存します。 ドメイ
ンとファイルセットのさまざまな構成の長所短所については， 1.4.1 項を
参照してください。

ファイルセットはその物理ストレージとは独立して管理されるため，各ファ
イルセットを個別にバックアップできます (第 4 章)。また，それぞれに
クォータ値を割り当てることができます (第 3 章)。複数の小さいファイル
セットを使用すると，大きいファイルセット 1つの場合よりも速くバック
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アップやリストアができます。 vdump や vrestore コマンドは，複数の
ファイルセットに対して同時に実行できます。

従来のファイル・システムとは異なり，AdvFSのディレクトリ階層はスト
レージから独立しています。このため，ファイルセットの論理構造に影響を
及ぼさずにファイル・レイアウトを変更できます。

ファイルセット名はドメイン内で一意でなければなりません。ファイルセッ
ト名には，スラッシュ (/)，シャープ記号 (#)，コロン (:)，アスタリスク (*)，
疑問符 (?)，タブ，改行，フォームフィード，キャリッジ・リターン，垂直タ
ブ，および空白を含めることはできません。なお，ドメインが異なるファイ
ルセットには，同じ名前をつけても構いません。

domain#filesetのように，ファイルセット名はドメイン名と関連付ける
ことができます。 シャープ記号 (#)はネーミング構文の一部であり，コメ
ントを示すものではありません。

各ファイルセットには，ドメイン IDとファイルセット・タグで構成された
一意のファイルセット IDがあります。 各ドメインには，独自の連続した
ファイルセット・タグがあります。

AdvFSでは，ファイルセット・クローンもサポートしています。 AdvFSの
ファイルセット・クローンは，データを瞬時に取り込むために作成される，
既存のファイルセットの読み取り専用のコピーです。 ファイルセット・ク
ローンの詳細は， 2.4.10 項を参照してください。

2.4.1 /etc/fstabファイルでのファイルセットの指定

AdvFS ファイルセットは，ファイル・システムの種類として advfs を指
定して /etc/fstabファイルに登録します (fstab(4)を参照)。登録方法
は，他のファイル・システムを追加する場合と同様です。 /etc/fstabファ
イルに記述されている AdvFSファイルセットは，システム・リブートの
たびにマウントされます。

ファイルセット・エントリには，ドメイン名，ファイルセット名，マウン
ト・ポイント，ファイル・システム・タイプ，およびマウント・ポイント・
オプションが含まれます。ユーザおよびグループのクォータ( 3.2 節参照)を
設定する場合には，次に示すように，userquotaオプションと groupquota

オプション，およびパス・フィールド番号もエントリに含めます。 コンマ
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で区切ったオプションのリスト，つまり rw から groupquota の間にス
ペースを含めることはできません。

domain#fileset /mount_point advfs rw,userquota,groupquota 0 2

たとえば，crdt ファイルセットをリブート時にマウントするには，
/etc/fstabファイルに次の行を追加します (ファイルセットのマウント・
ポイントは既に存在するものと仮定します)。

acct_124#crdt /crdt advfs rw,userquota,groupquota 0 2

たとえば，グループ・クォータだけを追加したい場合，ユーザ・クォータを指
定しません。この場合，ファイルセット・エントリは次のようになります。

acct_124#crdt /crdt advfs rw,,groupquota 0 2

userquotaオプションと groupquotaオプションは，クォータ関連のコマ
ンドで処理できるマウント済みファイル・システムを示します。クォータ関
連コマンドの多くは，-a (all) オプション付きで実行することによって，
userquotaや groupquotaが指定されたファイル・システムのみに処理
対象を限定することが可能です。

quota.user ファイルと quota.group ファイルをそのファイルセット
のサブディレクトリに再配置することができます。しかし，他のファイ
ルセットに再配置したり，削除することはできません。ファイルを再配
置した場合，/etc/fstabファイルのエントリを更新し，userquotaと
groupquotaパラメータが再配置したファイルのパスと名前を含むようにす
る必要があります。

たとえば，quota.userファイルをファイルセット crdtの d4サブディレ
クトリに再配置し，nqに名前変更するには，/etc/fstabの対応するエ
ントリを次のように変更します。

acct_124#crdt /crdt advfs rw,userquota=/d4/nq,groupquota 0 2

この例では，グループ・クォータ・ファイルは移動されません。

2.4.2 ファイルセット情報の表示

どのシステム・ユーザも，マウントされているファイルセットおよびクロー
ンに関する詳しい情報を表示することができます。 ドメインがアクティブ
な状態でない場合 (ファイルセットがマウントされていない場合)のみ，
rootユーザ特権が必要です。 ファイルセット情報を調べるには，次のコマ
ンドを入力します。
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showfsets domain_name

次の例ではドメイン zso_domainの情報が表示されます。 このドメインに
は，4 つのファイルセットがあります。

# showfsets zso_domain
staff1_fs

Id : 2cb9d009.000419f4.1.8001
Files : 18554, SLim= 0, HLim= 0
Blocks(512) : 712230, SLim= 0, HLim= 0
Quota Status : user=on group=on
Object Safety: off
Fragging : on
DMAPI : off

guest_fs
Id : 2cb9d009.000419f4.2.8001
Files : 4765, SLim= 0, HLim= 0
Blocks(512) : 388698, SLim= 0, HLim= 0
Quota Status : user=on group=on
Object Safety: off
Fragging : on
DMAPI : off

staff2_fs
Id : 2cb9d009.000419f4.3.8001
Files : 12987, SLim= 0, HLim= 0
Blocks(512) : 842862, SLim= 0, HLim= 0
Quota Status : user=on group=on
Object Safety: off
Fragging: on
DMAPI : off

staff3_fs
Id : 2cb9d009.000419f4.4.8001
Files : 48202, SLim= 0, HLim= 0
Blocks(512) : 1341436, SLim= 0, HLim= 0
Quota Status : user=on group=on
Object Safety: off
Fragging : on
DMAPI : off

次の例ではドメイン domain_2が表示されます。このドメインには，1つの
ファイルセットと 1つのファイルセット・クローンがあります。

# showfsets domain_2
test_fs

Id : 3003f44f.0008ac95.4.8001
Clone is : clone_test
Files : 7456, SLim= 0, HLim= 0
Blocks (512) : 388698, SLim= 0, HLim= 0
Quota Status : user=on group=on
Object Safety: off
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Fragging : on
DMAPI : off

Clone_test
Id : 3003f44f.0008ac95.5.8001
Clone of : test_fs
Revision : 2

グラフィカル・ユーザ・インタフェースを使用しても同様な情報が表示
されます (付録 E を参照)。

2.4.3 ファイルセットの作成

ドメインには，マウントされたファイルセットが少なくとも 1つ含まれてい
なければなりません ( 2.3.3 項参照)。 1つのドメインに複数のファイルセッ
トを作成し，それらのファイルセット間でドメインに設定されたストレー
ジ・プールを共用することも可能です。どのファイルセットも，そのドメイ
ンで利用可能なストレージをすべて使用することができます。

各ファイルセットは，ドメイン内の他のファイルセットとは独立してマウン
トあるいはアンマウントすることができます。ファイルセット・クォータを
設定すれば，ファイルセットで利用できるストレージ・サイズを制限するこ
とが可能です (第 3章を参照)。割り当て済みスペースの 5 %以上を浪費する
ファイルにはフラグ・ファイルを作成し，ディスク・スペースの浪費を抑制
できます ( 5.2 節を参照)。ファイルセットには，作成時に mkfsetコマンド
で属性を設定できるほか，後でchfsets コマンドを使用して設定済みの属
性を変更することもできます ( 2.4.9 項を参照)。

ドメインにファイルセットを作成するには，SysMan Menuの「新しい
AdvFSファイルセットの作成」ユーティリティ (付録 A参照)または AdvFS
GUI (付録 Eを参照) を使用するか，あるいはコマンド行で次のように
mkfset コマンドを実行します。

mkfset domain_name fileset_name

たとえば，ファイルセット couponsをドメイン advertisingに作成するに
は次のように入力します。

# mkfset advertising coupons

ファイルセットをマウントするには，マウント・ポイントとなるディレクト
リを作成する必要があります ( 2.4.5 項を参照)。

ドメインについては， 2.3.3 項を参照してください。
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2.4.4 ファイルセットのアップグレード

Version 5.0以降の Tru64 UINXで作成されたドメイン (DVN4)のファイル
セットは，大きなクォータ値をサポートし，非常に大きなディレクトリで
の性能が良くなっています。 以前に作成されたドメイン (DVN3)のファイ
ルセットでは，このような改善は行われていません。 ファイルセットを新
しいバージョンにアップグレードするためには，ドメインをアップグレー
ド (すなわち新たに再作成) して，ファイルセットをリストアする必要があ
ります。リストア後のファイルセットには新しいクォータが設定され，性
能が向上します ( 2.3.3 項を参照)。

Version 5.0以降の Tru64 UINXが稼働しているサーバから NFSマウントす
る場合を除いて，Version 5.0より前の Tru64 UINXでは，DVN4のファイル
セットをマウントすることはできません。互換性の問題を回避するための情
報は ( 6.4.6 項を参照してください。

2.4.5 ファイルセットのマウント

従来の UNIXファイル・システムの場合と同様に，AdvFS ファイルセットに
アクセスするためにはマウントする必要があります。マウント・ポイントが
存在しない場合には，マウント・ポイントとなるディレクトリを作成しま
す。マウントするファイルセットは，その作成時のオペレーティング・シス
テムに互換性がある必要があります ( 6.4.6 項を参照)。

ファイルセットをマウントするには，SysMan Menuの「一般的なファイル
システム・ユーティリティ -ファイルシステムのマウント」ユーティリティ
(付録 Aを参照)または AdvFS GUI (付録 Eを参照)を使用するか，あるいはコ
マンド行で次のように mount コマンドを入力します。

mount domain_name#fileset_name mount_point

たとえば，マウント・ポイント・ディレクトリを作成し，ドメイン
advertisingのファイルセット couponsをマウントするには，次のよう
に入力します。

# mkdir /coupons
# mount advertising#coupons /coupons

ファイルセットがリブート時に自動的にマウントされるようにするには，
/etc/fstabファイルに 2.4.1 項の説明に従って，エントリを作成します。
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AdvFS は，ファイルセットをマウントする前に，ドメインのすべてのボ
リュームのすべてのデータにアクセスできることを確認します。問題が検出
されるとマウントに失敗するか，ファイルセットが読み取り専用でマウント
されることがあります ( 6.3.2 項を参照)。

間違ったボリューム数でファイルセットをマウントしようとした場合は，マ
ウント操作は失敗します。 詳細については， 6.3.3.2 項および advscan(8)

を参照してください。

Version 5.0以降の Tru64 UINXで作成したファイルセットを Version 4.0あ
るいはそれ以前のバージョンの Tru64 UINXが稼働しているシステムにマウ
ントしようとすると，エラー・メッセージが出力されます ( 6.4.6項を参照)。

マウント操作で一時的アトミック書き込みデータ・ロギングを指定する
ことができます ( 5.5 節を参照)。

2.4.6 ファイルセットのアンマウント

ファイルセットをアンマウントすると，そのファイルセットはドメイン内に
残りますが，アクセスできなくなります。そのファイルセットをマウントす
ると，再度利用できるようになります。

AdvFSファイルセットをアンマウントするには，SysMan Menuの「一般的
なファイルシステム・ユーティリティ —ファイルシステムのアンマウント」
ユーティリティ (付録 A参照)または AdvFS GUI (付録 Eを参照)を使用する
か，あるいはコマンド行で次のように umountコマンドを入力します。

umount mount_point

たとえば， 2.4.5 項でマウントしたドメイン advertisingのファイルセッ
ト couponsをアンマウントする場合，次のコマンドを入力します。

# umount /coupons

2.4.7 ファイルセットの削除

ファイルセットを削除すると，そのファイルセットを再度マウントすること
はできません。削除されたファイルセットは，ドメインから消えます。

ファイルセットを削除するには，あらかじめアンマウントし，そのファイル
セットのクローンも削除しておく必要があります。 ファイルセットにゴミ
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箱ディレクトリ ( 2.6 節を参照) が設定されている場合は，このディレクト
リも削除されます。

ファイルセットを削除するには，SysMan Menuの「AdvFS ドメインの管
理」ユーティリティ (付録 A参照)または AdvFS GUI (付録 Eを参照)を使用
するか，あるいはコマンド行で次のように rmfsetコマンドを入力します。

rmfset domain_name fileset_name

たとえば，ドメイン domain_1 のファイルセット tmp_1 を削除する場合
は，次のように入力します。

# rmfset domain_1 tmp_1
rmfset: remove fileset tmp_1? [Y/N]y

ドメインのすべてのファイルセットを削除する最も確実な方法は，
rmfset コマンドを使用することです。このユーティリティを使用する
と，ファイルセット内の全ファイルの，メタデータを指すポインタが消
去されます。したがって，このコマンドで削除したファイルセットは，
/sbin/advfs/salvageユーティリティを使用しても復元することはできま
せん ( 6.2.6 項を参照)。ドメインのすべてのファイルセットを削除する効率
的な方法は，rmfdmn コマンドによるドメイン自体の削除です。 ただし，
この方法では，一部のデータにアクセスされる可能性があるためセキュリ
ティ・リスクが伴います。 rmfdmn コマンドは，/etc/fdmns ディレクト
リのドメインの定義を削除し，ボリュームのラベルを書き換えますが，ボ
リューム内のデータはそのまま残ります。

2.4.8 ファイルセット名の変更

アンマウントされたファイルセットの名前は，変更できます。ファイルセッ
ト名は利用者が割り当てる属性の 1つであり，その値はドメイン内で保持さ
れます。ファイルセット名を変更しても，この属性が変化するだけであり，
ファイルセット IDは変更されません。

ファイルセット名を変更するには，まず対象のファイルセットをアンマウ
ントし，クローンが存在する場合には，それもアンマウントします。 続い
て，SysMan Menuの「AdvFSドメインの管理」ユーティリティ (付録 A参
照) または AdvFS GUI (付録 Eを参照)を使用するか，あるいはコマンド
行で次のコマンドを入力します。

renamefset domain_name old_fileset_name new_fileset_name
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ファイルセット名を変更したら，/etc/fstabファイルの対応するエントリ
を変更する必要があります ( 2.4.1 項を参照)。この処理を行わないと，変更
したファイルセットがシステム・ブート時にマウントされません。

たとえば，/mount_pointにマウントされているドメイン dmn_1のファイ
ルセット sadの名前を happyに変更する手順は次のとおりです。この手順
では，ファイルの編集に viエディタを使用しています。

# umount /mount_point
# renamefset dmn_1 sad happy
# vi /etc/fstab

/etc/fstabファイル内で次の行を見つけます。

dmn_1#sad /mount_point advfs rw,userquota,groupquota 0 2

この行を次のように変更します。

dmn_1#happy /mount_point advfs rw,userquota,groupquota 0 2

ファイルセットをマウントします。

# mount /mount_point

______________________ 注意 _____________________

AdvFSのファイルセット・クローンの名前は変更できません。
既存のクローンを削除し，任意の名前で新しいクローンを作成
する必要があります。

2.4.9 ファイルセットの属性の変更

chfsetsコマンドを使用すると，ファイルセットの属性を変更できます。
-F，-f，-B，および -bオプションでファイルセットのクォータを変更でき
るほか ( 3.3.2 項を参照)，-o オプションでフラグ・ファイルのオン/オフを
切り替えることができます ( 5.2 節を参照)。 また，オブジェクト・セーフ
ティのオン/オフ ( 6.4.11 項)やデータ管理 API (DMAPI)の有効/無効化 (付録
D)を切り替えることができます。

2.4.10 AdvFSファイルセット・クローン

オプションの AdvFS Utilitiesを使用できる場合は，root ユーザでなくても
AdvFSファイルセット・クローンを使用してファイルをバックアップするこ
とができます。ファイルセット・クローンは，ファイルセット構造情報 (メ
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タデータ)の読み取り専用スナップショットです。ファイルセット・クロー
ンを作成する場合，ユーティリティは，実際のデータではなくオリジナル・
ファイルセットの構造だけをコピーします。 ファイルの内容が変更される
と，ファイル・システムは変更前のオリジナルのデータを AdvFSファイル
セット・クローンにコピーします。したがって，クローンを作成した時点で
のシステムのコピーが，クローンが存在する限り保存されます。 (この処理
を書き込み時コピーと呼びます)。

ファイルセット・クローンに含まれるのは変更されたデータのコピーだけな
ので，ファイルセット・クローンはオリジナルのファイルセットよりも小さ
いのが普通です。 図 2–3に，オリジナル・ファイルセットとファイルセッ
ト・クローンの関係を図示します。

図 2–3: ファイルセット・クローンの作成

A
( )

1 2

A

以下に示すように，ファイルセット・クローンを使用すると，データの可
用性が向上します。

• 特定時点のシステムの保存

クローンは，(vdumpコマンドなどによる)バックアップ処理の代わりに
はなりません。しかし，ファイルが頻繁に変更されており，ある特定時
点における情報を残しながらシステムのバックアップを取りたい場合，
内部的な一貫性は保たれます。データのスナップショットを作成するた
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めにクローンを使用し，そのクローンを vdumpコマンドのバックアッ
プ・ソースとして使用します (詳細は 第 4 章 を参照)。

• 不用意な削除や破損からのファイルの保護

アクセスや変更を予定している各ファイルセットは，クローンを作成し
ておくことをお勧めします。ファイルセット・クローンをオンライン状
態にしておくと，誤って削除したファイルや破損したファイルを，バッ
クアップ・テープを使わずにリストアすることができます。

ファイルセット・クローンのクローンは作成できません。クローンではデー
タ・キャッシングを使用できません。

______________________ 注意 _____________________

テキスト・ファイルをエディタで編集すると，オリジナルのファ
イル全体がクローンにコピーされる場合があります。これは，多
くのエディタが，何が変更されたかには関係なくファイル全体を
書き直すためです。この場合，AdvFSファイルセット・クローン
のサイズは非常に大きくなる可能性があります。 この種の処理
を AdvFS側で変えることはできません。

クローン作成時に存在したファイルを削除した場合，(オリジナル・ファイル
セットでは見えませんが)クローンにはそのまま残ります。そのファイルは
クローンにはコピーされず，実際の削除はクローンが削除されるまで行われ
ません。クローン内のファイルは，クローン作成時に存在したバージョン
のファイルです。その後の更新は失われます。

AdvFSファイルセット・クローンのサイズは，クローンが存在する間に発生
するアップデートの量に依存します。ファイルセット・クローンはファイル
がアップデートされると絶えず変更されるので，空きディスク・スペース
に関する統計値を表示する dfコマンドは，ファイルセット・クローンの
サイズを正確には反映しません。

______________________ 注意 _____________________

ドメインがディスク・スペースを使い果たすと，ファイル・シス
テムは AdvFSファイルセット・クローン内のファイルの整合性を
維持できなくなります。オリジナルのファイルセットは利用可能
な状態ですが，ファイルセット・クローンは整合性を失い，使用
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されなくなります。この場合，警告メッセージが，ユーザの端末
とシステム・コンソールの両方に表示されます。

DMAPIを有効にしたファイルセットのクローンは作成できません。

システム・ディスクのクローンを作成し，他のシステムでブートする方法に
ついては，Best Practicesドキュメントを参照してください。この方法は，
AdvFSのファイルセット・クローンを作成する方法とは異なります。

2.4.10.1 AdvFS ファイルセット・クローンの作成

AdvFSファイルセットのクローン作成はユーザ側では意識されず，システム
性能への影響もわずかに過ぎません。 クローンの作成には root権限が必要で
す。ファイルセット・クローンを作成するには，SysMan Menuの「AdvFS
ドメインの管理」ユーティリティ (付録 A参照) または AdvFS GUI (付録 E
を参照) を使用するか，あるいはコマンド行で次のように clonefsetコマ
ンドを入力します。

clonefset domain_name fileset_name clone_name

たとえば，transactions ドメインの day300 ファイルセットに対するク
ローン clone_day300を作成する場合は，次のコマンドを使用します。

# clonefset transactions day300 clone_day300

コマンド行で，バックアップのソースとしてクローンを使用する方法は，
4.3.11 項 を参照してください。 AdvFS GUI でのクローン作成の方法は
E.4.3 項 を参照してください。

2.4.10.2 AdvFSファイルセット・クローンのマウントとアンマウント

クローンは，通常のファイルセットと同じ方法でマウント/アンマウントされ
ます ( 2.4.5 項および 2.4.6 項を参照)。

2.4.10.3 AdvFS ファイルセット・クローンの削除

クローンは，通常のファイルセットと同じ方法で削除します ( 2.4.7 項を
参照)。
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2.4.10.4 AdvFS ファイルセット・クローンの名前の変更

ファイルセット・クローンの名前は変更できません。クローンに新しい名前
を割り当てるには，古いクローンを削除して，そのファイルセットの新し
いクローンを作成する必要があります。この新しいクローンは，削除した
ファイルセット・クローンより後の時点のスナップショットであることに
注意してください。

2.5 AdvFS ルート・ファイル・システムの構成

AdvFS をルート・ファイル・システムに構成すると，次のような利点が
あります。

• クラッシュ後すぐに再起動できます。 fsck ユーティリティを実行
する必要はありません。

• 1組のツールを使用してすべてのローカル・ファイル・システムを管理
できます。 addvolコマンドと rmvolコマンドを除く AdvFSのすべて
の機能が，ルート・ファイル・システムを管理するために利用できま
す。ただし，マルチボリュームのルート・ドメインが使用できるクラ
スタ構成では上記コマンドを使用できます。

• ルート・ファイル・システムの保護のためにミラー化した AdvFSを使
用できます。これにより，メディア障害が発生してもルート・ファイ
ル・システムが利用可能です。

AdvFSルート・ファイル・システムには，次のような制限事項が存在しま
す。

• クラスタ環境で実行している場合 (『クラスタ管理ガイド』を参照) を
除き，ルート・ドメインには，1つのボリュームしか含めることがで
きません。また，ルート・ドメインにボリュームを追加することはで
きません。

• ボリュームは，物理デバイスの先頭 (a または c パーティション)か
ら開始しなければなりません。

• ルート・ドメインで最初に作成するファイルセットは，ルート・ファイ
ルセットでなければなりません。

• ルート・ドメインおよびファイルセットにはどんな名前でも割り当て
ることができますが，/etc/fstab ファイルに割り当てた名前を記述
しなければなりません。
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ルート・ドメインには，ルート・ファイルセットのみを含めてください。
/usrファイルセットや /varファイルセットを含めることはお勧めできま
せん。 システムで使用できるストレージ・デバイスが 1台だけの場合に
は，ルート・ドメインとそれ以外のドメインを，異なるパーティションに
配置してください。

基本オペレーティング・システムの初期インストール時にルート・ディレク
トリを AdvFSボリューム上に配置することも，あるいはインストール後
に既存のルート・ファイル・システムを AdvFS に変換することもできま
す。 初期インストール時にルート・ディレクトリを AdvFSファイル・シ
ステムでインストールする場合には，ルート・ディレクトリは特に指定し
なければ a パーティション上に作成されます。

既存の UFSルート・ファイル・システムを AdvFSへ変換する方法について
は， C.2 節を参照してください。オペレーティング・システムの初期インス
トール時にルート・ファイル・システムとして AdvFSを使用する方について
は，『インストレーション・ガイド』を参照してください。

2.5.1 シングルユーザ・モードでのルート・ファイル・システムのマ
ウント

システムがシングルユーザ・モードにブートされる際に，ルート・ファイ
ル・システムは自動的に読み取り専用でマウントされます。 mountコマンド
に -uオプションを使用すると，ルート・ファイルセットのマウント状態を
read-only から read-writeに変更することができます。

# mount -u /

ルート構成に変更を加える必要がある場合には，この手順を使用します。た
とえば，/etc/fstabファイルの変更が必要な場合に使用します。詳細につ
いては mount(8)を参照してください。

2.5.2 ルート・ドメイン名の変更

ルート・ドメインの名前は，他のドメインと同じ方法で変更できます
( 2.3.7 項を参照)。ルート・ドメインの名前は，/etc/fdmnsディレクトリ
内のディレクトリ名として，また /etc/fstabファイルのルート・エントリ
として格納されています。ルート・ドメインの名前を変更した場合，両方を
アップデートする必要があります。
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2.5.3 ルート・ファイルセット名の変更

ルート・ファイルセット名の変更は，その他のファイルセットの名前を変
更する手順と同様に行います ( 2.4.8 項を参照)。 ただし，複雑化する要
因が 2 つあります。

• renamefsetコマンドを実行するにはファイルセットがアンマウントさ
れている必要がありますが，ユーザがルート・ファイルセットをアンマ
ウントすることはできません。

• ルート・ファイルセット名を変更するには，/etc/fstab ファイルの
編集が必要です。 このためには，ルート・ファイルセットを書き込み
可能にする必要があります。 ただし，/etc/fstabファイル内のエン
トリが正しくないと，ルート・ファイルセットを書き込み可能でマ
ウントすることはできません。

このため，代わりのブート可能パーティションを使用して，変更しようとし
ているルート・ファイルセットを操作し，変更を行った後で，変更したファ
イルセットをルート・ファイルセットとしてリブートします。

ルート・ファイルセット名の変更手順は，以下のとおりです。

1. 変更するもの以外のパーティションをブートします (UFS でも構いま
せん)。

2. 名前を変更しようとしているファイルセット用に，ブートしたパーティ
ションの新しいエントリを /etc/fdmnsディレクトリに作成します。

3. 新しいディレクトリへ移動して，元のファイルセットを保持するデバイ
スへのシンボリック・リンクを作成します。

4. renamefsetコマンドでルート・ファイルセット名を変更します。

5. /etc/fstabファイルをアップデートするために，名前を変更したルー
ト・ファイルセットを適当なディレクトリに一時的にマウントします。

6. fstabエントリを変更して，新しいルート・ファイルセット名を反映
させます。

7. システムをシャットダウンします。

8. 元の AdvFS システムでリブートします。
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次の例では，ルート・ファイルセットの名前を root_fsから new_root

に変更しています。ルート・ファイルセットは，/dev/disk/dsk2aの
root_domain ドメインにあるものとします。

1. 変更するもの以外のデバイスをブートします。

2. tmp_root_domainのエントリを /etc/fdmnsディレクトリに作成し
ます。

# mkdir /etc/fdmns/tmp_root_domain

3. 新しいディレクトリに移動して，tmp_root_domainに対するシンボ
リック・リンクを作成します。

# cd /etc/fdmns/tmp_root_domain
# ln -s /dev/disk/dsk2a

4. ファイルセット名を root_fsから new_rootに変更します。

# renamefset tmp_root_domain root_fs new_root

5. 変更したルート・ファイルセットをマウントして /etc/fstabファイル
をアップデートします。

# mount tmp_root_domain#new_root /mnt

6. /mnt/etc/fstab内のtmp_root_domainのエントリを viエディタを
使って編集します。

# cd /mnt/etc
# vi fstab

/etc/fstabファイルで，次の行を探します。

root_domain#root_fs / advfs rw,userquota,groupquota 0 2

この行を次のように変更します。

root_domain#new_root / advfs rw,userquota,groupquota 0 2

7. システムをシャットダウンします。

# shutdown -h now

8. AdvFS システムをリブートします。

______________________ 注意 _____________________

ルート・ドメインおよびファイルセットの名前を変更した後
/etc/fstabファイルのエントリの変更を忘れると，ブート時に
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マルチユーザ・モードに入れなくなります。この場合，シングル
ユーザ・モードで /etc/fstabファイルを編集してください。

2.6 ファイル回復のためのゴミ箱の設定

オプションの AdvFS Utilitiesを使用できる環境では，各エンドユーザは必要
に応じて，削除したファイルのコピーを保存するようにシステムを設定する
ことが可能です。 すなわち，ファイルセット内の 1つ以上のディレクトリ
に，ゴミ箱ディレクトリを付加することができます。こうしてゴミ箱を付加
したディレクトリから削除したすべてのファイルは，対応するゴミ箱ディ
レクトリに自動的に移動されます。 その結果，ゴミ箱付きのディレクトリ
から削除したファイルの最も新しいバージョンを，mv コマンドで元のディ
レクトリに戻すことができます。

ただし，ゴミ箱ディレクトリには欠点もあります。バックアップ媒体を使用
せずにファイルを復元できる反面，ファイル削除時のディスクへの書き込
み処理が増えます。

ゴミ箱ディレクトリの設定には root権限は不要ですが，次の点に留意す
る必要があります。

• 復元できるファイルは，最後に削除したバージョンだけです。

• 複数のディレクトリに同じゴミ箱ディレクトリを設定できますが，こ
れらのディレクトリから同じ名前のファイルを削除すると，ゴミ箱に
は最後に削除したファイルだけが残ります。

• ゴミ箱に移動されるのは，ファイル単位で削除したファイルだけです。
rmfset コマンドを使用してファイルセット全体を削除した場合に
は，そのファイルセットに含まれるファイルはゴミ箱に移動されず，
ゴミ箱も削除されます。

• クォータのチェックでは，ゴミ箱内の削除済みファイルもカウント
されます。

• ゴミ箱ディレクトリから削除したファイルは復元できません。

表 2–1 は，ゴミ箱の設定と管理に使用するコマンドと，その機能を示し
ています。
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表 2–1: ゴミ箱関連コマンド

コマンド 説明

mktrashcan ゴミ箱を作成する。

shtrashcan ゴミ箱の内容を表示する。

rmtrashcan ゴミ箱ディレクトリを削除する。

たとえば，booklistディレクトリにゴミ箱ディレクトリ keeperを設定す
るには，次のコマンドを実行します。

# mkdir keeper
# mktrashcan keeper /booklist

’keeper’ attached to ’/booklist’

ファイルを削除し，ゴミ箱の内容を確認する手順は次のとおりです。

# rm old_titles
# shtrashcan /booklist

’//keeper’ attached to ’/booklist’
# cd keeper
# ls

old_titles

ゴミ箱とディレクトリの関係設定を解除するには，次のコマンドを実行
します。

# rmtrashcan /booklist
’/booklist’ detached
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3
クォータの管理

AdvFSファイル・システムでクォータを使用すれば，ユーザ，グループ，あ
るいはファイルセットの単位で，使用する物理ストレージの量を追跡および
管理することができます。クォータの設定および編集には，rootユーザ特権
が必要です。 rootユーザは，クォータによる使用ストレージ量の制限を受け
ません。クォータが適用されるのは，root以外のユーザだけです。

この章では，次のトピックについて説明します。

• クォータと猶予期間 ( 3.1 節)

• ユーザ・クォータとグループ・クォータ ( 3.2 節)

• ファイルセット・クォータ ( 3.3 節)

• 使用状況を確認する方法 ( 3.4 節)

3.1 クォータの概要

AdvFSのクォータ体系は，UFSのクォータと互換性があります。ただし，
AdvFSのクォータ体系は，次の 2つの点で UFSのクォータと異なります。

• AdvFSは，クォータの管理と適用を区別します。 クォータ情報は常
時管理されますが，クォータの適用については有効/無効を切り替え
ることができます。

• AdvFSはファイルセット・クォータをサポートします。つまり，ド
メインのファイルセットのサイズを制御するためにクォータ制限を設
定することができます。

AdvFSファイル・システムではクォータ・ファイルが作成され，それによっ
てクォータ，猶予期間，およびファイルセットの利用状況が追跡されま
す。クォータ・ファイルはファイルセット内に保持されますが，UFS の場
合とは異なり，ユーザ側でクォータ・ファイルを削除したり，作成するこ
とはできません。 クォータを設定していない場合も，ファイルセットには
クォータ・ファイルが存在します。
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クォータは，ディスクの容量とファイル数に対して設定できます。さらに，
次に示す 2種類のクォータが設定可能です。

• ユーザおよびグループ・クォータ

AdvFSのユーザおよびグループ・クォータは，UFS クォータに良く似
ています。各ファイルセットの各ユーザまたはグループごとに，別々の
クォータを設定することができます。クォータ・ファイルは，特に指定
しなければファイルセットのルート・ディレクトリに保存されます。

• ファイルセット・クォータ

ファイルセット・クォータは AdvFS独自の機能であり，ファイルセッ
トそのものに使用できる容量を制限できます。ファイルセット・クォー
タは，ドメインが複数のファイルセットを含む場合に役立ちます。
ファイルセット・クォータが設定されていないと，いずれかのファイ
ルセットでドメイン内のすべてのディスク・スペースを使用してし
まうような事態が発生します。

たとえば，/usr/usersなどのホーム・ディレクトリを含むファイル
セットは急速に増大することがあるので，このようなファイルセットに
はクォータを設定しておくと有効です。これに対して，/tmpファイル
セットはサイズが上下に変動するため，このファイルセットにクォータ
値を設定するのはお勧めできません。

クォータ・ファイルとファイルセット・クォータは，root ユーザがローカ
ル・システムで完全なバックアップを指定したときに保存されます。バック
アップの手順については，第 4 章を参照してください。

3.1.1 クォータ限界値

限界値は，ディスク使用量 (ブロック数) およびファイル数 (i ノード数) の
両方に設定することができます。表 3–1に，両方のタイプのクォータ値
の限界サイズを示します。
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表 3–1: クォータの限界サイズ

ユーザおよびグループ・クォータ ファイルセット・クォータ

ディスク使用量 80 億 T バイト* 40 億 T バイト

ファイル数 40 億 40 億

* Version 5.0より前のオペレーティング・システムでは，ユーザおよびグ
ループのクォータの限界値は 2Tバイトでした。 Version 5.0以降のオペレー
ティング・システム上で，Version 5.0より前のバージョンで作成したドメイ
ンを使用している場合，新しい限界値を利用するためにはドメインをアップ
グレードする必要があります ( 2.3.3.4 項を参照)。

クォータの限界値には，ハード限界値とソフト限界値の 2種類がありま
す。 ハード限界値は，超過することができません。 したがって，それ以
上のスペースを割り当てたりファイルを作成したりできません。 一方ソフ
ト限界値 ( 3.1.2 項参照) は，一定期間，ハード限界値を超えない範囲で値
を超えることができます。

root ユーザは，いつでも必要に応じてハード限界値とソフト限界値を設
定/変更できます。これらの限界値の変更は，クォータが有効なファイル
セットにただちに反映されます。 ファイルセットのマウントやアンマウン
トは，クォータの限界値には影響を与えません。ハードおよびソフト限界
値は，ユーザ，グループ，およびファイルセットに対して設定することが
できます。省略時の設定は，クォータ制限なしです。 また，次のように
設定することもできます。

• ハード限界値を 0ブロックあるいは 0ファイルに設定する。 クォータ
制限は設定されません。

• ハード限界値を 1ブロックあるいは 1ファイルに設定する。ディスク・
スペースの割り当てはできなくなります。

• ソフト限界値を 1ブロックあるいは 1ファイルに設定し，ハード限界値
を 0ブロックあるいは 0ファイルに設定する。 一時的なディスク・ス
ペースの割り当てが可能になります。

設定したクォータ限界値は，rootユーザによって変更されるまで有効です。

クォータ限界値を超えて書き込みをする必要がある場合は， 6.4.5 項 を
参照してください。
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3.1.2 猶予期間

ソフト限界値には猶予期間が設定されます。 猶予期間とは，ソフト限界値
を超えることが可能な期間のことです。猶予期間までの時間計時は，使用
しているディスク容量がクォータのソフト限界値を下回ると，いったん
リセットされます。

猶予期間が終了すると，当該ユーザやグループは，ソフト限界値を下回る水
準までファイルを削除しない限り，新しいファイルの作成や，ディスク・ス
ペースの割り当てができなくなります。このような場合に既存のファイルを
更新すると，データが失われる可能性があります。

ソフト限界値を超えると，猶予期間のタイマが起動されます。 ソフト限界
値を下回ると，そのたびにタイマが停止し，リセットされます。 ソフト限
界値を超えてから猶予期間を変更した場合は，使用量が限界値を下回る
までは古い猶予期間が有効です。

猶予期間は次のものに対して設定できます。

• ユーザ

ファイルセットごとに，すべてのユーザ用の猶予期間を 1つだけ設定す
ることができます ( 3.2.2 項を参照)。ブロック数の猶予期間とファイル
数の猶予期間は，同じである必要はありません。

• グループ

ファイルセットごとに，すべてのグループ用の猶予期間を 1つだけ設定
することができます ( 3.2.2 項を参照)。ユーザ猶予期間の方が長い場合
でも，グループ内のすべてのユーザは，そのグループに設定された猶
予期間によって制限されます。

• ファイルセット

ファイルセット猶予期間はグループ猶予期間と同じです ( 3.3.2 項を参
照)。どのユーザあるいはグループもファイルセットのソフト限界値を
超え，ファイルセット猶予期間のタイマが起動する原因となり得ます。
また，どのユーザあるいはグループも (限界値を超える原因となった
ユーザあるいはグループでなくても) ファイルセットがソフト限界値を
下回るように，そのファイルを削除することができます。

AdvFSは，省略時では猶予期間を 7日間に設定します。猶予期間は，日，時
間，分，秒単位で指定できます。 この期間は変更することができます。 猶
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予期間を 0日に設定すると，省略時の設定が強制されます。 猶予期間を 1
秒に設定すると，猶予期間は無効になります。

3.1.3 クォータの機能の要約

表 3–2では，ユーザおよびグループ・クォータと，ファイルセット・クォー
タを比較しています。

表 3–2: ユーザおよびグループ・クォータとファイルセット・クォータの比較

ユーザおよびグループ ファイルセット

クォータ・ファイル quota.user および
quota.groupという
名のファイルに定義す
る ( 3.2.1 項)。

ファイルセットのメタ
データの一部。 見るこ
とはできない。

クォータ限界値の設定 /etc/fstab ファイル内
のマウント・オプショ
ンを変更し，ファイル
セットをマウントし，
edquota コマンドを実
行する ( 3.2.2 項)。

chfsets コマンドを実
行 ( 3.3.2 項)。

猶予期間の設定 edquotaコマンドに -ut
オプションまたは -gtオ
プションをつけて実行
する ( 3.2.2 項)。

グループの猶予期間と
同じ ( 3.3.2 項)。

クォータの有効化 quotaon コマンドを実
行するか，リブート時
にクォータを適用する
ために rcmgr コマンド
を実行する ( 3.2.4 項お
よび 3.2.5 項)。

クォータ限界値を設定する
と有効になる( 3.3.4 項)。

クォータの無効化 quotaoffコマンドを使用
するか，/etc/rc.con-
fig.commonファイルの
QUOTA_CONFIG="yes"
行を削除する( 3.2.6 項)。

chfsetsコマンドを使用
してクォータ限界値を 0
に設定する( 3.3.5 項)。

クォータ限界値のチェック edquota コマンドに -u
または -g オプションを
つけて実行する。

chfsets コマンドまた
は showfsets コマン
ドを実行する。

3.2 ユーザおよびグループのクォータ

以下の項では，クォータ・ファイルについて説明し，ユーザおよびグループ
に対してクォータおよび猶予期間を設定する方法について説明します。
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3.2.1 ユーザおよびグループのクォータ・ファイル

AdvFS ファイル・システムは，ユーザおよびグループのクォータ情報を
ファイルセット内のルート・ディレクトリの quota.user ファイルと
quota.groupファイルに保存します。これらのファイルは，ファイルセッ
トの作成時に作成され，ユーザ IDとグループ IDでインデックスされます。
クォータを適用する必要がない場合も，これらのファイルは削除できませ
ん。各クォータ・ファイル・エントリには，次の情報が含まれています。

• ハード・ブロック限界値

• ソフト・ブロック限界値

• ブロック使用量

• ハード・ファイル限界値

• ソフト・ファイル限界値

• ファイル使用量

• ブロック猶予期間

• ファイル猶予期間

クォータ・ファイルはスパース・ファイルです ( 1.3.3 項を参照)。つまり，
ユーザ IDやグループ IDが存在しない部分には，ディスク・スペースは割り
当てられていません。 ls -lコマンドを使用すれば，quota.userファイル
あるいは quota.groupファイルが関係するファイルの容量を調べることが
できますが，それらは実際のディスク使用量を反映していません。 たとえ
ば，quota.userファイルを表示するには，次のコマンドを実行します。

# ls -l quota.user
-rw-r----- 1 root operator 294912 Jul 20 08:50 quota.user

ls -sコマンドまたは du -kコマンドを使用すれば，ファイルによるディ
スク使用量を 1K バイト単位のブロック数で表示できます。たとえば，
quota.user ファイルのブロック数を表示するには，次のコマンドを実
行します。

# ls -s quota.user
16 quota.user

# du -k quota.user
16 quota.user
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3.2.2 ユーザおよびグループのクォータ，および猶予期間の設定

ユーザ・クォータおよびグループ・クォータの両方を設定する必要は必ずし
もありません。 グループ・クォータを指定すると，そのクォータ値は当該
グループに属する全ユーザに適用されます。 そのため，グループ・クォー
タよりも大きなユーザ・クォータを指定しても，指定したユーザ・クォー
タ値に達する前にグループ・クォータによって制限されるため，ユーザ・
クォータは無視されます。

ユーザとグループのクォータを設定するには，edquotaコマンドを使用し
ます。 また，その猶予期間を変更するのにもこのコマンドを使用します。
猶予期間は，各ファイルセットごとに，すべてのユーザまたはすべてのグ
ループに対して 1つしか設定できません。 ただし，ブロック数とファイル
数に対して同じ値の猶予期間を設定する必要はありません。設定したグ
ループ猶予期間は，ファイルセット猶予期間としても設定されます (詳細
は 3.3.2.2 項を参照)。

次のような手順に従って，ユーザおよびグループのクォータと猶予期間
を設定します。

1. /etc/fstabファイル ( 2.4.1 項)にクォータ・ファイルのマウント・ポ
イント・オプション (userquotaおよび groupquota)を追加します。ファ
イルセットをマウントしていない場合はマウントします。

2. ユーザおよびグループ・クォータ，または猶予期間を設定するために，
edquotaコマンドに適切なオプションを指定して実行します。 クォー
タ・ファイルの内容が，EDITOR環境変数に指定されているエディタに
よって ASCII形式で表示されます。 EDITOR環境変数が設定されてい
ない場合は，viエディタが使用されます。クォータを設定することの
できるファイルセットだけを見ることができます。ファイルセットがわ
からない場合，ステップ 1からやり直してください。

3. ユーザまたはグループのクォータ情報が表示されたら，必要に応じて
ハードおよびソフト限界値フィールドの数値を変更します。 その後，
エディタを終了して変更内容を保存します。

4. ユーザまたはグループの猶予期間を設定するには，ユーザの場合は -

utオプションを指定し，グループの場合は -gtオプションを指定し
て，edquotaコマンドを実行します。編集することのできる ASCII形
式のファイルが表示されます。
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5. 猶予期間情報が表示されたら，必要に応じて猶予期間を変更します。そ
の後，エディタを終了して変更内容を保存します。

クォータの設定と猶予期間の詳細については，edquota(8) を参照して
ください。

ファイルセットに設定したクォータを適用するには，quotaonコマンドで有
効化するか，システムを再起動する必要があります ( 3.2.4 項および 3.2.5項
を参照)。ファイルセットに対してすでにクォータ機能が有効になっている場
合は，クォータ値を変更すると新しい限界値がすぐに有効になります。

1人のユーザに対してクォータを設定した後に，edquotaコマンドに -pオ
プションをつけて使用して，そのユーザのエントリをプロトタイプとして他
のユーザに適用することができます ( 3.2.3 項を参照)。 -pオプションを使用
せずに edquotaコマンドを複数のユーザ名を指定して実行した場合，指定し
たすべてのユーザについて，エディタ・ウィンドウが表示されます。

3.2.2.1 ユーザ・クォータの設定

下記の手順では，ユーザ user5のクォータを設定しています。

1. クォータを設定しようとしているファイルセットのマウント・ポイント
が存在しない場合，/etc/fstabファイル ( 2.4.1 項)にクォータ・マウ
ント・ポイント・オプションを追加します。そして，ファイルセットを
マウントしていない場合はマウントします。

domain_1#geb1 /geb1 advfs rw,userquota,groupquota 0 2
domain_2#geb3 /geb3 advfs rw,userquota,groupquota 0 2
domain_4#geb4 /geb4 advfs rw,userquota,groupquota 0 2

2. クォータ設定ファイルを表示するために，edquotaコマンドに -uオプ
ションをつけてユーザ名を指定して実行します。 edquotaの出力に，
そのファイルセットがない場合，ステップ 1から繰り返します。

# edquota -u user5
Quotas for user user5:
/geb1: blocks in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)

inodes in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)
/geb3: blocks in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)

inodes in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)
/geb4: blocks in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)

inodes in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)

blocks in useと inodes in useは，それぞれ各ファイルセットで
使用されている 1Kバイトのブロック数とファイル数を示しています。
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これらの値は変更できません。この例では，ファイルセットが新しく作
成されています。ソフトおよびハード限界値がゼロになっているので，
限界値は設定されていません。

3. softおよび hardフィールドに設定された，指定ユーザの限界値を変
更します。複数のユーザ名を指定した場合，値はすべてのユーザ名に
反映されます。

/geb1: blocks in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)
inodes in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)

/geb3: blocks in use: 0, limits (soft=5000, hard=10000)
inodes in use: 0 limits (soft= 100, hard= 200)

/geb4: blocks in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)
inodes in use: 0, limits (soft = 0, hard = 0)

4. エディタを終了して変更を保存します。

ファイルセット geb3のクォータが既に有効になっている場合は，新しい限界
値が直ちに有効になります。ファイルセットのクォータがまだ有効になって
いない場合は，クォータが有効にされると同時に新しい限界値が有効になり
ます。クォータを手動で有効にする方法は， 3.2.5 項を参照してください。

ユーザとグループの両方に対してクォータが設定されている場合，小さ
い方の値が適用されます。

3.2.2.2 ユーザ猶予期間の設定

ファイルセットに対してソフト限界値を適用する場合には，そのファイル
セットに猶予期間を設定することができます。猶予期間を指定しない場合，
AdvFS の省略時の設定である 7日が猶予期間として使用されます。猶予
期間を無効にするには，値を 1秒に設定します。 ブロック数とファイル数
に対しては，異なる猶予期間を設定することができます。 グループ猶予期
間がユーザ猶予期間よりも短い場合，ユーザはグループ猶予期間によって
制限されます。

次の手順では，ファイルセット geb3のすべてのユーザに対する猶予期間
を設定しています。

1. クォータを設定しようとしているファイルセットのマウント・ポイント
が存在しない場合，/etc/fstabファイル ( 2.4.1 項)にクォータ・マウ
ント・ポイント・オプションを追加します。そして，ファイルセットを
マウントしていない場合はマウントします。
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domain_1#geb1 /geb1 advfs rw,userquota,groupquota 0 2
domain_2#geb3 /geb3 advfs rw,userquota,groupquota 0 2
domain_4#geb4 /geb4 advfs rw,userquota,groupquota 0 2

2. 猶予期間の設定ファイルを表示するために，edquotaコマンドに -ut

オプションをつけて実行します。 edquota の出力に，そのファイル
セットがない場合，ステップ 1から繰り返します。

# edquota -ut
Time units may be: days, hours, minutes, or seconds
Grace period before enforcing soft limits for users:
/geb1: block grace period: 7 days, file grace period: 7 days
/geb3: block grace period: 7 days, file grace period: 7 days
/geb4: block grace period: 7 days, file grace period: 7 days

3. geb3ファイルセットのユーザ猶予期間を設定するために，block grace

periodおよび file grace periodフィールドの値を変更します。

Time units may be: days, hours, minutes, or seconds
Grace period before enforcing soft limits for users:
/geb1: block grace period: 7 days, file grace period:7 days
/geb3: block grace period: 2 days, file grace period:3 days
/geb4: block grace period: 7 days, file grace period:7 days

4. エディタを終了して変更を保存します。

ファイルセット geb3のクォータが既に有効になっている場合は，新しい
猶予期間が直ちに有効になります。 すでにソフト限界値を超えている場合
は，ソフト限界値を下回るまで新しい猶予期間は有効になりません。 ファ
イルセットのクォータがまだ有効になっていない場合は，クォータが有効
にされるとすぐに新しい限界値が有効になります。 クォータを手動で有効
にする方法は， 3.2.5 項 を参照してください。

3.2.2.3 グループ・クォータの設定

次の手順では，グループ rsgusers に対して geb3 にクォータを設定し
ています。

1. クォータを設定しようとしているファイルセットのマウント・ポイント
が存在しない場合，/etc/fstabファイル ( 2.4.1 項)にクォータ・マウ
ント・ポイント・オプションを追加します。そして，ファイルセットを
マウントしていない場合はマウントします。

domain_1#geb1 /geb1 advfs rw,userquota,groupquota 0 2
domain_2#geb3 /geb3 advfs rw,userquota,groupquota 0 2
domain_4#geb4 /geb4 advfs rw,userquota,groupquota 0 2
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2. edquota コマンドに -g オプションをつけて実行します。複数のグ
ループ名を指定した場合，値はすべてのグループに反映されます。
edquotaの出力に，そのファイルセットがない場合，ステップ 1から
繰り返します。

# edquota -g rsgusers
Quotas for group rsgusers:
/geb1: blocks in use: 0, limits (soft=0, hard=0)

inodes in use: 0, limits (soft=0, hard=0)
/geb3: blocks in use: 0, limits (soft=0, hard=0)

inodes in use: 0, limits (soft=0, hard=0)
/geb4: blocks in use: 0, limits (soft=0, hard=0)

inodes in use: 0, limits (soft=0, hard=0)

blocks in useと inodes in useは，それぞれ各ファイルセットで
使用されている 1Kバイトのブロック数とファイル数を示しています。
これらの値は変更できません。ソフトおよびハード限界値がゼロになっ
ているので，限界値は設定されていません。

3. softおよび hardフィールドに，指定したグループの限界値を設定し
ます。

/geb1: blocks in use: 0, limits (soft=0, hard=0)
inodes in use: 0, limits (soft=0, hard=0)

/geb3: blocks in use:0, limits(soft=60000, hard=80000)
inodes in use:0, limits(soft= 6000, hard= 8000)

/geb4: blocks in use: 0, limits (soft=0, hard=0)
inodes in use: 0, limits (soft=0, hard=0)

4. エディタを終了して変更を保存します。

ファイルセット geb3のクォータが既に有効になっている場合は，新しい限
界値が直ちに有効になります。ファイルセットgeb3のクォータがまだ有
効になっていない場合は，クォータが有効にされると同時に新しい限界値
が有効になります。 クォータを手動で有効にする方法は， 3.2.5 項 を参照
してください。 ユーザとグループの両方のクォータが設定されている場合
は，両方のうちに小さい方の値が使用されます。

3.2.2.4 グループ猶予期間の設定

ソフト限界値を適用する場合，すべてのグループに対して，ファイルセット
ごとに 1つの猶予期間を設定することができます。グループ猶予期間はファ
イルセット猶予期間と同じです ( 3.3.2.2 項参照)。猶予期間を指定しない場
合は，AdvFSの省略時の設定である 7日間が猶予期間として使用されます。
猶予期間を無効にするには，値を 1秒に設定します。ブロック数とファイル
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数に対しては，異なる猶予期間を設定することができます。グループ猶予期
間は，すべてのどのユーザ猶予期間よりも優先されます。

次の手順では，ファイルセット geb3のすべてのグループに対して猶予期間
を設定しています。

1. クォータを設定しようとしているファイルセットのマウント・ポイント
が存在しない場合，/etc/fstabファイル ( 2.4.1 項)にクォータ・マウ
ント・ポイント・オプションを追加します。そして，ファイルセットを
マウントしていない場合はマウントします。

domain_1#geb1 /geb1 advfs rw,userquota,groupquota 0 2
domain_2#geb3 /geb3 advfs rw,userquota,groupquota 0 2
domain_4#geb4 /geb4 advfs rw,userquota,groupquota 0 2

2. 猶予期間の設定ファイルを表示するために，edquota コマンドに -gt

オプションをつけて実行します。 edquota の出力に，そのファイル
セットがない場合，ステップ 1から繰り返します。

# edquota -gt
Time units may be: days, hours, minutes, or seconds
Grace period before enforcing soft limits for groups:
/geb1: block grace period: 7 days, file grace period:7 days
/geb3: block grace period: 7 days, file grace period:7 days
/geb4: block grace period: 7 days, file grace period:7 days

3. geb3ファイルセットのグループ猶予期間を設定するために，block

grace periodおよび file grace periodフィールドの値を変更し
ます。

Time units may be: days, hours, minutes, or seconds
Grace period before enforcing soft limits for groups:
/geb1: block grace period: 7 days, file grace period:7 days
/geb3: block grace period:12hours, file grace period:5 days
/geb4: block grace period: 7 days, file grace period:7 days

4. エディタを終了して変更を保存します。

すでにクォータが有効になっている場合，グループが geb3のソフト限界値
を超えていない限り，新しい猶予期間が直ちに有効になります。 すでにソ
フト限界値を超えている場合は，そのグループの使用量がソフト限界値を
下回るまで，新しい猶予期間は有効になりません。 クォータがまだ適用さ
れていない場合は，グループ猶予期間はクォータが適用されるとすぐに有
効になります。 クォータを手動で有効にする方法については， 3.2.5 項を
参照してください。
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3.2.2.5 一時的猶予期間の設定

ファイルセットのファイルの寿命を制限することができます。一時的猶予期
間を設定すると，指定した期間中，制限なしにファイルを割り当てることがで
きます。その期間を過ぎると，猶予期間に作成されたすべてのファイルが削
除されるまで，それ以上ファイルを割り当てることはできません。この一時
的猶予期間の設定は，ファイルが短い期間しか必要のない場合に役立ちます。

一時的猶予期間を設定するには，edquotaコマンドに -tを指定して実行し
ます。ブロック数または iノードのソフト限界値は 1に設定し，ブロック数
または iノードのハード限界値は 0に設定します。

3.2.3 複数のユーザおよびグループに対するユーザおよびグループ・
クォータの設定

AdvFSファイル・システムでは，単一コマンドで一連のユーザあるいはグ
ループのクォータを変更することができ，個々のクォータ値を個別に変更す
る必要はありません。ファイルセットごとに 1つの猶予期間がすべてのユー
ザやすべてのグループに適用されるため，各ユーザおよびグループ・クォー
タに対して複数の猶予期間を適用する必要はありません。

すべてのユーザに同じクォータ値を設定するには，次の手順を行ないます。

1. ユーザまたはグループにクォータを設定するために，edquota コマンド
に -uオプションまたは -gオプションをつけて実行します。

2. 最初のユーザのクォータ設定を残りのユーザに適用するために，
edquotaコマンドに -pオプションをつけて実行します。

詳細は，edquota(8)を参照してください。

3.2.3.1 複数のユーザに対するクォータの設定

次の手順では，後で他のユーザのクォータの変更に利用するためのプロト
タイプ・ユーザ・クォータを設定しています。

1. ユーザ user5に対してクォータを設定します ( 3.2.2.1 項を参照)。

# edquota -u user5
Quotas for user user5:
/geb1:blocks in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)

inodes in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)
/geb3:blocks in use:1 ,limits(soft= 5000,hard= 10000)

inodes in use:4, limits(soft= 100,hard= 200)
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/geb4:blocks in use:2, limits(soft= 0,hard= 0)
inodes in use:1, limits(soft= 0,hard= 0)

2. ユーザ user5のクォータをプロトタイプとして使用して，新しいユーザ
user7，user8，および user9のクォータを設定します。

# edquota -p user5 -u user7 user8 user9

3. クォータが設定されたかどうかチェックするために，user7 に対して
edquota コマンドを実行します。

# edquota -u user7
Quotas for user user7:
/geb1:blocks in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)

inodes in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)
/geb3:blocks in use:1 ,limits(soft= 5000,hard= 10000)

inodes in use:4, limits(soft= 100,hard= 200)
/geb4:blocks in use:2, limits(soft= 0,hard= 0)

inodes in use:1, limits(soft= 0,hard= 0)

3.2.3.2 複数のグループに対するクォータの設定

次の手順では，後で他のグループのクォータの変更に利用するためのプロト
タイプ・グループ・クォータを設定しています。

1. グループ rsgusersのクォータを設定します ( 3.2.2.3 項を参照)。

# edquota -g rsgusers
Quotas for group rsgusers:
/geb1:blocks in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)

inodes in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)
/geb3:blocks in use:0, limits(soft= 60000,hard= 80000)

inodes in use:0, limits(soft= 6000,hard= 8000)
/geb4:blocks in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)

inodes in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)

2. グループ rsgusersのクォータをプロトタイプとして使用して，新しい
グループ rsgstudentsのクォータを設定します。

# edquota -p rsgusers -g rsgstudents

3. クォータが設定されたかどうかチェックするために，rsgstudentsに
対して edquota コマンドを実行します。

# edquota -g rsgstudents
Quotas for group rsgstudents:
/geb1:blocks in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)

inodes in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)
/geb3:blocks in use:0, limits(soft= 60000,hard= 80000)

inodes in use:0, limits(soft= 6000,hard= 8000)
/geb4:blocks in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)
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inodes in use:0, limits(soft= 0,hard= 0)

3.2.4 システム・スタートアップ時のユーザおよびグループ・クォータ
の適用

システムのスタートアップ時に，ユーザ・クォータおよびグループ・クォー
タを自動的に適用するには，次の手順を実行します。

1. /etc/fstabファイルのエントリを編集して，クォータ・ファイルのマ
ウント・ポイント・オプションを追加します。マウント・ポイント・オ
プションについての詳細は， 2.4.1 項を参照してください。

2. rcmgr コマンドを使用して，QUOTA_CONFIG オプションを
/etc/rc.config.commonファイルに追加します。

/usr/sbin/rcmgr -c set QUOTA_CONFIG “yes”

このエントリによって，/sbin/init.dクォータ・スクリプトが，
/etc/fstabファイル内で userquotaオプションまたは groupquota

オプションが指定されているファイル・システムに対して，quotaonコ
マンドを実行します。これにより，次回以降のリブートで，マウントし
たファイルセットに対して，クォータが適用されるようになります。

______________________ 注意 _____________________

クォータが適用されている状態でファイルセットをアンマウン
トした場合，ファイルセットを再マウントする時点で quotaon

コマンドによりクォータの適用を明示的に有効にしなければ
なりません。これは，/etc/rc.config.commonファイルに
QUOTA_CONFIG="yes" エントリが記述されている場合でも必
要です。

QUOTA_CONFIGオプションを“yes”に設定すると，quotacheckコマンド
も実行されます。このコマンドは，/etc/fstabファイル内でクォータ・オ
プションが設定されている UFSファイル・システムに対して実行され，ファ
イル・システムのクォータの整合性をチェックします。 AdvFSファイル・
システムでは，AdvFS メタデータ・トランザクション・ログによってスト
レージ割り当てとクォータの同期が維持されるため，特に指定しない限り，
quotacheckコマンドは AdvFS には実行されません。
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/etc/fstabファイル内でクォータ・オプションが指定されている AdvFS
ファイル・システムに対して，スタートアップ時に quotacheck コマ
ンドを実行するためには，rcmgrコマンドを使用して次のオプションを
/etc/rc.config.common ファイルに追加します。

/usr/sbin/rcmgr -c set QUOTACHECK_CONFIG -a

quotacheckコマンドの処理対象を省略時の状態 (UFSのみ)に戻すには，こ
のオプションを次のように変更します。

/usr/sbin/rcmgr -c set QUOTACHECK_CONFIG ““

3.2.5 ユーザおよびグループ・クォータの手動による適用

マウントしたファイルセットの /etc/fstab ファイル・エントリに
userquotaと groupquotaを追加し，限界値と猶予期間を設定するために
edquotaコマンドを実行したら，クォータを有効化するために quotaonコ
マンドを実行します。

システムのスタートアップ時にクォータを初期化するようにシステムが設定
されている場合には ( 3.2.4項を参照)，ファイルセットをアンマウントしない
限り，quotaonコマンドを再度実行する必要はありません。スタートアップ
時にクォータが適用されるように設定していない場合 ( 3.2.6 項を参照) に
は，リブートのたびに quotaonコマンドを実行する必要があります。

次の例では，前の各項でクォータ値が設定されたファイルセットに関し
て，クォータを適用しています。

# quotaon -av
/geb1: group quotas turned on
/geb1: user quotas turned on
/geb3: group quotas turned on
/geb3: user quotas turned on
/geb4: group quotas turned on
/geb4: user quotas turned on

省略時の設定では，quotaonコマンドは，ユーザおよびグループ・クォータ
の両方に作用します。対象にユーザ (-uオプション)あるいはグループ (-g
オプション)を指定して，どちらか一方に対してクォータを適用することも可
能です。ファイルセットを指定してユーザまたはグループ・クォータを適用
することもできます。詳細は，quotaon(8)を参照してください。
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3.2.6 ユーザおよびグループ・クォータの適用解除

クォータは，一時的にまたは永続的に適用を解除することができます。ファ
イルおよびディスク・スペースの使用量に関する情報は，クォータを現在適
用しているかどうかには関係なく取得できます。

quotaoffコマンドは，クォータの設定を無効にします。無効にしたクォー
タは，quotaonコマンドが手動かシステム初期化時に実行され，クォータが
再び有効になるまで無効の状態になります。クォータの適用は，対象にユー
ザ (-uオプション)かグループ (-gオプション)かを指定して解除できます。
ユーザまたはグループ・クォータを適用しているファイルセットを指定する
こともできます。 詳細は，quotaoff(8)を参照してください。

umountコマンドを実行するとクォータの適用が解除され，ファイルセット
がアンマウントされます。アンマウントしたファイルセットのクォータは，
有効にできません。ファイルセットを再マウントした場合に，そのファイル
セットのユーザおよびグループ・クォータを有効にするには quotaonコマ
ンドを実行する必要があります。

ユーザまたはグループのクォータの適用を永続的に停止したい場合には，次
の手順を行ないます。

1. quotaoffコマンドを実行し，ファイルセットに対してクォータ機能
が適用されないようにします。

2. edquotaコマンドを使用してクォータ限界値を 0に設定します。

3. /etc/fstabファイルからそのファイルセットの userquotaおよび
groupquotaエントリを削除します。

3.3 ファイルセット・クォータ

ここでは，ファイルセット・クォータ・ファイルについてと，コマンド行
で，ファイルセットに対してクォータと猶予期間を設定する方法について説
明します。 AdvFS GUIを使用して，ファイルセット・クォータを設定する
方法は，付録 Eを参照してください。

3.3.1 ファイルセット・クォータ・ファイル

AdvFSは，ファイルセットに関する構造情報に，ファイルセット・ソフト
限界値およびハード限界値を保存します。このファイルに直接アクセスす
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ることはできません。 このファイルには，ユーザおよびグループ・クォー
タ・ファイルに含まれているのと同じ情報，つまり，ブロック数のハード
およびソフト限界値，ファイル数のハードおよびソフト限界値が含まれて
います。あるファイルセットについてみると，ファイルセット猶予期間
はグループ猶予期間と同じです。

3.3.2 ファイルセット・クォータおよび猶予期間の設定

ファイルセット・クォータは，ファイルセットが使用できるファイル数と
ディスク・スペース量を制限します。ファイルセットにはソフト限界値と
ハード限界値の両方を設定できます。ファイルセット・クォータが設定され
ていない場合，どのファイルセットも，ドメイン内のすべてのディスク・ス
ペースにアクセスできます。ファイルセット・クォータは chfsetsコマン
ドで設定されます。ファイルセット・クォータが設定されている場合，それ
らのクォータはファイルセットをマウントするたびに有効になります。

ファイルセット・クォータには猶予期間があります ( 3.3.2.2 項を参照)。猶
予期間を設定していない場合，AdvFSの省略時の猶予期間である 7日間が使
用されます。猶予期間を適用解除するには，1 秒に設定します。

ファイルセット・クォータ値の定義には chfsetsコマンドを使用します。
このコマンドには，次のオプションを指定できます。

-F ファイル数のソフト限界値を設定

-f ファイル数のハード限界値を設定

-B ブロック使用量のソフト限界値を設定

-b ブロック使用量のハード限界値を設定

このコマンドは古い限界値と新しい限界値を両方表示します。

3.3.2.1 ファイルセット・クォータの設定

次の手順では，year1 ドメインの student_filesファイルセットのファ
イルセット・クォータを設定しています。その他のクォータ・コマンドと
は異なり，showfsets コマンドは，512 バイト・ブロック単位でブロック
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使用量を表示します。 K バイト値を表示したい場合には，-kオプション
を使用します。

1. 既存のファイルセット・クォータを表示するために，showfsets コマ
ンドを使用します。

# showfsets -k year1 student_files
student_files

Id : 2feff762.00034e3f.1.8001
Clone is : stufiles_clone
Files : 7, SLim= 0, HLim= 0
Blocks (1k) : 118, SLim= 0, HLim= 0
Quota Status : user=on group=on
Object Safety: off
Fragging : on
DMAPI : off

SLimは，ファイル数とブロック使用量に対するソフト限界値，HLimは
ハード限界値です。

2. chfsetsコマンドを使用してクォータを設定します。

# chfsets -F 1000 -f 2000 -B 25000 -b 50000
year1 student_files

3. 新しいファイルセット・クォータをチェックするには，showfsets コ
マンドをもう一度実行します。

# showfsets -k year1 student_files
student_files

Id : 2feff762.00034e3f.1.8001
Clone is : stufiles_clone
Files : 7, SLim= 1000, HLim= 2000
Blocks (1k) : 118, SLim= 25000, HLim= 50000
Quota Status : user=on group=on
Object Safety: off
Fragging : on
DMAPI : off

3.3.2.2 猶予期間の設定

ファイルセット猶予期間はグループ猶予期間と同じもので，独立して変更する
ことはできません。このため，グループがソフト限界値を超えることのでき
る猶予期間を，edquotaコマンドに -gtオプションを使用して変更する場合
は，ファイルセット猶予期間も変更することになります。グループ猶予期間
とファイルセット猶予期間の設定の詳細は， 3.2.2.4項を参照してください。

クォータの管理 3–19



3.3.3 複数のファイルセットに対するクォータの設定

chfsetsコマンドの実行時に複数のファイルセット名を指定することによ
り，ドメイン内の複数のファイルセットに対してクォータ限界値を設定
できます。

たとえば，domain_2の dataおよび data2ファイルセットのハード限界値
を変更するには，これらの両方のファイルセット名を指定して chfsetsコマ
ンドを実行します。

# chfsets -b 1000 -f 200 domain_2 data data2

3.3.4 ファイルセット・クォータの適用

chfsetsコマンドを実行すると，ファイルセット・クォータは，すぐに適用
されます。他の操作は必要ありません。 これによって，ファイルセット・
クォータは，そのファイルセットをマウントすれば有効になります。

3.3.5 ファイルセット・クォータの適用解除

chfsetsコマンドを，ハード限界値とソフト限界値をそれぞれ 0に設定して
実行することによって，ファイルセットに対するクォータの適用を，一時
的または永続的に解除することができます。 ファイルおよびディスク・ス
ペースの使用量に関する情報は，クォータを現在適用しているかどうかに
は関係なく取得できます。

3.4 ファイルセットおよびディスク・スペース使用量の確認

ファイルおよびディスク・スペース使用量を，df, showfdmn,
/sbin/advfs/vdf，および showfsetsコマンドを使用してモニタするこ
とができます。 ディスク使用量を表示する一般的な方法については，また
は表示されたディスク使用量情報が読めない場合は， 6.4.1 項を参照して
ください。 ファイルのアドレス範囲を表示する lsなどのコマンドでは，
スパース・ファイルであるクォータ・ファイルは，実際より大きいサイ
ズに表示されます。

3.4.1 ユーザおよびグループ・クォータの確認

ユーザおよびグループ・クォータを適用している場合，定期的にクォータ
の設定を確認することができます。 rootユーザでない場合にできるのは，
自分のファイルの情報を表示することだけです。 rootユーザは，すべての
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ファイルセットのすべてのユーザとグループのクォータ情報を表示すること
ができます。すべてのディスク・クォータ値は，1Kバイト・ブロック単
位で表示されます。

表 3–3に示すコマンドは，ユーザおよびグループ・クォータが適用されて
いるファイルセットのディスク・スペースおよびファイルの使用状況を調
べるために利用できます。

表 3–3: ユーザおよびグループの使用状況情報コマンド

コマンド 説明

ncheck ファイルセット内の各ファイルのタグおよび
絶対パス名を表示します。

quot ファイルセットの所有者の要約を表示します。

quota ディスク使用状況と限界値をユーザまたは
グループ別に表示します。

quotacheck ファイルセット内でのクォータの一貫性
をチェックします。

repquota ファイルセットのユーザおよびグループ・
クォータの要約を表示します。

3.4.1.1 各ファイルのタグとフルパス名の表示

ncheckコマンドは，ファイルをタグ (iノードと同じ) 番号別にリストしま
す。このコマンドの出力をパイプ処理して sortコマンドに渡すことによっ
て，ソートされた出力を quotコマンドの入力として使用し，すべてのファ
イルとその所有者をリストすることができます。このようなリストを表示す
るには，次のように入力します。

ncheck domain#fileset |sort +0n| quot -n domain#fileset

3.4.1.2 ファイルセット所有者の要約

quotコマンドは，各ユーザが所有する，マウントされたファイルセットのブ
ロック使用量とファイル数を表示します。ファイルセットを指定しない場
合，このコマンドは /etc/fstabファイルの ro，rw，およびrqマウント・
オプションを含むすべてのファイルセットを対象にします。

quotコマンドをオプションを指定せずに入力すると，各ユーザのブロッ
ク数のみが表示されます。
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# quot domain_1#set_1
domain_1#set_1:
34128 root

816 user5

quotコマンドを -fオプションを指定して入力すると，各ユーザについて，
ファイルのサイズとファイル数の両方が表示されます。

# quot -f domain_1#set_1
domain_1#set_1:
34128 125 root

816 9 user5

3.4.1.3 ディスク使用量と限界値の表示

quotaコマンドは，/etc/fstabファイルに userquotaおよび groupquota

エントリのあるマウントされたファイルセットの，ブロック使用量，ファイ
ル数，およびユーザ・クォータまたはグループ・クォータを表示します。
クォータ値を超えて使用しているすべてのファイルセットに関して，あるい
はクォータが適用されているかどうかには関係なくマウントされているすべ
てのファイルセットに関して，ユーザ・クォータ情報を表示するか，グルー
プ・クォータ情報を表示するかを選択できます。

quotaコマンドは，各ユーザの，ファイルセットのブロック使用量，ソフト
限界値 (quota)，ハード限界値 (limit)，猶予期間，および使用ファイル数
を表示します。欄内のアスタリスク (*)は，ソフト限界値を超えていること
を表しています。ソフト限界値を超えていなければ，猶予期間は表示されま
せん。現在のクォータ値を表示するには，edquotaコマンドを使用します。

次の例はユーザ runner1のクォータ情報を表示しています。

# quota -u runner1
Disk quotas for user runner1 (uid 446):

Filesystem blocks quota limit grace files quota limit grace
/ 60 100 150 3 10 20
/usr 5071* 5000 10000 24:40 2 20 40
/mile1 816 20000 30000 9 350 500
/mile2 22032 50000 200000 2 2000 4000
/mile3 2344 10000 15000 370 1000 2000
/mile4 18023* 10000 20000 7days 3 100 150
/mile5 32012* 20000 50000 7days 0 2000 3000

次の例はグループ kingcoのクォータ情報を表示しています。

# quota -g kingco
Disk quotas for group kingco (gid 15):

Filesystem blocks quota limit grace files quota limit grace
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/ 118 200 300 2 20 40
/usr 13184* 10000 20000 7days 2 40 80
/mile1 36136 100000 200000 124 10000 20000
/mile2 44064 200000 400000 4 2000 4000
/mile3 3587 30000 60000 628 3000 5000
/mile4 51071 150000 300000 6 1050 1800
/mile5 61044 100000 200000 3 10000 20000

3.4.1.4 ユーザおよびグループ・クォータの整合性の確認

quotacheckコマンドは，実際のブロック使用量とファイル数が，設定され
た限界値と矛盾がないかをチェックします。このコマンドは，ユーザおよび
グループ・ファイルを調べ，現在のディスク使用状況の表を作成し，この表
とディスク・クォータ・ファイルに保管されている情報とを比較します。

quotacheckコマンドを使用するためには，ファイルセットがマウントされ
ている必要があります。 -vオプション (詳細モード) を指定すると，見つ
かった矛盾点とチェック・プロセスで実行された処理手順を表示します。

省略時の設定では，ユーザとグループの両方のクォータがチェックされます
が，-u (ユーザ)または -g (グループ)のいずれかのオプションを選択してど
ちらか一方の情報のみをチェックすることもできます。

次の例では，詳細モードでファイルセット set_1 のチェックを行い，矛
盾がないことが示されています。

# quotacheck -v domain_1#set_1
*** Checking user and group quotas for domain_1#set_1 (/set_1)

次の例は，/etc/fstabファイルにクォータが定義されているすべてのファ
イルセットについてチェックを行なっています。この出力結果で inodesは
ファイルの数，blocksはブロック使用量を表します。 quotacheckコマン
ドの結果，/usrディレクトリの矛盾点が訂正されています。

# quotacheck -va
*** Checking user and group quotas for /dev/rdisk/dsk0g (/usr)
*** Checking user and group quotas for domain_1#set_1 (/set_1)
/usr:root fixed group quota: inodes 3057 -> 3022

blocks 100616 -> 123440
/usr:system fixed group quota: inodes 2483 -> 2488

blocks 91721 -> 114568
/usr:adm fixed group quota: inodes 280 -> 240

blocks 487 -> 464
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3.4.1.5 ファイルセットごとのユーザおよびグループ・クォータの要約

repquota コマンドは，指定したファイルセットの実際のディスク使用
量とクォータを表示します。 出力される要約には，マウント済みで，
/etc/fstabファイルにクォータ・エントリがあるファイルセットのみが含
まれます。特に指定しなければ，ユーザ・クォータが報告されますが，-u

オプションでユーザ・クォータの報告，-gオプションでグループ・クォータ
の報告を，それぞれ明示的に指定することもできます。 -aオプションを指
定するとユーザとグループの両方のクォータが表示されます。

repquotaコマンドは，ユーザまたはグループのそれぞれについて，現在の
ファイル数，使用中のスペースの量，edquota コマンドで設定したクォー
タ限界値が表示されます。

次の例では，/set_1 にマウントした 1 つのファイルセットのクォータ
の要約を出力しています。

# repquota -v /set_1
*** Report for user quotas on /set_1 (domain_1#set_1)

Block limits File limits
User used soft hard grace used soft hard grace
root -- 34088 0 0 123 0 0
user5 -- 816 20000 30000 9 350 500

次の例では，/etc/fstabファイルにクォータを定義しているすべてのマウ
ントされたファイルセットについて，ユーザおよびグループ・クォータの
情報を表示しています。 この例では，UFS と AdvFS の両方のファイルが
表示されています。

# repquota -va
*** Report for group quotas on /usr (/dev/disk/dsk0g)

Block limits File limits
Group used soft hard grace used soft hard grace
system -- 114568 0 0 2488 0 0
daemon -- 144 0 0 1 0 0
uucp -- 801 0 0 8 0 0
mem -- 1096 0 0 10 0 0
bin -- 108989 0 0 3219 0 0
mail -- 209 0 0 2 0 0
terminal -- 56 0 0 2 0 0
adm -- 464 0 0 240 0 0
operator -- 392 0 0 3 0 0
211 -- 6937 0 0 33 0 0
*** Report for user quotas on /usr (/dev/disk/dsk0g)

Block limits File limits
User used soft hard grace used soft hard grace
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root -- 123440 0 0 3022 0 0
bi -- 102534 0 0 2940 0 0
uucp -- 729 0 0 7 0 0
adm -- 1 0 0 1 0 0
user5 -- 15 18 24 1 0 0
kraetsch -- 6937 0 0 35 0 0
*** Report for group quotas on /set_1 (domain_1#set_1)

Block limits File limits
Group used soft hard grace used soft hard grace
system -- 22816 0 0 50 0 0
daemon -- 12088 0 0 82 0 0
*** Report for user quotas on /set_1 (domain_1#set_1)

Block limits File limits
User used soft hard grace used soft hard grace
root -- 34088 0 0 123 0 0
user5 -- 816 20000 30000 9 350 500
*** Report for group quotas on /set_3 (domain_2#set_3)

Block limits File limits
Group used soft hard grace used soft hard grace
system -- 1593 0 0 6 0 0
*** Report for user quotas on /set_3 (domain_2#set_3)

Block limits File limits
User used soft hard grace used soft hard grace
root -- 1593 0 0 6 0 0

3.4.2 ファイルセット・クォータの確認

ファイルセット・クォータ情報は，ファイルセットをチェックする一般的な
コマンドで表示することができます。表 3–4に示すのは，この目的のために
使用できる便利なコマンドです。

表 3–4: ユーザおよびグループの使用量コマンド

コマンド 説明

df ファイルセットごとにディスク使用量を表示します。

showfsets -q オプションを指定すると，ファイルセット・
クォータ限界値を表示します。

showfdmn ドメイン情報を表示します。

/sbin/advfs/vdf 他のファイルセット・ディスク使用量コマンド
の出力フォーマットを加工できます。

3.4.2.1 ファイルセット・スペース情報の表示

dfコマンドを使用して，ファイルセット内の使用済みディスク・スペース
および空きディスク・スペースを表示することができます。 このコマンド
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は，ハードあるいはソフトのいずれか低い方の限界値を使用して利用可能
ディスク容量を計算します。

• ファイルセット・クォータが設定されている場合，このコマンドは，
クォータ制限に到達するまでに利用可能なスペースの量を表示します。

• ソフトおよびハード限界値が設定されている場合，このコマンドは，低
い方の限界値を使用して利用可能なディスク・スペースを計算します。

• ファイルセット・クォータで許容されるスペースより少ないスペースし
かドメイン内にない場合，このコマンドは，そのドメインで利用可能な
実際のスペースを表示します。

• ファイルセット・クォータが設定されていない場合，このコマンド
は，ドメイン・サイズを表示します。 未使用スペースはどのファイル
セットにも利用できます。

dfコマンドの出力結果には，メタデータやクォータ・ファイルが使用する
スペースは含まれません。

AdvFSは，各ファイルセットの容量をそれぞれ個別に計算します。 ドメイン
に複数のファイルセットがある場合は，ファイルセット・クォータによって
制限されない限り，すべての未使用スペースが各ファイルセットで利用でき
ます。 そのため，ドメイン内の各ファイルセットの総容量が 100%超えた
値で表示される場合もあります。 次の例では，fileset_1で利用可能な
スペースの量を表示しています。

# df /fileset_1
Filesystem 512-blocks Used Avail Capacity Mounted on
domain_1#fileset_1 1500 1750 0 117% /fileset_1

この例では，使用量が限界値を超えているため，容量は実際の使用スペース
(1750/1500)で計算され，結果は 100%を超えています。使用量が限界値未
満の場合は，容量は (Used)/(Used + Avail)で計算されます。

次の例では，ファイルセット jan および marのそれぞれが，creditボ
リュームで利用可能なすべてのディスク・スペースを使用できることを
示しています。

# df
Filesystem 512-blocks Used Avail Capacity Mounted on

credit#jan 2000000 390820 98864 80% /jan
credit#mar 2000000 271580 98864 73% /mar
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3.4.2.2 ファイルセットの限界値の表示

showfsetsコマンドに -qオプションを指定すると，指定したドメイン内
のファイルセットに関する，ファイルの使用状況，ハード限界値，ソフト
限界値，および猶予期間が表示されます。表示される数値には，使用中の
ブロック数，ブロック数の限界値，使用中のファイル数，およびファイル
数の限界値が含まれます。 正しい情報を得るには，ファイルセットをマウ
ントする必要があります。

次の例は，ドメイン domain_1のファイルセット情報を表示しています。

# showfsets -q domain_1
Block (512) Limits File Limits

Fileset BF used soft hard grace used soft hard grace
fileset1 +- 1750 1500 2000 11:32 35 300 400

この例で BF フィールドに表示されているプラス記号 (+) は，使用中のブ
ロック数がソフト限界値を超えていることを示しています。 ハード限界値
に達すると，アスタリスク (*) が表示されます。 この場合は，ファイル数
の限界にはまだ達していません。

3.4.2.3 ドメインの領域情報の表示

showfdmnコマンドで，ファイルセットとクォータに関する意思決定の材
料として利用できるドメインの統計情報が得られます。このコマンドは
ドメインの属性と，(ボリュームの総容量，空きブロックの総数，および
割り当て済みボリューム領域の割合 (パーセント)などの)ドメイン内の各
ボリュームの情報を表示します。

# showfdmn usr_domain
Id Date Created LogPgs Version Domain Name

39cbf2d6.0002691e Sun Jan 20 17:01 2002 512 4 usr_domain

Vol 512-Blks Free % Used Cmode Rblks Wblks Vol Name
1L 10605520 7757728 27% on 256 256 /dev/disk/dsk8d

3.4.2.4 ドメインとファイルセットのディスク使用状況の表示

/sbin/advfs/vdfユーティリティは，showfdmn，showfsets，および
dfコマンドの出力を再フォーマットして，AdvFSドメインおよびファイル
セットのディスク使用量に関する情報を表示します。 このコマンドは，ド
メインのディスク使用量とファイルセットのディスク使用量との間の関係
を明らかにします。
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このユーティリティには，次の制限事項があります。

• すべてのファイルセットをマウントしておく必要があります。

• AdvFSファイルセット・クローンが使用するディスク・スペースは計
算されません。

• NFSマウントされているファイルセットに関しては有効な結果を生成
しません。

vdfコマンドは，アクティブでないシステム上で実行するこのをお勧めし
ます。 このコマンドは，一連のユーティリティを実行するため，システム
が実際にファイルの追加，削除，修正などを行なっていると vdfコマンド
の出力に矛盾が生じる可能性があるからです。

vdfコマンドでは，ドメインおよびファイルセット名のどちらでも指定でき
ます。ファイルセット名のみを指定した場合，df コマンドを実行した場合
と同じ出力結果となります。ドメインを指定した場合，このユーティリティ
はメタデータのディスク・ブロック数も表示します。 -lオプションでドメ
インあるいはファイルセットを指定した場合，ドメインおよびファイルセッ
トの両方の情報が表示されます。表示されるドメイン・メタデータは，ドメ
イン内のすべてのファイルセットで共用される総メタデータです。

次の例では，ドメイン usr_domainに関する要約情報を表示しています。

# /sbin/advfs/vdf usr_domain
Domain 512-blocks Metadata Used Available Capacity
usr_domain 65536 11219 47549 6768 89%

次の例では，2つのファイルセットを含む jbaドメインについて調べていま
す。それぞれ 60,000ブロックのクォータが設定されています。

# /sbin/advfs/vdf -l jba

Domain 512-blocks Metadata Used Available Capacity
jba 266240 5824 29128 231288 13%

Fileset QuotaLimit Used Available Capacity
jbfsa 60000 20800 39200 35%
jbfs2a 60000 8328 51672 14%

次の例では，クォータが設定されていない 2つのファイルセットを含む jbb

ドメインに関する情報を表示しています。この例では，各ファイルセットで
使用可能な総容量は，ドメインの総容量と同じです。

# /sbin/advfs/vdf -l jbb
Domain 512-blocks Metadata Used Available Capacity
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jbb 266240 5824 29128 231288 13%

Fileset QuotaLimit Used Available Capacity
jbfsb - 20800 231288 35%
jbfs2b - 8328 231288 14%
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4
データのバックアップとリストア

ファイル・システムのデータのバックアップは，アプリケーション障害，シ
ステム障害，およびさまさまな予期しない事態に備えた包括的な計画の重要
な要素の 1つです。適切なバックアップ計画をたてることで，バックアップ
したデータが必要なときに確実に使用できるようになります。

この章では，バックアップ計画をたてる際に考慮する必要のある，次の
ような項目について説明します。

• データとメタデータの整合性の確認 ( 4.1 節)

• バックアップ・ソースの作成 ( 4.2 節)

• バックアップを行なうために使用できるメソッドとツール ( 4.3 節)

4.1 データとメタデータの整合性

データをバックアップする前に，バックアップするソース，つまり，ファイ
ルのデータと AdvFSメタデータ (ファイル構造情報)が整合性のとれた状態
にあり，バックアップの間に変わってしまわないことを確認します。

4.1.1 データ整合性の保証

バックアップは，収集したデータの整合性がとれていて，はじめて役に立ち
ます。バックアップを実行する前に，データ・ファイルをそのような状態に
する必要があります。これには，次の 2つの手順を行ないます。

1. アプリケーションを停止または休止し，データ・ファイルの現在の状態
がアプリケーションの観点から矛盾がないようにします。

2. アプリケーションのデータ・ファイルへの更新が固定記憶装置に書き込
まれ，アプリケーションまたはファイル・システムによってキャッシュ
されていないことを確認します。

これらの手順を踏まないと，バックアップしたデータがアプリケーションの
観点から矛盾のあるものになり，バックアップとして使えなくなります。
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Oracleのようなアプリケーションは，休止しデータをディスクにフラッシュ
する明示的な方法を用意しています。アプリケーションによっては，この
ような機能は用意していなくても，同期書き込み方式により，アプリケー
ションが停止するとデータがディスクに書き込まれるものがあります。 し
かし，休止・フラッシュ機能も同期書き込み技術も使用していないアプ
リケーションもあります。

4.1.1.1 アプリケーションの休止機能を使用したデータ整合性の保証

アプリケーションによっては，バックアップに備えて休止し，ディスクへの
フラッシュを行なうものがあります。 たとえば，Oracle では，これを Hot
Backup Mode と呼んでいます。これを使用するには，次のような Oracle
SQL コマンドを実行します。

ALTER TABLESPACE name BEGIN BACKUP

バックアップのソースが作成されると ( 4.2節)，次の Oracle SQLコマンドを
使用してテーブル・スペースを Hot Backup Modeから解放します。

ALTER TABLESPACE name END BACKUP

4.1.1.2 同期書き込み方式を使用したデータ整合性の保証

AdvFSでは次の方法で，アプリケーションが書き込んだデータが，アプリ
ケーションまたはファイル・システムのバッファ・キャッシュにではなく，
確実に固定記憶装置に書き込まれることを保証します。

• fsync() システム・コールを使用してキャッシュされたデータを
フラッシュします。

• ファイルを O_SYNCまたは O_DSYNCフラグをつけてオープンすると，
すべてのキャッシュされたデータが同期をとってストレージに書き込
まれます。

これらの技術を使用するアプリケーションを適切にシャットダウンする
と，すべてのキャッシュされたデータは固定記憶装置に確実に書き込まれ
ることになります。

4.1.1.3 同期書き込み方式を用いないデータ整合性の保証

アプリケーションが休止機能を持っていず，同期書き込みを呼び出さない場
合，次に示す方法のいずれかを採ることで，アプリケーションがデータ・
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ファイルに書き込んだすべてのデータが，バックアップを開始する前に，固
定記憶装置に書き込まれていることを保証できます。

• ファイルセットを -o syncオプションを指定してマウントします。こ
れによってファイルセットのファイルへの更新が，同期をとってスト
レージに書き込まれるようになります。このオプションを使用すると，
そのファイルセットを使用するすべてのアプリケーションの性能が著し
く低下します。 そこで，この他の方法のいずれかで，ストレージにフ
ラッシュする必要があるデータ部分だけをフラッシュする方法をアプリ
ケーション側で行なわせるようにする方が賢明です。

• chfileコマンドに -l onオプションを指定して実行すると，そのファ
イルを使用するアプリケーションの要求する I/Oモードが何であって
も，ファイルへの更新が同期をとってストレージにフラッシュされるよ
うになります。 I/Oモードについては， 5.5.1 項を参照してください。

• アプリケーションを適切な段取りを踏んで停止します。これにより，オ
ペレーティング・システムの smoothsyncデーモンがキャッシュされた
データをすべてディスクにフラッシュします。アプリケーションが停止
された後，smoothsync_ageカーネルのチューニング・パラメータに指
定した秒数の 2倍以上待ってから，バックアップを開始，またはバック
アップ・ソースを作成してください。 smoothsync_age チューニン
グ・パラメータの値は，次のコマンドで表示することができます。

# sysconfig -q vfs smoothsync_age

4.1.2 メタデータの整合性の保証

データ・ファイルがアプリケーションの観点で矛盾がないことを確認した
ら，次は AdvFSメタデータの整合性を確認します。これを適切に行なわな
いと，AdvFS ドメイン・パニック，システム・パニック，またはユーザ・
データの損傷が生じる可能性があります。バックアップ・ソース内の AdvFS
メタデータの整合性を保証するには，次のいずれかの手順を実行します。

• freezefsコマンドを使用してドメインをフリーズします。 ( 4.1.2.1 項)

• ドメインのすべてのファイルセットをアンマウントします ( 4.1.2.2項)。

4.1.2.1 ドメインをフリーズすることによるメタデータ整合性の保証

freezefsコマンドによって，ドメインはメタデータの整合を保った状態に
なり，指定した凍結時間が過ぎるまで，または thawfsコマンドで明示的に
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解凍されるまで，その状態を保ちます。ドメイン内のすべてのファイルセッ
トが凍結されます。すべてのメタデータは，複数のボリュームまたは論理ユ
ニット (LUN)に分散されて配置されていることもありますが，すべてディス
クにフラッシュされ，凍結期間中は変更されません。

ファイル・システムをフリーズすると，すべての処理中のファイル・システ
ムの操作は処理を完了することができます。メタデータのアップデートが必
要ないファイル・システム操作 (読み取り操作など)は，ファイル・システム
がフリーズしても正常に機能します。

ファイル・システムはフリーズすると，次のいずれかの動作で解凍されるま
でメタデータの整合が取れている状態を保ちます。

• タイムアウト

• thawfs コマンドの実行

• クラスタ環境では，フリーズしたファイル・システムのあるノードの
シャットダウン，またはクラスタ・メンバのいずれかでの障害の発生。

freezefsコマンドは，省略時設定でファイル・システムを 60秒間フリー
ズします。 タイムアウト値を，これより大きく，あるいは小さくするには
-t オプションを使用し，秒単位で指定します。またこのオプションで，
thawfs コマンドで解凍されるまでフリーズしたままになるように指定す
ることもできます。詳細については，freezefs(8)および 『クラスタ管
理ガイド』 を参照してください。

4.1.2.2 ファイルセットをアンマウントすることによるメタデータ整合性の保証

ドメインのすべてのファイルセットをアンマウントすれば，AdvFS メタ
データが変更されないことが保証されます。 メタデータの整合性を保ちた
い場合は，アンマウントしたドメインに対して実行できる AdvFS Utilities
は使用しないでください。

4.2 バックアップ・ソースの作成

マウントしたファイルセットからバックアップ・ソースを作成すると，
バックアップを行なうことができます。ソースは次のいずれかをもとにし
て作成します。

• オリジナルのファイルセット( 4.2.1 項)

• ファイルセット・クローン ( 4.2.2 項)
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• Logical Storage Manager (LSM)スプリット・ミラー ( 4.2.3 項)

• コントローラ・ベースのクローン ( 4.2.4 項)

• コントローラ・ベースのスナップショット ( 4.2.5 項)

4.2.1 マウントしたオリジナル・ファイルセットのバックアップ・
ソースとしての使用

状況によっては，マウントしたオリジナル・ファイルセットをバックアッ
プ・ソースとして使用することができます。

4.2.1.1 長所と短所

表 4–1に，オリジナル・ファイルセットをバックアップ・ソースとして使用
することの長所と短所を示します。

表 4–1: マウントしたオリジナル・ファイルセットのバックアップ・ソー
スとしての使用

長所 短所

簡単さ。 新しくマウント・ポイント
を作成する必要はありません。

バックアップ中はマウント・ポイント
にあるファイルをアップデートできな
い。 アップデートすると，データに
矛盾が生まれる恐れがあります。

バックアップ処理を他のホストに
任せることはできない。

4.2.1.2 データとメタデータ整合性の保証

ファイルセットのデータの整合性を保つには 4.1 節の手順に従います。

ファイル・システムに POSIXインタフェースを介してアクセスするバック
アップ・アプリケーション (vdumpユーティリティなど)では，メタデータの
整合性を保証するのに特に何もする必要はありません。

4.2.1.3 バックアップ・ソースの準備

マウントしたオリジナル・ファイルセットを使ってバックアップ・ソース
を準備する場合，データとメタデータの整合性を保つために特に何もする
必要はありません。
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4.2.2 マウントしたファイルセット・クローンのバックアップ・ソース
としての使用

ファイルセット・クローン ( 2.4.10 項を参照) は，既存のファイルセット・
データの読み取り専用スナップショットです。ファイルセット・クローンに
は，作成時のすべてのデータが入っている訳ではありません。オリジナル・
ファイルのデータを変更すると，AdvFSはオリジナルにあるデータをページ
単位でファイルセット・クローンに保存します。

ファイルセット・クローンを作成するには，オプションの AdvFS Utilitiesが
必要です。ファイルセットのクローンを作成できるのは，rootユーザだけで
す。 1つのファイルセットにつき，1つのクローンしか作成できません。

4.2.2.1 長所と短所

表 4–2に，ファイルセット・クローンをバックアップ・ソースとして使用す
ることの長所と短所を示します。

表 4–2: マウントしたファイルセット・クローンのバックアップ・ソー
スとしての使用

長所 短所

追加のストレージ・ハードウェア
は必要ない。 ドメインにクローン
用のスペースがある。

ファイルセット・クローンは，同じド
メイン内のファイルセットとして作成さ
れる。 ストレージに障害が発生すると
オリジナルとクローンの両方のファイル
セットが影響を受けることになります。

簡単に使用できる。a バックアップ処理の負荷を他のマシ
ンに移行できない。 ファイルセッ
ト・クローンは，オリジナルのファ
イルセットと同じホストにマウント
される必要があります。
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表 4–2: マウントしたファイルセット・クローンのバックアップ・ソース
としての使用 (続き)

長所 短所

オリジナルのファイルセットのオ
フライン時間はファイルセット・
クローンを作成するのにかかる時間
だけでよい (通常数秒)。

クローンへの書き込みはファイルセッ
トの I/O に影響を与える。

オリジナルのファイルセットにつき，
1 つのファイルセット・クローンしか
作成できない。 データが複数のファ
イルセットにまたがっている場合，ク
ローン作成の際は，一貫性を保証する
ためにアプリケーションを停止する
必要がある場合があります。

aファイルセット・クローンを作成するには，コマンド行か，SysMan Menuの「AdvFS ドメインの管理」
ユーティリティ (付録 A参照)，または AdvFS GUI (付録 Eを参照)を使用します。また，ファイルセッ
ト・クローンを処理するプログラムを書くのに，AdvFS APIを使用することができます。 詳細は付録 F
を参照してください。

4.2.2.2 データとメタデータの整合性の保証

ファイルセットのデータの整合性を保つには 4.1 節の手順に従います。 デー
タが複数のファイルセットにまたがっている場合，すべての関連するファイ
ルセットの整合性を確認する必要があります。

ファイルセット・クローン作成はすべて，AdvFS内で行なわれるので，
AdvFSメタデータの整合性を保証するために特に何もする必要はありませ
ん。

4.2.2.3 バックアップ・ソースの準備

ファイルセット・クローンを作成するために，オリジナル・ファイルセッ
トのデータが整合性のとれた状態であることを確認します。 そして，
clonefsetコマンドでファイルセット・クローンを作成します。

次の例では，ドメイン domain1内のファイルセット pssmのクローンを作成
しています。新しいファイルセット・クローンの名前は pssm_cloneです。

1. クローンを作成しマウントします。

# clonefset domain1 pssm pssm_clone
# mkdir /pssm_clone
# mount -t advfs domain1#pssm_clone /pssm_clone

データのバックアップとリストア 4–7



2. pssm_cloneを使用してバックアップ・プロセスを実行します。詳細は
4.3.11 項 を参照してください。

3. クローンを削除します。

# umount /pssm_clone
# rmfset domain1 pssm_clone

4.2.3 LSMスプリット・ミラーからマウントしたファイルセットのバッ
クアップ・ソースとしての使用

バックアップしたいデータが，LSM ミラー・ボリュームに構築されたドメイ
ン上にある場合，LSMミラーをスプリットし (ミラーを切り離し)，マウント
し，バックアップ・ソースとして使用することができます。この操作を行な
うには，rootユーザの権限が必要です。ミラーを切り離す方法については，
『Logical Storage Manager』を参照してください。

4.2.3.1 長所と短所

表 4–3に，LSMスプリット・ミラーをバックアップ・ソースとして使うこと
の長所と短所を示します。

表 4–3: LSMスプリット・ミラーからマウントしたファイルセットのバック
アップ・ソースとしての使用

長所 短所

データの完全な物理コピーが作成さ
れる。 オリジナル・ファイルセット
が置かれるストレージのハードウェ
アが故障しても，スプリット・ミ
ラーには影響しません。

LSM ライセンスが必要。

オリジナルのファイルセットのオフライ
ン時間は，LSMミラーをスプリットする
のにかかる時間だけですむ (通常数秒)。

少なくともデータの 2つのコピーを保持
するのに十分な物理ストレージが必要。

データが複数のシングル・ドメイン
のファイルセットにまたがっている場
合，LSM スプリット・ミラーはその
すべてのバックアップとなる。

LSM と AdvFS の両方のコマンド
が必要なので複雑。

複数の LSMスプリット・ミラーを，同時
に 1つのドメインについて作成できる。

バックアップ処理の負荷を他のマシン
に移行できない。 LSM スプリット・
ミラー・ファイルセットは，オリジナ
ルのファイルセットと同じホストにマ
ウントされる必要があります。
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4.2.3.2 データとメタデータの整合性の保証

ファイルセットのデータの整合性を保つには 4.1 節の手順に従います。

ストレージが 1つのLSMボリュームからなるドメインの場合，AdvFSメタ
データの整合性を保証するために特に何もする必要はありません。ストレー
ジが複数の LSMボリュームからなる場合は， 4.1.2項を参照してください。

4.2.3.3 バックアップ・ソースの準備

ドメインが複数の LSMボリュームからなる場合だけ，凍結/解凍の手順が必
要です。複数のボリュームからなるかわからない場合は，とりあえず，これ
らのコマンドを試してみます。 ドメインに影響はありません。 単一ファイル
セットの凍結/解凍の手順で，ドメイン全体を凍結/解凍できます。

次の例では，オリジナル・ドメインが 2つの LSMボリュームからなり，それ
ぞれからミラーが切り離されていると仮定します。 データは，/dataにマウ
ントされているファイルセット dataのあるドメインにあります。 2つのミ
ラー・ボリュームは，/dev/vol/mirrorvol1 と /dev/vol/mirrorvol2

です。

1. ドメインをフリーズします。

# /usr/sbin/freezefs /data

2. ミラーを切り離し，新しい LSM ボリュームとして再構築するために
LSMコマンドを実行します。手順は，『Logical Storage Manager』を
参照してください。

3. LSM スプリット・ミラーを作成したら，ドメインのメタデータを解
凍します。

# /usr/sbin/thawfs /data

アプリケーションは引き続き，オリジナル・ドメインで動作できます。

4. 2つの新しく作成した LSM ボリュームを使用して，新しいドメイン
のディレクトリを作成します。

# mkdir /etc/fdmns/mirror_domain
# ln -fs /dev/vol/mirrorvol1 /etc/fdmns/mirror_domain
# ln -fs /dev/vol/mirrorvol2 /etc/fdmns/mirror_domain

新しいディレクトリを作成するのに mkfdmnコマンドは使用しないでく
ださい。ミラーにアクセスできなくなります。
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5. マウント・ポイント・ディレクトリを作成し，mirror_domainのスプ
リット・ミラーから作成したファイルセット dataをマウントします。

# mkdir /backup
# mount -o dual mirror_domain#data /backup

バックアップは /backupディレクトリから行なえるようになります。

4.2.4 コントローラ・ベースのクローンからマウントしたファイルセッ
トのバックアップ・ソースとしての使用

Compaq HSG80 や HSV110 などのストレージ・コントローラは，コント
ローラ・ベースのコマンドを使用してハードウェア・ミラーをスプリットで
きます。これは，概念的にはスプリット・ミラーと同じ原理です。 すなわ
ち，データの 2つ以上の完全な物理コピーが存在し，1つがバックアップの
ために切り離されている状態です。

4.2.4.1 長所と短所

表 4–4に，コントローラ・ベースのクローンをバックアップ・ソースとして
使用することの長所と短所を示します。

表 4–4: コントローラ・ベースのクローンからマウントしたファイルセットの
バックアップ・ソースとしての使用

長所 短所

データの完全な物理コピーが作成され
る。オリジナル・ファイルセットが置
かれるストレージのハードウェアが故障
しても，コピーには影響しません。

少なくとも 2つのデータのコピーを収容
するのに十分な物理ストレージが必要。

オリジナルのファイルセットのオフ
ライン時間は，コントローラ・ベー
スのクローンを作成するのにかかる
時間だけですむ (通常数秒)。

コントローラと AdvFS の両方のコ
マンドが必要なので複雑。

バックアップ処理の負荷を他のマシン
に移行できる。 コントローラ・ベー
スのクローンは，多くの場合，異なる
ホストにマウントできます。

ドメインのすべてのファイルセッ
トに対し単一のバックアップ・ソー
スとして機能できる。

複数のコントローラ・ベースのクローン
を，同時に同じドメインに作成できる。
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4.2.4.2 データとメタデータの整合性の保証

ファイルセットのデータの整合性を保つには 4.1 節の手順に従います。

ストレージが 1つのハードウェア LUNからなるドメインの場合，AdvFS
メタデータの整合性を保証するために特に何もする必要はありません。 ス
トレージが複数のハードウェア LUN からなる場合は， 4.1.2 項 を参照
してください。

4.2.4.3 バックアップ・ソースの準備

ドメインが複数の LUNからなる場合だけ，凍結/解凍の手順が必要です。複
数のボリュームからなるかわからない場合は，とりあえず，これらのコマン
ドを試してみます。ドメインに影響はありません。 単一ファイルセットの凍
結/解凍の手順で，ドメイン全体を凍結/解凍できます。

次の例では，データは，ファイルセット dataがあるドメインに置かれてい
て，そのドメインは /dataにマウントされていると仮定します。 作成され
るクローンは，/dev/disk/dsk25cと /dev/disk/dsk26cです。

1. ドメインをフリーズします。

# /usr/sbin/freezefs /data

2. コントローラ・ベースのクローンを作成するのに必要なコマンドを実
行します。たとえば，Compaq HSG80コントローラを使用する場合
の，これらのコマンドの例は，Best Practice ドキュメントの『Using
StorageWorks HSG80 Controller-Based Cloningand Snapshotting』を
参照してください。

3. ドメインのメタデータを解凍します。

# /usr/sbin/thawfs /data

アプリケーションは引き続き，オリジナル・ドメインで動作できます。

4. 新しくクローンを作成した LUN のブロック型デバイス特殊ファイル
を作成します。 これは，新しいバックアップ・ソースをマウントする
ホスト上で行ないます。 /sbin/hwmgr コマンドは非同期に実行され
るため，実際にブロック型デバイス特殊ファイルが作成される前に
終了している場合があります。

スタンドアロン・システムの場合，次のコマンドを実行します。

# /sbin/hwmgr -scan scsi
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クラスタの場合，次のコマンドを実行します。

# /sbin/hwmgr scan component -category scsi_bus -cluster

新しい LUN が作成されるたびに，新しいデバイス特殊ファイルが
作成されます。

5. ブロック型デバイス特殊ファイルを探します。

# /sbin/hwmgr -view devices

6. /dev/disk/dsk25cと /dev/disk/dsk26cの新しいドメインにアクセ
スするための，ディレクトリとシンボリック・リンクを作成します。

# mkdir /etc/fdmns/clone_domain
# ln -fs /dev/disk/dsk25c /etc/fdmns/clone_domain
# ln -fs /dev/disk/dsk26c /etc/fdmns/clone_domain

新しいディレクトリを作成するのに mkfdmnコマンドは使用しないでく
ださい。クローン・データにアクセスできなくなります。

7. ディレクトリを作成し，clone_domain のファイルセット dataをマ
ウントします。

# mkdir /backup

クローン・ドメインとファイルセットを元のホストにマウントしていな
い場合，次のコマンドを入力します。

# mount clone_domain#data /backup

クローン・ドメインとファイルセットを元のホストにマウントしている
場合，次のコマンドを入力します。

# mount -o dual clone_domain#data /backup

バックアップは /backupディレクトリから行なえるようになります。

4.2.5 コントローラ・ベースのスナップショットからマウントしたファ
イルセットのバックアップ・ソースとしての使用

Compaq HSG80や HSV110などのストレージ・コントローラでは，データ
セットの重要な RAIDメタデータのコピーであるスナップショットを別のメ
ディアに作成できます。この機能では，書き込み時コピー技術を使用して，
オリジナル・データ・セットの変更に即したコピーを維持します。これは，
概念的にはファイルセット・クローンと同じ原理です。
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4.2.5.1 長所と短所

表 4–5に，コントローラ・ベースのスナップショットをバックアップ・ソー
スとして使用することの長所と短所を示します。

表 4–5: コントローラ・ベースのスナップショットからマウントしたファイ
ルセットのバックアップ・ソースとしての使用

長所 短所

ドメインのすべてのファイルセットのバッ
クアップ・ソースとして機能できる。

少なくとも 2つのデータのコピーを収容
するのに十分な物理ストレージが必要。

オリジナルのファイルセットのオフラ
イン時間は，コントローラ・ベースの
スナップショットを作成するのにかか
る時間だけですむ (通常数秒)。

コントローラと AdvFS の両方のコ
マンドが必要なので複雑。

4.2.5.2 データとメタデータの整合性の保証

ファイルセットのデータの整合性を保つには 4.1 節の手順に従います。

ストレージが 1つのハードウェア LUNからなるドメインの場合，AdvFS
メタデータの整合性を保証するために特に何もする必要はありません。 ス
トレージが複数のハードウェア LUN からなる場合は， 4.1.2 項 を参照
してください。

4.2.5.3 バックアップ・ソースの準備

ドメインが複数の LUNからなる場合だけ，凍結/解凍の手順が必要です。複
数のボリュームからなっているかわからない場合は，とりあえず，これらの
コマンドを試してみます。 ドメインに影響はありません。 単一ファイルセッ
トの凍結/解凍の手順で，ドメイン全体を凍結 /解凍できます。

次の例では，データが，ファイルセット dataがあるドメインに置かれてい
て，そのドメインは /dataにマウントされていると仮定します。 作成され
るスナップショットは，/dev/disk/dsk25c と /dev/disk/dsk26cです。

1. ドメインをフリーズします。省略時の凍結時間は 60秒です。

# /usr/sbin/freezefs /data

2. コントローラ・ベースのスナップショットを作成するのに必要なコマン
ドを実行します。たとえば，Compaq HSG80コントローラを使用する場
合の，これらのコマンドの例は，Best Practiceドキュメントの『Using
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StorageWorks HSG80 Controller-Based Cloning and Snapshotting』を
参照してください。

3. ドメインのメタデータを解凍します。

# /usr/sbin/thawfs /data

アプリケーションは引き続き，オリジナル・ドメインで動作できます。

4. 新しくスナップショットを作成した LUN のブロック型デバイス特殊
ファイルを作成します。これは，新しいバックアップ・ソースをマウン
トするホスト上で行ないます。 /sbin/hwmgrコマンドは非同期に実行
されるため，実際にブロック型デバイス特殊ファイルが作成される前に
終了している場合があります。

スタンドアロン・システムの場合，次のコマンドを実行します。

# /sbin/hwmgr -scan scsi

クラスタの場合，次のコマンドを実行します。

# /sbin/hwmgr scan component -category scsi_bus -cluster

新しい LUN が作成されるたびに，新しいデバイス特殊ファイルが
作成されます。

5. ブロック型デバイス特殊ファイルのファイルを探します。

# /sbin/hwmgr -view devices

6. /dev/disk/dsk25cと /dev/disk/dsk26cの新しいドメインにアクセ
スするための，ディレクトリとシンボリック・リンクを作成します。

# mkdir /etc/fdmns/snap_domain
# ln -fs /dev/disk/dsk25c /etc/fdmns/snap_domain
# ln -fs /dev/disk/dsk26c /etc/fdmns/snap_domain

新しいディレクトリを作成するのに mkfdmnコマンドは使用しないでく
ださい。スナップショット・データにアクセスできなくなります。

7. ディレクトリを作成し，snap_domain のファイルセット dataをマ
ウントします。

# mkdir /backup

スナップショット・ドメインとファイルセットを元のホストにマウント
していない場合，次のコマンドを入力します。

# mount snap_domain#data /backup

スナップショット・ドメインとファイルセットを元のホストにマウント
している場合，次のコマンドを入力します。
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# mount -o dual snap_domain#data /backup

バックアップは /backupディレクトリから行なえるようになります。

4.3 バックアップ方式とツール

データとメタデータの整合性が確認されたバックアップ・ソースを作成し
たら，データをバックアップすることができます。これには，いくつか
の方法があります。

• バックアップを行なうのにオリジナル・データと同じホスト上にバック
アップ・ソースをマウントする。バックアップ・ソースがオリジナル・
ファイルセットまたはファイルセット・クローンのときに必要です。

• バックアップを行なうのにオリジナル・データとは異なるホスト上に
バックアップ・ソースをマウントする。これによって元のホストのバッ
クアップ処理による負荷を軽減することができます。

• raw LUN の内容をディスクから直接テープ，または他のメディアに
バックアップする。

バックアップとリストアには，多くのコマンドを使用することができます。
AdvFSでは，vdumpおよび vrestoreコマンドと，リモートから実行する
rvdumpおよび rvrestoreコマンドを利用できます。この節では，これら
のコマンドの使用法を説明します。

4.3.1 vdump および vrestoreコマンドの概要

バックアップ・ソースを準備したらvdumpコマンドを使用してバックアップ
作業を行なうことができます。 vdumpコマンドはファイル・レベルで作用し
ます。このコマンドは，各ディレクトリを走査し，正規の POSIXファイ
ル・システム・コールを使用してディレクトリおよびファイルにアクセスし
ます。詳細については，vdump(8)および vrestore(8)を参照してください。

dumpおよび restoreコマンドは，vdumpおよび vrestoreコマンドと違っ
た機能をします。 これらは，i ノード・レベルで作用するので，UFS ファ
イルだけを扱うことができます。

この項では，vdumpおよび vrestoreコマンドについてのみ説明します
が，リモート操作の場合は rvdump および rvrestoreコマンドに置き換
えてお読みいただけます。
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______________________ 注意 _____________________

vdumpコマンドや vrestoreコマンドは，root以外のユーザでも
実行できます。ただし，ファイルのリストア先ディレクトリへの
書き込み許可が必要になります。 AdvFSのユーザとグループの，
クォータ・ファイルとファイルセット・クォータの保存およびリ
ストアができるのは rootユーザだけです。

______________________ 注意 _____________________

Version 4.0より前のオペレーティング・システムの vrestoreコ
マンドでは，Version 4.0以降の vdumpコマンドで保管された情報
を正しくリストアすることができません。 vdumpと vrestoreの
ダンプ・ファイルの形式は，Version 4と Version 5のオペレー
ティング・システムで互換性があります。

vdump コマンドは，新しいファイルや一定の日付以降に変更したファイル
を，省略時のストレージ・デバイスまたは指定のデバイスにコピーする際
に，セーブセットと呼ばれる固定長ブロックの集合を作成します。

セーブセットは，複数のテープにまたがってバックアップすることができ，ま
た同じテープに複数のセーブセットを収めることもできます。テープ上の各
セーブセットはファイル・マークによって区切られます。ファイル・マーク
は，vdumpコマンドがセーブセットをクローズするときに書き込まれます。

vdump コマンドの構文を次に示します。

vdump options mount_point

次の例では，/psmにマウントされたファイルセットをテープにダンプし
ています。

# vdump -0 -f /dev/tape/tape0_d1 /psm

4.3.2 vdump コマンド固有の機能

vdump コマンドは，次に示すように，UFS dumpコマンドが持っていない
多数の機能を備えています。 vdump コマンドを使用して次の作業を行な
うことができます。
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• マウントされたファイルセットを保存する。

• バックアップしたいサブディレクトリを選択する。 必ずしもファイル
セット全体をダンプする必要はありません。

• ファイルを圧縮して，セーブセット・サイズを最小限に抑える。

• メモリ内のバッファ数を指定する。ストレージ・デバイスに適した
バッファ数を指定することにより，スループットを最大限に高めるこ
とができます。

• 現在の vdump バージョン番号を表示する。

• ダンプ・プロセス中にヘルプ情報を表示する。

• 警告メッセージは表示しないで，エラー・メッセージのみを表示す
るように指定する。

• バックアップ時にファイルの名前を表示する。

• エラー保護システムによって出力を構成することにより，リストア時に
読み取りエラーが生じた場合でもデータをリストアする。

• ゼロで満たさない AdvFSおよびUFSのスパース・ファイルを処理する。

4.3.3 vdumpコマンドを使用したバックアップ・レベルの指定

vdumpコマンドでは，増分バックアップのレベル (ダンプ・レベル)を指定す
ることができます。 0を指定すると，ファイルセットの完全なバックアップ
が作成されます。 ダンプ・レベルの値が大きいほど，バックアップされる
データ量は小さくなります。 vdump(8)のリファレンス・ページには，ダン
プ・レベルをサイクリックに増減して，2本のテープに完全なバックアップ
を確保する方法が示されています。

ユーザおよびグループの，クォータ・ファイルとファイルセット・クォータ
は，root ユーザがダンプ・レベル 0でバックアップした場合のみ保存され
ます。 バックアップできるクォータは，ローカルでマウントしているシス
テムのクォータのみです。

vdumpコマンドは，ファイルの更新日時を基にバックアップを行います。と
ころが，この方法では増分バックアップが意図したとおりに実行されない可
能性があります。ファイルの名前や場所を変更しても，ファイルの内容が変
わらない限り，更新日時は変更されないからです。 この問題を回避するに
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は，バックアップ後にファイルの名前や場所を変更した場合に，touchコマ
ンドを使って該当する各ファイルの更新日時を変更してください。

touch filename

4.3.4 vdump コマンドを使用したテープへのダンプ

vdump コマンドで，1本のテープに複数のセーブセットを格納 (ダンプ) す
ることができます。 -N オプションを設定して，巻き戻しを行わないよう
に指定するか，あるいは /dev/ntape/tape0 などの巻き戻しなしのデバ
イスを指定してください。 これにより，vdumpコマンド終了時のテープの
巻き戻しを回避できます。次回の vdump コマンドの実行時には，セーブ
セットが現在のテープ位置から格納されます。

セーブセットをダンプするのに複数のテープが必要な場合，vdumpコマンド
はその時点で別のテープをマウントするよう指示します。

複数のセーブセットを含むテープからデータをリストアする方法について
は， 4.3.16 項を参照してください。

システムのテープ・デバイスの情報を知るには，/sbin/hwmgrコマンド
に -view devices オプションを指定します。

詳細は hwmgr(8)および『ハードウェア管理ガイド』を参照してください。

4.3.5 vdumpコマンドを使用した標準出力へのダンプ

バックアップのセーブセット・デバイスとしてハイフン (-)を指定すると，
vdumpコマンドは標準出力に書き出します。 したがって，vdumpコマンド
と vrestoreコマンドをパイプで連結すれば，ファイルセットを別のファ
イルセットにコピーすることができます。一般的なコマンド例を以下に示
します。この 2例は同等の動作を実行します。

# vdump -0f - /usr | vrestore -xf - -D /mnt

# vdump -0 -f - /usr | (cd /mnt; vrestore -x -f -)

rvdumpおよび rvrestoreコマンドには，ハイフン (-)は使用できません。
出力デバイスを指定する必要があります。
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4.3.6 vdumpコマンドを使用したサブディレクトリのダンプ

vdumpコマンドに -Dオプションを使用して，サブディレクトリを指定すれ
ば，ファイルセット内の指定したサブディレクトリのみをバックアップでき
ます。 -D オプションを使用せずに，ファイルセットの代わりにサブディ
レクトリを指定すると，vdump コマンドは，そのサブディレクトリを含む
ファイルセット全体をバックアップします。 -Dオプションを指定すると，
バックアップは常にレベル 0で実行されます。

4.3.7 ファイルやディスク・パーティションへのダンプ

セーブセットはファイルとしてディスク上に保存することが可能です。たと
えば，完全バックアップを週一回の頻度でテープに格納して保管しておく一
方，増分バックアップをディスク上に保存すれば，増分バックアップを手軽
に利用できます。ディスクはテープ・デバイスより高速なので，ディスクに
保存すれば，バックアップやリストアをより速やかに実行できます。

月曜日に行った作業の増分バックアップを，その日の夕方にファイルとして
保存する例を次に示します。この例では，その日のファイルをファイルセッ
ト projects.Mondayとしてバックアップします。 このファイルセットは
/projects にマウントされています。

# vdump -9f /backup/projects.Monday /projects

月曜日にディスク上にバックアップした revenueという名前のファイルをリ
ストアするには，次のコマンドを実行します。

# vrestore -xf /backup/projects.Monday -D /projects revenue

セーブセットは空のパーティションに格納することも可能です。しかしその
場合，格納したセーブセットはファイル・システムの制御下では利用でき
ず，パーティションの再割り当てを行うと失われてしまう可能性がありま
す。 /projectsにマウントされているファイルセットをパーティション
/dev/disk/dsk2gにダンプする例を次に示します。

# vdump -f /dev/disk/dsk2g -D /projects

システムのデバイスを調べるには，/sbin/hwmgr コマンドに -view

devices オプションを指定します。

パーティション aやパーティション cは，バックアップの保存先として指
定しないでください。 これらのパーティションにはブロック 0が含まれて
おり，その中にはディスク・ラベルが格納されているためです。デバイ
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ス・ドライバは，ディスク・ラベルを上書きしないので，データの一部が
消滅します。パーティション aやパーティション cへのバックアップを試
みると，文字型デバイス (つまり rawデバイス)を使用している場合のみエ
ラー・メッセージが表示されます。ブロック型特殊デバイスを使用している
場合には，エラーは返されません。 ディスクの空きスペースに余裕がある
ときには，ブロック 0を含まない他のディスク・パーティションをバック
アップ先として使用してください。

パーティション aやパーティション cをバックアップ先として使用する場合
には，ディスクの残りの領域にデータが存在しないこと，および disklabel

コマンドに -zオプションを使用してあらかじめディスク・ラベルをクリア
することが条件になります。 ディスク・ラベルをクリアすると，そのディ
スクに格納されていたデータはすべて失われます。 ディスク・ラベルをク
リアしない場合でも，vdump コマンドではセーブセットが正しく作成され
たように見える場合があります。 ところが，vrestore コマンドを実行す
ると，ディスク・ラベルがセーブセットの一部として解釈され，次のよ
うなメッセージが表示されます。

vrestore: unable to use save-set; invalid or corrupt format

rvdumpや rvrestoreコマンドでも，同じ結果になります。

詳細は，disklabel(8), vdump(8), vrestore(8),および『システム管理ガイ
ド』 を参照してください。

ディスク全体をコピーする方法については，『システム管理ガイド』を
参照してください。

4.3.8 セーブセットの圧縮

バックアップ時には，セーブセットを圧縮できます。これによりバックアッ
プに必要なストレージの量が減り，書き込まれるデータが少なくなるため，
低速デバイス上でもより高速にダンプを実行できるようになります。圧縮を
行うには vdumpコマンドに -Cオプションを指定して実行します。圧縮率を
指定することはできません。圧縮率はダンプの内容によって決まります。

______________________ 注意 _____________________

ハードウェア圧縮を自動的に行うテープ・ドライブを使用してい
る場合は，圧縮を指定して vdumpコマンドを使用しても，期待し
たよりも大きいセーブセットになることがあります。場合によっ
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ては，圧縮アルゴリズムが原因で，圧縮済みのデータをさらに圧
縮しようとすると，データが大きくなることがあります。

4.3.9 エラー保護機能付きのダンプ

vdump コマンドに -x オプションを使用すれば，破損したブロックを
vrestoreコマンドでリストアできるように，テープ上にチェックサム・ブ
ロックを置くことができます。 vdumpコマンドは，ユーザが指定する nブ
ロックごとに，これらのブロックを作成します。 nの有効範囲は 2～ 32で
す。省略時の値は 8です。 vrestoreコマンドがブロックの不良で読み取り
エラーを検出すると，他のブロックおよびチェックサム・ブロックを使用し
て不良ブロックを再作成します。

エラー保護付きのダンプでは，nブロックごとに余計な 1ブロックを保管す
る必要があります。 この機能では，ブロックのリストア時に，一連の nブ
ロックの次の 1ブロックしか修正できません。この機能では，保護機能を上
げるほど，ストレージが余計に必要になります。

• テープでは信頼性が低いと思われる場合，あるいは正確なバックアップ
が必要でバックアップ用に多数のテープを利用できる場合には，-xオプ
ションの値を 2に設定します。これにより，保存される 2ブロックごと
に不良ブロックが 1つあるようなエラーの訂正を行うことが可能になり
ます。ただし，2ダンプ・ブロックごとにチェックサム・ブロックが書
き込まれるため，必要なテープの量は 50%増加します。

• テープの信頼性は高いと考えられるが，稀に発生する不良ブロックを
訂正できるようにするためには，-xオプションの値を 32に設定しま
す。この場合には，32ブロック書き込むごとにブロックが 1つ追加
されるため，3% の余分なテープが必要になります。 これで，32 ダン
プ・ブロックごとに 1つの不良ブロックであれば，正しくリストア
できるようになります。

4.3.10 vdumpセーブセットに保存したファイルのリスト

セーブセットを調べることで，必要なファイルがバックアップできているか
どうかを確認することができます。バックアップが完了したら，vrestore

コマンドに -tオプションを指定して実行し，保存したファイルを表示しま
す。 このコマンドでは，リストア処理は行われません。
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4.3.11 clonefsetコマンドと vdump コマンドを使用したシステム・
ディスクのバックアップ(例)

この例では，clonefsetコマンドでバックアップ情報のソースを作成した
ディスクの，レベル 0のバックアップを示します。ここで，バックアップ用
ディスク dsk6は，バックアップ対象ディスク dsk0と同じサイズであるとし
ます。この例では，ルート・ドメイン root_domainは /dev/disk/dsk0a

上にあります。ユーザ・ドメイン usr_domainは /dev/disk/dsk0g上
にあり，スワップ・パーティションは /dev/disk/dsk0b上にあリます。
/varファイルセットは usr_domainにあります。

ファイルセット・クローンを作成する間は，システムをシャットダウンし，
シングルユーザ・モードでリブートすることをお勧めします。これにより，
/，/usr, /varで他のユーザが作業していないことが保証されます。バック
アップ作業はマルチ・ユーザ・モードでも可能ですが，システムの活動の少
ない時期を選んで作業することを強くお勧めします。

1. 現在のシステム・ディスクから直接ディスク・ラベルをコピーし，新
しいシステム・ディスクにリストアします。

# disklabel -r dsk0 > /tmp/backupdisklabel
# disklabel -R -r -t advfs dsk6 /tmp/backupdisklabel
# rm /tmp/backupdisklabel

2. バックアップ・ドメインとバックアップ・ファイルセットを作成し，マ
ウントします。

# mkfdmn -F -r /dev/disk/dsk6a root_domain_backup
# mkfset root_domain_backup root
# mkfdmn -F /dev/disk/dsk6g usr_domain_backup
# mkfset usr_domain_backup usr
# mkfset usr_domain_backup var
# mkdir /root_backup /usr_backup /var_backup
# mount root_domain_backup#root /root_backup
# mount usr_domain_backup#usr /usr_backup
# mount usr_domain_backup#var /var_backup

3. ファイルセット・クローンを作成し，マウントします。

# clonefset root_domain root root_clone
# clonefset usr_domain usr usr_clone
# clonefset usr_domain var var_clone
# mkdir /clones /clones/root /clones/usr /clones/var
# mount root_domain#root_clone /clones/root
# mount usr_domain#usr_clone /clones/usr
# mount usr_domain#var_clone /clones/var
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4. vdump コマンドを使用してファイルセット・クローンをダンプし，
vrestoreコマンドを使用してファイルセットをリストアします。

# vdump -0f - /clones/root | vrestore -xf - -D /root_backup
# vdump -0f - /clones/usr | vrestore -xf - -D /usr_backup
# vdump -0f - /clones/var | vrestore -xf - -D /var_backup

5. バックアップの /etc/fdmns ディレクトリを変更して正しいディス
クを指すようにします。

# rm -rf /root_backup/etc/fdmns/root_domain
# mv /root_backup/etc/fdmns/root_domain_backup\
/root_backup/etc/fdmns/root_domain

# rm -rf /root_backup/etc/fdmns/usr_domain
# mv /root_backup/etc/fdmns/usr_domain_backup\
/root_backup/etc/fdmns/usr_domain

6. 次のようにして /etc/sysconfigtabファイルを編集し，新しいスワッ
プ・ファイルを指すようにします。

a. スワップ・デバイスを設定しているエントリを探します。

swapdevice=/dev/disk/dsk0b

b. 新しいスワップ・デバイス名と置き換えます。

swapdevice=/dev/disk/dsk6b

7. システムをシャットダウンし，新しく作成したバックアップを確認する
ため dsk6 からリブートします。

dsk6をバックアップ用に作成していて，元のルート・ドメインに戻し
たいときは，シャットダウンして dsk0からリブートします。

4.3.12 リモートでのファイルのダンプおよびリストア

rvdumpコマンドは，単一のマウント・ファイル・システムあるいは AdvFS
ファイルセット・クローンからリモート・ストレージ・デバイスにファイル
をバックアップします。このコマンドを使用する場合，ダンプしようとする
リモート・ノードで rshコマンドが実行可能であることが必要です。 サーバ
およびクライアント・アクセス規則については rsh(8)を参照してください。

rvdumpコマンドは vdump コマンドと同じオプションを持ちますが，ファ
イルのバックアップを置きたいデバイスのノード名を指定する必要があり
ます。 次の例では，ファイルセット sarをノード rachem 上のテープに
ダンプしています。

# rvdump -0f rachem:/dev/tape/tape0 /sar
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リモート・テープ・デバイスからファイルセットをリストアする場合は，次
のように入力します。

# rvrestore -xf rachem:/dev/tape/tape0 -D /sar

リモート・バックアップ・コマンドでは，ユーザおよびグループのクォー
タ・ファイルとファイルセット・クォータはバックアップできません。

rvdumpと rvrestoreコマンドでは，標準出力を表すダッシュ (–)は認識し
ません。出力デバイスを指定する必要があります。

4.3.13 vrestore コマンド固有の機能

vrestoreコマンドは，vdumpコマンドで作成したセーブセットのブロック
を処理することによってファイルを復元します。 vrestoreコマンドは，
UFS dumpコマンドで作成したセーブセットには機能しません。

vrestoreコマンドを実行するのに rootユーザの権限は必要ありませんが，
リストア先のディレクトリの書き込み権限を持っている必要があります。
rootユーザだけが，クォータ・ファイルとファイルセット・クォータをリス
トアできます。詳細については，vrestore(8)を参照してください。

vrestore コマンドでは，UFS restore コマンドではサポートしない次
のような処理をサポートします。

• vrestoreの現在のバージョン番号を表示することができます。

• ソース・ディレクトリ・パスを表示することができます。

• セーブセット構造を表示することができます。これは，保存したファ
イルのリストです。

• 情報メッセージは表示せずにエラー・メッセージだけを表示するこ
とができます。

• 既存のファイルを見つけた場合の vrestoreコマンドの動作を指定す
ることができます。 既存ファイルを常に上書きするか，既存ファイル
は常に上書きしないか，あるいはそのたびにユーザに確認するかを選
択することができます。
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4.3.14 vrestoreコマンドを使用したファイルのリストア

vrestoreコマンドでは，リストアするファイルやディレクトリを選択する
ことができます。このコマンドは，ファイル，パイプ，磁気テープ，または
ディスクからデータをリストアすることができます。

vdumpおよび vrestoreコマンドは，同じバージョンのものを使用してくだ
さい。使用しているバージョンの vrestoreでセーブセットのフォーマット
を読み取ることができない場合，エラー・メッセージが表示されます。

vrestoreコマンドでリストアを実行する前に，このコマンドを -tオプショ
ン付きで実行すれば，セーブセットに含まれているすべてのファイルの名前
とサイズを一括して表示できます。この場合リストア操作は行われません。

また，vrestore コマンドに -i (interactive)オプションを指定して実行す
ると，保存したファイルおよびディレクトリを表示することができます。
これによって，リストアするファイルやディレクトリをリストから個々に
選択することができます。

AdvFSファイルセット・クローンからデータをリストアする作業は，その他
のファイルセットからデータをリストアする場合と同様です。

ファイルセット全体をリストアする場合，まずフル・バックアップをリスト
アしてください。次にバックアップ以降に変更されたファイルのみが含まれ
る増分バックアップを使用してリストアしてください。 この場合，フル・
バックアップ実行後に削除されたファイルもリストアされることになりま
す。そこで，これらのファイルは手作業で削除する必要があります。

4.3.15 vrestoreコマンドを使用したクォータのリストア

AdvFSのユーザおよびグループのクォータ・ファイルは，AdvFS ファイル
セット，UFSファイル・システムのどちらにもリストアできます。 AdvFS
クォータ・ファイルを UFSファイル・システムにリストアする場合，その
クォータは UFSファイル・システム上で有効にしなければなりません。
UFSには AdvFS ファイルセット・クォータに相当するものがないため，
AdvFS ファイルセット・クォータを UFSファイル・システムにリストア
することはできません。 クォータのリストア操作は，root ユーザとして実
行しなければなりません。
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4.3.16 vrestoreコマンドを使用した複数のセーブセットを含むテー
プからのリストア

複数のセーブセットを含んでいるテープから現在の作業ディレクトリに対し
てリストアを行うには，mt fsf nコマンド (n個のセーブセットまたはファ
イルをスキップ) を実行して，リストアするセーブセットの位置を指定しま
す。 続いて，vrestoreコマンドを実行します。

次の例では，テープ上の 4番目のセーブセットを選択しリストアしています。

# mt fsf 3
# vrestore -xf /dev/ntape/tape0

リストアするセーブセット・ディレクトリの位置がわからない場合には，
vrestoreコマンドに -i オプションを指定してを実行します。このコマ
ンドで必要なセーブセットまで移動し，対話型インタフェースを使って
取り込むファイルを指定します。

vrestoreコマンドに -xオプションを指定し，ファイル名を指定して実行す
ると，セーブセットから選択的にファイルをリストアすることができます。
リストアするファイルに対して，現在の作業ディレクトリ以外のリストア先
パスを指定することもできます。

次の例では，ファイル data_fileをセーブセット /mnt/fdumpからリス
トアしています。 このセーブセットは，/mnt ディレクトリに保存され
ています。

# vrestore -f /mnt/fdump -D /mnt -x data_file
vrestore: Date of the vdump save-set: Fri Apr 26 15:27:36 2002

リストア処理に複数のテープが必要な場合には，vrestoreコマンドによっ
て残りのテープのマウントが促されます。
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5
AdvFS ファイル・システムの最適化と

チューニング

AdvFSファイル・システムは，さまざまな方法で設定し，その性能をチュー
ニングすることができます。一部のチューニング機能は，AdvFS GUI (付録
Eを参照)から実行できます。 AdvFSのチューニング・パラメータについて
の詳細は，『システムの構成とチューニング』を参照してください。

この章では，次のトピックについて説明します。

• システム性能の監視方法 ( 5.1 節)

• フラグ・ファイルの無効化による性能改善 ( 5.2 節)

• トランザクション・ログ・ファイルの性能を向上させる方法 ( 5.3 節)

• データ・キャッシュのチューニング ( 5.4 節)

• システム障害の際のデータの一貫性を改善する方法 ( 5.5 節)

• データ転送速度を向上させる手段の 1つとしてのダイレクト I/O ( 5.6節)

• システム性能を向上させる変更可能なシステム属性 ( 5.7 節)

• システム・スループットを向上させる vfastユーティリティ ( 5.8 節)

• ドメインの断片化解消 ( 5.9 節)

• ファイル単位での断片化解消 ( 5.10 節)

• データ配置の均等化 ( 5.11 節)

• ファイルを別のボリュームに移すことにより性能を向上させる方法
( 5.12 節)

• AdvFS ファイルのストライプ化 ( 5.13 節)

• ファイルセットを移動してシステム・リソースへの負荷を軽減する
方法 ( 5.14 節)

• ドメイン・パニックのレベルを制御する方法 ( 5.15 節)
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ドメインとファイルセットの効果的な割り当て方法についての詳細は，『シ
ステムの構成とチューニング』および第 1 章を参照してください。 Version
5のディレクトリについては， 2.3.3.1 項を参照してください。 Version 5
ではディレクトリのインデックスが利用でき，ファイルにアクセスしや
すくなっています。

5.1 性能の監視

システムを最適化する第一歩は，その動作を理解することです。 性能情報
は，多くの方法で得ることができます。

• iostatユーティリティは，端末，ディスク，および CPUの I/O統計
情報を報告します。 1秒あたりの送信回数 (tps) と 1秒あたりの送信
K バイト数 (bps) を表示します。

iostatの出力は I/Oのボトルネックの所在を特定する材料になりま
す。すなわち，スループットが高い状態を持続しているデバイスが存在
する場合，そのデバイスは他のデバイスよりも使用頻度が高く，ボトル
ネックになっています。 ボトルネックが見つかれば，ファイルの移動
や，より高速なボリュームの導入，ファイルのストライプ化など，ス
ループットを向上させるための処置を講じることができます。 I/O統計
情報は，SysMan Menuの「モニタリング/チューニング -入出力 (I/O)統
計の参照」ユーティリティ (付録 A参照)でも表示できます。コマンド
行での表示方法については，iostat(1)を参照してください。

• advfsstatユーティリティは，長期にわたるファイルセットとドメイン
の使用状況に関する詳しい情報を表示します。

また，バッファ・キャッシュの使用状況，ボリュームの読み書き，BMT
(Bitfile Metadata Table)レコード，その他のパラメータを調べ，通常で
ないアクティビティがないか調べることもできます。詳細については，
advfsstat(8)を参照してください。

• Collect for Tru64 UNIXは，メモリ，ディスク，テープ，ネットワーク，
ファイル・システムといったサブシステムの情報を収集して表示します。

Collectは，サポートされている Tru64 UNIXの全リリースで動作しま
す。詳細については，次の webサイトを参照してください。

http://www.tru64unix.compaq.com/collect/
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5.2 フラグ・ファイルの無効化による性能改善

割り当てられたストレージ領域の 5%以上が無駄になるファイルの，ディ
スク・スペースの割り当てを制御することができます。ファイルまたは
ファイルの終端部分がファイルセットのフラグ・ファイルに保存されます
( 1.3.3 項を参照)。フラグ処理，つまりフラグ・ファイルを作成する目的は
ファイルセットのストレージの無駄を最小化することです。ファイルセット
のフラグ処理を無効にすると，入出力効率は上がりますが，ストレージの
消費量が増加します。 フラグ・ファイルを持つかどうかは，デフラグ操作
( 5.9 節) には影響がありません。

永続的なアトミック書き込みデータ・ロギングを行なうには，ファイルのフラ
グ処理を無効にする必要があります。詳細は， 5.5.2項を参照してください。

省略時の設定では，ファイルセットにはフラグ処理が適用され，ファイルの
断片がフラグ・ファイルに保存されます。フラグ処理は次の 2通りの方法
で無効化できます。

• ファイルセットの作成時に次の形式のコマンドを使用する。

mkfset -o nofrag domain_name fileset_name

• 既存のファイルセットに対して，次のコマンドを使用する。

chfsets -o nofrag domain_name fileset_name

showfsetsコマンドを使用すると，ファイルセットのフラグ処理の状態を確
認できます。 次に例を示します。

# showfsets domain_1 fileset_3

Id : 3a3a47cb.000b52a5.2.8006
Files : 15, SLim= 0, HLim= 0
Blocks (512) : 13730, SLim= 0, HLim= 0
Quota Status : user=off group=off
Object Safety: off
Fragging : on
DMAPI : off

ファイルセットのフラグ処理を有効化または無効化しても，既存のファイル
には影響しません。既存のフラグメント(ファイル断片)は存在し続けます。
既存ファイルの終端のフラグメントを削除するには，次の手順に従います。

1. chfsetsコマンドを使用して，ファイルセットのフラグ状態を，その
ファイルに設定したいフラグ状態と同じになるように変更します。
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2. フラグメント付きファイルを，別のファイルとしてコピーします。

3. 元のファイルを削除し，コピーした新しいファイルに元のファイル
の名前を付けます。

4. ファイルセットのフラグ状態を元に戻したい場合は，chfsetsコマン
ドを使用して戻します。 こうしておけば，そのファイルセットのファ
イルにデータを追加したときに，再びフラグメントが作成されるよ
うになります。

たとえば，states ドメインの arizonaファイルセットのファイル taxes

からフラグメントを削除するには，次のコマンドを実行します。

# chfsets -o nofrag states arizona
# cp taxes tmptaxes
# rm taxes
# mv tmptaxes taxes

ファイルセット内のファイルが再びフラグ・ファイルを使用できるように
するには，chfsets コマンドに -o fragオプションを指定して実行しま
す。 フラグ・ファイルを使用していたファイルは，再びこれを使用でき
るようになります。

詳細は，Best Practiceドキュメントの『Improving AdvFS Performance by
Disabling the Frag File』を参照してください。

5.3 トランザクション・ログ・ファイルの性能改善

各ドメインには，ドメイン内のすべてのファイルセットのアクティビティ
を追跡するトランザクション・ログ・ファイル ( 1.3.2 項) が含まれていま
す。これにより，このログ・ファイルへの大量の読み取り/書き込み動作が発
生します。 処理が集中するディスクあるいはバス上にこのログ・ファイル
が存在する場合，あるいはドメインに多数のファイルセットが存在する場
合，システムの性能は低下します。ログ・ファイルを置く場所を変えること
で，そのアクティビティによってファイルを置いているデバイスの帯域幅が
占有される事態を回避できます。

ドメイン内のボリュームの性能は，SysMan Menuの「モニタリング/チュー
ニング -入出力 (I/O)統計の参照」ユーティリティ (付録 Aを参照)，または
iostatユーティリティで監視できます。 AdvFS Utilitiesが利用できる場
合，ログ・ファイルが置かれているボリュームの負荷が高いようであれば，
次のいずれかの方法で対処します。
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• ドメインをいくつかの小さなドメインに分割します。各ドメインにそれ
ぞれのトランザクション・ログ・ファイルが用意されるため，各ログ・
ファイルが扱うファイルセットの数が少なくなります。

• トランザクション・ログ・ファイルを，より速く，あまり処理の集中し
ていないボリュームへ移動します。

• トランザクション・ログ・ファイルを，専用のボリュームに独立させ
ます。

5.3.1 トランザクション・ログ・ファイルの移動

トランザクション・ログ・ファイルをより速い，処理の集中しないボリュー
ムに移動すると，スループットが向上します。 LSM (Logical Storage
manager)ストレージを使用している場合も，このファイルを移動することで
効果があがります。ミラー化されているボリュームにトランザクション・ロ
グ・ファイルを置いて信頼性を高めることができます。そのような構成にす
れば，たとえばトランザクション・ログ・ファイルが格納されているディス
クがクラッシュした場合でも，ミラー側のログを使用できます。

トランザクション・ログ・ファイルを別のボリュームへ移動する手順は
以下のとおりです。

1. showfdmnコマンドを使用してログ・ファイルの位置を確認します。
ボリューム番号の後に文字 Lがあるボリュームにログ・ファイルが存
在します。

2. /sbin/advfs/switchlogコマンドを使用して他のボリュームへログ・
ファイルを移動します。

たとえば，ドメイン region1のトランザクション・ログ・ファイルを移動
する手順は，以下のとおりです。

# showfdmn region1
Id Date Created LogPgs Version Domain Name

31bf51ba.0001be10 Wed Feb 6 16:24 2002 512 4 region1

Vol 512-Blks Free % Used Cmode Rblks Wblks Vol Name
1L 1787904 885168 52% on 128 128 /dev/disk/dsk0g
2 1790096 1403872 22% on 128 128 /dev/disk/dsk0h

-------------------------
3578000 2259040 37%

# /sbin/advfs/switchlog region1 2
# showfdmn region1
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Id Date Created LogPgs Version Domain Name
31bf51ba.0001be10 Wed Feb 6 16:24 2002 512 4 region1

Vol 512-Blks Free % Used Cmode Rblks Wblks Vol Name
1 1787904 885168 52% on 128 128 /dev/disk/dsk0g
2L 1790096 1395680 22% on 128 128 /dev/disk/dsk0h

-------------------------
3578000 2250848 37%

5.3.2 トランザクション・ログ・ファイルの分離

トランザクション・ログ・ファイルを独立させると，すべてのログ I/Oを他
のドメインの読み取りおよび書き込みと分離させることができます。このロ
グ・ボリューム上では他の動作が発生しないため，ログ・ファイルの I/Oが
遅くなることも，他のドメインの I/Oが遅くなることもありません。

トランザクション・ログ・ファイルを専用のボリュームに独立させるに
は，次の手順を実行します。

1. ドメインがアクティブになっていないことを確認します。アクティブの
場合，ファイルへの書き込みはすべて，分離させようとするボリューム
上のストレージに割り当てられます。

2. ログ・ファイルを独立させるドメインに，小さなパーティション (ボ
リューム)を追加します。この場所にログ・ファイルを置きます。

このデバイス上の他のパーティションの I/O負荷は，ログ・ファイル・
パーティションも含めディスク全体の性能に影響することに注意して
ください。残りのパーティションが他のドメインに割り当てられてい
る場合は，同じデバイス上に複数のトランザクション・ログ・ファイ
ルが存在することになります。 この状態は半導体ディスクでは問題は
ありませんが，低速のデバイスではログ・ファイルを独立させた効
果がなくなることがあります。

3. switchlogコマンドを使用して，ログ・ファイルを新しいボリューム
に移動します。

4. showfdmnコマンドを使用して，ログ・ファイルのあるボリューム上
の空きブロック数を調べます。

5. showfdmnコマンドから得られた情報を参考に，ddコマンドを使用して
正しいサイズのダミー・ファイルを作成します。
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6. ダミー・ファイルを，ログ・ファイルのあるボリュームに移動しま
す。このファイルはボリュームを完全に埋めるため，他のファイル用
のスペースは残りません。 ユーザはこのファイルにはアクセスしない
ため，トランザクション・ログ・ファイルだけがこのボリューム上で
アクティブになります。

salesドメインのトランザクション・ログ・ファイルを独立させるには，次
のようにコマンドを入力します。

# addvol /dev/disk/dsk9a sales
# /sbin/advfs/switchlog sales 2

# showfdmn sales
Id Date Created LogPgs Version Domain Name

312387a9.000b049f Thu Mar 14 14:24 2002 512 4 sales

Vol 512-Blks Free % Used Cmode Rblks Wblks Vol Name
1 2050860 1908016 7% on 128 128 /dev/disk/dsk10c
2L 131072 122752 6% on 128 128 /dev/disk/dsk9a

-------------------------
2181932 2030768 7%

ログ・ファイルが置かれているボリューム上のすべての空きブロックをダ
ミー・ファイル /adv1/foo に割り当ててから，データをログ・ファイ
ルと同じボリュームに移動します

# dd if=/dev/zero of=/adv1/foo count=122752
122752+0 records in
122752+0 records out
# migrate -d 2 /adv1/foo

5.4 データ・キャッシュのチューニング

データが頻繁に再利用される環境では，キャッシュを使用すると性能が向上
します。 AdvFSは，ファイル・メタデータとユーザ・データの管理に，ユ
ニファイド・バッファ・キャッシュ (UBC) と呼ばれるダイナミック・メ
モリ・キャッシュを使用します。

キャッシュに UBCを使用することで，AdvFS ではメモリが利用可能な限
り，ファイル・データをメモリ内に保持することができます。 他のシステ
ム・リソースのために，ファイル・システムのキャッシュとして使われてい
るメモリが必要になると，UCB は，ファイル・システムで使用しているメモ
リの一部を取り返し，メモリを必要としているリソースに割り当てます。
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AdvFS はキャッシュに UBCを使用するため，キャッシュのチューニング
には UBCのチューニング・パラメータを使用します。 チューニングでき
るパラメータは次のとおりです。

• UBCとして一度に使用できるメモリ量の，物理メモリ全体に占める
割合。

• UBCからディスクへの書き込みが開始される前に超過すべき，ダー
ティ・ページ数の全ページ数に対する割合

• 1つのファイルのキャッシュとして使用できる UBCメモリの最大サイズ

これらのパラメータを変更する際の指針については，『システムの構成と
チューニング』を参照してください。

データ・キャッシュは省略時の設定で有効になっており，ファイル・シス
テムの性能が向上しますが，特定の状況下では，データ・キャッシュをバ
イパスする方が，アプリケーション側でより高いスループットが得られる
こともあります ( 5.6 節を参照)。

5.5 データの一貫性の向上

データをファイルへ書き込む方法によって，マシンに障害が発生した場合に
データがどの程度保護されるかが決まります。次の 2つのことについて選択
できます。 これらの選択肢は互いに独立しています。

• I/O を同期させるかどうか

• メタデータの書き込みに加えて，ファイルのデータもトランザクショ
ン・ログ・ファイルに書き込むかどうか (アトミック書き込みデータ・
ロギングのオン/オフ)

5.5.1 I/O の制御

特に指定しなければ，書き込み要求はキャッシュされます。すなわち，デー
タはすぐにディスクに書き込まれるのではなくバッファ・キャッシュに書
き込まれます。 ファイルへの I/O書き込みを同期する方法を選択すること
で，キャッシュによる性能向上とクラッシュ時のデータ一貫性とのバラン
スをとることができます。
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5.5.1.1 非同期 I/O

非同期 I/Oは，省略時設定であり，一般に最高のスループットが得られま
す。同じページに対する複数の書き込みをディスクに対する 1回の物理的書
き込みに結合します。この方法では，ディスクのトラフィックが減るだけで
なく，複数のスレッドおよびプロセスで共通のデータへ同時にアクセスする
機会が増えます。さらに，ディスクへの書き込みを遅らせるので，連続する
ページ同士を連結して単一の大きな物理的書き込みにできる可能性が高くな
り，シーク時間と回転待ち時間による遅れが短くなります。

クラッシュが発生すると，ドメイン内のファイルセットが次にマウントされ
たときに，ディスクへのログ・トランザクションのうち，完了しているも
のが再度実行され，完了していないものは取り消されるため，ディスク上
の元のメタデータが復元されます。 これらのログ・トランザクションは，
省略時はメタデータのみを保存し，ファイルへ書き込まれたデータは保存
しません。 すなわち，ディスク上のファイル・サイズと位置は一貫性が保
たれますが，クラッシュが起きた時点が，ディスクへの書き込みの前であ
れば，最新の書き込みのユーザ・データが失われる可能性があります。 こ
れは，この方法を使用することで得られるスループットの向上とトレー
ドオフの関係にあります。

5.5.1.2 同期 I/O

同期 I/Oは非同期 I/Oと類似していますが，書き込み要求の処理から呼び出
し元のアプリケーションに戻る前に，データがキャッシュとディスクの両方
に書き込まれます。すなわち，書き込みが正常に終了すると，データがディ
スクに正しく書き込まれたことが保証されます。

同期 I/Oの欠点は，I/Oが完了するまで書き込み処理から戻らないため，ス
ループットが低くなることです。また，データをディスクにフラッシュしな
ければならないタイミングを決定するのがファイル・システムではなくアプ
リケーションなので，同期書き込み要求の処理量が小さい場合，I/O が結
合される可能性が低くなります。

5.5.1.3 同期 I/O のオン/オフのチューニング

省略時のキャッシング方式は非同期 I/Oです。同期 I/Oのオン/オフをファイ
ルごとに切り替えるには，chfileコマンドに -lオプションを使用するか，
open()システム・コールに対して O_SYNCフラグまたは O_DSYNCフラグを
使用します (『プログラミング・ガイド』および open(2)を参照)。 chfile
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コマンドの -lオプションと -Lオプションは同時に使用できないので，
chfileコマンドを使用してアトミック書き込みデータ・ロギングを制御する
ことを計画しているならば，同期 I/Oをアクティブにするためには，システ
ム・コールを使用する必要があります。アトミック書き込みデータ・ロギン
グのオン/オフのチューニングについては， 5.5.2.5 項を参照してください。

ファイルセット内のすべてのファイルに同期 I/Oを強制するには，mount

コマンドに -o sync オプションを指定します。

mount -o sync filename

また，あるファイルにアクセスするすべてのアプリケーションに同期 I/O
を強制することができます。この場合，chfileコマンドに -l on オプ
ションを指定します。

chfile -l on filename

同期処理をオフにしてファイルを再び非同期 I/O状態にするには，chfile

コマンドに -l offオプションを指定して実行します。

chfile -l off filename

5.5.2 アトミック書き込みデータ・ロギング I/Oの有効化

アトミック書き込みデータ・ロギングでは (通常ロギングされるメタデータ
に加えて)ユーザ・データをログ・ファイルに書き込み，システム障害の
ときにデータの一貫性が保たれるようにします。この機能のオン/オフで
は，メタデータとファイル・データの両方がディスクに書き込まれるか，両
方が書き込まれないかを切り替えることになります。 アトミック書き込み
データ・ロギングが使用する I/O方式は，I/Oが非同期に設定されているか
( 5.5.1.1 項)，同期に設定されているか ( 5.5.1.2 項)で異なります。

アトミック書き込みデータ・ロギングには，永続的なロギング ( 5.5.2.3 項)
と一時的なロギング ( 5.5.2.4 項)の 2種類があります。永続的なデータ・ロ
ギングでは，ファイルセットがマウント/アンマウントされても，ログは継続
されます。 一時的なデータ・ロギングは，ファイルセットがマウントされ
ているときだけ有効です。 ロギングのステータスは，オプションをつけな
い chfile コマンドで確認することができます。

この機能のデータ・ロギングでは，データとメタデータの両方をトランザク
ション・ログ・ファイルに書き込むので性能が低下します。ロギングのトラ
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フィックが増加し，各ユーザの書き込みでの I/Oの処理が倍になります。ア
トミック書き込みデータ・ロギングを計画しているファイルまたはファイル
セットを，1つまたはいくつかのドメインにグループ化することによって，
性能重視の他のドメインの負荷を軽くすることができます。

5.5.2.1 非同期アトミック書き込みデータ・ロギング I/O

非同期アトミック書き込みデータ・ロギング I/Oは，非同期 I/Oと同じよう
な方法ですが，それぞれの書き込み要求でバッファ・キャッシュに書き込ま
れたユーザ・データがログ・ファイルにも書き込まれるという点が異なりま
す。これは，8Kバイトの倍数のサイズで行われます。データをログ・ファ
イルにも書き込むため，クラッシュのときのデータの一貫性は保証されます
が，非同期 I/Oと比べるとスループットが低くなります。非同期 I/Oを使用
し，アトミック書き込みデータ・ロギングを有効にすると，I/O は非同期の
アトミック書き込みデータ・ロギングとなります。

クラッシュが発生すると，ファイルセットが再度マウントされたときにログ・
ファイルからデータが復元されます。非同期 I/Oの場合と同じように，完了
したログ・トランザクションはすべて再実行され，完了していないトランザ
クションは取り消されます。ただし，非同期 I/Oの場合と異なり，ユーザの
データはログに書き込まれているので，メタデータとファイルに書き込もう
としていたデータの両方を復元できます。これにより，8Kバイトの倍数の
サイズの書き込みがアトミックであることが保証されます。つまり，データ
は完全にディスクに書き込まれたか書き込まれていないかのいずれかです。

完了した書き込み要求のみが処理されるため，クラッシュ時にシステムが書
き込もうとしていた位置にある，古くなった，傷ついている可能性のある
データはアクセスされません。ディスクへの書き込み順序が乱れて，クラッ
シュ時に一貫性が損なわれることはありません。

5.5.2.2 同期アトミック書き込みデータ・ロギング I/O

同期アトミック書き込みデータ・ロギング I/Oは，非同期アトミック書き込み
データ・ロギング I/Oと同じような方法ですが，書き込み要求が呼び出し側ア
プリケーションに戻る前に，ロギングされたデータがバッファ・キャッシュ
からディスクにフラッシュされるという点が異なります。ログ・フラッシュ
I/Oが終了してからでないと，書き込み処理が戻ってこないので，非同期アト
ミック書き込みデータ・ロギング I/Oと比べるとスループットが低くなる場合
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があります。同期 I/Oを使用し，アトミック書き込みデータ・ロギングを有
効にすると，I/Oは同期アトミック書き込みデータ・ロギングとなります。

書き込み進行中にクラッシュが発生すると，ファイルセットが再度マウント
されたときにログ・ファイルからデータが復元されます。 非同期アトミッ
ク書き込みデータ・ロギング I/Oの場合と同じように，ユーザのデータは
ログに書き込まれているのでメタデータとファイルに書き込もうとしてい
たデータの両方を復元できます。これにより，8Kバイト倍数のサイズで
データが完全にディスクに書き込まれたか書き込まれていないかのいず
れかであることが保証されます。

同期アトミック書き込みデータ・ロギングの利点は，書き込み呼び出しがア
プリケーションに戻った後にクラッシュが発生した場合のデータの一貫性が
保証されることです。リブートでログ・ファイルが再生され，ユーザの書き
込み要求全体が適切なユーザのデータ・ファイルに書き込まれます。一方，
非同期アトミック書き込みデータ・ロギングは，書き込み呼び出しがアプリ
ケーションに戻った後の 8Kバイト単位のデータの一貫性しか保証しません。

5.5.2.3 永続的なアトミック書き込みデータ・ロギング

永続的なアトミック書き込みデータ・ロギングでは，ディスク上にフラグ
が設定され，ファイルセットがマウント/アンマウントされても，そのファ
イルのロギングが継続されるようにします。 ロギングを非同期に行なうか
( 5.5.1.1 項)，同期をとって行なうか ( 5.5.1.2 項) は，I/O をどのように
設定したかによって決まります。

永続的なアトミック書き込みデータ・ロギング I/Oのオン/オフを切り替え
るには，fcntl() 関数を使用するか，chfileコマンドに -Lオプション
を指定します。

chfile -L on filename

chfile -L off filename

ファイルにフラグメント (断片) がある場合，永続的なアトミック書き込み
データ・ロギングは起動できません。フラグメントのあるファイルに対して
データ・ロギングを起動するには，次のいずれかの方法を採ります。

• 一時的なアトミック書き込みデータ・ロギングを起動する。 このデー
タ・ロギングは，フラグメントのあるファイルにも使用できます。
5.5.2.4 項を参照してください。
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• mkfsetコマンドや chfsetsコマンドでファイルセットを作成または変
更するときに，nofragオプションを指定する。

フラグ・ファイルを chfsetsコマンドに -o nofrag オプションを指
定して無効にしても，既にフラグメントのあるファイルのフラグメン
トはそのままです。ファイルのフラグメントをなくすには， 5.2 節を
参照してください。

-lと -Lオプションを chfileコマンドで同時に用いて，同期 I/Oとアトミッ
ク書き込みデータ・ロギングを設定することはできません。しかし，chfile

コマンドに -L onオプションを用いて，永続的アトミック書き込みデータ・
ロギングを起動し，次にそのファイルを open()システム・コールに O_SYNC

または O_DSYNCフラグをつけて呼び出して，そのファイルを 同期 I/Oとし
てオープンすることができます (『プログラミング・ガイド』を参照)。

永続的なアトミック書き込みデータ・ロギングを使用するファイルは，mmap

システム・コールでメモリにマッピングすることはできません。ファイル使
用の衝突については 6.4.10 項を参照してください。

5.5.2.4 一時的なアトミック書き込みデータ・ロギング

一時的なアトミック書き込みデータ・ロギングでは，ファイルセットに対し
て有効にするフラグをメモリ上に設定し，そのファイルセットがマウントさ
れている間のみデータ・ロギングが行なわれるようにします。ロギングを非
同期に行なうか，同期をとって行なうかは，I/O をどのように設定したかに
よって決まります。 I/Oモードの制御方法は， 5.5.1項を参照してください。

一時的なアトミック書き込みデータ・ロギングを有効にするフラグをメモリ
上に設定し，対応するファイルセットがマウントされている間のみデータ・
ロギングを有効にするには，mountコマンドに -o adl,syncオプション
を使用します。 フラグメントを持つファイルは，一時的なアトミック書き
込みデータ・ロギングを使用できます。ファイルが開かれている間，永続
的なアトミック書き込みデータ・ロギングの方が，一時的なアトミック書
き込みデータ・ロギングよりも優先されます。

ファイルを開いているアプリケーションは，fcntl()関数を呼び出すことに
よって一時的なアトミック書き込みデータ・ロギングを無効にできます。ま
た，chfileコマンドに -L offオプションを使用することによって，永続
的なアトミック書き込みデータ・ロギングを無効にできます。これらの処理
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によるデータ・ロギングの無効化は，同じファイルを開いているすべてのア
プリケーションに反映されます。

一時的なアトミック書き込みデータ・ロギングを使用しているファイルは，
メモリにマッピングできます。ファイルをメモリにマッピングすると，その
ファイルを使用している全スレッドでマッピングが解除されるまで，一時的
なアトミック書き込みデータ・ロギングは中断されます。

5.5.2.5 アトミック書き込みデータ・ロギングのオン/オフのチューニング

ロギングを非同期に行なうか ( 5.5.1.1項)，同期をとって行なうか ( 5.5.1.2項)
は，I/O をどのように設定したかによって決まります。

表 5–1にアトミック書き込みデータ・ロギングの有効化をチューニング
する際のパラメータを示します。

表 5–1: アトミック書き込みデータ・ロギングの有効化のチューニング

データ・ロギン
グのタイプ

コマンド 備考

永続的 (ファイル) chfile コマンドに -L on
オプションを指定，または
fcntl() 関数を使用。

フラグメントを持つファイ
ルについては実行できない。
chfileコマンドを同期 I/Oを
制御するために使用する場合
は，このコマンドを使用でき
ない。 5.5.2.3 項を参照。

一時的 (ファイ
ルセット)

非同期の場合は mount コマ
ンドに -o adl オプションを
指定，同期の場合は -o adl,
sync オプションを指定。

フラグメントを持つファイ
ルについて実行できる。 永
続的アトミック書き込みデー
タ・ロギングが優先される。
5.5.2.4 項を参照。

表 5–2 にアトミック書き込みデータ・ロギングの無効化をチューニング
する際のパラメータを示します。
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表 5–2: アトミック書き込みデータ・ロギングの無効化のチューニング

データ・ロギン
グのタイプ

コマンド 備考

永続的 (ファイル) chfile コマンドに -L off
オプションを指定，または
fcntl() 関数を使用。

chfileコマンドを同期 I/Oを
制御するために使用する場合
は，このコマンドは使用でき
ない。 5.5.2.3 項を参照。

一時的 (ファイ
ルセット)

ファイルセットがアンマウ
ントされると，自動的にオ
フになる。または fcntl()
関数を使用。

オープンしたファイルはすべ
て fcntl() 関数を呼び出せ
る。 5.5.2.4 項を参照。

5.6 ダイレクト I/Oによるデータ転送速度の改善

ダイレクト I/Oモードでは，キャッシュをバイパスします。データをキャッ
シュにコピー (AdvFS標準の処理)することなく，ファイルに対するデータの
読み取りおよび書き込みを同期的に実行します。つまり，ファイルに対する
ダイレクト I/Oを有効にすると，読み取りおよび書き込み要求では AdvFS
キャッシュ機能がバイパスされ，直接メモリ・アクセスによって (raw I/O
と同じように)，ディスク・ストレージに対して実行されます。これによ
り，データに 1度しかアクセスしないようなアプリケーションの場合，I/O
処理速度を改善できます。 しかし，システム・クラッシュの際はデータの
一貫性は保証されません。

ダイレクト I/Oは，どのようなバイト・サイズの I/O要求でも処理します
が，要求された転送位置がディスク・セクタ境界に合っていて，その転送
サイズが基本的なセクタのサイズ (現在 512 バイト)の偶数倍である場合
に，最も高い性能を発揮します。

ダイレクト I/Oは，データベースによって独占的に使用されるファイルに特
に適しています。ただしキャッシングが行われないため，アプリケーション
が同じデータに複数回アクセスする傾向がある場合は，逆に，ダイレクト
I/Oは性能に悪影響を及ぼします。ダイレクト I/Oを指定すると，すぐにそ
れが有効になり，すでにバッファ・キャッシュに存在するデータは自動的に
ディスクへフラッシュされます。

ファイルをダイレクト I/Oを有効にしてオープンできるのは，アトミック
書き込みデータ・ロギング用にオープン ( 5.5.2 項) していない場合，また
はメモリにマッピング ( 6.4.10 項)されていない場合のみです。ダイレク
ト I/O を行なうようにファイルをオープンするには，O_DIRECTIO フラ
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グを指定して open()>関数を呼び出します。たとえば，file_xに対し
ては，次のように呼び出します。

open (file_x, O_DIRECTIO|O_RDWR, 0644)

それまでのモードに関係なく，新しいモードはダイレクト I/Oになり，指定
したファイルがクローズされるまでこのモードが有効になります。

fcntl()関数を呼び出して，ファイルがキャッシュ・モードでオープンされ
ているか，ダイレクト I/Oモードでオープンされているかを確認することが
できます。 詳細は，fcntl(2)と open(2)，または『プログラミング・ガイ
ド』を参照してください。

5.7 属性の変更によるシステム性能の改善

システムの性能は，さまざまな属性を変更して改善できます。『システムの
構成とチューニング』に，それぞれの属性の意味と，それらを変更した場合
の影響について詳しく説明しています。詳細についてはsysconfig(8)を参
照してください。 AdvFSの性能を改善するには，次の操作が役に立ちます。

• ダーティ・データ・キャッシングしきい値の引き上げ

ダーティ・データとは，アプリケーションによってキャッシュに書き込
まれたが，まだディスクには書き込まれていないデータのことで，変
更データとも言います。 AdvFSでキャッシュされるダーティ・デー
タの量は，chvolコマンドに -t オプションを使用することによって
ドメインのボリュームごとに変更できるほか，AdvfsReadyQLim属
性によって AdvFS のすべての新規ボリュームを対象に変更できます
(chvol(8) を参照)。

smooth syncが無効な場合には，chvolコマンドによるこの変数の変更
が最も効果的です。 smooth syncが有効な場合 (省略時の動作) には，
ダーティ・データをディスクにフラッシュする頻度は smoothsync_age

属性で調整する方が適切です。

• smoothsync_age属性による連続 I/Oの促進

smoothsync_age属性は，バッファ・キャッシュ内の変更ページが，
ディスクに書き込まれるまでの時間の長さを秒単位で指定します。この
属性を使用すれば，ページへの連続した変更が終わるまでページをメ
モリ上に保持して I/O回数が減るように，ページをディスクに書き込
むタイミングを調整できます。
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• I/O 転送サイズの変更

デバイスに最適な転送サイズで I/Oを行なうために，AdvFSは，ディス
ク上の物理的に連続するメモリのキャッシュ・ページを結合します。最
適な転送サイズはデバイス・ドライバによって決まり，ストレージの構
成によって異なりますが，通常は 128または 256ブロックです。 LSM
を使用している場合は，ストライプ幅を変更することができ，さらに大
きな転送サイズが設定される場合もあります。優先転送サイズの調整に
は，chvolコマンドと -rオプション (read)または -w (write)オプショ
ンを使用します (chvol(8) を参照)

• メモリにマッピングされた変更ページのフラッシュ

AdvfsSyncMmapPages属性は，メモリにマッピングされた変更ペー
ジを，syncシステム・コールでディスクにフラッシュするかどうか
を指定します。

• アクセス構造体用に確保するメモリの拡大

AdvFSは，ページング可能メモリの一定の割合までアクセス構造体にメ
モリを割り当てます。この割合は，AdvfsAccessMaxPercent属性に
よって制御されます。この値を増やせば，数多くのファイルをオープン
して再使用する環境では，AdvFSの性能向上につながる可能性がありま
すが，仮想メモリ・サブシステムおよびユニファイド・バッファ・キャッ
シュ (UBC)で使用できるメモリの量は減ります。 この属性の値を減ら
すとページング可能なメモリは増えますが，多数のファイルをオープン
して再使用する環境では，AdvFSの性能が低下する可能性があります。

5.8 vfastユーティリティによるオペレーティング・システ
ムのスループットの改善

vfastユーティリティは，頻繁にオープン/クローズされるドメインのファイ
ルに作用するバックグラウンド・プロセスです。このユーティリティは，次
のようなさまざまな最適化機能を実行します。

• ファイル断片化の解消

• ボリュームの空き領域の分散化

• I/O 負荷の均等化

vfast ユーティリティを実行するには，rootユーザの特権が必要です。
vfast処理は，activateおよび deactivateオプションでオン/オフを切
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り替えることができます。 suspendオプションは，vfast処理をオフにし
ますが，内部統計データ収集は継続することができます。 statusオプショ
ンを使用すると，現在の vfastの構成，動作上の統計，ドメインの処理オプ
ションを表示することができます。

ほとんどの vfast 処理は，デバイスに他のシステム I/O が存在しな
いときに実行されるので，一般的に vfast を実行しても性能は低下
しません。 ユーティリティが使用するシステム I/O のシェアを，-o

percent_ios_when_busy=オプションで制限できます。省略時の設定は，
周知のストレージ・デバイスの I/O帯域幅の 1%です。

umount，rmvol，およびrmfset などのユーティリティは，実行時に vfast

の動作を一時的に中断させます。 これらのユーティリティが終了すると，
vfast はその以前の状態に戻ります。

vfast はファイルの断片化を解消し，ドメイン間のバランスを計るため，
従来の AdvFS defragmentおよび balanceユーティリティは，vfast を
-o defragment=，-o balance=，または -o topIObalance=オプショ
ンを有効にして起動した場合使用できません。

vfastコマンドに -o defragment=enableオプションを指定すると，空き
領域を動的に統合化し，ファイル断片化を減らし，ファイルが連続する空間
を使用するようにします。 AdvFSファイル・システムでは，ファイルのデー
タをなるべくディスク上の連続するブロックに配置しようとしますが，デー
タを配置するのに十分な連続するブロックを利用できない場合は，それを連
続しないブロックに分散します。断片化は，1つのファイルにアクセスする
のに多くのディスク・アドレスを参照しなければならないため，読み書きの
性能を低下させます。 vfastユーティリティは，断片化されたファイルを連
続するディスク・ブロックに移動することで，この性能の低下を最小限にし
ます。ファイルは，統合化の際に再配置されることがあります。

オープン/クローズされたファイルだけが，vfast の断片化ファイルのキャッ
シュに置かれます。 vfastでファイルを断片化解消するには，そのドメイン
の少なくとも 1つのファイルセットを読み/書き用にマウントしておく必要が
あります。ドメインのその他のファイルセットが書き込みのためにマウント
されていない場合，そのファイルセットが以前に書き込みのためにマウント
され，vfastキャッシュの中で処理を待っているファイルがない限りは，そ
のファイルセット中の断片化ファイルは断片化解消されません。 vfastコマ
ンドを -l extentsオプションを指定して実行し，断片化解消を待つキュー
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にあるファイルを表示します。 vfastキャッシュにファイルがない場合は，
断片化解消または空き領域のバランシングは行なわれません。

ドメイン全体を断片化解消するには，そのドメインのすべてのファイルを
オープンしクローズする必要があります。ドメインの各ファイルセット
で，次の操作を行ないます。

1. ファイルセットをマウントし，そのディレクトリに移動します。

2. 次のコマンドを実行します。

# find ./ -name \* >/dev/null

3. vfastキャッシュが一杯になる可能性があるので，一回ですべてのファ
イルの断片化が解消できるとは限りません。ドメインの断片化を完全に
解消するには，さらに何度かファイルをオープンしクローズする必要が
ある場合があります。 次のコマンドを実行します。

# vfast -L extents domain_name

vfastでマルチボリューム・ドメインの断片化を解消する場合，ファイルの
配置を制御できません。ファイルがどこに置かれているかを確かめるには，
showfileコマンドを実行します。特定のファイルを別のボリュームに移動
したい場合は，migrateコマンドを実行します ( 5.12 節を参照)。

-o defragment=disableオプションを指定することで，断片化の解消
は，いつでも停止できます。 プロセスを途中で停止しても，ファイル・シ
ステムに影響はありません。 すでに断片化解消されたファイルはその再配
置された位置のままになります。

ファイルのダイレクト I/Oを有効にすると ( 5.6 節)，vfastユーティリティ
は，-o direct_io=オプションが disableに設定されるまで，そのファ
イルの断片化解消を行ないます。

-o defragment=オプションを有効に設定し，-o balance=も有効にした
場合，vfastユーティリティは，マルチボリューム間でファイルを分散し，
I/O負荷を均等化します。このユーティリティは，図 5–1に示すように，ド
メインの各ボリュームのスペースの使用率が可能な限り均等になるまで，
ファイルをボリューム間で移動します。断片化解消のキューに入れられた
ファイルのみが，ドメイン間のバランスを図るのに使用されます。
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図 5–1: ドメイン間のバランシング

A B A

B

Balance

1 2 1 2

断片化解消が必要なファイルだけが，ボリューム間で空き領域を均等化し負
荷分散を図るのに使用されます。ドメイン内に断片化されたファイルがない
場合は，vfastを実行してもバランシングは行なわれません。 また，断片
化のチェックはクローズ中のファイルにのみに行なわれます。 そのファイ
ルセットの最後のマウント以降アクセスしていないファイルはチェックの
対象になりません。

-o topIObalance=オプションを有効に設定すると，vfastはまず I/Oを
監視し(-o ss_steady_state=オプションで設定した期間だけ)，どのボ
リュームの I/O負荷が最も高いかを調べます。このユーティリティは次に，
負荷のバランスを図るため高い負荷のボリュームからファイルを分散配置し
ていきます。しかし topIObalanceオプションでは，ダイレクト I/Oが有
効になっているファイルは無視されます。これは，これらのファイルへの
I/Oが vfast 統計収集の対象とならないためです。

ドメインがハードウェア RAID，LSM ストライプ化，AdvFS ファイ
ル・ストライプ化のいずれかの方法でストライプ化されている場合，-o

topIObalance=オプションは使用しないでください。このユーティリティ
は，これらの構成では効率的に I/O負荷の分散ができません。

システム・ノードがクラスタのメンバである場合，クラスタ・ファイル・
システム (CFS)がファイルをキャッシュし，キャッシュがフラッシュされ

5–20 AdvFS ファイル・システムの最適化とチューニング



るまで処理が発生しないため，最初にファイルがいくつか処理されない場
合があります。

5.8.1 vfast ユーティリティの実行

ドメインの vfast処理を起動するには，vfastコマンドに activateオプ
ションを指定して実行します。 処理を起動した後，さらに vfastコマンド
を実行することでこのユーティリティの動作を切り替えることができます。

vfastを有効にせずにドメインの断片化の量を確認するには，-L extents

オプションを使用します。エクステント数の平均値や，断片化しているファ
イルあたりのエクステント数が高い場合，このユーティリティの実行が役立
ちます。ドメインが過度に断片化されていると思う場合は，vfastに -o

defragment= オプションを指定して実行します。

ドメインのレイアウトは，showfdmnコマンドで知ることができます。この
コマンドの % Usedフィールドを見れば，ファイルがボリューム間を均等に
分散されているかがわかります。均等に分散されていない場合は，そのドメ
インに対して -o balance=オプション を実行します。

vfastコマンドに -l hotfilesオプションを使用すると，ボリュームまた
はドメインで最も頻繁にページングされるファイルを特定することができま
す。 -L hotfilesオプションを指定すると，ドメインごとのボリューム内
のファイルの分散状況が表示されます。

5.8.2 vfast ユーティリティの例

この節では，vfastユーティリティの各種オプションによって，そのさまさ
まな機能を制御する例を示します。

下記の例では，vfast の各種機能を起動しています。

# vfast activate user_dmn
# vfast -o defragment=enable user_dmn
# vfast -o balance=enable user_dmn

# vfast -o topIObalance=enable user_dmn
# vfast -o percent_ios_when_busy=20 user_dmn

次の例では statusオプションを使用してドメイン user_dmnに行なわれた
断片化解消の量を調べています。

# vfast status user_dmn
vfast is currently running
vfast is activated on user_dmn
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vfast defragment: enabled
vfast balance: enabled
vfast top IO balance: enabled
Options:

Direct IO File Processing: enabled
Percent IOs Allocated to vfast When System Busy: 20%
Default Hours Until Steady State: 24; Hours remaining: 0
Total Files Defragmented: 3331
Total Pages Moved for Defragment: 278440
Total Extents Combined for Defragment: 21
Total Pages Moved for Balance: 0
Total Files Moved for Volume IO Balance: 0
Total Pages Moved for Volume Free Space Consolidation: 50607

次の例では -l extentsオプションを使用して，断片化解消と空き領域の
均等化処理を待つキューに置かれた，ドメイン user_dmn のボリューム
を表示しています。

# vfast -l extents user_dmn
user_dmn: Volume 1
extent
count fileset/file
2 user: /u1/obj/BINARY/lp.o
2 user: /u1/w17/obj/kernel/test_21.o
3 user: /u1/obj/bs_bitfile_sets.o
3 user: /u1/w4/itpsa.o
4 user: /u1/w4/cms_utils.o

次の例では -L extentsオプションを使用して，ドメイン user_dmnのボ
リュームごとの断片化の様子の要約を表示しています。

# vfast -L extents user_dmn
user_dmn

Extents: 46003
Files w/extents: 45694
Avg exts per file w/exts: 1.01
Free space fragments: 18858

<100K <1M <10M >10M
Free space: 21% 41% 31% 7%
Fragments: 16119 2523 213 3

次の例では -l hotfilesオプションを使用して，ドメイン user_dmn上
にあるファイルとボリュームで，最も頻繁にページングが行なわれたもの
を検索しています。

# vfast -l hotfiles user_dmn |more
Past Week

IO Count Volume File
5487993 1 *** a reserved file, tag = -2,-10, BMT
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197088 1 *** a reserved file, tag = -2, -7, SBM
147757 1 *** a reserved file, tag = -2, -9, LOG
2814 1 user: /user1/crl/BINARY/makedep
1206 1 user: /user1/crl/applications/sequoia.jar
1005 1 user: /user1/sandboxes/advfs.mod
402 1 user: /user1/alpha/arch.mod

5.9 ドメインの断片化の解消

vfastユーティリティ ( 5.8 節)を実行していない場合，defragment ユー
ティリティを実行してドメインのファイル断片化の量を軽減することができ
ます ( 1.3.3 項)。このユーティリティは，ファイルの連続性を高め，ファイ
ル・エクステント数を減らすことにより，ドメインの断片化を減少させま
す。 ファイルが断片化すると，ファイルをアクセスするのに多数のディス
ク・アドレスをチェックしなければならなくなるため，断片化を解消するこ
とで読み書き性能が改善します。さらに，ドメインの断片化解消によって，
ディスク上の連続した空き領域も増えるので，それ以降に作成されるファイ
ルも断片化が少なくなるという利点もあります。フラグ・ファイルを有効に
したり無効にしたりすることで，ドメインの断片化を解消することもできま
す。 I/O 動作には影響しません。

vfast ユーティリティは，オペレーティング・システムに対応して最適化
され，バックグラウンドで動作するため，ドメインの断片化解消には，こ
のユーティリティを使用することをお勧めします。 defragmentユーティ
リティの動作効率は，これを実行する前にドメイン内の不要なファイルを
削除することで向上します。 defragmentユーティリティは，性能が低下
したと実感した場合で，ファイル・システムへのアクセスがそれほどな
い場合にだけ使用してください。

断片化の解消はいつでも停止できます。プロセスを中断しても，ファイル・
システムに影響はありません。すでに断片化解消されたファイルはその再配
置された位置のままになります。

マルチボリューム・ドメインの断片化を解消する場合，ファイルの配置
を制御できません。ファイルがどこに置かれているかを確かめるには，
showfileコマンドを実行します。特定のファイルを別のボリュームに移動
したい場合は，migrateコマンドを実行します。 ファイルの移動について
は， 5.12 節を参照してください。

ドメイン全体を断片化解消するには，そのドメインのすべてのファイルセッ
トをマウントしておく必要があります。ボリュームの断片化を解消するに
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は，少なくとも総スペースのうちの 1%か，ボリュームにつき 5 MB (どち
らか少ない方) のスペースが残っている必要があります。 SysMan Menuの
「AdvFS ドメインの管理」(付録 A を参照)か，グラフィカル・ユーザ・
インタフェース (付録 Eを参照)を使用するか，コマンド行で次のように
defragment コマンドを実行します。

defragment domain_name

ドメインの断片化解消を行なうには root ユーザの特権が必要です。
defragmentユーティリティは，vfast，addvol，rmvol，balance，また
は rmfsetコマンドを同じドメインで実行しているときには実行できません。

デフラグメント処理がシステムに及ぼす負荷を特定するのは困難です。ドメ
インの断片化解消に必要な時間は，次の要素に依存します。

• ボリュームのサイズ

• 利用できる空き領域の量

• システムの稼働状態

• ドメインの構成

defragmentユーティリティは，ボリュームごとにスレッドを生成します
(最大 20スレッド)。したがって，多数の小さなボリュームで構成されたドメ
インの断片化解消は，1つの大きなボリュームで構成されたドメインを対象
とする場合よりもより速く処理されます。ただし，複数のスレッドで断片
化を解消すると，実行中の I/Oのスループットが大幅に低下する可能性も
あります。 Version 4のオペレーティング・システム・ソフトウェアの動
作と同様に，1つのスレッドだけでデフラグメント処理を実行するには，
defragmentに -N 1 オプションを指定して実行します。

ユーティリティを起動しないで，ドメインの断片化状況を調べるには，
defragmentコマンドに -v -nオプションを指定して実行します。エクステ
ント数の平均や，断片化しているファイルあたりのエクステント数が高い場
合，あるいは総合的な I/O性能が低下している場合には，デフラグメント処
理が役立つことがあります。 多くの場合，大規模な，かなり断片化されて
いるファイルであっても，断片化による性能の著しい低下はありません。
ファイルの過剰な断片化による性能上の問題が発生していない場合には，
defragmentコマンドを実行する必要はありません。
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かなり断片化されているファイルを見つけた場合，そのファイルの断片化だ
けを個別に解消することができます。個々のファイルの断片化解消について
は， 5.10 節 を参照してください。

ファイル・システムに対する操作を 1～ 2か月行なっていない場合，つま
り，定期的なフル・バックアップやファイル・システム全体の点検を行って
いない場合は，defragmentを実行する前に，/sbin/advfs/verifyコマ
ンド ( 6.2.4 項)を実行することをお勧めします。 verifyコマンドは，ファ
イル・システムの負荷が低いときに実行してください。

defragmentを実行する前に balance ユーティリティを実行すると，デ
フラグメント処理が速くなる場合があります。

メール・サーバなど，大部分のファイルのサイズが AdvFSのページ・サイズ
である 8Kバイト未満のシステムで defragmentコマンドを実行するのは，
ファイルセットのフラグ・ファイル /mount_point/.tags/1の著しい断片
化が示された場合だけにしてください。フラグ・ファイルの無効化について
は， 5.2 節を参照してください。

ハードウェア・リソースと AdvFS Utilitiesがあれば，addvolコマンドを使
用してボリュームを追加し，元のボリュームを rmvolコマンドで削除するこ
とができます。古いボリュームを削除するとドメインは新しいボリュームに
移動され，同時に内部のファイルの断片化も解消されます。

次の例では，accounts_domainドメインの断片化の状態を調べ，続いて最
大 15分間にわたってそのデフラグメント処理を行います。

# defragment -v -n accounts_domain
defragment: Gathering data for ’accounts_domain’
Current domain data:

Extents: 263675
Files w/ extents: 152693
Avg exts per file w/exts: 1.73
Aggregate I/O perf: 70%
Free space fragments: 85574

<100K <1M <10M >10M
Free space: 34% 45% 19% 2%
Fragments: 76197 8930 440 7

# defragment -v -t 15 accounts_domain
defragment: Defragmenting domain ’accounts_domain’

Pass 1;
Volume 2: area at block 144 ( 130800 blocks): 0% full
Volume 1: area at block 468064 ( 539008 blocks): 49% full
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Domain data as of the start of this pass:
Extents: 7717
Files w/extents: 6436
Avg exts per file w/exts: 1.20
Aggregate I/O perf: 78%
Free space fragments: 904

<100K <1M <10M >10M
Free space: 4% 5% 12% 79%
Fragments: 825 60 13 6

Pass 2;
Volume 1: area at block 924288 ( 547504 blocks): 69% full
Volume 2: area at block 144 ( 130800 blocks): 0% full
Domain data as of the start of this pass:

Extents: 6507
Files w/extents: 6436
Avg exts per file w/exts: 1.01
Aggregate I/O perf: 86%
Free space fragments: 1752

<100K <1M <10M >10M
Free space: 8% 13% 11% 67%
Fragments: 1574 157 15 6

Pass 3;
Domain data as of the start of this pass:

Extents: 6485
Files w/extents: 6436
Avg exts per file w/exts: 1.01
Aggregate I/O perf: 99%
Free space fragments: 710

<100K <1M <10M >10M
Free space: 3% 11% 21% 65%
Fragments: 546 126 32 6

Defragment: Defragmented domain ’accounts_domain’

各パスの前やデフラグメント処理の最後に表示される情報は，ドメインの改
善度を示しています。 Extents や Avg exts per file w/extents の
値が減少している場合は，ファイル断片化状況が改善されていることを示
しています。 また，Aggregate I/O perfの値が増加している場合は，
ファイル・エクステントの割り当ての全体的な効率が改善されているこ
とを示しています。

詳細については，defragment(8) と Best Practice ドキュメントの
『Defragmentingan AdvFS Domain』を参照してください。
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5.10 ファイルの断片化解消

ドメイン全体ではなく，ファイルを対象に断片化を解消できます。 vfast

ユーティリティが動作している間に，ファイルを個別に断片化解消できます。

そのファイルを断片化解消すべきか，つまり，そのファイルに多くのエク
ステントがあるかを調べるには，showfileコマンドに -x オプションを
指定して実行します。エクステントが多くある場合，次のいずれかを行
なって断片化を解消します。

• migrateユーティリティを使用して，対象のファイルを同じボリューム
(または別のボリューム) 上で，十分な長さの連続する空き領域が存在
する部分に移動します。

• 次の手順でファイルをバックアップし復元します。

1. vdumpコマンドを使用してファイルをバックアップします。

2. そのファイルを削除するか，名前を変更します。

3. vrestoreコマンドでデータを復元します。

5.11 マルチボリューム・ドメインのバランシング

vfastユーティリティ ( 5.8節)を実行していない場合，balanceユーティリ
ティを使用して，マルチボリューム・ドメイン内のボリューム間で，使用ス
ペースの割合を均等にすることができます。これにより，性能を改善し，将
来のファイル割り当てでスペースが均等に割り当てられるようになります。

このユーティリティは，ドメインの各ボリュームのスペースの使用率が可能
な限り均等になるまで，ファイルをボリューム間で移動します。図 5–1を参
照。このプロセスは，vfast ユーティリティで使用するプロセスと同じで
す。通常，balanceユーティリティではファイルを分割しないので，非常に
大きなファイルのあるドメインでは，小さなファイルで構成されるドメイン
ほど均等にはバランスがとれない場合があります。

ファイルをボリューム間で再分散するには，ドメインのすべてのファイル
セットをマウントしておく必要があります。 SysMan Menuの「AdvFS ド
メインの管理」ユーティリティ (付録 A を参照)または AdvFS GUI (付録
Eを参照)を使用するか，あるいはコマンド行で次のように balance コマ
ンドを使用します。

AdvFS ファイル・システムの最適化とチューニング 5–27



balance domain_name

バランス処理を中断した場合，すでに再配置されたファイルはすべてその
まま新しい位置に残ります。 残りのファイルについては，元の位置にその
まま残ります。

ドメインのバランシングを行なうには，root ユーザの特権が必要です。
balanceユーティリティは，vfast，addvol，rmvol，defragment，ま
たは rmfsetコマンドを同じドメインで実行している間は実行できません。

ファイルが均等に分散されているか調べるには，showfdmn コマンドでド
メイン情報を表示します。 % Used フィールドを見るとファイル分散の
状況がわかります。

addvolコマンドでボリュームを追加した後，あるいは rmvolコマンドでボ
リュームを削除 (複数のボリュームが残っている場合) した後に，balance

ユーティリティを使用してファイルの分散を均等化させます。

次の例のマルチボリューム・ドメイン usr_domainのバランスはとれていま
せん。ボリューム 1の使用済みスペースは 63%ですが，ボリューム 2 (小さい
ボリューム)の使用済みスペースは 0% (追加されたばかり)です。バランシン
グ処理後は，両方のボリュームのスペース使用率がほぼ同じになっています。

# showfdmn usr_domain
Id Date Created LogPgs Version Domain Name

3437d34d.000ca710 Wed Apr 3 10:50:05 2002 512 4 usr_domain

Vol 512-Blks Free % Used Cmode Rblks Wblks Vol Name
1L 1488716 549232 63% on 128 128 /dev/disk/dsk0g
2 262144 262000 0% on 128 128 /dev/disk/dsk4a

--------- ------- ------
1750860 811232 54%

# balance usr_domain
balance: Balancing domain ’usr_domain’
balance: Balanced domain ’usr_domain’

# showfdmn usr_domain
Id Date Created LogPgs Version Domain Name

3437d34d.000ca710 Wed Apr 3 10:50:05 2002 512 4 usr_domain

Vol 512-Blks Free % Used Cmode Rblks Wblks Vol Name
1L 1488716 689152 54% on 128 128 /dev/disk/dsk0g
2 262144 122064 53% on 128 128 /dev/disk/dsk4a

--------- ------- ------
1750860 811216 54%

詳細については，balance(8)を参照してください。
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5.12 別のボリュームへのファイルの移動

オプションの AdvFS Utilitiesを利用できる場合，migrateユーティリティ
を使用して，過度にアクセスされるファイルや大きなファイルを，ドメイン
内で選択した別のボリュームに移すことができます。 高性能なデバイスを
利用できる場合は，I/Oが集中するファイルをより効率的なボリュームへ
移動することもできます。

balance ユーティリティ，defragmentユーティリティ，および vfast

ユーティリティに -o topIObalance=オプションを指定して，ファイルを
移動することができますが，対象ファイルまたはページ，およびその移動先
を選択できるのは，migrateユーティリティだけです。ファイル全体または
特定のページを移動できます。図 5–2にファイル Aの移動の手順を示しま
す。このファイルを，ボリューム 1からボリューム 2に移動します。

図 5–2: ファイルの移動

A B
A

B

Migrate 

1 2 1 2

ファイル全体を特定のボリュームに移動するには，migrateコマンドに -d

オプションを指定して実行します。

migrate -d destination_vol_index filename

ファイル移動の際に，可能ならばその断片化が解消されます。 migrateコ
マンドでは，指定したファイルの断片化を解消するように指定できます。
migrateユーティリティでは，どのファイルを断片化解消するように選択し
ても，それについて評価しません。 ストライプ化したファイル・セグメン
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トを別のセグメントが存在するディスクに移動することもできますが，ス
トライプ化の目的は果たせなくなくなります。

ファイルを移動するには，rootユーザの特権が必要です。 1つのファイルに
対して同時に複数の移動操作を行なうことはできません。また，一度に 1つ
のボリュームからのみ移動できます。

次の例では showfileコマンドに -xオプションを使用して，ファイル src

のエクステント・マップ ( 1.3.3項)と性能を監視しています。 2つのボリュー
ムからなるドメインに属するこのファイルは，別のボリュームに移動されま
す。 11のファイル・エクステントから 1つのエクステントになり，18%か
ら 100%に性能効率が向上しています。画面の最初の行はメタデータについ
てです。メタデータは新しいボリュームに移動されません。それは最初
の場所に置かれたままです。 画面の extentMap部分にはファイルの移動
されたページが示されています。

# showfile -x src
Id Vol PgSz Pages XtntType Segs SegSz I/O Perf File

8.8002 1 16 11 simple ** ** async 18% src
extentMap: 1

pageOff pageCnt vol volBlock blockCnt
0 1 1 187296 16
1 1 1 187328 16
2 1 1 187264 16
3 1 1 187184 16
4 1 1 187216 16
5 1 1 187312 16
6 1 1 187280 16
7 1 1 187248 16
8 1 1 187344 16
9 1 1 187200 16

10 1 1 187232 16
extentCnt: 11

# migrate -d 2 src
# showfile -x src

Id Vol PgSz Pages XtntType Segs SegSz I/O Perf File
8.8002 1 16 11 simple ** ** async 100% src

extentMap: 1
pageOff pageCnt vol volBlock blockCnt

0 11 2 45536 176
extentCnt: 1
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5.13 ファイルのストライプ化

ストライプ化では，ファイルが複数のボリュームに分散されます。 異なる
ディスク・ドライブへの I/O 要求はオーバラップさせることができるた
め，ストライプ化によって，シーケンシャルな読み取りおよび書き込みの
性能が向上します。 LSM，ハードウェア RAID，およびストレージ・エリ
ア・ネットワーク (SAN)などの仮想ストレージ・ソリューションでは，す
べてのファイルをストライプ化し，通常はシステムのセットアップ時に構
成されます。 AdvFS のストライプ化は単一のファイルに適用され，いつ
でも実行できます。

______________________ 注意 _____________________

AdvFSのストライプ化は，LSM，RAID，または SANボリューム
を含まない，直接接続されているストレージにだけ使用してくだ
さい。 AdvFSのストライプ化とシステムのストライプ化を組み合
わせると，システムの性能が低下する可能性があります。

AdvFSの stripeユーティリティは，ストライプ・セグメントをドメイン内
の特定の複数のボリュームに分散させます。このコマンドを実行するには，
AdvFS Utilitiesが必要です。ストライプの幅は 64Kバイト固定です。ただ
し，ファイルをストライプ化するボリュームの数を指定できます。

AdvFS stripe コマンドの構文を次に示します。

stripe -n volume_count filename

AdvFS のストライプ化ユーティリティは，/etc/fstabファイルには使
用できません。

次のいずれかの方法でドメインの AdvFSストライプ化を削除できます。

• ファイルのストライプ化の解除

ストライプ化されていない新しいファイルにストライプ化したファイ
ルをコピーし，元のファイルを削除します。

• ストライプ化ボリュームの削除

AdvFS ストライプ化セグメントを含むボリュームを削除する場合，
rmvolユーティリティは，同じファイルのストライプ化セグメントを含
んでいない他のボリュームへセグメントを移動します。
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残りのすべてのボリュームにストライプ化セグメントが含まれている
場合，システムはボリュームにセグメントを移動する前に確認のた
めのプロンプトを表示します。

どのボリュームもストライプ化されているときにストライプ化の機能
を十分に発揮させるためには，新しいファイルを既存のボリューム間
でストライプ化し，そのストライプ化したファイルにオリジナルの
ファイルをコピーします。

詳細については，stripe(8)を参照してください。

5.14 新しいボリュームへのドメインとそのファイルセット
の移動

新しいボリュームを追加した場合や，ファイルセットあるいはドメインがシ
ステム・リソースを使い過ぎていると思われる場合は，ドメインを別のボ
リュームに移動することができます。ドメインを移動するかどうかは，その
ドメインが置かれているデバイスの I/O性能を調べます。 iostatユーティ
リティを，SysMan Menuの「モニタリング/チューニング -入出力 (I/O)統
計の参照」ユーティリティ (付録 Aを参照) から実行するか，コマンド行か
ら実行します (iostat(1) を参照)。

ドメイン全体とそのファイルセットを新しいボリュームに移動するには，次
の手順に従います。

1. 新しいデバイス上で新しいドメインを作成します。一時的に新しい
名前が必要になります。

2. 新しいドメインに，移動元のドメイン内と同じ名前のファイルセット
を作成します。

3. ファイルセットの一時的なマウント・ポイント・ディレクトリを作
成します。

4. 一時的なマウント・ポイント・ディレクトリに新しいファイルセット
をマウントします。

5. vdumpコマンドを使用して，古いデバイスからファイルセットをコピー
します。さらに，vrestoreコマンドを使用して，コピーしたファイル
セットを新たにマウントしたファイルセットにリストアします。

6. 古いファイルセットと新しいファイルセットをアンマウントします。
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7. 新しいドメインの名前を古い名前に変更します。ドメインおよびファイ
ルセットの名前は変更していないため，/etc/fstabファイルを編集す
る必要はありません。 古いドメインを削除します。

8. 古いファイルセットのマウント・ポイントに新しいファイルセットを
マウントします。 これにより，ディレクトリ構造を変更せずにファイ
ルセットを移動できます。 最後に一時的なマウント・ポイント・ディ
レクトリを削除します。

ドメイン内に複数のファイルセットが存在する場合には，2 ～ 8の手順を
ファイルセットごとに実行します。

新しいドメインは新しいドメイン・バージョン番号 (DVN) 4で作成されま
す。 ドメイン・バージョン番号については， 2.3.3.1 項 を参照してくださ
い。 古いバージョンのオペレーティング・システムを使用するためにド
メイン・バージョン 3を維持したい場合は，mkfdmn(8)を参照してくださ
い。 ドメイン・バージョン番号が変わっても，vdump と vrestoreユー
ティリティは影響を受けません。

次の例では，ファイルセット technicalのドメイン accountsをボリュー
ム dsk3cへ移動しています。 new_accountsは一時的なドメインで，最初
に /tmp-mntにマウントします。このファイルセットは /technicalにマ
ウントされていると想定します。また，/etc/fstabファイルには，システ
ムを，/technicalの accounts#technicalにマウントするためのエント
リが含まれていると想定します。

# mkfdmn /dev/disk/dsk3c new_accounts
# mkfset new_accounts technical
# mkdir /tmp_mnt
# mount new_accounts#technical /tmp_mnt
# vdump -dxf - /technical|vrestore -xf - -D /tmp_mnt
# umount /technical
# umount /tmp_mnt
# rmfdmn accounts
# rmdir /tmp_mnt
# mv /etc/fdmns/new_accounts/ /etc/fdmns/accounts/
# mount accounts#technical /technical

5.15 ドメイン・パニック情報の制御

AdvfsDomainPanicLevel属性を使用して，ドメイン・パニックが発生した
場合にクラッシュ・ダンプを作成するかどうかを選択します。ドメイン・パ
ニックの典型的な原因は，デバイスの I/Oエラーによるものです。 AdvFS
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はメタデータを書き込めない場合，ドメインをパニック状態にします。 現
在の実装では，このタイプの I/Oエラーでは，システムがクラッシュしな
い限りクラッシュ・ダンプは作成されません。

クラッシュ・ダンプを適用するには，この属性の値を次のように設定します。

• 0 –ドメインのクラッシュ・ダンプを作成しません。

• 1 –マウント済みのファイルセットを含むドメインのクラッシュ・ダン
プのみを作成します (省略時の値)。

• 2 –すべてのドメインのクラッシュ・ダンプを作成します。

• 3 –ドメイン・パニックが発生したらシステム・パニックを発生させま
す。この場合システムはクラッシュします。

属性の変更については sysconfig(8)，ドメイン・パニックからの回復に
ついては 6.3.1 項をそれぞれ参照してください。
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6
トラブルシューティング

この章では，起こり得る問題からの回復手順と，問題の修復または回避手順
について説明します。この章で取り上げるトピックは次のとおりです。

• ユーザ・ファイルの復旧 ( 6.1 節)

• システムの復旧 ( 6.2 節)

• 一般的な問題でのシステムの復旧とリストア ( 6.3 節)

• 予防的保守 ( 6.4 節)

6.1 ユーザ・ファイルの復旧

ユーザ・ファイルの復旧について，あらかじめ計画を立てておかない限り，
削除されたファイルを復旧する簡便な手段はありません。次の 3つの方法の
いずれかで，削除されたファイルにアクセスできます。

• ディレクトリのバックアップ (vdumpコマンド)とファイルのリストア
(vrestoreコマンド)。バックアップ・データが保存されているディ
レクトリへの書き込み許可が必要です。詳細については，第 4 章を
参照してください。

• ファイルセット・クローンの設定。その日に変更のあったファイルにア
クセスするためには，ファイルセット・クローンをその日のうちに作
成します。クローンを作成するには，ルート特権が必要です。詳細
については， 2.4.10 項を参照してください。

• ディレクトリのゴミ箱の設定。 この機能はユーザが自由に設定できま
す。ルート特権は必要ありません。詳細については， 2.6 節を参照
してください。

ファイルが削除されたときに，バックアップもゴミ箱もクローンもない場
合，ファイルを復旧する手段はありません。しかし，ファイルが壊れている
場合，/sbin/advfs/salvageコマンドを実行することで内容を部分的に復
旧できる場合があります。手順については， 6.2.6 項を参照してください。
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6.2 一般的な復旧手順

次の復旧手順は，すべてのドメイン・パニックと多くのシステム・クラッ
シュに適用できます。クラッシュが 1つのドメインによって発生しているな
らば，次に示す手順によって，そのドメインのファイルセットに再びアクセ
スできるようになります。必要なステップまでを行なってください。 す
べてのステップを行なう必要は必ずしもありません。 ルート・ドメインを
復旧する場合は， 6.3.4 項を参照してください。

6.2.1 問題の報告のためのデータの保存

sys_checkユーティリティに -escalateオプションを指定して実行し，
技術サポート担当者に報告するエスカレーション・ファイルを作成しま
す。このユーティリティは，収集したデータを/TMPDIR/escalate.tar

ファイルとして出力します。

sys_checkコマンドは，SysMan Menuの「サポートとサービス —エスカ
レーション・レポートの作成」ユーティリティ (付録 Aを参照)を使用をして
実行するか，コマンド行から実行します。

sys_checkユーティリティを実行するには，rootユーザまたは適切な特権が
必要です。詳細については，sys_check(8)を参照してください。

6.2.2 システム・メタデータのコピーの保存

ドメインが，破損しているか，何らかの問題の原因になっていると思われる
場合は，/sbin/advfs/savemetaコマンドを実行します。これにより，サ
ポート担当者が調査するための，ドメインのメタデータのコピーが保存され
ます。 savemetaコマンドに -fオプションを指定して実行すると，それぞ
れのファイルセットのフラグ・ファイルから構造情報を保存します。 この
ユーティリティは，ログ・ファイル，ビットファイル・メタデータ・テーブ
ル，各ボリュームのストレージ・ビットマップ，ドメインのルート・タグ・
ファイル，およびファイルセット・タグ・ファイルを保存します。

たとえば，domain_1のメタデータを/tmp/saved_domain_1に保存するに
は，次のコマンドを入力します。

# /sbin/advfs/savemeta domain_1 /tmp/saved_domain_1
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ファイルセット fsetN のフラグ・ファイルから，メタデータを
/tmp/saved_fsetNに保存するには，次のコマンドを入力します。

# /sbin/advfs/savemeta domain_1 -f fsetN /tmp/saved_fsetN

このコマンドを実行するには，rootユーザの特権が必要です。詳細について
は，savemeta(8)を参照してください。

6.2.3 ダメージを受けていないファイルの保存

影響のあるドメインのできるだけ多くのファイルセットをバックアップす
ることをお勧めします。バックアップ方式については，第 4 章 を参照し
てください。ドメインを再作成するのに，このバックアップ，他の最新
のバックアップ，および復旧ユーティリティ (/sbin/advfs/verify，
/sbin/advfs/fixfdmn，および /sbin/advfs/salvage)の出力を使用す
ることができます。

6.2.4 ファイル・システムの整合性の確認

メタデータの整合性を維持するため，/sbin/advfs/verifyコマンドを実
行して，ファイル・システムの構造を確認します。 verifyコマンドを実行
すると，ビットファイル・メタデータ・テーブル (BMT)，ストレージ・ビッ
トマップ，タグ・ディレクトリ，フラグ・ファイルなどのディスク構造が
ファイルセットごとにチェックされ，ディレクトリ構造が正しいかどうか，
すべてのディレクトリ・エントリが有効なファイルを参照しているかどう
か，およびすべてのファイルにディレクトリ・エントリがあるかどうかを確
認できます。このコマンドを実行するには，root権限が必要です。

verify コマンドは，次のような場合に実行します。

• 問題が明白な場合 (破損，ドメイン・パニック，データの喪失，I/O
エラー)

• アップデート・インストレーションの前

• ファイルにアクセスしない状態が 3～ 6か月以上続いた後，ドメイン内
の全ファイルにアクセスするユーティリティ (balance，defragment，
migrate，quotacheck，repquota，rmfset，rmvol，またはvdump

など) を実行する前

SysMan Menuの「AdvFSドメインの管理」ユーティリティ (付録 A参照)を
使用するか，コマンド行で次のように verifyコマンドを実行します。
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/sbin/advfs/verify domain_name

verifyコマンドは，ファイルセットを特殊なディレクトリにマウントしま
す。ドメイン障害のために verifyコマンドでファイルセットをマウントで
きない場合には，最後の手段として verifyコマンドに -Fオプションを
指定して実行します。 -Fオプションを指定した場合，verify コマンドは
mountコマンドの -dオプションを使用してファイルセットをマウントしま
す。 つまり，AdvFS は当該ドメインを復旧せずに，トランザクション・
ログ・ファイルを初期化します。

______________________ 注意 _____________________

verifyコマンドに -Fオプションを指定しすると，直前の不完全
な動作に対するドメインの復旧処理が行われないため，データが
破損するおそれがあります。

状況によっては，verifyコマンドでファイルセットがアンマウントされ
ないことがあります。 その場合には，ファイルセットを手動でアンマウン
トし，/etc/fdmns ファイル内に作成されているマウント・ポイントを
削除する必要があります。

ファイル数が数百万にも及ぶマシンで verify コマンドを正常に動作させ
るためには，同コマンドに十分なスワップ領域を割り当てる必要がありま
す。 verify ユーティリティに必要なメモリ・サイズがカーネル変数の
proc/max_per_proc_data_sizeプロセス変数の値を超過している場合に
は，このユーティリティは正常に終了しません。この問題に対処するには，
ドメイン・サイズの 10%までスワップ領域の割り当てを増やして verifyコ
マンドを実行します。詳細については，swapon(8)を参照してください。

verifyコマンドが成功した場合，クラッシュをまねいたイベントが繰り返
されたときのために，ドメインをバックアップすることをお勧めします。

setxと setyという 2つのファイルセットを含むドメイン domainxを，
verifyコマンドでチェックしたときの出力例を次に示します。

# /sbin/advfs/verify domainx
+++Domain verification+++
Domain Id 2f03b70a.000f1db0
Checking disks ...
Checking storage allocated on disk /dev/disk/dsk10g
Checking storage allocated on disk /dev/disk/dsk10a

6–4 トラブルシューティング



Checking mcell list ...
Checking mcell position field ...
Checking tag directories ...

+++ Fileset verification +++
+++ Fileset setx +++
Checking frag file headers ...
Checking frag file type lists ...
Scanning directories and files ...

1100
Scanning tags ...

1100
Searching for lost files ...

1100

+++ Fileset sety +++
Checking frag file headers ...
Checking frag file type lists ...
Scanning directories and files ...

5100
Scanning tags ...

5100
Searching for lost files ...

5100

この例では，ドメインに問題は見つかっていませんので，復旧手順を行なう
必要はありません。詳細については，verify(8)を参照してください。

6.2.5 fixfdm ユーティリティを使用したディスク上のメタデータ損
傷への対処

/sbin/advfs/fixfdmnユーティリティは，壊れたメタデータを修復するこ
とによってドメインを使用可能な (マウント可能な)状態にすることを主な目
的として設計されています。 次の状況で，ファイルセットをアンマウント
し，このユーティリティを実行します。

• 6.2.4 項で説明した/sbin/advfs/verifyユーティリティが動作し
ない場合。

• verifyユーティリティがディスク上の (メタデータ) 損傷を検出した
場合。

• ドメインに，マウントすると必ずドメイン・パニックを引き起こす
ファイルセットがあり，verifyコマンドに -F オプションを指定し
て実行したくない場合。
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fixfdmnユーティリティはメタデータを走査し，壊れたメタデータを検索し
て，利用可能なメタデータが十分ある場合，これを修復しようとします。利
用可能なメタデータが十分にない場合は，できるだけ壊れたメタデータを
移動または削除し，さらに必要に応じてファイルを削除することによって
損傷部分を取り除こうとします。

このユーティリティは，ファイルの内容のチェックと修正は行いません。
ファイルからデータを復元することが急務である場合や，ドメインの大きな
部分が壊れてしまった場合は，/sbin/advfs/salvageユーティリティの使
用法について， 6.2.6 項 を参照してください。

fixfdmnユーティリティを実行した後は，ファイルセットを再度マウント
します。ファイルセットを再マウントできたら，ファイルが削除されてい
ないかチェックします。 削除されている場合，バックアップからリストア
します。ファイルセットをマウントできない場合，fixfdmn コマンドに
-u オプションを指定してプロセスを取り消し，salvageコマンドで変更
のないデータにアクセスできるようにします。

fixfdmn コマンドが成功した場合，クラッシュをまねくイベントが繰
り返されたときのために，ドメインをバックアップすることをお勧めし
ます。 fixfdmnコマンドが成功すれば，さらに回復手順を実行する必要
はありません。

fixfdmnコマンドに -nオプションを指定すると，ドメインをチェックだ
けして，修復は行なわれません。 システム・メッセージを出力だけし，変
更をディスクに書き込みません。

6.2.6 損傷したドメインからのファイル・データの救済

ドメインのファイルを復旧するには，/sbin/advfs/salvage ユーティリ
ティを使用します。このコマンドは，壊れたドメインから救済可能なファイ
ルを抽出し，復旧したファイルを置くためのファイルセットにそれらをコ
ピーします。ドメインの損傷の性質によっては，すべてのデータを救済でき
る場合もあれば，いくつかしか救済できない場合もあります。

/sbin/advfs/fixfdmnコマンドを実行し，成功しなかった場合，salvage

コマンドを実行する前に，まず fixfdmnコマンドに -uオプションを指定し
て実行し，このユーティリティが行なった変更を元に戻す必要があります。
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salvage機能を使用するには，SysMan Menuの「AdvFSドメインの管理」
ユーティリティ (付録 Aを参照)を使用するか，コマンド行で次のように
salvage コマンドを実行します。

/sbin/advfs/salvage domain_name fileset_name

復元されたデータのコピー先には，ディスクとテープのどちらでも使用でき
ます。復元できるデータの量は，ドメインの損傷の種類によって左右されま
す。 詳細については，salvage(8)を参照してください。

salvageコマンドを実行しても，ドメインのすべてのデータを復旧できる
という保証はありません。 ファイル，ディレクトリ，ファイル名，または
ファイルの一部が失われる可能性もあります。このユーティリティは，復元
されたファイルの状態を記録したログ・ファイルを生成します。 -lオプ
ションを指定すると，このユーティリティが処理したすべてのファイルが
ログ・ファイルに記録されます。

salvageコマンドは，復元したファイルを，ファイルセット名に基づいて付
けられた名前のディレクトリに格納します。 salvageコマンドはファイル
セットごとにlost+foundディレクトリを作成し，その中に親ディレクトリ
が見つからないファイルを格納します。復元されたファイルセット・ディレ
クトリが配置されるディレクトリのパス名は明示的に指定できます。 この
ディレクトリを指定しない場合，salvage コマンドは，復元したファイル
セットを現在の作業ディレクトリの下に格納します。

-F tarオプションを指定することによって，損傷のあるドメインから復元
したデータを，tar 形式でテープに格納することも可能です。

6.2.6.1 ファイル・データの復元

最新のバックアップ・ソースがある場合，/sbin/advfs/salvageユーティ
リティに -dオプションを指定して，バックアップの日付以降に変更された
データのみを復元することができます。これによって salvageユーティリ
ティが処理しなければならないデータ量を軽減することができます。バック
アップ・ソースがない場合は，指定したドメインのすべてのファイルに対
して，salvage ユーティリティを実行します。

システムに，復旧するすべてのファイルを保持するスペースがない場合は，
データをテープに復元し，その後に元のディスクの場所に読み込むことがで
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きます。また，salvageコマンドを -Fオプションと -fオプションを指定
して実行し，データを tar形式で復元することもできます。

この手順は，次のとおりです。

1. 破損したドメインのすべてのファイルセットをアンマウントします。

2. 救済するデータをテープに保存する場合，ローカル・ドライブにテー
プを装着します。詳細については，『ハードウェア管理ガイド』を
参照してください。

3. tar形式でデータを救済しない場合は，復旧した情報を一時的に保持する
ドメインとファイルセットを作成し，ファイルセットをマウントします。

4. salvage コマンドを実行します。

5. salvage.logファイルを調べ，すべての必要なファイルを復旧したか
を確認します。失われたファイルがある場合，バックアップ・ソースか
ら，それらを探す必要があります。

6. ドメインとマウント・ポイント・ディレクトリを再度作成します。ファ
イルセットを作成し，そこにマウントします。

7. バックアップからファイルをリストアします。

8. 救済したファイルを，一時的ドメインまたは tarファイルからリスト
アします。

次の例では，ドメインをディスクに救済しています。 壊れたドメイン
は PERSONNEL で，このドメインにはファイルセット personnel_a-e

があり，/personnel_a-e にマウントされています。元のドメイン
は，ボリューム /dev/disk/dsk12c にあり，salvage コマンドの
出力は，/dev/disk/dsk3c に置かれます。 バックアップ・テープ
/dev/tape/tape0 が利用できるので，損傷した PERSONNELドメインか
ら，2001 年 12月 5日の午後 1時 30分 (最後にバックアップした日時) 以
降に変更されたファイルだけを抽出します。 ドメインは元のボリュームに
リストアされます。

# umount /PERSONNEL
# mkfdmn /dev/disk/dsk3c RECOVER
# mkfset RECOVER recover_fset
# mkdir /recover
# mount RECOVER#recover_fset /recover
# /sbin/advfs/salvage -d 200112051330 -D /recover PERSONNEL
salvage: Domain to be recovered ’PERSONNEL’
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salvage: Volume(s) to be used ’/dev/disk/dsk12c’
salvage: Files will be restored to ’/recover’
salvage: Logfile will be placed in ’./salvage.log’
salvage: Starting search of all filesets: 09-Dec-2001
salvage: Starting search of all volumes: 09-Dec-2001
salvage: Loading file names for all filesets: 09-Dec-2001
salvage: starting recovery of all filesets: 09-Dec-2001

mkfdmnコマンドを実行する前に，salvage.log ファイルを表示して，必要
なすべてのファイルが復元されたことを確認します。失われたファイルがあ
る場合，salvageコマンドの -dオプションにもっと前の日付を指定して実行
することで，さらに情報を取得できる場合があります。新しいドメインを作
成すると，salvageを再び実行することはできません。ただし， 6.2.6.3 項
に説明するように，-Sオプションを指定して実行することはできます。

# mkfdmn /dev/disk/dsk12c PERSONNEL
# mkfset PERSONNEL personnel_a-e
# mkdir /personnel_a-e
# mount PERSONNEL#personnel_a-e /personnel_a-e
# vrestore /dev/tape/tape0 /personnel_a-e
# cp -Rp /RECOVER/personnel_a-e/* /personnel_a-e
# umount /recover
# rmfdmn RECOVER
rmfdmn: remove domain RECOVER [y/n] y
rmfdmn: domain RECOVER removed.

6.2.6.2 破損したルート・ドメインからのデータの復元

ルート・ドメインが破損してシステムをブートできない場合，インストール
CD–ROMからシステムをブートし，/sbin/advfs/salvageコマンドを使
用することができます。 6.3.4項の手順に従ってください。ルート・ドメイン
の損傷の種類と程度によって，ファイルの復旧が成功するかは左右されます。

6.2.6.3 ブロック単位でのデータの復元

salvageユーティリティを実行しても復元できないファイルが大量にある場
合は，salvageコマンドに -Sオプションを指定して実行します。この処理
では，ユーティリティがすべてのディスク・ブロックを少なくとも一度は読
み取ることになるため，完了までにかなりの時間を要します。
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______________________ 注意 _____________________

正常なドメインに対して誤って mkfdmn コマンドを実行してし
まった場合は，salvageコマンドに -Sオプションを指定して実
行する以外にファイルを復元する方法はありません。

______________________ 注意 _____________________

salvageユーティリティはブロック型デバイスを直接オープン
して読み取りを実行するため，セキュリティ上の問題につなが
る可能性があります。 salvageユーティリティを -Sオプション
付きで実行すると，現在の AdvFSドメインからデータの復元を
試みるときに，削除済みの古い AdvFSドメインのデータも取り
込まれる可能性があります。

次の例では，ドメイン PERSONNELからデータをブロック単位で復元します。

# /sbin/advfs/salvage -S PERSONNEL
salvage: Domain to be recovered ’PERSONNEL’
salvage: Volume(s) to be used ’/dev/disk/dsk12c’
salvage: Files will be restored to ’.’
salvage: Logfile will be placed in ’./salvage.log’
salvage: Starting sequential search of all volumes: 07-Oct-2001
salvage: Loading file names for all filesets: 07-Oct-2001
salvage: Starting recovery of all filesets: 07-Oct-2001

6.3 問題の修復

この節では，システムをリストアするさまざまな方法を説明します。

6.3.1 ドメイン・パニックからの回復

メタデータ書き込みエラーが発生するか，AdvFSドメインの 1つで破損が検
出された場合，システムは，そのドメインに対してドメイン・パニック (シス
テム・パニックではない)を発生させます。これにより，障害の発生したド
メインは隔離され，システムは他のすべてのドメインで正常に機能し続けま
す。 ドメイン・パニック後は，障害の発生したドメインのディスク・コン
トローラへの I/O要求を AdvFS が発行することはありません。障害の発
生したドメインへのアクセスはできませんが，そのドメイン内のファイル
セットのアンマウントは可能です。
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ドメイン・パニックが発生すると，EVMイベントのログが記録され (EVM(5)

を参照)，次のようなメッセージがシステム・ログおよびコンソールに出力
されます。

AdvFS Domain Panic; Domain name Id domain_Id

例:

AdvFS Domain Panic; Domain staffb_domain Id 2dad7c28.0000dfbb
An AdvFS domain panic has occurred due to either a
metadata write error or an internal inconsistency.

This domain is being rendered inaccessible.

特に設定しなければ，アクティブなドメインでドメイン・パニックが発生す
ると，ライブ・ダンプが生成され，/var/adm/crashディレクトリに置かれ
ます。さらに，AdvFS関連のエラーが /var/adm/binary.errlogに記
録される場合もあります。

ドメイン・パニックから回復するには，次の手順を実行します。

1. mountコマンドに -t advfsオプションを指定して実行し，影響を受け
ているドメイン内のファイルセットをすべて把握します。

2. これらのファイルセットをすべてアンマウントします。

3. システムの障害レポート情報を保存します ( 6.2.1 項)。

4. ドメインのメタデータを保存します。詳細については，savemeta(8)お
よび 6.2.2 項を参照してください。

5. 障害がハードウェアに起因するものである場合は，それを解決して
から続けます。

6. ドメイン上で /sbin/advfs/verify ユーティリティを実行します
( 6.2.4 項を参照)。

• エラーが発生しない場合は，アンマウントしたファイルセットをす
べてマウントし，通常の操作を再開します。

• verify コマンドは実行できても，エラーが表示される場合，
/sbin/advfs/fixfdmnコマンド ( 6.2.5 項)を実行し，メタデータ
の破損を修復します。

7. 障害のために完全な回復が行えない場合は，新しいドメインを作成
します( 6.2.6 項)。
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次の例では，ドメイン staffb_dmn上のシステム・パニックの後で，必要な
一連のコマンドを実行しています。

# mount -t advfs
staffb_dmn#staff3_fs on /usr/staff3 type advfs (rw)
staffb_dmn#staff4_fs on /usr/staff4 type advfs (rw)
# umount /usr/staff3
# umount /usr/staff4
# sys_check -escalate
# /sbin/advfs/savemeta staffb_dmn /tmp/saved_dmn
# /sbin/advfs/savemeta -f staff3_fs /tmp/saved_staff3
# /sbin/advfs/savemeta -f staff4_fs /tmp/saved_staff4
# /sbin/advfs/verify staffb_dmn

ドメイン・パニックが発生しても，リブートする必要はありません。

ドメイン・パニック前に，I/Oエラーを報告するメッセージが表示された場
合，修復すべきハードウェア障害に起因する可能性があります。 次に，I/O
エラー・メッセージの例を示します。

AdvFS I/O error:
Domain#Fileset: staffb_dmn#staff3_fs
Mounted on: /usr/staff3
Volume: /dev/disk/dsk6c
Tag: 0x00000006.8001
Page: 56
Block: 1200
Block count: 128
Type of operation: Write
Error: 19
EEI: 0x6200 (Advfs cannot retry this)
AdvFS initiated retries: 0
Total AdvFS retries on this volume: 0
I/O error appears to be due to a hardware problem.
Check the binary error log for details.
To obtain the name of the file on which
the error occurred, type the command:

/sbin/advfs/tag2name /usr/staff3/.tags/6

I/Oエラーを示さないドメイン・パニックが繰り返し起こる場合，まず，
fixfdmn ユーティリティを実行してみます ( 6.2.5 項)。 fixfdmnを実行
してもドメイン・パニックが起こる場合，AdvfsDomainPanicLevel 属性
( 5.15 節)を調整して，問題解決に役立つ情報を取得することもできます。

6.3.2 読み取り専用でマウントされたファイルセットの復旧

ファイルセットのマウント時に，AdvFS はドメイン内のすべてのボリュー
ムにアクセスできることを確認します。ドメインのメタデータに記録され
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ているサイズは，各ボリュームでボリュームのサイズと一致しなければな
りません。サイズが一致すると，マウント処理が続行されます。記録さ
れているサイズよりも実際のボリュームが小さい場合，AdvFSは，ファイ
ルセットで使用中とマークされている最後のブロックを読み込もうとしま
す。 このブロックが読み込めればマウントは成功しますが，ファイルセッ
トは読み取り専用になります。 使用中の最後のブロックが読み取れないボ
リュームがドメイン内にある場合，マウントは失敗します。 詳細について
は，mount(8)を参照してください。

ファイルセットが読み取り専用でマウントされている場合，エラー・メッ
セージにフラグ付きで示されたボリュームのラベルをチェックしてくださ
い。 よくあるエラーには，次の 2つがあります。

• RAIDアレイ上のディスクのラベルが適切でない。

• AdvFSドメインが置かれているボリュームが，元のサイズより縮小さ
れた。

AdvFS Utilitiesを利用でき，かつドメインが複数のボリュームで構成されて
おり，さらに障害の発生したボリューム (フラグのついた)を削除できるだけ
の空きスペースがある場合，ファイルセットを削除する必要はありません。
ただし，次の作業に進む前に，バックアップを作成してください。

1. rmvolコマンドを使って，ドメインからボリュームを削除します。 これ
により，データは自動的に残りのボリュームに移されます。 残りのボ
リュームに十分な空きスペースがない場合は，ボリュームを削除する前
に addvolコマンドを使用してスペースを追加します。

2. disklabelコマンドを使って，障害のあるボリュームのディスク・ラ
ベルを修復します。

3. addvolコマンドを使って，修復したボリュームをドメインに戻します。

4. balanceコマンドを実行して，データを新しいボリュームに分散させ
ます。

たとえば，ドメイン data5内の /dev/disk/dsk2c (disk_aと呼ぶデバイス
にあるとする)のラベルが正しくない場合，以下のコマンドで，そのボリュー
ム上のファイルを移動し (rmvolコマンドで自動的に)，ボリュームを修復し
データをリストアした後に，それらのファイルを元に戻すことができます。
最初の addvolのステップは，削除するボリューム上の情報のためにドメ
インのスペースが必要な場合のみ行ないます。
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# addvol /dev/disk/dsk3c data5
# rmvol /dev/disk/dsk2c data5
# disklabel -z dsk2
# disklabel -rw dsk2 disk_a
# addvol /dev/disk/dsk2c data5
# balance data5

AdvFS Utilitiesを利用できない場合，次の手順を実行します。

1. ドメイン内のすべてのファイルセットのバックアップを取ります。

2. rmfdmnコマンドを使って，ドメインを削除します。

3. disklabelコマンドを使って，ボリュームのディスク・ラベルを修
復します。

4. 新しいドメインを作成します。

5. バックアップからファイルセットをリストアします。

たとえば，ドメイン data3を含む /dev/disk/dsk1c (disk_aと呼ぶデバ
イスにあるとする)のラベルが正しくない場合，次のようにコマンドを実
行します。

# vdump -0f -u /data3
# rmfdmn data3
# disklabel -z dsk1
# disklabel -rw dsk1 disk_a
# mkfdmn data3
# mkfset data3 data3fset
# mount data3#data3fset /data3
# vrestore -xf - /data3

6.3.3 /etc/fdmns ディレクトリのリストア

ファイルセットをマウントするためには，AdvFSに有効な /etc/fdmns

ディレクトリがなければなりません ( 2.3.1 項を参照)。 /etc/fdmnsディ
レクトリが間違っているか，または損傷していると，ドメインにアクセ
スできなくなりますが，ドメイン内のデータはそのまま残っています。
/etc/fdmnsディレクトリはバックアップからリストアするか，あるいは再
作成することができます。

このディレクトリの最新状態のバックアップ・コピーがある場合には，バッ
クアップから /etc/fdmnsディレクトリをリストアすることをお勧めしま
す。 /etc/fdmnsディレクトリのバックアップには，標準のバックアップ機
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能 (vdump，tar，または cpio)を使用できます。ディレクトリをリストア
するには，バックアップ・プロセスと互換性のある回復手順を使用します。

/etc/fdmnsディレクトリをリストアできない場合，このディレクトリは
手作業または /sbin/advfs/advscanコマンドによって再構成できます。
手作業での再構成については 6.3.3.1 項，/sbin/advfs/advscan コマ
ンドによる再構成については 6.3.3.2 項をそれぞれ参照してください。
/etc/fdmnsディレクトリを再構成するための手順は，シングル・ボリュー
ムとマルチボリュームのいずれのドメインの場合も類似しています。失われ
ているドメイン，失われているリンク，またはディレクトリ全体に関して，
ディレクトリの再構成を行うことができます。

6.3.3.1 手作業による /etc/fdmnsディレクトリの再構成

ディレクトリを手作業で再構築する場合は，それぞれのドメイン名とその対
応するボリュームを知っておく必要があります。

______________________ 注意 _____________________

既存のドメインを再構築するために mkfdmn コマンドを実行し
ないでください。 実行するとそのボリューム上のデータが破損
します。 ファイルが破損した場合，salvage コマンドに -Sオ
プションを指定して実行することで，一部のファイルを復旧で
きる場合があります。

次の例では，/etc/fdmnsディレクトリと 2つのドメインを再構築します。
この例では，ドメインは存在してその名前も知っています。各ドメインは，
シングル・ボリューム (特殊デバイス) からなります。 リンクを作成する順序
は問いません。この 2つのドメインは，/dev/disk/dsk1c上の domain1

と，/dev/disk/dsk2c 上の domain2です。

# mkdir /etc/fdmns
# mkdir /etc/fdmns/domain1
# cd /etc/fdmns/domain1
# ln -s /dev/disk/dsk1c .
# mkdir /etc/fdmns/domain2
# cd /etc/fdmns/domain2
# ln -s /dev/disk/dsk2c .
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次の例では，1 つのマルチボリューム・ドメインを再構成していま
す。 domain1 ドメインは，3 つのボリューム /dev/disk/dsk1c，
/dev/disk/dsk2c，および /dev/disk/dsk3cを含みます。

# mkdir /etc/fdmns
# mkdir /etc/fdmns/domain1
# cd /etc/fdmns/domain1
# ln -s /dev/disk/dsk1c .
# ln -s /dev/disk/dsk2c .
# ln -s /dev/disk/dsk3c .

6.3.3.2 advscanコマンドによる /etc/fdmnsディレクトリの再構成

/sbin/advfs/advscanコマンドを使用すると，ディスクを新しいシステム
に移動した場合，デバイス番号を変更した場合，またはドメインの位置が
分らなくなった場合に，どのディスク・パーティションや，どの Logical
Storage Manager (LSM)ボリュームが AdvFSのドメインの一部になっている
かを確認することができます。このコマンドはまた，間違えて /etc/fdmns

ディレクトリを削除してしまった場合，/etc/fdmnsディレクトリからドメ
インを削除してしまった場合，または /etc/fdmnsディレクトリのドメイン
のサブディレクトリからのリンクを削除してしまった場合に，/etc/fdmns

ディレクトリのすべてまたは一部を再構築する目的でも使用できます。詳細
については，advscan(8)を参照してください。

AdvFSファイル・システムを正しく動作させるためには，各ドメインで，次
の 3つの数値が一致していなければなりません。

1. advscanコマンドによって検索された，同一のドメイン IDを持つ物
理パーティションの数。

2. ドメインのボリューム・カウント。 AdvFSのディスク上のメタデータ
に記憶され，ドメイン内のパーティション数を示します。

3. /etc/fdmnsのパーティションへのリンク数。各パーティションがリン
クで表されるためです。

これらの数値が一致しない場合，advscan コマンドは，そのドメインを修
正しようとします。

これらの数値が一致しなくなる原因はいくつかあります。一般的にadvscan

コマンドは，パーティション数や /etc/fdmnsリンクの数よりもドメイン
のボリューム・カウントの方を信頼性が高いものとして扱っています。 以
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下の表では，不一致状態，考えられる原因，および advscan ユーティリ
ティで実行できる修正処置の一覧を示します。

表 6–1は，/etc/fdmns/domain_nameディレクトリ内のリンク数が，パー
ティション数とドメイン・ボリューム・カウントの予想値と一致しない場合
の，考えられる原因と修正処置を示しています。

表 6–1: リンク数の不一致

リンク数 考えられる原因 修正処置

少なすぎる addvol コマンドが早期に
終了してしまった。 または
/etc/fdmns/domain_name
内のリンクが手動で削
除された。

advscanコマンドに -f オプ
ションを指定して実行する前に
ドメインがアクティブ化されて
おり，不一致の原因が addvol
の中断によるものである場合，
この状態は自動的に修正され
ます。それ以外の場合には，
advscanユーティリティが，
/etc/fdmns/domain_name
ディレクトリにパーティショ
ンを追加します。

多すぎる rmvol コマンドが早期に終
了してしまった。 または
/etc/fdmns/domain_name
内のリンクが手動で追
加された。

ドメインがアクティブ化さ
れており，不一致の原因が
rmvolの中断である場合，状
況は自動的に修正されます。
/etc/fdmns/domain_name
に手動で追加したリ
ンクが原因であれば，
/etc/fdmns/domain_name
ディレクトリ内のリンク
を体系的に削除し，ドメイ
ンをアクティブ化します。
削除するリンクの数は，
/etc/fdmns/domain_name
ディレクトリ内のリンク数か
ら，advscanコマンドで表示
されるドメイン・ボリューム・
カウントを引いた数です。

表 6–2 は，ドメイン・ボリューム・カウントが，パーティション数と
/etc/fdmns/domain_nameディレクトリ内のリンク数の予想値と一致しな
い場合の，考えられる原因と修正処置を示しています。
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表 6–2: ドメイン・ボリューム・カウントの不一致

ドメイン・ボ
リューム・カ
ウント

考えられる原因 修正処置

少なすぎる 原因不明 修正できない。
/sbin/advfsfixfdmn コ
マンドを実行し，ドメインを
使用可能な状態にします。

多すぎる addvolコマンドが早期に終了
してしまった。追加しようとし
ているパーティションが存在し
ない，あるいは再利用された。

修正できません。 salvage
ユーティリティを実行し，ド
メインに残っているボリュー
ムからできるだけ多くのデー
タを復元します。

表 6–3 は，パーティション数が，ドメイン・ボリューム・カウントと
/etc/fdmns/domain_nameディレクトリ内のリンク数の予想値と一致しな
い場合の，考えられる原因と修正処置を示しています。

表 6–3: パーティション数の不一致

パーティショ
ン数

考えられる原因 修正処置

少なすぎる パーティションの消失 修復できません。 fixfdmnコ
マンドを使用してドメインを
使用可能な状態にします。

多すぎる addvol コマンドが早期に
異常終了した。

addvol コマンドを再度
実行します。

次の例では，見つからなかったドメインはありません。 advscanコマンド
はデバイス dsk0と dsk5 を走査して，AdvFSパーティションを探し，2
つのパーティション，dsk0cと dsk5c が見つかっています。ドメイン・
ボリューム・カウントとして，2 が報告され，2つのリンクが /etc/fdmns

ディレクトリ内に登録されています。

# /sbin/advfs/advscan dsk0 dsk5
Scanning disks dsk0 dsk5
Found domains:
usr_domain

Domain Id 2e09be37.0002geb40
Created Thu Feb 28 09:54:15 2002
Domain volumes 2
/etc/fdmns links 2
Actual partitions found:

dsk0c
dsk5c
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次の例では，dsk6 を含むドメインを定義しているディレクトリが
/etc/fdmnsディレクトリから削除されています。このため，/etc/fdmns

リンクの数，パーティションの数，およびドメインのボリューム・カウント
が一致していません。この例では advscanコマンドが，デバイス dsk6を
走査し，見つからないドメインを次のようにして再生しています。

1. AdvFSドメインを含むパーティションを見つけます。ドメインのボ
リューム・カウントとして 1を報告していますが，/etc/fdmns ディ
レクトリにはこのパーティションを含むドメイン・ディレクトリはあ
りません。

2. 別の AdvFS ドメインを含む別のパーティションを見つけます。ドメ
インのボリューム・カウントは同様に 1です。このパーティションを
含むドメイン・ディレクトリはありません。

3. それ以外に AdvFSパーティションは見つかっていません。ドメイン・
ボリューム・カウントと見つかったパーティションの数は，検出された
どちらのドメインでも一致しています。

4. advscanコマンドは，/etc/fdmns ディレクトリ内に，2 つのドメイ
ンのためのディレクトリを作成しています。

5. advscanコマンドは，/etc/fdmns/domain_name ドメイン・ディレ
クトリ内にそれらのデバイスに対するシンボリック・リンクを作成し
ています。

/etc/fdmnsディレクトリにそのパーティションのディレクトリのエントリ
がない場合，そのパーティション名にはアスタリスク (*)がつけられ，ユー
ティリティによってそのドメイン名が作成されます。復旧したドメインを元
のドメインの名前に変更する必要があります。この例では，元のドメインの
名前は revenue と expenses です。

# /sbin/advfs/advscan -r dsk6
Scanning disks dsk6
Found domains:
*unknown*

Domain Id 2f2421ba.0008c1c0
Created Sun Jan 20 13:38:02 2002

Domain volumes 1
/etc/fdmns links 0

Actual partitions found:
dsk6a*
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*unknown*
Domain Id 2f535f8c.000b6860
Created Mon Feb 25 09:38:20 2002

Domain volumes 1
/etc/fdmns links 0

Actual partitions found:
dsk6b*

Creating /etc/fdmns/domain_dsk6a/
linking dsk6a

Creating /etc/fdmns/domain_dsk6b/
linking dsk6b

# mv /etc/fdmns/domain_dsk6a /etc/fdmns/revenue
# mv /etc/fdmns/domain_dsk6b /etc/fdmns/expenses

6.3.4 AdvFSルート・ドメインのデータの損傷からの復旧

通常，AdvFSのルート・ドメインに回復不可能な損傷が生じた場合には，
ルート・ファイル・システムを作り直して，システムをブート可能にする必
要があります。 クラスタ構成を採用している場合は，『システム管理ガイ
ド』および『クラスタ管理ガイド』を参照してください。 また，ルート・
ボリュームが LSM ボリュームの場合には，『Logical Storage Manager』
を参照してください。ルート・ドメインを再構築するには，rootユーザ
の特権が必要です。

インストレーション CD-ROMか，RIS (Remote Installation Service)サーバ
が必要です。ルート・ドメインは，ブート・デバイス上に作成します。ルー
ト・ドメインの適切なバックアップがない場合は，損傷の性質と程度によっ
ては，ルート・ファイルを/sbin/advfs/salvageユーティリティで復旧
できる場合があります。 詳細については， 6.2.6 項を参照してください。
salvageユーティリティを使用して，最新のバックアップ後に修正または作
成されたファイルを復旧できる場合もあります。

まず，ハードウェア・リソースを特定します。

1. インストレーション CD–ROMからシステムをリブートする場合，SRM
(System Reference Manual)コンソールのプロンプトに次のコマンドを
入力し，CD–ROMデバイスの名前を調べます。

>>> show device
...
DKA500 RRD47 1206 dka500.4.0.5.0
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...

この例では，CD–ROMデバイスの名前は DKA500です。

RISサーバからブートする場合は，次のコマンドを入力してネットワー
ク・インタフェース・デバイスの名前を調べます。

>>> show device | more
....
ewa0.0.0.8.0 EWA0 08-00-2B-C3-E3-DC
...

この例では，ネットワーク・インタフェース・デバイスの名前は EWA0

です。

2. コンソール・ブート・デバイスの名前を調べます。 デフォルト・ブー
ト・デバイスの場合，次のコマンドで調べることができます。

>>> show bootdef_dev
bootdef_dev dkb400.4.0.5.1

上記の例の dkb400.4.0.5.1は，dkb400がブート・デバイスであるこ
と，dkはデバイスが SCSIディスクであること，bはデバイスが SCSI
バス bに接続されていること，400 はデバイスの SCSIターゲット ID
が 4で論理ユニット番号 (LUN)が 00であることを示しています。 そ
こで，この例では，バス/ターゲット/LUNは，1/4/00です。

デフォルト・ブート・デバイスでない場合は，show deviceコマンド
を実行し，表示されるリストから特定します。

3. システムをインストレーション CD-ROMまたは RISサーバからブート
します。たとえば，特定した上記のデバイスを，CD-ROMを使って
ブートする場合，次のコマンドを入力します。

>>> boot dka500

RISサーバを使用する場合は，次のコマンドを入力します。

>>> boot ewa0

4. インストールを終了します。 VGAグラフィック・コンソールを利用し
ている場合は，インストレーションの終了を選択するか，「Installation
and Configuration Welcome」ダイアログ・ボックスの [File]メニューか
らシェル・ウィンドウを選択します。シリアル・コンソール・ターミナ
ルを使用している場合には，3) Exit Installationを選択します。
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システム構成を確認したら，次の手順を実行します。

1. インストール・メディアからブートしたときに，ルート・ドメインが
マウント可能の場合には，インストール手順では，まずインストール
したルート・ドメインの既存のデバイス・データベースを読み取ろう
とします。ハードウェア・データベースの読み取りに失敗すると，エ
ラー・メッセージが表示されます。このような状況が発生した場合は，
UNIXが割り当てたそのデバイス名を，適切なハードウェア・デバイス
名に変換する必要があります。

/sbin/hwmgrコマンドに -view devicesオプションを指定すること
で，(前の手順で説明したように)復旧するデバイスをそのバス/ターゲッ
ト/LUN情報から調べ，バックアップに使用するディスクを特定し，
テープ・デバイスがインストールされていることを確認します。

# /sbin/hwmgr -view devices
HWID: Device Name Mfg Model Location
------------------------------------------------------------
38:/dev/disk/floppy0c 3.5in floppy fdi0-unit-0
41:/dev/disk/dsk0c DEC RZ1DB-CA (C) DEC bus-1-targ-4-lun-0
42:/dev/disk/dsk1c DEC RZ1CB-CA (C) DEC bus-1-targ-5-lun-0
43:/dev/disk/dsk2c DEC RZ1CB-CA (C) DEC bus-1-targ-6-lun-0
44:/dev/disk/cdrom0 DEC RRD47 (C) DEC bus-0-targ-5-lun-0
46:/dev/ntape/tape0 DEC TLZ10 (C) DEC
bus-1-targ-4-lun-0

この例のハードウェア・データベースでは，バス/ターゲット/LUN が
1/4/00のディスクが dsk0として認識されています。 /dev/disk/dsk0a

は，損傷のあるルート・ドメインを含むボリュームです。

特定したデバイスが妥当かどうかは，hwmgr コマンドに -flashオプ
ションを指定すれば視覚的に確認できます。このコマンドを実行する
と，指定したディスクのランプが 30秒間にわたって点滅します。

# /sbin/hwmgr -flash light -dsf /dev/disk/dsk0a

2. この時点でテープ・デバイスをインストールする必要がある場合は，次
のコマンドを入力します。

# /sbin/dn_setup -install_tape

3. 有効なバックアップがある場合は，そこからリストアできます。バック
アップが古いものである場合は，そこからリストアした後， salvageコ
マンドに -dオプションを指定してその後の情報を復元します。有効な
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バックアップがある場合は，ステップ 9に進みます。バックアップに関
連したファイルを救済する必要がある場合は，ステップ 8に進みます。

4. 古いルート・ドメインをマウントします。

# mount old_root_domain#root /var/mnt

マウントに失敗した場合は，ステップ 7に進みます。バックアップを行
なうことはできません。

5. 可能ならバックアップを作成します。第 4 章を参照してください。

6. /sbin/advfs/verifyコマンドに -aを指定して実行します ( 6.2.4 項
を参照)。このコマンドが成功してエラーが表示されない場合，ステッ
プ 12 に進みます。

7. /sbin/advfs/fixfdmnコマンドを実行します。詳細については，
6.2.5 項を参照してください。成功した場合は，ステップ 12に進み
ます。

8. salvageコマンドを実行してファイルを復旧し，一時ファイルセットか
テープにそれを保存します。 古いバックアップがある場合，salvage

コマンドに -dを指定して実行します。オプションを指定しないと，ド
メイン全体を救済することになります。

たとえば，ボリューム /dev/disk/dsk0a上の壊れたルート・ドメイン
のファイルを，ローカルの未使用ディスク /dev/disk/dsk2cに復旧す
るには，次の手順を実行します。

a. 復旧した情報を一時的に保管するドメインとファイルセットを作
成し，ファイルセットをマウントします。

# mkfdmn /dev/disk/dsk2c RECOVER
# mkfset RECOVER recover_fset
# mkdir /var/recover
# mount RECOVER#recover_fset /var/recover

b. salvageコマンドを実行します。 コマンドの対象のボリュームを
指定するために，-Vオプションを使用する必要があります。古
いバックアップとともに用いるファイルを救済している場合は，
-d オプションを使用し，バックアップ後に変更になった情報の
みを救済するようにします。

この例では，rootドメインのファイルが抽出され，/recover に
マウントされたファイルセットに保存されます。
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# /sbin/advfs/salvage -D /var/recover -V /dev/disk/dsk0a
salvage: Volume(s) to be used ’/dev/disk/dsk0a’
salvage: Files will be restored to ’/recover’
salvage: Logfile will be placed in ’./salvage.log’
salvage: Starting search of all filesets: 09-Dec-2001
salvage: Loading file names for all filesets: 09-Dec-2001
salvage: Starting recovery of all filesets: 09-Dec-2001

c. salvage.logファイルを調べ，すべての必要なファイルを復旧で
きたことを確認します。いったん次のステップで mkfdmnコマンド
を実行すると，さらに情報を抽出するために salvageコマンドを
実行することはできません。

9. 新しいルート・ドメインとルート・ファイルセットを作成します。この
ファイルセットを /var/mntにマウントします。

# mkfdmn -r /dev/disk/dsk0a root_domain
Warning: /dev/disk/dsk0a is marked in use for AdvFS.
If you continue with the operation you can
possibly destroy existing data.
CONTINUE? [y/n] y
# mkfset root_domain root
# mkdir /var/mnt
# mount root_domain#root /var/mnt

10. 有効なバックアップ・ソースがある場合，そこからファイルをリスト
アします。

# vrestore -xf /dev/tape/tape0 -D /var/mnt

11. 救済したファイルがあれば，復旧先からルート・ドメインにコピーしま
す。そして復旧用のドメインを削除します。

# cd /
# cp -Rp /recover/root/* /var/mnt
# umount /mnt /recover
# rmfdmn RECOVER
rmfdmn: remove domain RECOVER [y/n] y
rmfdmn: domain RECOVER removed.

ルート・ドメインがリストアされました。

12. システムを停止しリブートします。

この手順が成功しない場合は，オペレーティング・システムを再インストー
ルし，ファイルを再作成します。
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6.3.5 ハードウェア障害からの回復

ハードウェア障害のために AdvFSに問題が発生することがあります。たと
えば，ファイル・システムへの書き込みが，ハードウェア障害によって失敗
した場合，メタデータの損傷として現れることがあります。ハードウェアの
問題は，AdvFS ファイル・システム側では解決できません。

マルチボリューム・ドメインの 1つのドメインに原因不明のエラーが発生
した場合，次の手順の 1つ以上を行ないます。

• /var/adm/messagesファイルを，AdvFSの I/Oエラー・メッセージが
ないか調べます。このファイルを見るには，root特権が必要です。この
ファイルには，エラーが発生したドメイン，ファイルセット，ボリュー
ムが示されます。また，I/Oエラーの影響を受けたファイルを特定する
方法も示されます。次のようなファイルが表示されます。

Dec 05 15:39:16 systemname vmunix: AdvFS I/O error:
Dec 05 15:39:16 systemname vmunix: Domain#Fileset:test1#tstfs
Dec 05 15:39:16 systemname vmunix: Mounted on: /test1
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: Volume: /dev/rz11c
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: Tag: 0x00000006.8001
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: Page: 76926
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: Block: 5164080
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: Block count: 256
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: Type of operation: Read
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: Error: 5
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: To obtain the name of
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: the file on which the
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: error occurred, type the
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: command
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: /sbin/advfs/tag2name
Dec 05 15:39:17 systemname vmunix: /test1/.tags/6

AdvFSの I/Oエラー・メッセージが記録されていないにもかかわらず，
ファイル・システムで不可解な動作が見られる場合には，できるだけ
早くドメインをアンマウントし，/sbin/advfs/verify ユーティリ
ティ ( 6.2.4 項を参照)，または/sbin/advfs/fixfdmn コマンドに -n

オプションを指定して実行し ( 6.2.5 項)，ドメインのメタデータの整
合性をチェックしてください。

• AdvFSの I/Oエラー・メッセージに示されているボリュームの，デバ
イス・ドライバの I/Oエラー・メッセージをチェックします。 AdvFS
の I/Oエラー・メッセージに対応するこの I/Oエラー・メッセージが
存在しない場合は，ファイル・システムは，それが置かれているハー

トラブルシューティング 6–25



ドウェアの障害による影響を受けています。できるだけ早くドメイン
をアンマウントし，verifyユーティリティ，またはfixfdmn コマン
ドに -n オプションを指定して実行し，ドメインのメタデータの整
合性をチェックしてください。

• マルチボリューム・ドメインを使用していて，十分な空き領域がある場
合は，rmvolユーティリティを 2.3.5項の説明に従って使用して，問題
のあるボリュームを削除してみます。 これに成功すれば，ファイル・
システムの問題は繰り返されなくなります。

rmvolに失敗した場合，ボリュームを再作成する必要があります。

1. 最新のバックアップがあれば，ドメインをリストアすることができ
ます。バックアップがない場合，またはあっても情報が古すぎて使
えない場合は，salvageユーティリティを使用して ( 6.2.6 項)，破
損したドメインの内容を抽出します。

2. rmfdmnコマンドを使用して問題のあるドメインを削除します。

3. mkfdmnコマンドを使用して，ドメインを再作成します。 新しい
ドメインは，省略時の設定でドメイン・バージョン番号 (DVN)が
4になります ( 2.3.3 項を参照)。必要に応じてボリュームを追加
します。問題のあるボリュームは，新しいドメインには入れない
でください。

4. 再作成したドメインの内容を，救済しバックアップした情報を使用
してリストアします。

5. ドメイン内のファイルセットを再度マウントします。

6.3.6 AdvFS ディスクの別のマシンへの移動

マシンに障害が発生した場合，AdvFSドメインを含むディスクを AdvFSソフ
トウェアが動作している他のコンピュータに移すことができます。ディスク
を新しいマシンに接続し，/etc/fdmnsディレクトリを変更して，移動した
ボリュームを新しいシステムが認識するようにします。新しいシステムとの
競合を回避するために，ディスクの SCSI IDを割り当て直す必要がある場合
があります。詳細については，ディスクの製造元が提供する指示書を参照し
てください。この処理を実行するには，rootユーザでなければなりません。

DVN4ドメインを，オペレーティング・システム・ソフトウェアの Version 4
が動作しているシステムに移動することはできません。 これを行なうとエ
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ラー・メッセージが生成されます (互換性については， 6.4.6 項を参照)。
Version 4が動作しているマシンのDVN3ドメインを Version 5が動作してい
るマシンに移動することはできます。新しいオペレーティング・システム
は，以前の OSで作成されたドメインを認識します。

______________________ 注意 _____________________

ボリュームを新しいマシンに移動するのに addvolコマンド や
mkfdmnコマンドは使用しないでください。このコマンドを実行
すると，移動しようとしているディスク上のすべてのデータが削
除されます。 すでにこのコマンドを実行してしまった場合は，
6.2.6 項 を参照してください。

ドメインがどのパーティション上にあるか分らない場合は，新しいマシンに
ディスクを追加し，/sbin/advfs/advscanユーティリティを実行すると，
この情報を再作成できることがあります。また，ディスクのラベルをチェッ
クして，過去にどのパーティションが AdvFSパーティションとして作成され
ていたかを確認することもできます。パーティションがどのドメインに含ま
れていたかをディスク・ラベルで確認することはできません。

次の例では，古いマシン上の 2つのディスク，dsk3と dsk4 にドメイン
testing_domain が存在するものとします。このドメインには，2つの
ファイルセット，sample1 と sample2が含まれています。 これらのファ
イルセットは，/sample1 と /sample2にマウントされています。 移動す
るドメインにパーティション dsk3c，dsk4a，dsk4b，および dsk4gがあ
ることが既に分かっているものとします。この場合，ディスクは次の手順
で移動します。

1. ディスクの移動先となる稼働中のマシンをシャットダウンします。

2. 異常のあるマシンから取り出したディスクを正常なマシンに取り付け
ます。

3. システムをリブートします。 シングルユーザ・モードでリブートする
必要はありません。

4. この新しいディスク用に作成されたデバイス・ノードを確認します。

# /sbin/hwmgr -show scsi -full
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Device Name欄をチェックして，今追加したディスクの名前を確認しま
す。ディスク番号が最も大きいものが，それに相当します。

5. 新しいディスク ID はこの例では，disk 7 と disk 8 です。
/etc/fdmnsディレクトリを，移動したドメインからのシンボリック・
リンクを含むように変更します。

# mkdir -p /etc/fdmns/testing_domain
# cd /etc/fdmns/testing_domain
# ln -s /dev/disk/dsk7c .
# ln -s /dev/disk/dsk8a .
# ln -s /dev/disk/dsk8b .
# ln -s /dev/disk/dsk8g .
# mkdir /sample1
# mkdir /sample2

6. /etc/fstabファイルに，移動したファイルセットのマウント・ポイ
ント情報を追加します。

testing_domain#sample1 /sample1 advfs rw 1 0
testing_domain#sample2 /sample2 advfs rw 1 0

7. ボリュームをマウントします。

# mount /sample1
# mount /sample2

6.3.7 マルチボリューム usr ドメインのリストア

マルチボリューム /usrファイル・システムをリストアするには，その前
に usr_domainドメインとそのすべてのボリュームを再構成する必要があ
ります。 ただし，マルチボリューム・ドメインのリストアには License
Management Facility (LMF)が必要です。 LMFによって，マルチボリュー
ム・ドメインの作成に必要な addvol コマンドを含む AdvFS Utilities が
制御されます。

最初に 1つのボリュームを含む usrドメインを作成して addvolコマンドを
リストアします。続いて LMFをリストアし，それを使用して addvolコマ
ンドを有効化します。以上の処理が完了すれば，usrドメインにボリューム
を追加して，マルチボリューム・ドメイン全体を復元できます。

LMFは 2つのコンポーネント，すなわち /usr/sbin/lmfに格納されてい
るユーティリティと /var/adm/lmf内のデータベースから構成されていま
す。システムによっては /varが /usrにリンクされており，これらのディ
レクトリがともに usrファイルセットに位置している場合もあります。その
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ような構成のシステムでは，addvolコマンドと LMFの 2つのコンポーネ
ントを usrファイルセットにリストアします。 /usrディレクトリと /var

ディレクトリが usr_domain内の異なるファイルセットに配置されているシ
ステムでは，addvol コマンドと LMFユーティリティを usrファイルセッ
ト，LMFデータベースを varファイルセットにそれぞれリストアします。

次の例は，dsk1g，dsk2c，dsk3cの 3つのボリュームで構成されるマル
チボリューム・ドメイン usr_domainのリストア方法を示しています。
usr_domainドメイン内のファイルセット usr内には，/varディレクトリ
と /usrディレクトリがともに配置されています。 /usrと /varのバック
アップ・テープが存在します。 (バックアップ・テープを作成する必要がある
場合は第 4 章を参照してください。)この手順では，ルート・ファイル・シ
ステムは既にリストアされているものとします。ルート・ファイル・システ
ムのリストア方法については， 6.3.4 項を参照してください。

1. ルート・ファイルセットを読み書き両用でマウントします。

# mount -u /

2. 古い usr_domainへのリンクを削除して，1つ目のボリュームを使用し
て新しい usr_domainを作成します。

# rm -rf /etc/fdmns/usr_domain
# mkfdmn /dev/disk/dsk1g usr_domain

3. /usrおよび /varファイルセットを作成しマウントします。

# mkfset usr_domain usr
# mount -t advfs usr_domain#usr /usr

4. /usrにソフト・リンクを作成します。 lmfコマンドは，このディレク
トリでデータベースを探すようになります。

# ln -s /var /usr/var

5. /usrのバックアップ・テープをセットし，そこからリストアします。

# cd /usr
# vrestore -vi
(/) add sbin/addvol
(/) add sbin/lmf
(/) add var/adm/lmf
(/) extract
(/) quit

6. ライセンス・データベースをリセットします。

# /usr/sbin/lmf reset
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7. usr_domainにボリュームを追加します。

# /usr/sbin/addvol /dev/disk/dsk2c usr_domain
# /usr/sbin/addvol /dev/disk/dsk3c usr_domain

8. /usrバックアップの完全なリストアを行います。

# cd /usr
# vrestore -xv

次の例も，dsk1g，dsk2c，dsk3cの 3つのボリュームで構成されるマルチ
ボリューム・ドメイン usr_domainのリストア方法を示しています。この例
では，/varディレクトリと /usrディレクトリは usr_domainドメイン内の
異なるファイルセットに配置されています。 /usrと /varのバックアップ・
テープが存在します。 (バックアップ・テープを作成する必要がある場合は
第 4章を参照してください。)この場合は，/varと /usrのバックアップ・
テープをともにマウントしなければなりません。この手順では，ルート・
ファイル・システムは既にリストアされているものとします。ルート・ファ
イル・システムのリストア方法については， 6.3.4 項を参照してください。

1. ルート・ファイルセットを読み書き両用でマウントします。

# mount -u /

2. 古い usr_domainへのリンクを削除し，1つ目のボリュームを使用して
新しい usr_domain を作成します。

# rm -rf /etc/fdmns/usr_domain
# mkfdmn /dev/disk/dsk1g usr_domain

3. /usrおよび /varファイルセットを作成しマウントします。

# mkfset usr_domain usr
# mkfset usr_domain var
# mount -t advfs usr_domain#usr /usr
# mount -t advfs usr_domain#var /var

4. /varバックアップ・テープをセットし，そこからリストアします。

# cd /var
# vrestore -vi
(/) add adm/lmf
(/) extract
(/) quit

5. /usrバックアップ・テープをセットし，そこからリストアします。

# cd /usr
# vrestore -vi
(/) add sbin/addvol
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(/) add sbin/lmf
(/) extract
(/) quit

6. ライセンス・データベースをリセットします。

# /usr/sbin/lmf reset

7. ボリュームを usr_domainに追加します。

# /usr/sbin/addvol /dev/disk/dsk2c usr_domain
# /usr/sbin/addvol /dev/disk/dsk3c usr_domain

8. /usrバックアップの完全なリストアを行います。

# cd /usr
# vrestore -xv

9. /varバックアップの完全なリストアを行います。

# cd /var
# vrestore -xv

6.3.8 mkfdmnコマンドまたは addvolコマンドの誤った使用からの復旧

mkfdmnおよび addvolコマンドは，AdvFSで使用するようにボリュームを
初期化します。そのボリュームがすでに他の AdvFSドメインの一部である
場合，このコマンドを使用するとそのボリュームに存在するドメインのメタ
データを壊します。すでに初期化したボリュームに対して，これらのコマン
ドを誤って使用した場合，salvageユーティリティに -Sオプションを使用
することで，そのファイルの一部を回復することができる場合があります。
詳細については， 6.2.6.3 項を参照してください。

mkfdmn または addvol コマンドを実行した後に実行したコマンドが多い
ほど，元のボリュームの内容にはその分だけ変更が加えられ，salvageコ
マンドで救済できる情報は少なくなります。 salvage コマンドを使用し
ても十分な情報が得られない場合，唯一の選択肢は，バックアップから
データをリストアすることです。

6.4 問題の予防

クラッシュ発生後に各ドメインがマウントされると，システムによって回復
コードが自動的に実行されます。 このコードはトランザクション・ログ・
ファイルを見て，システム・クラッシュ時に実行していたファイル・システ
ム操作が完了したか，バックアップされたかをチェックします。 これによ
り，AdvFSメタデータは，クラッシュ後も一貫した状態を保つことができま
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す。クラッシュ発生時とは異なるオペレーティング・システムでファイル・
システムを回復することはお勧めできません。

システム・クラッシュによってデータがダメージを受けた場合， 5.5 節を参
照して，そのような問題が将来起きないようにするために，データをディス
クに書き込む方法を改善してください。

6.4.1 未使用スペースとディスク使用状況のチェック

ディスク・スペースの割り当て状況は，ファイル，ファイルセット，または
ドメイン別に確認できます。表 6–4は，ディスク・スペースの使用状況を調
べるために使用できるコマンドを示しています。

表 6–4: ディスク・スペースの使用状況に関するコマンド

コマンド 機能

dfab
ディスク・スペースの使用状況をファイルセット別に表
示します。 ファイルセットが使用できるスペースは，
ファイルセット・クォータが設定されている場合，そ
れによって制限されます。ソフトとハードの両方の
クォータが設定されている場合は，そのうちの小さい
方のクォータ限界値を使って，利用できるディスク・
スペースの値が計算されます。 ドメインに，指定した
ファイルセット・クォータで利用可能な値より少ないス
ペースしかない場合は，このコマンドは，そのドメイン
で実際に使用できるスペースの値を表示します。 複数
のファイルセットを含み，ファイルセット・クォータを
設定していないドメインの場合，すべてのファイルセッ
トの容量の合計が 100%を超える場合があります。 各
ファイルセットで使用可能なスペースはドメイン全体で
あるため，この計算で使われる利用可能なスペースの
数値が，ドメインの全スペースになるためです。

du ファイルのブロック割り当てに関する情報を表
示します。 -a オプションを指定すると，個々の
ファイルの情報が表示されます

ls ファイルごとにディスク・スペース使用量を表示しま
す。 -l オプションを指定すると，スパース・ファイ
ルの未割り当て部分も含めて，ディスク・スペース
の大きさが表示されます。 -s オプションを指定する
と，実際に割り当てられているブロック数が表示され
ます。 このオプションは，特にスパース・ファイルの
占有領域を確認する手段として利用できます。

showfdmnb
アクティブなドメイン内のそれぞれのボリュームの属性と
ブロック使用状況を表示します。マルチボリューム・ド
メインでは，その他のボリューム情報も表示されます。
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表 6–4: ディスク・スペースの使用状況に関するコマンド (続き)

コマンド 機能

showfile 特定のファイルの，またはディレクトリ内のファイル
の，ブロック使用状況とボリューム情報を表示します。

showfsetsb
ドメイン内のファイルセットに関する情報を表示し
ます。 -q オプションを指定すると，ファイルセッ
ト・クォータの限界値が表示されます。

vdfab
showfdmn，showfsets，およびdf コマンドの出力を
再フォーマッティングします。 この 3 つのコマンドの
機能は，vdf コマンドにもあてはまります。

a結果をより正確にするためには，quotacheckコマンドを最初に実行します。 休止しているシステムの場
合，このことは特に重要です。ユーザとグループのクォータを設定していない場合は，一時的に設定します。
b表示する単位を選択します。

dfおよび showfsetsコマンドでは，メタデータとクォータ・ファイルが使
用するディスク・スペースを含みません。そこで Usedフィールドには，実
際にドメインが使用している容量より小さい値が示されている可能性があり
ます。 vdfコマンドでは，メタデータとクォータ・ファイルの情報を含む
ディスク使用量を表示します。詳細については， 3.4.2.4 項とこのコマンド
のリファレンス・ページを参照してください。

状況によっては，AdvFS のディスク使用状況の情報が破損することもあり
ます。 この情報を修復するには，quotacheckコマンドに -v オプショ
ンを指定して実行します。

クォータのディスク使用量を調べるには， 3.4 節を参照してください。

6.4.2 ボリュームの再利用

既存ドメイン (/etc/fdmnsディレクトリにエントリが存在する)のストレー
ジを他のドメインに追加するには，rmvolコマンドを使ってそのドメインか
らボリュームを削除して，それを他のドメインに追加します。 AdvFSは自動
的にドメインのディスク使用量を更新します。

たとえば，ドメイン old_domain内のボリューム /dev/disk/dsk5cを，
ドメイン new_domainに追加する場合には，old_domain 内のファイルセッ
トをすべてマウントした後，次のコマンドを実行します。

# rmvol /dev/disk/dsk5c old_domain
# addvol /dev/disk/dsk5c new_domain
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追加するディスクまたはディスク・パーティションが既存のドメインの一部
でなくても，ラベルが設定されているために警告メッセージが表示される場
合は，ディスク・ラベルをリセットします。これを disklabelコマンドを
使用せずに行なうことができます。 addvolまたは mkfdmnコマンドの実行
時に表示されるプロンプトに yesと答えると，ディスク・ラベルがリセット
されます。この操作を行うと，追加するディスクまたはディスク・パーティ
ション上のすべての情報が失われます。ディスクを他のシステムで使用する
ために移動したい場合は， 6.3.6 項を参照してください。

6.4.3 ディスク障害

データを定期的かつ頻繁にバックアップし，ディスク障害の兆候を見逃さな
いようにします。 障害が顕在化する前に，問題のあるディスクからファイ
ルを削除することにより，多くのトラブルを未然に防ぐことができます。
AdvFS Utilitiesを利用している場合，addvol コマンドを使用して新しい
ディスクを追加し，rmvolコマンドを使用して問題のあるディスクを削除す
ることができます。ディスクの動作状況の確認方法についての詳細は，『シ
ステム管理ガイド』のイベント管理に関する情報を参照してください。

6.4.4 ディスク使用量の制御

リソースの使用についての制限が一切ない状態でシステムが稼働している場
合は，システムにクォータを追加して，ユーザがアクセスできるディスク・
スペースの容量を制限することができます。ユーザ・クォータおよびグルー
プ・クォータは，UFSのクォータと同様に，ユーザまたはグループが 1つの
ファイルセットに対して割り当てることができるスペースの量を制限しま
す。ファイルセット・クォータは，AdvFSで導入されたもので，ドメインで
利用できるすべてのスペースを 1つのファイルセットで使い切ってしまうの
を防ぎます。 詳細については，第 3 章を参照してください。

6.4.5 クォータ限界値と猶予期間の上限の設定

クォータ限界値に達しつつある場合，または限界値に達するとは思えない場
合でも，クォータ・システムの限界値を超過する可能性があります。クォー
タに関する詳細は第 3 章 を参照してください。
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6.4.5.1 クォータ限界値の超過

エディタの使用中に，編集データを保存するとクォータの限界値を超えるこ
とが分かった場合，エディタを強制終了したりファイルに書き出すとデータ
が失われる可能性があります。その代わり，次のいずれかを行ないます。

• 編集中のファイルを保存する前に，他のファイルを削除して，編集中の
ファイルのために十分な空きスペースを作ります。

• 編集中のファイルを tmpなどの別のファイルセットに保存し，他のファ
イルをいくつか削除するか，そのファイルセットのクォータを増やし，
その後でファイルを元のファイルセットに戻します。

6.4.5.2 クォータ限界値までの保存

ハードおよびソフト限界値は，その値自体を含みません。その値未満の場合
だけ，ファイルを作成することができます。たとえば，ハード限界値が1000
ファイルの場合，作成できるのは 999ファイルまでです。

ブロック数のハードおよびソフト限界値も同様に，その値自体を含みませ
ん。 AdvFSではまれに，ユーザ，グループ，またはファイルセット・クォー
タ値に達するまでに残り 8Kバイトとなった時点で，残りのスペースの一部
または全部を使用しようとすると，クォータに制約される場合があります。
これは，AdvFSがストレージを 8Kバイト単位で割り当てるためです。ファ
イルに 8Kバイトのデータを追加するとクォータの限界値に達するか超えて
しまう場合，そのファイルは拡張されません。

6.4.5.3 クォータ限界値の変更

マウントしていないか，または /etc/fstab ファイル ( 2.4.1 項) に
userquotaと groupquotaオプションが設定されていないファイルセット
に対して，クォータ限界値または猶予期間を設定しても，設定した値は保持
されません。 edquotaコマンドを実行する前に，/etc/fstabのエントリ
をアップデートし，ファイルセットをマウントする必要があります。

6.4.5.4 猶予期間の無効化

猶予期間を無効にするには，edquota コマンドで値を 1秒に設定します。
値を 0日に設定すると，省略値の猶予期間の7日が適用されます。
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6.4.6 ディスク構造の互換性の問題の回避

Version 5.0以降のオペレーティング・システムで作成されるドメインは，
以前のバージョンとは互換性のない新しいオンディスク・フォーマットに
なります ( 2.3.3 項を参照)。 新しいオペレーティング・システムは以前の
ディスク構造を認識しますが，以前のオペレーティング・システムは新し
いディスク構造を認識しません。 Version 5.0以降のオペレーティング・シ
ステムのフル・インストレーションを行う代わりに，Version 4からのアッ
プデート・インストレーションを行う場合，/root，/usr，および /var

のファイルは，DVN が 3のままになります。 一方，Version 5.0のフル・
インストレーションを行う場合には，これらの各ディレクトリに含まれる
ファイルの DVN は 4 になります。

旧バージョンのオペレーティング・システムから DVN4のファイルセットに
アクセスするには，Version 5.0以降のオペレーティング・システム・ソフト
ウェアが稼働しているサーバからファイルセットを NFSマウントします。
Version 5.0より前のバージョンのオペレーティング・システムが稼働してい
る環境で，DVN4 のドメインに属するファイルセットをマウントしようと
すると，エラー・メッセージが表示されます。

DVN3のドメインを DVN4に自動的にアップグレードするツールはありま
せん。 ドメインを DVN4 にアップグレードするには， 2.3.3.4 項の手順
に従ってください。

6.4.7 ユーティリティの互換性の問題の回避

Version 5.0以降のオペレーティング・システムで作成されるドメインは，新
しいオンディスク・ファイル・フォーマットになっているため，以前のリ
リースの AdvFS Utilities の中には，使用すると DVN4ドメインを壊す可
能性があるものがあります。 旧バージョンのオペレーティング・システム
の，静的にリンクされた AdvFS固有のユーティリティは，Version 5.0以
降では動作しません。このようなユーティリティは，通常 Version 4.0よ
り前のオペレーティング・システムのユーティリティです。 また，旧バー
ジョンの Tru64 UNIXに含まれる，以下に示す動的にリンクされた AdvFS
Utilities は，Version 5.0以降では動作しません。

• advfsstat

• balance

• chvol
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• defragment

• rmvol

• showfdmn

• verify

6.4.8 ログ・ファイルの不整合の回避

システムがクラッシュすると，AdvFSはリブート時に復旧しようとします。
クラッシュ時にマウントされていたファイルセットのあるドメインは，そ
のドメインのファイルセットを再マウントすると回復します。 この回復処
理では，AdvFS トランザクション・ログ・ファイルを使用して，AdvFS
メタデータの一貫性を保ちます。

オペレーティング・システムのバージョンによってトランザクション・ロ
グ・ファイルの構造は異なります。そのため，AdvFSの回復操作は，クラッ
シュ時に使用していたオペレーティング・システムと同じバージョンで実行
することが重要です。そうしないと，ドメイン・メタデータの破壊やドメイ
ン・パニック (あるいはその両方)が発生する危険性があります。

AdvfsDomainPanicLevel属性 ( 5.7節を参照)で，ドメイン・パニックをシ
ステム・パニックに発展させるように設定したためにシステム・クラッシュ
が発生した場合，パニックが発生したドメインで /sbin/advfs/verify

コマンドを実行して，データが損傷していないことを確認します。 クラッ
シュ時にファイルセットがアンマウントされていた場合，または再マウン
トを実行し，verifyコマンドを実行した場合，そのファイルセットを，
適切であれば，異なるバージョンのオペレーティング・システムにマウ
ントすることができます。

6.4.9 AdvFS ルート・ドメインのサイズ拡張

AdvFS のルート・ドメインを置くことができるボリューム (パーティショ
ン)の数は，クラスタ構成の場合を除いて 1つだけです。したがって，ルー
ト・ドメインのサイズを拡張するには，ルート・ドメインを含むボリュー
ムのサイズを増やすか，より大きなボリューム上にルート・ドメインを
作り直す必要があります。
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6.4.9.1 ルート・ボリュームのサイズ拡張

ルート・ドメインを含むボリュームのサイズを拡張した場合， 2.3.4.3 項の
手順に従って，mountコマンドに -o extendオプションを指定して，シス
テムにそれを知らせる必要があります。ルート・ボリュームが，LSMボ
リュームの場合は，『Logical Storage Manager』を参照してください。

6.4.9.2 ルート・ボリュームの大きなデバイスへの移動

ルート・ドメインを別のデバイスに再作成するには，インストールした新し
いデバイスと，インストレーション CD-ROMまたは RISサーバ，およびド
メインをバックアップするためのバックアップ・テープまたは未使用のディ
スク・パーティションが必要です。

ルート・ドメインを移動するには，まず新しいディスクをインストールし，そ
れを認識させる必要があります。ルート・ボリュームに使用するディスクが
すでにインストールされている場合は，ステップ 5を省略し，次に進みます。

1. システムをシャットダウンします。

2. 新しいディスク・デバイスをインストールします。 この方法について
は，ハードウェア・マニュアルを参照してください。

3. 追加したディスクがコンソールで認識されることを確認します。次の例
では，DKB300 が追加されています。

>>> show device
polling ncr0(NCR 53C810) slot 1, bus 0 PCI,

hose 1 A SCSI Bus ID 7
dka500.5.0.1.1 DKA500 RRD45 1645
polling isp0(QLogic ISP1020) slot 4, bus 0 PCI,

hose 1 SCSI Bus ID 7
dkb0.0.0.4.1 DKB0 RZ1DB-CA LYJ0
dkb100.1.0.4.1 DKB100 RZ1CB-CA LYJ0
dkb200.2.0.4.1 DKB200 RZ1CB-CA LYJ0
dkb300.3.0.4.1 DKB300 RZ1BB-CS 0656
mkb400.4.0.4.1 MKB400 TLZ10 02ab
...

4. システムをリブートします。ブート中にオペレーティング・システムが
新しいデバイスを認識し，それをデバイス情報データベースに適宜反映
します。追加したディスクには，オペレーティング・システムによって
dsk6というデバイス名が付けられているとします。
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特定したデバイスが妥当かどうかは，/sbin/hwmgrコマンドに -flash

オプションを指定すれば視覚的に確認できます。このコマンドを実行す
ると，指定したディスクのランプが 30秒間にわたって点滅します。

# /sbin/hwmgr -flash light -dsf /dev/disk/dsk6a

5. rootとしてログインし，/etc/fdmnsディレクトリでルート・ドメイン
を含むボリュームを調べます。

# ls -l /etc/fdmns/root_domain
total 0
lrwxrwxrwx 1 root system 15 Feb 1 2002 dsk3a
-> /dev/disk/dsk3a

この例では /dev/disk/dsk3aがルート・ドメインを含むボリューム
です。

6. 必要に応じ disklabelコマンドに -t advfsオプションを指定して，
または diskconfigユーティリティを使用して (Boot Block: リスト
から AdvFSを選択)，新しいディスクを AdvFSのブート可能ディスクと
して構成します。 この作業には root権限が必要です。

# disklabel -r dsk6 > /tmp/backupdisklabel
# disklabel -R -r -t advfs dsk6 /tmp/backupdisklabel
# rm /tmp/backupdisklabel

7. 新しいデバイスにルート・ドメインを作成します。

a. 古いルート・ドメインからブートしたシステムをシャットダウン
します。

b. オペレーティング・システム CD–ROM または RIS サーバから
ブートします。 たとえば CD–ROMを使用する場合，次のコマン
ドを入力します。

>>> boot dka500

たとえば RISサーバを使用する場合，次のコマンドを入力します。

>>> boot ewa0

c. インストールを終了します。 VGA グラフィック・コンソールを
使用している場合は，インストレーションの終了を選択するか，
「Installation and Configuration Welcome」ダイアログ・ボックス
の [File]メニューからシェル・ウィンドウを選択します。 シリア
ル・コンソール・ターミナルを使用している場合には，3) Exit

Installation を選択します。
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d. 新しいルート・デバイスに新しいルート・ドメインとルート・
ファイルセットを作成します。 元のデバイスにリンクするために
/etc/fdmnsディレクトリに新しいエントリを作成します。

# mkfdmn -r /dev/disk/dsk6a root_domain
# mkfset root_domain root
# mkdir /var/new_root
# mount root_domain#root /var/new_root
# mkdir /etc/fdmns/orig_root
# ln -s /dev/disk/dsk3a /etc/fdmns/orig_root
# mount orig_root#root /var/orig_root

e. 古いルート・ドメインからファイルをダンプし，新しいルート・
ドメインにリストアします。

# vdump -0f - /var/orig_root | vrestore -xf \
-D /var/new_root

8. システム情報を新しいルート・ボリュームを指すようにアップデートし
ます。この例では，ルート・ドメインとスワップ・パーティションは
dsk3から dsk6に移されています。他に変更はありません。

/etc/fdmnsディレクトリを，新しいルート・ドメインを認識するよ
うにアップデートします。 ここでは，dsk6aが新しいルート・ドメイ
ンを含むボリュームであり，dsk3a が元のルート・ドメインを含むボ
リュームです。

# cd /var/new_root/etc/fdmns/root_domain
# ln -s /dev/disk/dsk6a dsk6a
# rm dsk3a

9. システムを停止し，省略時のブート・デバイスを変更します。

# halt
. . .
>>> set bootdef_dev dkb300

10. 新しいルート・ドメインをブートします。

>>> boot

6.4.10 メモリ・マッピング，ダイレクト I/O，およびデータ・ロギン
グの互換性の問題

mountコマンドに -o adlオプションを指定して実行し一時的アトミック書
き込みデータ・ロギングを有効にした場合を除き，メモリ・マッピング，ア
トミック書き込みデータ・ロギング，およびダイレクト I/Oは相互に排他的
です。ファイルがこれらのモードのいずれかでオープンされている場合，同
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じファイルを競合するモードでオープンしようとすると失敗します。詳細に
ついては， 5.5 節， 5.6 節，および mmap(2)を参照してください。

メモリ・マッピング・モードのファイルは，smoothsyncでフラッシュされ
ますが，smoothsync_ageによりフラッシュしない場合もあります。 これ
は，ファイルがマッピング解除された後で一時的にメモリ・マッピング・
モードにとどまることがあることを意味します。詳細については，『システ
ムの構成とチューニング』を参照してください。

6.4.11 古いデータへのアクセスの禁止

ディスク上の古くなったデータは削除しない限り，クラッシュの後，また
は salvage コマンドを実行した後に復旧することができます。 これら
のデータがアクセスされないようにするには，chfsets コマンドを -o

objectsafetyオプションを指定して実行します。 オブジェクト・セーフ
ティを選択すると，アプリケーションは古いデータにアクセスできなくなり
ますが，データが完全に破壊されるわけではありません。

オブジェクト・セーフティ・オプションを有効にすると，そのファイルセッ
トに属するディスク上のページがゼロで充填され，ファイルによって使用さ
れる前にディスクに強制的に書き込まれます。これにより，そのファイルの
書き込み中にシステムがクラッシュしても，古いデータが見えてしまうこと
はなくなります。オブジェクト・セーフティを有効にする直前にストレージ
を割り当てられたファイルでは，その割り当てに関連するバッファがディス
クに書き込みされると，オブジェクト・セーフティが起動します。

たとえば，xyz_domain のファイルセット xyz3のオブジェクト・セーフ
ティを有効にするには，次のコマンドを入力します。

# chfsets -o objectsafety xyz_domain xyz3

オブジェクト・セーフティを使用すると，ページを 2度ディスクに書き込ま
なければならないため性能は低下します。

6.4.12 無効または破損したセーブセット・フォーマット

ディスクに書き込まれたセーブセットのリストア時に，フォーマットが無効
であるか，または壊れていることを示すメッセージが表示された場合には，
そのセーブセットがパーティション aまたはパーティション cにバックアッ
プされていないかを確認してください。これらのパーティションにはブロッ
ク 0が含まれています。ブロック 0はディスク・ラベル・ブロックであり，
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不慮の書き込みから保護されています。そこで，これらのパーティションに
セーブセットをバックアップしようとしても，適切に保存されません。

ディスクのブロック 0から始まるパーティションにセーブセットを正しくダ
ンプするには，あらかじめディスク・ラベルをクリアする必要があります。
ディスク・ラベルをクリアしないで vdumpコマンドを実行した場合でも，コ
マンド出力では有効なセーブセットが含まれているように見えます。ところ
が，vrestoreコマンドを実行すると，セーブセットに含まれるディスク・
ラベルをセーブセットとして解釈したときに，エラーが返されます。ディス
ク・パーティションへのダンプについては， 4.3.7 項を参照してください。

6.4.13 性能低下の対策

ディスクの性能は，それへの I/O要求に依存します。 1つのボリュームに高
負荷のアクセスが集中するようにドメインが構築されている場合，システ
ムの性能が低下します。 マルチボリューム・ドメインがある場合，さまざ
まな方法で負荷のバランスを改善し，スループットを向上させることがで
きます。詳細については，『システムの構成とチューニング』，および第
5 章を参照してください。

性能を低下させている原因を見つけるには，まずシステムの動作をチェック
します。性能を改善する方法は，数多くあります。

• ドメインのアップグレード ( 2.3.3.4 項を参照)

• ディスク・アクセスの互換性の問題の回避 ( 5.6 節を参照)

• ドメインの断片化解消 ( 5.9 節を参照)

• 他のボリュームへのファイルセットの移動 ( 5.14 節を参照)

AdvFS Utilitiesを使用できる場合には，以下の作業を行うこともできます。

• リソース割り当ての変更。ドメインのサイズを増やすか，遅いボリュー
ムを速いボリュームに交換します。

• vfast ユーティリティの実行 ( 5.8 節を参照)

• マルチボリューム・ドメインのバランシング ( 5.11 節を参照)

• ファイル単位でのストライプ化 ( 5.13 節を参照)

• ファイル単位での移動 ( 5.12 節を参照)
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6.4.14 rmvolまたは migrateコマンドを起動できない

rmvolコマンド ( 2.3.5 項)を使用してボリュームの削除を実行し，そのコマ
ンドが異常終了すると，まれにボリュームがアクセスできない状態になり，
書き込みができなることがあります。これらのボリュームには，showfdmn

コマンドの出力結果に，“data unavailable”というマークがつきます。こ
の場合，chvolコマンドに -Aオプションを指定して実行し，ボリュームを
再度アクティブ化します。
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A
SysMan Menu によるファイル・システ

ム情報へのアクセス

SysMan Menuのすべての機能を使用するためには root特権が必要です。
SysMan Menuは次の方法でオープンできます。

• コマンド行で次のコマンドを実行します。

# /usr/sbin/sysman

• システムで CDEが起動されている場合は，CDE のフロント・パネル
から起動できます。

1. フロント・パネルから「アプリケーション・マネージャ」を選択
します。

2. 「システム管理」アイコンを選択します。

3. 「SysMan Menu」アイコンを選択します。

システム管理の作業リストから AdvFSのタスクにアクセスするには，次に示
すアイコンをダブルクリックします。

1. ストレージ

2. ファイルシステム管理ユーティリティ

3. Advanced File System (AdvFS)ユーティリティ

4. 実行したいタスク

詳細については，sysman(8)を参照してください。
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B
AdvFS コマンド

ここでは，AdvFSコマンドについて要約します。個々のコマンドの詳細につ
いては，リファレンス・ページを参照してください。

B.1 AdvFS ベース・システム・コマンド

次の表では，AdvFS の基本的なコマンドを示します。 これらのコマンドは
Tru64 UINXのライセンスに含まれており，レイヤード・ソフトウェアのラ
イセンスは必要ありません。 Tru64 UINXシステムにリファレンス・ページ
のサブセットをインストールしてある場合は，manコマンドを使用して，各
コマンドのリファレンス・ページにアクセスすることができます。

表 B–1: AdvFS 構成コマンド

コマンド名 説明

chfile ファイルの属性を変更します。

chvol ボリュームの属性を変更します。

defragment ドメインのファイルを，より連続的に作成します。

mkfdmn ドメインを作成します。

mkfset ドメイン内にファイルセットを作成します。

renamefset 既存のファイルセットの名前を書き換えます。

rmfdmn ドメインを削除します。

rmfset ドメインからファイルセットを削除します。

/sbin/ad-
vfs/switchlog

AdvFS ログ・ファイルをドメイン内の別の
ボリュームに移動します。
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表 B–2: AdvFS 情報表示コマンド

コマンド名 説明

advfsstat ファイル・システムの統計値を表示します。

ncheck ファイル・システム内の各ファイルのタグと
絶対パス名を表示します。

showfdmn ドメインの属性を表示します。

showfile ファイルの属性を表示します。

showfsets ドメイン内のファイルセット属性を表示します。

/sbin/advfs/vdf ファイルセットまたはドメインの使用済みディス
ク容量と空きディスク容量を表示します。

表 B–3: AdvFS バックアップ・コマンド

コマンド名 説明

rvdump 全体および追加型ファイルセット・バックアッ
プをリモートで実行します。

rvrestore バックアップ・メディアからファイルをリ
モートでリストアします。

vdump 全体および追加型ファイルセット・バック
アップを実行します。

vrestore バックアップ・メディアからファイルをリストアします。

表 B–4: AdvFS チェックおよび修復コマンド

コマンド名 説明

/sbin/advfs/advscan ディスク上のAdvFSパーティションを検索します。

/sbin/advfs/fixfdmn ディスク上のメタデータの損傷を修復します。

/sbin/advfs/mountlist マウントされている AdvFS ファイルセッ
トをチェックします。

/sbin/advfs/salvage 損傷のある AdvFS ドメインからファイル・
データを取り込みます。

/sbin/advfs/tag2name タグ番号に対応するファイルのパス名を出力します。

/sbin/advfs/verify ファイル・システムの一貫性のチェック
および修復を行います。
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表 B–5: AdvFS クォータ・コマンド

コマンド名 説明

chfsets ファイルおよびブロックのクォータの変更と，オブ
ジェクト・セーフティ，フラグ処理，およびデータ
管理 API のオン/オフの切り替えを行います。

edquota ユーザおよびグループ・クォータを編集します。

quot ファイルセットの所有権を要約します。

quota ユーザまたはグループ別にディスク使用状
況と限界値を表示します。

quotacheck ファイル・システム・クォータの矛盾を
チェックします。

quotaoff クォータの適用を無効にします。

quotaon クォータの適用を有効にします。

repquota ファイル・システムのクォータを要約します。

表 B–6: AdvFS ディスク構造コマンド

コマンド名 説明

/sbin/advfs/nvbmtpg フォーマットされたビットファイル・メタデータ・
テーブル (BMT) のページを表示します。

/sbin/advfs/nvfragpg フラグ・ファイル情報を表示します。

/sbin/advfs/nvlogpg フォーマットされたログのページを表示します。

/sbin/advfs/nvtagpg フォーマットされたタグ・ディレクトリ
のページを表示します。

/sbin/advfs/savemeta ドメインのメタデータを取得します。

/sbin/advfs/shblk フォーマットされていないディスク・ブ
ロックを表示します。

/sbin/advfs/shfragbf フラグ・ファイル情報を表示します。

/sbin/advfs/vfilepg マウントされていないドメインのファイ
ルの内容を表示します。

/sbin/advfs/vsbmpg ストレージ・ビットマップのページを表示します。
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B.2 AdvFS Utilities のコマンド

以下の表では，AdvFS Utilitiesのコマンドについて説明します。これらのコ
マンドは，オプションの AdvFS Utilitiesのライセンスを必要とします。
AdvFS Utilitiesのリファレンス・ページ・サブセットをインストールして
ある場合は，manコマンドを使用して，これらの各コマンドのリファレン
ス・ページにアクセスできます。

表 B–7: AdvFS Utilities コマンド

コマンド名 説明

addvol 既存のドメインにボリュームを追加します。

advfsd AdvFS GUIエージェント (デーモン)を起動します。

balance ボリューム間で使用スペース率を平均化します。

clonefset ファイルセットの読み取り専用コピーを作成します。

dmapi データ管理アプリケーション・プログラミング・イ
ンタフェース (DMAPI) にアクセスします。

dtadvfs AdvFS GUI を起動します。

lsmsa LSMSA (Logical Storage Manager Storage
Administrator) を起動します。

migrate ファイルをドメイン内の別のボリュームに移動します。

mktrashcan ディレクトリを，削除されたファイルを格納する
ゴミ箱ディレクトリに接続します。

rmtrashcan ゴミ箱ディレクトリから指定ディレクト
リを切り離します。

rmvol 既存のドメインからボリュームを削除します。

shtrashcan 特定のディレクトリに接続されるゴミ箱ディレク
トリがあれば，それを表示します。

stripe ファイルのストレージ割り当てを，ドメイン内の
2 つ以上のボリューム間で分散します。

vfast ファイルの断片化を減らし，ボリューム間で空き
領域と I/O 負荷のバランスをとります。
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B.3 AdvFS コマンドと UFSコマンドの比較

次の表に，AdvFS コマンドと，同等または類似の UFSファイル・システ
ム・コマンドをリストします。すべての AdvFSコマンドとすべての UFSコ
マンドが 1対 1に対応しているわけではありません。

表 B–8: AdvFS コマンドと UFS コマンドの比較

AdvFS コマンド UFS コマンド

addvol なし。 UFS はボリュームを使用しません。

advfsd なし。 UFS には GUI はありません。

advfsstat iostat か，sys_check や Collect for Tru64 UNIX
などのシステム監視ツールを使用します。 ファ
イル・システム・イベントを監視するには，イ
ベント監視ツールを使用します。

advscan なし。 UFS はボリュームを使用しません。

balance なし。 UFS はボリュームを使用しません。

chfile なし。変更できる属性は，所有権と保護だけです。

chfsets なし。変更できる属性は，所有権と保護だけです。

chvol なし。 UFS はボリュームを使用しません。

clonefset なし。

defragment なし。

dtadvfs, lsmsa なし。 UFS には GUI はありません。

migrate cp および mv を使用します。

mkfdmn, mkfset newfs を使用します。

mktrashcan,
rmtrashcan,
shtrashcan

延期削除機能のある CDEウィンドウ環境を使用します。

mountlist mount を使用します。

ncheck AdvFS と同じです。

fixfdmn, nvbmtpg,
nvfragpg,
nvlogpg, nvtagpg,
savemeta,
shblk, shfragbf,
vfilepg, vsbmpg

なし。 類似の UFS コマンドはありません。
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表 B–8: AdvFSコマンドと UFSコマンドの比較 (続き)

AdvFS コマンド UFS コマンド

quota, edquota,
quot, quotacheck,
quotaoff,
quotaon, repquota

AdvFS と同じです。

renamefset なし。

rmfdmn, rmfset umountを使用してファイル・システムをアンマウント
し，/etc/fstabファイルからエントリを削除します。

rmvol なし。 UFS はボリュームを使用しません。

vdump, rvdump,
vrestore,
rvrestore

dump，rdump，restore，および rrestore を使用
します。 AdvFS コマンドを使用できます。

salvage なし。

showfdmn なし。

showfile file および ls -l を使用します。

stripe なし。

switchlog なし。

tag2name なし。

vdf df および du を使用します。

verify fsck および bcheckrc を使用します。
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C
ファイル・システムの変換

この付録には，/usrファイル・システム，ルート・ファイル・システム，
およびデータ・ファイル・システムを AdvFSに変換するために使用できる
手順を記載しています。 また，システム全体を AdvFSから UFSに変換す
る方法についても扱っています。

この付録で説明している変換方法は，変換プロセスを説明するためのガイド
ラインです。 具体的なファイル名，テープ・ドライブ，およびディスク・
パーティションはシステムごとに異なります。

vdumpおよび vrestoreのファイル・フォーマットは，オペレーティング・
システム・ソフトウェアの Version 4.0と Version 5の間で互換性がありま
す。システムを Version 5にアップグレードし，ドメインを再作成し，バッ
クアップからデータをリストアすると (第 4 章を参照)，AdvFS ファイル・
セットおよびドメインは新しい構造を持つことになります ( 2.3.3項を参照)。

C.1 /usrファイル・システムの AdvFSへの変換

AdvFSの初期インストール時に，/usr ファイル・システムに AdvFSを使用
できます。 UFSのファイル・システム /usrを AdvFSに変換すると，障害
時のシステム停止時間を短縮することができます。 /usrを AdvFSにイン
ストールしていない場合は，バックアップ・テープ，中間ファイル，別の
ディスクのいずれかを使用して実行できます。

C.1.1 バックアップ・テープの使用

既存のファイル・システムをテープにバックアップした後 AdvFS環境にリス
トアすることにより，/usr (UFS)ファイル・システムを同等な AdvFSファ
イル・システムに変換できます。

この処理には次のものが必要になります。

• root ユーザ特権

• バックアップ・デバイスおよびメディア
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• 変換されたファイル・システムの 5%増しのディスク・スペース

• システムにインストールされた AdvFS

次のようなシステム構成を想定します。

• 既存の UFS 構成

ファイル・システム /usr

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk3g

• 新しい AdvFS 構成

ファイル・システム /usr

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk3g

ドメイン usr_domain

ファイルセット usr

次のような手順で，ファイル・システムを変換します。

1. /usrファイル・システムを含むシステムに rootとしてログインします。

2. AdvFS vdumpコマンドを使用して，/usrファイル・システムを省略時
のテープ・ドライブである /dev/tape/tape0にバックアップします。

# mt rewind
# cd /usr
# vdump -0 .

3. 次の手順で /etc/fstabファイルを編集します。

a. /usrを UFSファイル・システムとしてマウントする次のようなエ
ントリを検索します。

/dev/disk/dsk3g /usr ufs rw 1 2

b. 上記の行を，/usrを AdvFSファイル・システムとしてマウントす
る次のようなエントリに置換します。

usr_domain#usr /usr advfs rw 1 0

4. 次のコマンドを入力することにより，システムをシャットダウンします。

# shutdown -h now

5. システムをシングルユーザ・モードにリブートします。シングルユー
ザ・モードへのブート方法については，『システム管理ガイド』を
参照してください。

C–2 ファイル・システムの変換



6. Iシングルユーザ・モードで，ルート・ファイル・システムを rwとし
てマウントし，usr_domainドメインを作成し，さらに usrファイル
セットを作成します。 mkfdmn コマンドに -F オプションを指定して
パーティション・ラベルを UFSから AdvFSに強制的に変更し，警告
メッセージを回避します。

# mount -u /
# mkfdmn -F /dev/disk/dsk3g usr_domain
# mkfset usr_domain usr

7. 次のコマンドを入することにより，usrファイルセットを /usrディレ
クトリにマウントします。

# mount -t advfs usr_domain#usr /usr

8. /usrファイル・システムをテープから usrファイルセットにリスト
アします。

# vrestore -x -D /usr

9. システムをマルチユーザ・モードにブートします。 システム・プロン
プトが戻った時点で，変換された /usr ファイル・システムが使用
できる状態になります。

C.1.2 中間ファイルの使用

既存のファイル・システムをファイルにバックアップした後 AdvFS環境にリ
ストアすることにより，/usr (UFS)ファイル・システムを同等な AdvFS
ファイル・システムに変換できます。

この処理には次のものが必要になります。

• root ユーザ特権

• 中間ファイルのためのディスク・スペース (中間ファイルを含むファ
イル・システムは，同一ディスク，異なるディスクのどちらでも構
いません。)

• 変換されたファイル・システムの 5%増しのディスク・スペース

• システムにインストールされた AdvFS

次のようなシステム構成を想定します。

• 既存の UFS 構成

ファイル・システム /usr
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ディスク・パーティション /dev/disk/dsk3g

中間ファイル /tmp/usr_bck

• 新しい AdvFS 構成

ファイル・システム /usr

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk3g

ドメイン usr_domain

ファイルセット usr

次のような手順で，/usr ファイル・システムを変換します。

1. /usrファイル・システムを含むシステムに rootとしてログインします。

2. AdvFS vdumpコマンドを使用して，/usr ファイル・システムを中間
ファイルである /tmp/usr_bckにバックアップします。

# cd /usr
# vdump -0f /tmp/usr_bck /usr

3. 次の手順で /etc/fstabファイルを編集します。

a. /usrを UFSファイル・システムとしてマウントする次のようなエ
ントリを検索します。

/dev/disk/dsk3g /usr ufs rw 1 2

b. 上記の行を，/usrを AdvFSファイル・システムとしてマウントす
る次のようなエントリに置換します。

usr_domain#usr /usr advfs rw 1 0

4. 次のコマンドを入力することにより，システムをシャットダウンします。

# shutdown -h now

5. システムをシングルユーザ・モードにリブートします。シングルユー
ザ・モードへのリブートについては，『システム管理ガイド』を参照
してください。

6. シングルユーザ・モードで，ルート・ファイル・システムを rw とし
てマウントし，usr_domainドメインを作成し，さらに usrファイル
セットを作成します。 mkfdmn コマンドに -F オプションを指定して
パーティション・ラベルを UFSから AdvFSに強制的に変更し，警告
メッセージを回避します。

C–4 ファイル・システムの変換



# mount -u /
# mkfdmn -F /dev/disk/dsk3g usr_domain
# mkfset usr_domain usr

7. 次のコマンドを入力することにより，usrファイルセットを /usrディ
レクトリにマウントします。

# mount -t advfs usr_domain#usr /usr

8. /usr ファイル・システムを中間ファイルから usr ファイルセット
にリストアします。

# vrestore -xf /tmp/usr_bck -D /usr

9. システムをマルチユーザ・モードにブートします。 システム・プロン
プトが戻った時点で，変換された /usr ファイル・システムが利用
できるようになります。

C.1.3 別のディスクの使用

あるディスク上の /usr (UFS)ファイル・システム変換して，同等な /usr

(AdvFS)ファイル・システムとして異なるターゲット・ディスク上に配置す
ることができます。

この処理には次のものが必要になります。

• root ユーザ特権

• 変換されたファイル・システムの 5%増しのディスク・スペースを持
つ別のディスク

• システムにインストールされた AdvFS

次のようなシステム構成を想定します。

• 既存の UFS 構成

ファイル・システム /usr

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk3g

• 新しい AdvFS 構成

ファイル・システム /usr

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk2c

マウント・ディレクトリ /usr.advfs

ドメイン usr_domain
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ファイルセット usr

次のような手順で，/usr ファイル・システムを変換します。

1. /usrファイル・システムを含むシステムに rootとしてログインします。

2. ドメインとファイルセットを作成します。

# mkfdmn /dev/disk/dsk2c usr_domain
# mkfset usr_domain usr

3. マウント・ポイント・ディレクトリを作成し，ディレクトリに新しい
ファイルセットをマウントします。

# mkdir /usr.advfs
# mount -t advfs usr_domain#usr /usr.advfs

4. /usrディレクトリに移動します。

# cd /usr

5. システム上で他のユーザが作業していないことを確認して (システムを
シングルユーザ・モードにすると確実です)，UFSファイル・システム
の内容を AdvFSファイル・システムにコピーします。

# vdump -0f - -D . | vrestore -xf - -D /usr.advfs

6. 次の手順で /etc/fstabファイルを編集します。

a. /usrを UFSファイル・システムとしてマウントするために，次の
ようなエントリを検索します。

/dev/disk/dsk3g /usr ufs rw 1 2

b. 上記の行を，/usrを AdvFSファイル・システムとしてマウントす
るための次のようなエントリと置換します。

usr_domain#usr /usr advfs rw 1 0

7. 次のコマンドを実行してテンポラリ・ディレクトリを削除します。

# umount /usr.advfs
# rmdir /usr.advfs

8. システムをシャットダウンおよびリブートします。 システム・プロン
プトが戻った時点で，変換された /usr ファイル・システムが使用
できるようになります。
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C.2 ルート・ファイル・システムの AdvFSへの変換

ルート・ファイル・システムを AdvFS に変換することにより，システム
を AdvFS ドメインからブートしてルート (/) ファイル・システムとして
AdvFSを使用することができるようになります。 AdvFSルート・ドメイン
は，単一ディスクに置かれていなければなりません。 オペレーティング・
システムの初期インストレーション時に，AdvFS ファイル・システム上に
ルートをインストールすることができます。 それ以外の方法としては，次
のような方法があります。

______________________ 注意 _____________________

対象となる AdvFSのルート・ドメインは，ボリュームを 1つだけ
含むことができ，また変換されたルート・ファイル・システムを
格納するのに十分なサイズでなければなりません。

この処理には，rootユーザ特権，別のブート可能ディスク (パーティション
a または c を使用)，システムにインストールされた AdvFSファイル・シ
ステムが必要です。

次のようなシステム構成を想定します。

• 既存の UFS 構成

ファイル・システム root

マウント・ディレクトリ /newroot

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk1a

• 新しい AdvFS 構成

ファイル・システム root

マウント・ディレクトリ /newroot

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk2a

ドメイン root_domain

ファイルセット root
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次のような手順で，ルート・ファイル・システムを変換します。 この例で
は disk_nameというディスクを対象とします。

1. ルート・ファイル・システムを含むシステムに rootとしてログインし
ます。

2. ドメインとファイルセットを作成します。

# mkfdmn -r /dev/disk/dsk2a root_domain
# mkfset root_domain root

3. 次のコマンドを入力することにより，マウント・ポイント・ディレクト
リを作成し，ディレクトリに新しいファイルセットをマウントします。

# mkdir /newroot
# mount -t advfs root_domain#root /newroot

4. システム上で他に処理が行われていないことを確認し (システムをシン
グルユーザ・モードにすると確実です)，UFSルート・ファイル・シス
テムをルート・ファイルセットにリストアします。

# vdump 0f - / | (cd /newroot; vrestore -xf -)

5. 次のコマンドを使用して，ルート・ドメインを伴うディスクをブート可
能なディスクにします。

# disklabel -r /dev/rdisk/dsk2a > /tmp/dsk2label
# disklabel -t advfs -r -R /dev/rdisk/dsk2a \
/tmp/dsk2label disk_name

6. AdvFSルート・ファイルセット内の /etc/fstab ファイルを編集し
て，新しいルート・エントリを示すようにします。

a. /newroot/etc/fstabファイルで，UFSファイル・システムとし
てルートをマウントしている次のようなエントリを検索します。

/dev/disk/dsk1a / ufs rw 1 1

b. 上記の行を，AdvFS ファイル・システムとしてルートをマウントす
る次のようなエントリと置換します。

root_domain#root / advfs rw 1 0

7. 編集が完了したら，次のコマンドを入力することにより，システムを
シャットダウンします。

# shutdown -h now

8. 省略時のブート・デバイスである BOOTDEF_DEVを再設定して，新し
いルート・ドメインを伴うディスクに変更します。 この手順は，使用
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しているハードウェアによって異なります。ハードウェア・マニュア
ルを参照してください。

9. システムをリブートして，AdvFSルート・ファイル・システムを使
用できるようにします。

T変換されたルート・ファイル・システムを使用するための準備がこれ
で整いました。

AdvFSルート・ドメインは 1つのディスクに制限されていますので，addvol

コマンドを使用してルート・ドメインを拡張することはできません。

C.3 ファイル・システムの AdvFS への変換

ファイル・システムを AdvFSに変換することにより，リブート時間を短縮す
ることができます。また，システム要求条件の変更に合わせてファイル・シ
ステム構成を簡単に修正することができます。

ファイル・システムを UFSから AdvFSに変換するには，バックアップ・
テープ，中間ファイル，別のディスク，別のシステムのいずれかが必要です。

C.3.1 バックアップ・テープの使用

既存のファイル・システムを vdumpコマンドでテープにバックアップし，
vrestoreコマンドで AdvFS 環境にリストアすることにより，UFSファ
イル・システムを同等な AdvFS ファイル・システムに変換することがで
きます。

この処理には次のものが必要になります。

• root ユーザ特権

• バックアップ・デバイスおよびメディア

• 変換されたファイル・システムの 5%増しのディスク・スペース

• システムにインストールされた AdvFS

次のようなシステム構成を想定します。

• 既存の UFS 構成

ファイル・システム /staff2

マウント・ディレクトリ /staff2

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk2c
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• 新しい AdvFS 構成

ファイル・システム /staff2

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk2c

ドメイン staff_domain

ファイルセット staff2

次のような手順で，/staff2 ファイル・システムを変換します。

1. /staff2ファイル・システムを含むシステムに rootとしてログインし
ます。

2. AdvFS vdump コマンドを使用して，/staff2ファイル・システムを
省略時のテープ・ドライブである /dev/tape/tape0にバックアッ
プします。

# mt rewind
# mount /staff2
# vdump -0f /dev/tape/tape0 /staff2
# umount /staff2

3. staff_domain ドメインと staff2 ファイルセットを作成します。
mkfdmnコマンドに -Fを使用してパーティション・ラベルを UFSから
AdvFSに強制的に変更し，警告メッセージを回避します。

# mkfdmn -F /dev/disk/dsk2c staff_domain
# mkfset staff_domain staff2

4. 新しいファイルセットをディレクトリにマウントします。

# mount -t advfs staff_domain#staff2 /staff2

5. 次のコマンドを入力することにより，/staff2 ファイル・システムを
テープから staff2ファイルセットにリストアします。

# vrestore -xvf /dev/tape/tape0 -D /staff2

6. 次の手順で /etc/fstabファイルを編集します。

a. /staff2を UFSファイル・システムとしてマウントするためのエ
ントリを検索します。

/dev/disk/dsk2c /staff2 ufs rw 1 2

b. 上記の行を，/staff2を AdvFSファイル・システムとしてマウン
トするための次のようなエントリと置換します。

staff_domain#staff2 /staff2 advfs rw 1 0
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変換された /staff2ファイル・システムを使用するための準備がこれで整
いました。

C.3.2 中間ファイルの使用

既存のファイル・システムをファイルにバックアップした後 AdvFS環境に
リストアすることにより，UFSファイル・システムを同等な AdvFSファ
イル・システムに変換できます。

この処理には次のものが必要になります。

• root ユーザ特権

• 中間ファイルのためのディスク・スペース (中間ファイルを含むファ
イル・システムは，同一ディスク，異なるディスクのどちらでも構
いません。)

• 変換されたファイル・システムの 5%増しのディスク・スペース

• システムにインストールされた AdvFS

次のようなシステム構成を想定します。

• 既存の UFS 構成

ファイル・システム /staff2

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk3g

中間ファイル /tmp/staff_bck

• 新しい AdvFS 構成

ファイル・システム /staff2

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk3g

ドメイン staff_domain

ファイルセット staff2

次のような手順で /staff2ファイル・システムを変換します。

1. /usrファイル・システムを含むシステムに rootとしてログインします。

2. AdvFS vdumpコマンドを使用して，/staff2ファイル・システムを中
間ファイルである /tmp/staff_bckにバックアップします。

# vdump -0f /tmp/staff_bck /staff2
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3. staff_domain ドメインと staff2 ファイルセットを作成します。
mkfdmnコマンドに -Fオプションを指定してパーティション・ラベルを
UFSから AdvFSに強制的に変更し，警告メッセージを回避します。

# mkfdmn -F /dev/disk/dsk3g staff_domain
# mkfset staff2

4. 次の手順で /etc/fstabファイルを編集します。

a. /staff2を UFSファイル・システムとしてマウントするための次
のようなエントリを検索します。

/dev/disk/dsk3g /staff2 ufs rw 1 2

b. 上記の行を，/staff2を AdvFSファイル・システムとしてマウン
トするための次のようなエントリに置換します。

/staff_domain#staff2 /staff2 advfs rw 1 0

5. 次のようなコマンドを入力して，staff2 ファイルセットを /staff2

ディレクトリにマウントします。

# mount -t advfs staff_domain#staff2 /staff2

6. 中間ファイルから staff2ファイルセットへ /staff2ファイル・シス
テムをリストアします。

# vrestore -xf /tmp/staff_bck -D /staff2

これで，変換された /staff2 ファイル・システムが使用できる状態にな
ります。

C.3.3 別のディスクの使用

あるディスク上の UFS ファイル・システムを変換して，同等な AdvFS
ファイル・システムとして異なるターゲット・ディスク上に配置するこ
とができます。

この処理には次のものが必要になります。

• root ユーザ特権

• 変換されたファイル・システムの 5% 増しのディスク・スペースを
持つ別のディスク system

• システムにインストールされた AdvFS

次のようなシステム構成を想定します。
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• 既存の UFS 構成

ファイル・システム /staff2

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk3g

• 新しい AdvFS 構成

ファイル・システム /staff2

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk2c

マウント・ディレクトリ /staff2

ドメイン staff_domain

ファイルセット staff2

次のような手順で，/staff2 ファイル・システムを変換します。

1. /staff2ファイル・システムを含むシステムに rootとしてログインし
ます。

2. ドメイン staff_domainおよびファイルセット staff2を作成します。

# mkfdmn /dev/disk/dsk2c staff_domain
# mkfset staff_domain staff2

3. マウント・ポイント・ディレクトリを作成し，そのディレクトリに新し
いファイルセットをマウントします。

# mkdir /new_staff2
# mount -t advfs staff_domain#staff2 /new_staff2

4. システム上で他の作業が行われていないことを確認し，UFSファイル・
システムの内容を AdvFSファイル・システムにコピーします。

# vdump -0f - -D /staff2 | vrestore -xf - -D /new_staff2

5. 次の手順で /etc/fstabファイルを編集します。

a. /staff2を UFSファイル・システムとしてマウントするための次
のようなエントリを検索します。

/dev/disk/dsk3g /staff2 ufs rw 1 2

b. 上記の行を，/staff2を AdvFSファイル・システムとしてマウン
トするための次のようなエントリと置換します。

staff_domain#staff2 /staff2 advfs rw 1 0

6. /new_staff2 をアンマウントします。
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# umount /new_staff2

7. /staff2 をアンマウントします。

# umount /staff2

8. 古いディレクトリを削除します。

# rmdir /staff2

9. 新しいファイルセットをマウントします。

# mount /staff2

C.3.4 別のシステムの使用

既存のファイル・システムを新しいファイル・システムに移動し，さらにそ
のファイル・システムを AdvFSに変換することができます。

この処理には次のものが必要になります。

• 2つのシステムと tar ユーティリティなどのファイル転送のための
機能 (tar(1) を参照)

• ターゲット・システムの rootユーザ特権

• 変換されたファイル・システムの 5%増しのディスク・スペース

• ターゲット・システムにインストールされた AdvFS

次のようなシステム構成を想定します。

• 既存の UFS 構成

ファイル・システム /staff4

• 新しい AdvFS 構成

ファイル・システム /staff4

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk2c

マウント・ディレクトリ /staff4

ドメイン staff_domain

ファイルセット staff4

次のような手順で，staff4 ファイル・システムを変換します。

1. /staff4ファイル・システムを含むシステムにログインし，次のコマン
ドを使用してファイル・システムのバックアップを取ります。
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# tar c /staff4

2. ターゲット・システムの rootとしてログインします。

3. staff_domainドメインと staff4ファイルセットを作成します。

# mkfdmn /dev/disk/dsk2c staff_domain
# mkfset staff_domain staff4

4. マウント・ポイント・ディレクトリを作成し，そのディレクトリに新し
いファイルセットをマウントします。

# mkdir /staff4
# mount -t advfs staff_domain#staff4 /staff4

5. 省略時テープ・ドライブ /dev/rmt0hから /staff4ファイル・シス
テムをリストアします。

# mt rewind
# tar x /staff4

6. /etc/fstabファイルを編集します。 /staff4を UFSファイル・シス
テムとしてマウントするための次のような行を追加します。

staff_domain#staff4 /staff4 advfs rw 1 0

これで，staff_domainドメインに，使用可能状態の staff4 ファイル
セットが含まれることになります。

C.4 AdvFS から UFS への変換

ファイル・システム全体を AdvFSから UFSへの変換する場合は，2 段階
のステップを踏むことになります。最初に，AdvFSルート・ファイル・
システムを UFSに変換します。次に，各 AdvFS ファイルセットを UFS
ファイル・システムに変換します。

C.4.1 ルート・ファイル・システムの UFSへの変換

ルート・ファイル・システムの変換を行う場合，AdvFSルート・ファイ
ルセットがマウントされている状態で UFS ディスクをマウントしなけれ
ばなりません。

この処理には次のものが必要になります。

• root ユーザ特権

• 別のブート可能ディスク (パーティション aを使わなければならない)
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次のようなシステム構成を想定します。

• 既存の AdvFS 構成

ファイル・システム root

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk1a

ドメイン root_domain

ファイルセット root

• 新しい UFS 構成

ファイル・システム root

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk2a

ファイル・システムの変換は，次のような手順に従って行います。

1. root としてログインします。

2. UFSファイル・システムを作成します (ここで disk_nameと呼ぶデバ
イスに作成)。

# newfs /dev/disk/dsk2a disk_name

3. マウント・ポイント・ディレクトリを作成し，UFSファイル・シス
テムをマウントします。

# mkdir /newroot
# mount -t ufs /dev/disk/dsk2a /newroot

4. AdvFSルート・ファイル・システムを /dev/disk/dsk2a UFSファイ
ル・システムにリストアします。

# vdump -0f - / | (cd /newroot; vrestore -xf -)

5. UFSファイル・システムを含むディスクをブート可能なディスクにし
ます。

# disklabel -r /dev/rdisk/dsk2a > /tmp/dsk21abel
# disklabel -t ufs -r -R /dev/rdisk/dsk2a \
/tmp/dsk2label <disk>

6. UFSファイル・システムの /etc/fstabファイルを編集して，新しい
ルート・エントリを参照するようにします。

a. /newroot/etc/fstabを検索して，AdvFSファイル・システムの
ルートとしてマウントするための次のようなエントリを探します。

root_domain#root / advfs rw 1 0
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b. 上記のエントリを，ルートを UFSファイル・システムとしてマウ
ントするための次のようなエントリと置換します。

/dev/disk/dsk2a / ufs rw 1 1

7. 次のコマンドを入力して，システムをシャットダウンします。

# shutdown -h now

8. ブート省略時デバイス，BOOTDEF_DEVを新しいルート・ディスクに再
設定します (特定の情報については，ハードウェア・マニュアルを参
照してください)。

9. システムをリブートして，UFSルート・ファイル・システムを使用
可能にします。

C.4.2 ファイルセットの UFS への変換

ルート・ファイル・システムを UFSに変換したら，ファイルセットを USF
に変換することができます。

この処理には次のものが必要になります。

• root ユーザ特権

• バックアップのためのテープあるいはディスク

次のようなシステム構成を想定します。

• 既存の AdvFS 構成

マウント・ディレクトリ /staff2

ドメイン staff_domain

ファイルセット staff2

• 新しい UFS 構成

マウント・ディレクトリ /staff2

ディスク・パーティション /dev/disk/dsk2c

次の例では，AdvFSドメインに 1つのボリューム，1 つのファイルセッ
トが含まれるものとします。 AdvFS ドメインに複数のファイルセットが
含まれる場合には，ファイルセットごとに別々の UFSファイル・システ
ムを作成しなければなりません。
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______________________ 注意 _____________________

変換を開始する前に，必ずすべての AdvFSファイルセットのフ
ル・バックアップを取ってください。

1. AdvFSファイルセットのバックアップを取ります。

# vdump -0f /dev/tape/tape0 /staff2

2. ファイルセットをアンマウントします。

# umount /staff2

3. ファイルセットを削除します。

# rmfset staff_domain staff2

4. ドメインを削除します。

# rmfdmn staff_domain

5. 指定されたディスク・タイプの UFSファイル・システムを作成します
(ここで <disk>と呼ぶデバイスに作成)。 作成しているパーティション
の現在のラベルが AdvFS の場合，警告メッセージが表示されます。
yesと応答して AdvFS の指定を無視します。

# newfs /dev/disk/dsk2c <disk>

6. 次の手順で /etc/fstabファイルを編集します。

a. /staff2を AdvFSファイルセットとしてマウントするための次の
ようなエントリを検索します。

staff_domain#staff2 /staff2 advfs rw 1 0

b. 上記の行を，/staff2を UFSファイル・システムとしてマウント
するための次のようなエントリと置換します。

/dev/disk/dsk2c /staff2 ufs rw 1 2

7. UFSファイル・システムをマウントします。

# mount -t ufs /dev/disk/dsk2c /staff2

8. vrestoreコマンドを使用して，ファイルをバックアップから UFSファ
イル・システムにロードします。

# vrestore -xvf /dev/tape/tape0 -D /staff2
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ドメインに複数のボリュームが含まれる場合には，ファイルセットに割り
当てられたディスク・スペースが，UFSファイル・システム・ディスク・
パーティションの限界値を超えていないかをチェックしなければなりませ
ん。複数の UFSファイル・システムを作成して，ドメイン内にファイル
セットを保持する必要があるかもしれません。
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D
データ管理アプリケーション・プログラミ

ング・インタフェース (DMAPI)

DMAPIは，CAE (Common Applications Environment)規格の 1つであり，
データ管理アプリケーションと基になるオペレーティング・システムのイン
タフェースとなります。データ管理アプリケーションの 1つには，DMAPI
機能を使ってデータを 3次ストレージとの間で移動したり，ファイル情報を
追跡する，階層型ストレージ・マネージャ (HSM)があります。

DMAPI機能を使用するには，AdvFS Utilitiesのライセンスが必要です。サ
ポートされるデータ管理操作については，dmapi(3)を参照してください。

あるファイルが DMAPI対応かどうかは，showfsetsコマンドを使用して調
べます。ファイルセットを DMAPI対応にするには，chfsetsコマンドを実
行します。 これには，root ユーザの特権が必要です。

DMAPI対応のファイルセットは次のような点で制約されます。

• DMAPI対応のファイルセットは，そのドメインの唯一のファイルセッ
トでなければなりません。 DMAPI対応のファイルセットのあるドメイ
ンでは，そのファイルセットのクローンを作成したり，別のファイル
セットを追加することはできません。

• root，usr，および varとして指定したファイルセットは，DMAPIを使
用できません。また，DMAPI対応のファイルセットは /，/usr，およ
び /var にマウントできません。

• DMAPIは，DVN4 ドメインだけをサポートします。

• DMAPI対応のファイルセットを管理できるのは，1つのアプリケーショ
ンだけです。複数のアプリケーションによる 1つのファイルセットへの
操作は，サポートされていません。

• DMAPI機能を有効にする前に，ファイルセットをアンマウントしてお
く必要があります。
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• DMAPI対応のファイルセットは，DMAPI をサポートしないバージョ
ンの Tru64 UNIXにはマウントできません。 これを行なうと，データ
が破壊される恐れがあります。

• Tru64 UINXでは，既存のファイルセットあるいはインポートしたファ
イルセットが DMAPI対応の場合，他のシステムからのファイルセット
のインポートをサポートしていません。

• DMAPI対応のファイルセットは，vdump コマンドを使用してダンプ
できません。データ管理アプリケーションのベンダが推奨するバック
アップ手法を使用してください。

• DMAPI対応のファイルセットでは，クォータはサポートされません。

• DMAPI対応のファイルセット上の失われたデータは，salvageコマン
ドではリストアできません。 salvageユーティリティは 1次ストレー
ジにしか機能しません。 DMAPI対応のファイルセットに対してこのコ
マンドを実行すると，DMAPIアプリケーションによって非常駐となっ
た，いくつかのデータが失われる可能性があります。 DMAPIアプリ
ケーションのベンダが用意している手順に従ってください。

• defragment, balance, migrate,および /sbin/advfs/verifyなど
のストレージ管理ユーティリティは，DMAPI対応のファイルセット
上でも機能しますが，これらのユーティリティを使用した結果は，
DMAPIを使用しない場合よりも，ストレージ管理の効率が低下する場
合があります。

• 現在の DMAPIの実装では，非同期イベント・ポスティングはいくつか
のまれなケースを除いて信頼のおけるものです。詳細については，CAE
DMAPI標準の Event Typesを参照してください。

• DMAPI対応のファイルセット上ではメモリ・マッピングはサポートさ
れません。

• vfilepgコマンドは，ページがスパースであった場合，異常終了しま
す。 DMAPI によって 3次のストレージに移されたページは，1次ス
トレージ側ではスパースとして見えます。そこで vfilepgコマンド
は DMAPI 対応のファイルセット上では正しく動作しない可能性が
あります。

D–2 データ管理アプリケーション・プログラミング・インタフェース (DMAPI)



新しくドメインとファイルセットを作成し，そのファイルセットで DMAPI
機能を有効にするには，次の手順を行ないます。

1. 新しいドメインとファイルセットを作成します。

2. chfsets に -o dmapi オプションを指定して，DMAPI機能を有効
にします。

3. showfsetsコマンドを使用して，ファイルセットのステータスをチェッ
クします。

たとえば，ファイルセット sales_fsetをドメイン receipt_dmnに作成す
るには次のコマンドを入力します。

# mkfdmn /dev/disk/dsk1c receipt_dmn
# mkfset receipt_dmn sales_fset
# chfsets -o dmapi receipt_dmn sales_fset
# showfsets receipt_dmn

既存のファイルセットで DMAPI 機能を有効にするには，次の手順を実
行します。

1. ドメインに 1つのファイルセットのみが存在するようにします。複数存
在する場合は次の操作を行ないます。

a. vdumpコマンドを使用して，そのファイルセットをダンプします。

b. 新しいドメインとファイルセットを作成します。 新しいドメイン
なので，そのファイルセットには元のファイルセットと同じ名
前をつけることができます。

c. vrestoreコマンドを使用して，ファイルセットを新しいドメイ
ンにリストアします。

2. 必要ならばファイルセットをアンマウントします。

3. chfsetsコマンドを使用して，DMAPI を有効にします。

4. showfsetsコマンドを使用して，ファイルセットのステータスをチェッ
クします。

ファイルセットの DMAPIを無効にするには次の操作を行ないます。

1. ファイルセットをアンマウントします。

2. chfsetsコマンドを -o nodmapiオプションを指定して呼び出します。
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3. showfsetsコマンドを使用して，ファイルセットのステータスをチェッ
クします。

DMAPIを無効にできるのは，データ管理アプリケーションがファイル
セットの修正を始めていない場合だけなので注意してください。データ
が破壊される可能性をなくすために，修正が開始されたら DMAPIを
無効にできません。

そのファイルで，DMAPI管理領域が有効になっているかチェックするに
は，次のように showfile コマンドを入力します。

# showfile /mnt/file1
Id Vol PgSZ Pages XtntType Segs SegSZ I/O Perf File

6.8006 1 16 4 simple ** ** async 100% file1
DMAPI regions present on this file.
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E
グラフィカル・ユーザ・インタフェース

AdvFSファイル・システムは，2つのインタフェースで視覚化することがで
きます。 1つは LSMSA (Logical Storage Manager Storage Administrator)，
もう 1つは AdvFS GUI (AdvFS Graphical User Interface)です。 LSMSAで
は LSMオブジェクトを管理できるほか，LSMおよび AdvFSファイル・シ
ステムの管理機能を実行できます。 AdvFS GUIは AdvFSファイル・システ
ムを視覚的に表現します。 LSMSAと AdvFS GUIは，どちらもライセンス
登録によって使用可能になります。ライセンス登録については，最寄りの弊
社代理店または各支店/営業所にお問い合わせください。

LSMSAは Javaで実装されたアプリケーションであり，ローカル環境とリ
モート (クライアント)環境のどちらでも使用できます。 LSMSAの操作方法
は，『Logical Storage Manager』で詳しく説明しています。

この付録では，AdvFS GUI の使用方法について説明します。 AdvFS GUI
は共通デスクトップ環境 (CDE) 上で動作するよう設計されています。
AdvFS GUIはローカル環境のほか，リモート・システム・マネージャとし
ても使用できます。

クラスタ構成で実行している場合，AdvFS GUI にはローカル・ノードか
らアクセスします。クラスタ全体を管理するのにグラフィカル・インタ
フェースを使用することができますが，AdvFS GUIはクラスタ環境のために
最適化されてはいません。

E.1 AdvFS GUI のインストール

AdvFS GUIをロードするには，Tru64 UNIXオペレーティング・システム
のアップデート時またはインストール時に，AdvFS Utilities サブセット
を選択します。

表 E–1では，AdvFS GUIを構成するサブセットのサブセット・タイトル，
サブセット名 (xxxはサブセットの識別番号)，および内容について説明して
います。表 E–2では，AdvFS Utilitiesのソフトウェア・サブセットをロー
ドおよび実行するために必要なディスク・スペースを示します。
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表 E–1: AdvFS GUI サブセット

サブセット 名前 説明

AdvFS Utilities (OSFADVFSxxx) AdvFS管理のための拡張ユー
ティリティのセット。 使用
に際しては，OS とは別の
ライセンスが必要。

AdvFS Graphical
User Interface
(dtadvfs)

(OSFXADVFSxxx) AdvFS GUI とオンライン・
ヘルプ・ファイル

AdvFS Agent
(advfsd)

(OSFADVFSDAEMONxxx) 従来型の UNIXデーモンで動
作する AdvFSエージェント

AdvFS Japanese
Graphical User
Interface

(OISJPXADVFSxxx) 日本語版 GUI の動作に必
要なローカライゼーショ
ン・ファイル

表 E–2: AdvFS GUIに必要なディスク・スペース

ユーティリティ /(ルート) /var /usr

Utilities サブセット 0 0 300

GUI (dtadvfs) 30 20 7000

Agent (advfsd) 0 50 800

日本語ローカライゼーショ
ン・ファイル

0 1 661

E.2 GUI の構成要素

GUIは，advfsd (エージェント)と dtadvfs (実際のグラフィカル・インタ
フェース)の 2つの部分からなります。 GUIが動作するためには，エージェ
ントが動作している必要があります。

E.2.1 GUI エージェント (advfsd)

AdvFS GUIエージェント (advfsd)は，GUIに代わってコマンドを実行し，
システム情報を取得します。このエージェントが動作していなければ，GUI
は機能しません。このエージェントは，OSFADVFSDAEMONサブセットが
インストールされている場合，ブート時に自動的に起動されます。エージェ
ントはバックグラウンドで動作します。

通常は，advfsd を手動で実行する必要はありません。 エージェントの起
動および停止が必要な場合には，いつでも，コマンド行から実行できます

E–2 グラフィカル・ユーザ・インタフェース



(advfsd(8)を参照)。エージェントを停止して，GUIを使用するときに再起
動することができます。これは，エージェントのためにシステム動作が遅く
なっていると感じるときに便利です。

エージェントを停止するには，次のコマンドを実行します。

# /sbin/init.d/advfsd stop

エージェントを再起動するには，次のコマンドを実行します。

# /sbin/init.d/advfsd start

システム上で同時に実行できるエージェントの数は 1つです。 advfsdを重
複して実行しようとしても失敗します。

このエージェントにより，NetView などの SNMP (Simple Network
Management Protocol)クライアントが AdvFS情報を取得することができま
す。情報の流れは双方向ではなく，SNMP クライアントは advfsdに対して
システム構成コマンドを実行することはできません。

エージェントはシステムからの情報を定期的に取得し，ファイル・システム
とストレージ・デバイスの情報を更新します。 この情報は GUI表示に渡さ
れます。エージェントは，空きスペース警告状況の評価も行います。 エー
ジェントがシステム・ディスクのスキャンを開始する時間間隔は，エージェ
ントの監視間隔で指定されます。エージェントの状態の監視間隔を変更する
方法については， E.3.1 項を参照してください。この間隔の値は，エージェ
ントを再起動しても保存されます。

E.2.2 AdvFS GUI (dtadvfs)

AdvFS GUI (dtadvfs)を起動できるのは rootユーザだけです。 dtadvfsは，
端末ウィンドウと CDEアイコンのどちらからでも起動できます。 GUIで実
行可能なファイル・システム操作については， E.4 節で説明します。

コマンド行から GUIを起動するには，次のように入力します。

# /usr/bin/X11/dtadvfs &

CDEアイコンから GUIを起動するには，次の手順に従います。

1. CDEツールバーで「アプリケーション・マネージャ」を選択します。

2. 「アプリケーション・マネージャ」ウィンドウで「システム管理」アイ
コンをダブルクリックします。
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3. 「システム管理」ウィンドウで「ストレージ管理」アイコンをダブ
ルクリックします。

4. 「ストレージ管理」ウィンドウで「Advanced File System」アイコンを
ダブルクリックします。

GUIの動作中はウィンドウ表示が定期的に更新され，ファイル・システムの
属性の変化が反映されます。GUI更新間隔 (更新の時間間隔)は，デフォルト
では 15分です。 GUIの更新間隔の変更方法については， E.3.1 項を参照し
てください。この間隔の値は，エージェントが再起動されるまで有効です。

E.2.2.1 GUI セキュリティ

GUIで管理される各システムには，セキュリティ上の必要に応じて 2つの
ファイルを関連付けることができます。 1つはパスワード・ファイル，もう
1つは許可ホストのファイルです。パスワード・ファイルでは，特定のシス
テムを管理する GUIの使用を，パスワードを知っている管理者だけに制限で
きます。許可ホストのファイルでは，そのファイルに記述されているシステ
ムで動作している GUIでのみ，システムのリモート管理を許可するよう設定
できます。これらのファイルは，任意のテキスト・エディタを使って編集し
ます。 GUIからこれらのファイルに直接アクセスすることはできません。

rootユーザは，パスワードを使用するシステム上でパスワード・ファイル
/var/advfs/daemon/socket/gui.passwdを作成します。システムにつ
き 1つのパスワードを記述します (root パスワードの使用は避けてくださ
い)。このファイルにはプレーン・テキストでパスワードを記述します。正し
いパスワードを入力しなければ，そのシステムに接続された GUIを実行する
ことはできません。 GUIを使用してリモートからシステムを管理しようとす
るユーザは，このパスワードを使ってシステムに接続する必要があります。

許可ホストのファイル /var/advfs/daemon/socket/hosts.allowも，
rootユーザが作成します。 このファイルには，GUI で管理できるシステム
(ホスト)のリストをプレーン・テキストで記述します。 hosts.allowファ
イルには，ローカル・システム上で動作中の GUI が自動的に含まれます。
つまり，そのシステム自体が含まれることになります。他のシステムからの
リモート管理を許可するには，hosts.allowファイルにそれらのシステム
を記述して，当該システムのファイル・システム情報をそれらのシステムに
送信する許可をエージェントに与えます。システムの gui.passwdファイル
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にパスワードを設定してシステムを保護している場合には，リモート・ユー
ザはそのパスワードも知っている必要があります。

詳細については，advfsd(8)と dtadvfs(8)を参照してください。

E.2.2.2 ディスクの無視

/var/advfs/daemon/disks.ignore ファイルを作成してディスクのリ
ストを指定すると，エージェントはそれらのディスクのチェックを行いま
せん。 disks.ignore ファイルには，プレーン・テキストで各行に 1 つ
ずつディスク・ドライブを指定します。オフラインの HSZデバイスやス
ピンダウンしたディスク・ドライブがあると性能が低下する場合があるた
め，このファイルが役立ちます。

エージェントは，ディスクをチェックするたびに disks.ignoreファイルを
処理するため，故障したディスクをファイルのリストに追加することによ
り，利用可能になった時点でディスクをリストから削除できます。このとき
エージェントを停止する必要はありません。詳細については，advfsd(8)を
参照してください。

disks.ignoreファイルに LSMボリューム名を記述しても，LSMボリュー
ムは無視されません。 LSMボリュームを無視するには，そのボリュームの
元のディスクを指定する必要があります。 1つのディスク・グループ全体を
無視するには，そのグループ内のすべてのディスクを指定します。 リスト
に指定されたディスクのすべてのパーティションが無視されるので，1つ
のディスクのパーティションが 2つ以上のディスク・グループに属する場
合は，予期しない結果になることがあります。

E.2.2.3 ログ・ファイル

プロセスの進行に従い，エージェントのログ・ファイル
/var/advfs/daemon/logs/advfsd と GUI のログ・ファイル
/var/advfs/gui/advfs_gui.log にエントリが生成されます。これら
のファイルは定期的にチェックしてください。エージェントと GUI のど
ちらのログ・ファイルも，ディスク・スペースが無制限に消費されないよ
う，定期的に改名されます。

E.2.2.4 ヘルプ

ヘルプ・システムには，AdvFSファイル・システムに関するバックグラウン
ド情報と，GUIに関する情報が収められています。 また，個々の操作につい
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て解説されており，ファイル・システムの処理を行うために使用されるダイ
アログ・ボックスについても詳細に説明されています。

E.2.2.5 リモート・ファイル・システムの監視

自分が管理するシステムから，hosts.allow ファイルに指定されている
ファイル・システムをリモートで監視することができます。監視対象のシス
テムには，GUI を通じて次の手順で接続できます。

1. メイン・ウィンドウの [AdvFS]メニューから，[ホスト...] を選択します。

2. 「ホストの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。この中で，ホ
スト・システムを選択できます。または，ホスト・リストを選択して修
正し，ホスト・システムの追加または削除を行うことができます。 こ
のリストはユーザ自身が作成し，定期的に接続するホストを識別する
ためにシステムに保存します。

3. ホストを選択し，[接続]をクリックします。

ホストの接続に失敗すると，どのホストにも接続できなくなります。この場
合は，もう一度別のシステムに対して接続処理を試みてください。

ホスト・リストは，単に便宜上の目的で存在します。このリストによってセ
キュリティが強化されることはありません。ホスト名はいつでも，「ホスト
の選択」ダイアログ・ボックスの「選択」フィールドに入力できます。

E.2.2.6 LSM ボリュームの管理

LSMボリュームを使用している場合は，GUIが LSMボリュームをどのよう
に処理するかについて，次のような知識が必要です。

• LSMボリュームに，unusedのラベルが付いている場合は，リストには
available と示されます。

• AdvFSドメインで使用している LSMボリュームのサイズを変更した場
合，AdvFS GUIを使用してこの変更をシステムに通知することはできま
せん。 mountコマンドに -o extend を指定してコマンド行から実行
します。 ( 2.3.4.3 項 および mount(8)を参照)

• コマンド行からドメインに LSMボリューム /dev/vol/volnameを追
加した場合は，AdvFS GUIはそれが /dev/vol/rootdg/volnameと
同一のものであるとは認識しません。 そのボリュームにファイルセッ
トがマウントされている場合は，「デバイスとボリューム」ウィンド
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ウには unknownと表示され，マウントされているファイルセットが
ない場合には unavailableと表示されます。 そのボリュームをドメイ
ンに追加しようとすると，使用中であることを示すエラー・メッセー
ジが表示されます。

• AdvFSが使用しているボリュームを GUIの動作中に LSMに取り込んだ
場合，GUIウィンドウではボリューム名は更新されません。正しい名前
を表示するには，GUIを終了してから再起動する必要があります。

• disks.ignore ファイルに LSM ボリューム名を含めても，LSMボ
リュームを無視することはできません。 LSMボリュームを構成してい
るディスクをリストしなければなりません。

E.3 ファイル・システム情報の表示

ファイル・システムの構成要素であるオブジェクト (ボリューム，ドメイン，
ファイルセット，ファイルセット・クローン)を，GUIウィンドウのオブ
ジェクト・ツリーに表示できます。オブジェクト・ツリーには，オブジェク
ト相互の階層構造による関係が示されます。オブジェクトに他のオブジェク
トが包含されている場合は，左側にフォルダ・アイコンが表示されます。
フォルダ・アイコンをクリックすることにより，オブジェクト・ツリーの表
示を展開したり縮小したりすることができます。つまり，ツリー内のそのオ
ブジェクトより下のオブジェクトの表示と非表示が切り替わります。たとえ
ば，あるドメインのフォルダ・アイコンをクリックすると，そのドメインに
属するファイルセットの表示と非表示が切り替わります。

ウィンドウ・ビューを変更して，オブジェクトについての重要な情報をさま
ざまな方法で表示できます。 次の情報を表示できます。

• メイン・ウィンドウの情報

メイン・ウィンドウが最初に表示されたときには，このウィンドウ内
にはファイル・システムの全体図が表示されています。このウィンド
ウは，すべての GUI管理タスクの出発点であり，ファイル・システム
の状態を監視するための主要な画面です。 [表示] メニューのメニュー
項目を選択することにより，ドメインとファイルセット，ドメインと
ボリューム，ドメイン，ファイルセット，およびボリュームの状態が
表示できます。また，[表示]メニューを使うと，それらの表示から
ファイルセット・クォータの表示に切り替えたり，元の表示に戻した
りすることができます。
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• デバイスとボリューム

[構成]メニューで [デバイスとボリューム]を選択すると，詳細画面が表
示されます。「デバイスとボリューム」ウィンドウには，システム上
のすべての物理ディスク，ディスク・グループ，論理ボリュームが表
示されるため，ボリューム・タイプやパーティションが利用可能かど
うか判断することができます。

• オブジェクトの特性

[構成]メニューで [表示...] を選択すると，メイン・ウィンドウで選択
し，強調表示されたオブジェクトの詳細な情報が表示されます。

通常は，[表示...] を選択することにより，後で説明するファイル・シ
ステム管理タスクの代わりとすることができます。 たとえば，ドメイ
ンを強調表示にしてから [表示...] を選択すると，オブジェクト・ダイ
アログ・ボックスが表示され，そのドメインの作成日時とログのペー
ジ数が示されます。

ドメイン，ファイルセット，クローン，またはボリュームをオブジェクト・
ツリー内でダブルクリックすることは，そのオブジェクトを強調表示にして
ら [表示...] を選択することと同じです。ダブルクリック操作は，「デバイス
とボリューム」ウィンドウ内のホスト，デバイス，パーティション，および
ボリューム・アイコンに対しては機能しません。オブジェクト・ツリー内の
オブジェクトをシングル・クリックすると，そのオブジェクトが強調表示
になりますが，新しい情報は表示されません。

オブジェクト上でマウスの右ボタンをクリックすると，そのオブジェクトに
対して有効なコマンドのリストが表示されます。

選択したメニュー項目が利用できない (淡色表示される) ときは，適切なオ
ブジェクトが反転表示になっているか確認してください。 たとえば，ファ
イルセットのクローンを作成するには，先にファイルセットを選択してお
く必要があります。

E.3.1 情報の表示単位の選択

[AdvFS]メニューから [オプション]を選択すると，ファイル・システム情報
の表示をカスタマイズできます。エージェントの状態の監視間隔を除いて，
すべてのオプションは GUIが再起動されるたびにリセットされます。

• 単位
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ディスク・スペースの利用状況を表示する単位を選択します。 512K
バイト・ブロック，K バイト，M バイト，G バイト，T バイトが選択
できます。

• 更新の間隔

GUI の更新間隔を指定します。

エージェントの状態の監視間隔を指定します。

• 空き容量警告

使用量 >と 空容量 <のどちらかを選択します。

利用可能なスペースの表示方法として，割合による表示と，任意の単位
による表示のどちらかを選択します。

• ファイルセット・クォータ

クォータの計算方法として，スペースの割合による方法と使用量による
方法のどちらかを選択します。

E.3.2 メイン・ウィンドウ

最初にメイン・ウィンドウが表示されたときには，ホストとドメインについ
て，ディスク・スペースの利用状況が表示されます。 [表示]メニューのオプ
ションを選択することにより，ドメイン，ファイルセット，ボリュームをさ
まざまな組み合わせで表示できます。

メイン・ウィンドウの [表示]メニューで [ファイルセット・クォータ]を選択
することにより，ファイルセット・クォータの情報を表示することもできま
す。 ドメイン，ファイルセット，ボリューム情報の表示に戻すには，同じ
[表示]メニューから表示したい項目を選択します。

メイン・ウィンドウには，ドメイン，ファイルセット，クローン，ボリュー
ムに対してシステム管理タスクを実行するためのメニューがあります。 メ
ニュー・コマンドを実行すると，タスクの実行に役立つダイアログ・ボック
スが呼び出されます。

E.3.3 「デバイスとボリューム」ウィンドウ

「デバイスとボリューム」ウィンドウには，ディスク・グループと論理ボ
リュームが表示されます。 このウィンドウでは，ディスクのサイズとタイ
プについて，また個々のパーティションが何に使用されているかについて
識別します。 この画面は，ドメインを拡大しようとするとき，および使用
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するボリュームを探したいときに特に役立ちます。 「デバイスとボリュー
ム」ウィンドウの [表示]メニューでは，オブジェクトをソートでき，利用可
能なボリュームのみを表示するよう選択できます。 また，重複しているボ
リュームを表示するよう選択することもできます。

E.4 ファイル・システム操作の実行

ドメイン，ファイルセット，AdvFS ファイルセット・クローン，およびボ
リュームに対して，ファイル・システム管理タスクを GUIから直接実行する
ことができます。 通常は，最初に適切なオブジェクトを選択してから作業
を進めます。 以下の項では，「ファイル・ドメイン」と「ドメイン」は同
じ意味で使用しています。

E.4.1 ドメインに対する操作

ドメインに対するファイル・システム管理タスクを開始するには，メイン・
ウィンドウの [構成]メニューで [表示]または [ファイル・ドメイン]を選択し
ます。また，「デバイスとボリューム」ウィンドウでも，新しいドメインの
作成，および既存のドメインへのボリュームの追加を行うことができます。

E.4.1.1 ドメインの作成

ドメインの定義は，少なくとも 1つのファイルセットを作成するまでは不
完全です。 ドメインは，マウントされたファイルセットがない限り，アク
ティブではありません。 メイン・ウィンドウを使ってドメインを作成する
手順は，次のとおりです。

1. [構成]メニューで [ファイル・ドメイン] を選択します。

2. [ファイル・ドメイン] メニューで [新規]を選択します。

3. 「新しいファイル・ドメイン」ダイアログ・ボックスでドメイン名を入力
し，オブジェクト・ツリーで利用可能なボリュームを強調表示します。
デバイス・リストの表示を展開するには，デバイス名の左のフォルダ・
アイコンをクリックします。空き容量警告を設定することもできます。
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新しいドメインにどのストレージ・デバイスを使用するか分からない場
合は，次の手順に従って「デバイスとボリューム」ウィンドウ ([構成]メ
ニュー)から作業を開始し，システム上のストレージの全体図を表示します。

1. メイン・ウィンドウの [構成] メニューで，[デバイスとボリューム]
を選択します。

2. 「デバイスとボリューム」ウィンドウで，[表示] メニューから [使用可
能なボリュームだけを表示]を選択します。

3. availableのラベルが付いたボリュームを選択します。

4. [構成]メニューで，[新しいファイル・ドメイン]を選択します。

5. 「新しいファイル・ドメイン」ダイアログ・ボックスで，ドメインを作
成し，空き容量警告を設定します。 監視対象のファイル・システムが
Tru64 UNIX Version 4.0Eより前のバージョンの場合は，[Advanced]ボ
タンの使い方について，メイン・ウィンドウの説明を参照してください。

ドメインを作成すると，/etc/fdmnsディレクトリに自動的にエントリが
生成されます。

E.4.1.2 ドメインの空き容量警告の設定

空き容量警告を設定しておくと，ドメイン内の空きスペースが限界値に達
するか超過するとユーザに通知されます。警告の限界値を超過すると自
動的にスクリプトを実行するかどうか，警告の設定時に選択できます。
/usr/advfs/daemon/scriptsに，エージェントがコマンドの実行に使用
するスクリプトのサンプルがあります。

メイン・ウィンドウで空き容量警告を設定する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のドメインを強調表示にします。

2. [構成]メニューで [ファイル・ドメイン] を選択します。

3. [ファイル・ドメイン]メニューで [空き容量警告を設定]を選択します。

4. 「ファイル・ドメイン」ダイアログ・ボックスで，空き容量警告を設
定します。

ドメインのサイズを変更したときは，空き容量警告を必ず再設定してくださ
い。空き容量警告の値は，ディスク・スペースの割合ではなく実際のサイズ
(K バイトなど) を使って指定されます。
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E.4.1.3 ドメインの拡大

ボリュームを追加することで，単一ボリュームのドメインをマルチボリュー
ム・ドメインに変更したり (クラスタ構成でない限り，単一のボリュームし
か持てないルート・ドメインを除く)，マルチボリュームのドメインを拡大
したりできます ( 2.3.4 項を参照)。

ドメインにボリュームを追加する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のドメインを強調表示にします。

2. [構成]メニューで [ファイル・ドメイン] を選択します。

3. [ファイル・ドメイン]メニューで [ボリュームを追加]を選択します。

4. 「ボリュームの追加」ダイアログ・ボックスで，追加する利用可能ボ
リュームを強調表示にします。 ボリュームの表示を展開するには，デ
バイス名の左のフォルダをクリックします。

どのボリュームをドメインに追加するべきか分からない場合は，次の手順に
従って「デバイスとボリューム」ウィンドウから作業を開始し，システム上
のストレージの全体図を表示します。

1. メイン・ウィンドウの [構成] メニューで，[デバイスとボリューム]
を選択します。

2. 「デバイスとボリューム」ウィンドウで，[表示] メニューから [使用可
能なボリュームだけを表示]を選択します。

3. availableのラベルが付いたボリュームを選択します。

4. [構成]メニューで [ファイル・ドメインに追加]を選択します。

5. 「ボリュームの追加」ダイアログ・ボックスで，新しいボリュームを追
加するドメインを選択します。

ボリュームを追加したら，ドメインのバランシングを実行するとよいでしょ
う。こうすると，既存のファイルが新しいボリュームに分散されます。

E.4.1.4 ドメインの削除

ドメインは，そのドメイン内のすべてのファイルセットとファイルセット・
クローンをアンマウントした後でのみ削除できます。ファイルセットがマウ
ントされているドメインを削除しようとすると，エラー・メッセージが表示
されます。 すべてのファイルセットを削除するためにドメインを削除する
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と，/etc/fdmnsディレクトリ内のドメイン・エントリが削除されます。し
かし，この方法で削除した場合，セキュリティ・ホールが存在する可能性が
あります。これは，ポインタのみが変更されボリューム上のデータは削除さ
れないため，コマンド行から salvageユーティリティ ( 6.2.6 項を参照) を
使ってそのファイルセット・データにアクセスできる場合があるからです。
セキュリティを確保するには，ファイルセットを個別に削除してください。

ドメインを削除すると，そのファイルセットにはアクセスできなくなりま
す。ダイアログ・ボックスで「/etc/fstabを変更」オプションを選択してファ
イルを変更するか，あるいはコマンド行からファイルを変更するまで，削除
されたドメインの名前は /etc/fstabファイルから削除されません。 この
ファイルを更新しないと，システムのリブート時，またはコマンド行から
mountに -aオプションを指定して入力したときに，エラー・メッセージが
表示されます。 /etc/fstabファイルからファイル名を削除しなかった場
合，後でコマンド行から削除することができます。

ドメインを削除する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のドメインを強調表示にします。

2. [構成]メニューで [ファイル・ドメイン] を選択します。

3. [ファイル・ドメイン] メニューで [削除]を選択します。

4. 「ファイル・ドメインの削除」ダイアログ・ボックスでドメインを削除
し，/etc/fstabファイルをバックアップして修正します。

E.4.1.5 ドメイン名の変更

既存のドメインに新しい名前を付けることができます ( 2.3.7 項を参照)。ダ
イアログ・ボックスで「/etc/fstabを変更」オプションを選択してファイルを
変更するか，あるいはコマンド行からファイルを変更するまで，元の名前は
/etc/fstabファイルから削除されません。 /etc/fstabファイルを更新
しないと，システムのリブート時，またはコマンド行から mountコマンド
を -a オプションを指定して入力したときに，このドメイン内のファイル
セットはマウントされません。後で /etc/fstabを変更する場合は，コ
マンド行から実行してください。

ドメイン名を変更するには，その前にすべてのファイルセットをアンマウン
トする必要があります。ファイルセットがマウントされているドメインの名
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前を変更しようとすると，エラーが発生します。ドメインを既存のドメイン
の名前に変更することはできません。

ドメイン名の変更手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のドメインを強調表示にします。

2. [構成]メニューで [ファイル・ドメイン] を選択します。

3. [ファイル・ドメイン]メニューで [名前の変更]を選択します。

4. 「ファイル・ドメイン名の変更」ダイアログ・ボックスで新しい名前を
入力し，/etc/fstabファイルをバックアップして修正します。

E.4.2 ファイルセットに対する操作

ファイルセットに対するファイル・システム管理タスクを開始するには，操
作対象のファイルセットを強調表示にしてから，メイン・ウィンドウの[構
成] メニューで [表示...] または [ファイルセット] を選択します。 ファイル
セットの操作を行うときは，必ず /etc/fstabの変更を選択してください。
このファイルを変更しないと，それ以後の操作に対して /etc/fstabファイ
ルの内容が適正でなくなる可能性があります。 /etc/fstabファイルを後で
更新する場合は，コマンド行から実行してください。

E.4.2.1 ファイルセットの作成

ファイルセットを作成するには，そのファイルセットを関連付けるドメイン
が存在しなければなりません ( E.4.1.1 項を参照)。

ファイルセットを作成する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，ファイルセットを作成するドメインを強
調表示します。

2. [構成] メニューで [ファイルセット] を選択します。

3. [ファイルセット] メニューで [新規] を選択します。

4. 「新しいファイルセット」ダイアログ・ボックスでファイルセットを
作成し，マウントし，/etc/fstab のバックアップを取って変更を加
えます。さらに，空き容量警告を設定し，必要ならファイルセット・
クォータを設定します。
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ファイルセットを作成する場合は，空き容量警告は利用可能なスペース
の割合としてのみ設定できます。

E.4.2.2 ファイルセットのマウント

ファイルセットをマウントすると，そのファイルセットのファイルが利用可
能になります。メイン・ウィンドウには，どのファイルセットがマウントさ
れているかが表示されます。ドメインは，少なくとも 1つのファイルセット
がマウントされているときにアクティブになります。

ファイルセットをマウントする手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のファイルセットを強調表示にします。

2. [構成] メニューで [ファイルセット] を選択します。

3. [ファイルセット] メニューで [マウント] を選択します。

4. 「ファイルセットのマウント」ダイアログ・ボックスで，マウント・ポ
イントがない場合はそれを作成した後，/etc/fstabファイルのバック
アップを取って，ファイルに変更を加えます。

E.4.2.3 ファイルセットのアンマウント

ファイルセットをアンマウントすると，ファイルは利用できなくなります。
ファイルセットを削除する場合，またはそのファイルセットが属しているド
メインを削除する場合には，先にそのファイルセットをアンマウントする
必要があります。 メイン・ウィンドウには，ファイルセットがマウントさ
れているかどうかが示されます。

ファイルセットをアンマウントする手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のファイルセットを強調表示にします。

2. [構成] メニューで [ファイルセット] を選択します。

3. [ファイルセット]メニューで [アンマウント]を選択します。

4. 「ファイルセットのアンマウント」ダイアログ・ボックスでファイル
セットをアンマウントし，/etc/fstabファイルのバックアップを取っ
て，ファイルに変更を加えます。
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E.4.2.4 ファイルセットの空き容量警告の設定

空き容量警告を設定すると，ファイルセット内の空きスペースが限界値に
達するか，または限界値を超過したときに警告が発行されます。 警告を設
定するには，先にファイルセットをマウントしておく必要があります。 警
告の設定を行うと，警告の限界値を超えた場合に自動的にスクリプトを
実行するどうかを選択できます。

空き容量警告を設定する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のファイルセットを強調表示にします。

2. [構成] メニューで [ファイルセット] を選択します。

3. [ファイルセット]メニューで [空き容量警告を設定]を選択します。

4. 「ファイルセット」ダイアログ・ボックスで，空き容量警告を設定し
ます。

ファイルセットのサイズを変更した場合は，空き容量警告を必ず再設定して
ください。空き容量警告の値は，ディスク・スペースの割合ではなく実際の
サイズ (Kバイトなど)を使って評価されます。

E.4.2.5 ファイルセット・クォータの設定

ファイルセット・クォータを設定すると，ファイルセットが消費できるディ
スク・スペースの容量を制限できます。クォータを設定しない場合，すべて
のファイルセットがドメイン内のすべての利用可能スペースを使用できま
す。クォータは，マウントされているファイルセットにのみ設定できます。

ファイルセット・クォータを設定する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のファイルセットを強調表示にします。

2. [構成] メニューで [ファイルセット] を選択します。

3. [ファイルセット]メニューで [クォータ設定]を選択します。

4. 「ファイルセット」ダイアログ・ボックスで，ファイルセット・クォー
タを設定します。

[表示]メニューで [ファイルセット・クォータ]を選択すると，メイン・ウィ
ンドウでファイルセット・クォータの情報を表示できます。ディスクの使用
状況の表示に戻すには，[表示]メニューで表示したい項目を選択します。
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E.4.2.6 ファイルセットの削除

ファイルセットを削除するには，その前にアンマウントを実行する必要が
あります。 アンマウントは，削除プロセスの一環として行うことができま
す。クローンを持つファイルセットは削除できません。 この場合，先にク
ローンを削除してください。 ファイルセットを削除すると，そのファイル
セット内のすべてのファイルが削除されます。

すべてのファイルセットがアンマウントされている場合，すべてのファイル
セットを削除する最も速い方法は，それらのファイルセットが属するドメイ
ンを削除することです。ただし，この方法で削除した場合は，salvageユー
ティリティ ( 6.2.6 項を参照)を使ってデータにアクセスできる可能性がある
ので，セキュリティ・ホールが存在することになります。セキュリティが問
題になる場合は，ファイルセットを個々に削除してください。

ファイルセットを削除する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のファイルセットを強調表示にします。

2. [構成] メニューで [ファイルセット] を選択します。

3. [ファイルセット] メニューで [削除] を選択します。

4. 「ファイルセットの削除」ダイアログ・ボックスで，ファイルセットを
アンマウントしてから削除し，/etc/fstabファイルのバックアップを
取って，ファイルに変更を加えます。

E.4.2.7 ファイルセット名の変更

ファイルセット名を変更するには，その前にアンマウントを実行する必要があ
ります。アンマウントは，名前変更プロセスの一部として行うことができま
す。新しいファイルセット名は，ドメイン内で一意でなければなりません。

ファイルセット名の変更手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のファイルセットを強調表示にします。

2. [構成] メニューで [ファイルセット] を選択します。

3. [ファイルセット] メニューで [名前の変更]を選択します。

4. 「ファイルセット」ダイアログ・ボックスでファイルセットをアンマ
ウントし，新しい名前を入力した後，/etc/fstab ファイルのバック
アップを取って，ファイルに変更を加えます。
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______________________ 注意 _____________________

一度もマウントされたことのない (/etc/fstabファイルにエント
リがない)ファイルセット名を変更する場合は，「/etc/fstabを
変更」ボックスをチェックしても，そのファイルセット名の新し
いエントリは追加されません。手動で /etc/fstabファイルを編
集し，新しいエントリを追加する必要があります。

ファイルセット名を変更すると，そのファイルセットのクローンはファイル
セットを追跡できなくなります。 クローン名は変更できないので，この場
合，古いクローンを削除してから新規にクローンを作成してください。

E.4.3 AdvFSファイルセット・クローンに対する操作

クローンに対する操作を行う場合は，操作の実行時に /etc/fstabファイル
のバックアップを取り，/etc/fstabファイルに変更を加えることが重要で
す。このファイルを変更しないと，それ以後の操作で /etc/fstabファイル
の内容が適正なものでなくなる可能性があります。 /etc/fstabファイルを
後で変更する場合は，コマンド行から実行してください。

E.4.3.1 AdvFS ファイルセット・クローンの作成

ファイルセット・クローンを作成すると，ファイル・システムがオンライン
の間に，ファイルのバックアップを行うことができます ( 4.1.2.1 項参照)。 1
つのファイルセットに対して作成できるクローンの数は 1つです。

クローンを作成する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，クローンを作成するファイルセットを強調
表示にします。

2. [構成]メニューで [クローン]を選択します。

3. [クローン]メニューで [新規]を選択します。

4. 「新しいクローン」ダイアログ・ボックスでクローン名を入力し，マウ
ント・ポイントを作成した後，/etc/fstabファイルのバックアップを
取って，ファイルに変更を加えます。
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E.4.3.2 クローンのマウント

クローンにアクセスするには，クローンをマウントする必要があります。ア
ンマウントされたクローンはファイルセットに加えられた変更の追跡は行い
ますが，マウントされていないクローンを読み取ることはできません。 ク
ローンは，読み取り専用としてマウントされます。

クローンをマウントする手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のクローンを強調表示にします。

2. [構成]メニューで [クローン]を選択します。

3. [クローン]メニューで [マウント]を選択します。

4. 「クローンのマウント」ダイアログ・ボックスで，マウント・ポイント
がない場合はそれを作成した後，/etc/fstabファイルのバックアップ
を取って，ファイルに変更を加えます。

E.4.3.3 クローンのアンマウント

マウントされていないクローンにアクセスすることはできませんが，クロー
ンによるファイルセットの変化の追跡は行われます。

クローンをアンマウントする手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のクローンを強調表示にします。

2. [構成]メニューで [クローン]を選択します。

3. [クローン] メニューで [アンマウント] を選択します。

4. 「クローンのアンマウント」ダイアログ・ボックスで，クローンをアン
マウントした後，/etc/fstabファイルのバックアップを取って，ファ
イルに変更を加えます。

E.4.3.4 クローンの削除

クローンを削除するには，その前にアンマウントを実行する必要がありま
す。アンマウントは，削除プロセスの一環として行うことができます。

クローンを削除する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のクローンを強調表示にします。

2. [構成]メニューで [クローン]を選択します。
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3. [クローン]メニューで [削除]を選択します。

4. 「クローンの削除」ダイアログ・ボックスで，クローンをアンマウント
してから削除し，/etc/fstabファイルのバックアップを取って，ファ
イルに変更を加えます。

E.4.4 ボリュームに対する操作

ボリュームに対するファイル・システム管理タスクを開始するには，操作の
対象となるボリュームを強調表示にしてから，メイン・ウィンドウの[構成]
メニューで [表示]または [ボリューム]を選択します。ボリュームを表示する
には，[表示]メニューを [ドメインとボリューム]または [ドメイン，ファイ
ルセット，ボリューム]に設定する必要があります。

E.4.4.1 ボリュームの空き容量警告の設定

空き容量警告を設定すると，ボリューム内の空きスペースが限界値に達する
か，または限界値を超過したときに通知を行います。

空き容量警告を設定する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のボリュームを強調表示にします。

2. [構成]メニューで [ボリューム]を選択します。

3. [ボリューム]メニューで [空き容量警告を設定]を選択します。

4. 「ボリューム」ダイアログ・ボックスで，空き容量警告を設定します。

限界値を超過したときに自動的にスクリプトを実行するかどうかを，警告
の設定時に選択できます。

E.4.4.2 ボリュームの追加

ボリュームの追加は，ドメインの拡大と同じです ( E.4.1.3 項を参照)。 ボ
リュームの詳細については， 2.2 節を参照してください。

E.4.4.3 ボリュームの削除

ボリュームの削除は，ドメイン内のファイルセットの論理構造を壊すことな
く，いつでもドメインから実行できます ( 2.3.5項を参照)。そのボリュームに
保存されたデータは，ドメイン内の他のボリュームに移動されます。操作が
正常に完了するためには，残りのボリューム上に空きがなければなりません。
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ドメインからボリュームを削除するには，その前にドメイン内のすべての
ファイルセットをアンマウントする必要があります。 ボリュームに関連付
けられたドメインのバランシングおよび断片化解消処理の実行中は，そ
のボリュームを削除できません。

ボリュームを削除する手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のボリュームを強調表示にします。

2. [構成]メニューから [ボリューム]を選択します。

3. [ボリューム]メニューから [削除]を選択します。

4. 「ボリュームの削除」ダイアログ・ボックスで，削除の確認を行います。

E.4.5 AdvFS の保守

ファイル・システムの保守タスクを開始するには，メイン・ウィンドウで [メ
ンテナンス]メニューを選択します。保守ツールを使ってディスク上のファ
イルのマッピング状態を変更することにより，読み取りおよび書き込みの性
能を向上させることができます。保守ツールはシステムがオンラインのとき
に実行でき，その動作はシステム・ユーザとアプリケーションに対して透過
的です。保守タスクは，ドメインに悪影響を与えずに中断することができま
す。この場合，実行済みのタスクの結果は中断後もそのまま残ります。

E.4.5.1 マルチボリューム・ドメインのバランシング

ボリューム間でファイルを平均して分散させるには，GUIを使ってバランシ
ング処理を開始します ( 5.11節を参照)。ドメインのバランシングは，同一ド
メイン上で vfastを -o balance=を指定して実行している間，あるいは断
片化解消，ボリュームの追加と削除，またはファイルセットの削除を実行し
ている間は実行できません。バランシングの対象となるドメインでは，すべ
てのファイルセットがマウントされていなければなりません。マウントされ
ていないファイルセットが存在するドメインでバランシングを実行しようと
すると，エラー・メッセージが表示されます。

この操作は，いつでも打ち切ることができます。断片化解消中のファイル
は断片化されたままになります。

ドメインのバランシングを行う手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のドメインを強調表示にします。
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2. [メンテナンス] メニューで [バランス] を選択します。

3. 「バランス」ダイアログ・ボックスで，バランス処理を開始します。

E.4.5.2 ドメインの断片化解消

ドメインの断片化解消を実行することにより，ドメイン内のファイルの連続
性を高めることができます。また，断片化解消を実行すると空きスペースが
整理統合されるため，後で作成されるファイルの断片化が少なくなります
( 5.9 節を参照)。同一のドメイン上で vfastを -o defragment=を指定し
て実行している間，あるいはバランシング，ボリュームの追加と削除，また
はファイルセットの削除を実行している間は，断片化解消を実行できませ
ん。断片化解消操作は，いつでも打ち切ることができます。断片化解消の対
象となるドメインでは，すべてのファイルセットがマウントされていなけれ
ばなりません。マウントされていないファイルセットがあるドメインで断片
化解消を実行しようとすると，エラー・メッセージが表示されます。

ドメインの断片化解消を行う手順は，次のとおりです。

1. オブジェクト・ツリーで，目的のドメインを強調表示にします。

2. [メンテナンス] メニューで [断片化解消] を選択します。

3. 「断片化解消」ダイアログ・ボックスで，断片化解消処理を開始し，
実行時間を指定します。

E.5 GUI のトラブルシューティング

表 E–3では，GUIに関連した問題とその対処方法を示します。これ以外の
情報については，dtadvfs(8)および advfsd(8)を参照してください。

表 E–3: GUI のトラブルシューティング

問題 原因と処置

GUI の起動が遅い。 コマンド行から，少なくとも 1 つのファイル
セットをマウントしてください。

「Advanced File System」
アイコンが，「アプリケー
ション・マネージャ - ス
トレージ管理」ウィンド
ウに存在しない。

インストールが不完全です。
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表 E–3: GUI のトラブルシューティング (続き)

問題 原因と処置

コマンド行から dtadvfsを
実行すると，Permission
denied メッセージが
表示される。

rootでないユーザが dtadvfsを実行しました。

CDEアイコンから dtadvfs
を実行すると，「Password
Error」ダイアログが表
示される。

入力した root パスワードが間違っています。再
入力は行わないでください。 ダイアログをキャ
ンセルしてから，やり直してください。

Object key is invalid
または Can’t get the
object data というエ
ラー・メッセージが表
示される。

GUI では，複数の動作を同時に追跡できない場合
があります。 GUI を再起動してください。

動作が遅い，または解釈
できないエラー・メッセー
ジが表示される。

ネットワークの過負荷 (一定回数再試行しても
GUI が構成データを取得できない)，またはシス
テムの過負荷 (エージェントが CUP サイクルを
ほとんど，または全く取得できない)。

複数のオフライン HSZ デバイス，アンマウント
されたファイルセット，スピンダウンしたディス
ク・デバイスがある場合は，それを disks.ignore
ファイルに追加してください。 これらのいずれも
問題がないと思われる場合は，エージェントがハ
ングしていると考えられます。いったん GUI を
終了してエージェントを停止した後，エージェ
ントと GUI を再起動してください。

エラー・メッセージが
正しくない。

複数の構成タスクが同時に実行されており，複
数のタスクでエラーが発生しています。

空き容量警告の値が正
しくない。

再設定してください。 警告の値は，容量
の割合ではなく実際のサイズ (K バイトな
ど) を使って指定されます。

削除したドメインに関連
付けられたボリュームが使
用中と表示される。

デバイス上のディスク・ラベルを手動で変更
してください。 コマンド行で disklabel コマ
ンドを実行するか，CDE Disk Configuration
ユーティリティを使用します。

削除したボリュームが
表示される。

デバイス上のディスク・ラベルを手動で変更
してください。 コマンド行で disklabel コマ
ンドを実行するか，CDE Disk Configuration
ユーティリティを使用します。

advfsdが CPU時間と I/O
リソースを大量に消費する。

エージェントの状態の監視間隔を変更して，ポーリ
ングの頻度を減らしてください。 ( E.2.1 項を参照)
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表 E–3: GUI のトラブルシューティング (続き)

問題 原因と処置

LSM ディスク・グループとボリュームの
数を減らしてください。

マウントされていないファイルセットの数を減
らしてください。アクティブでないドメイン
は，特に低速です。 disks.ignore ファイル
を使用します。 ( E.2.2.2 項を参照)

これらのいずれによっても問題が解決しないと思わ
れる場合は，エージェントがハングしていると考え
られます。いったん GUI を終了してエージェン
トを停止した後，エージェントと GUIを再起動し
てください。

ブート時にシステムでパ
ニックが発生する。

不良ドメインがないか確認してください。 パニック
は，/etc/fstabファイルからそのドメインのエン
トリが削除されていても発生します。シングルユー
ザ・モードで，次のいずれかの操作を実行してから，
マルチユーザ・モードでリブートしてください。

- ドメインを修復する。

-不良ドメインを，/etc/fdmnsディレクトリから別
のディレクトリに移動する (修復は困難になります)。

ソート結果が正しくない。 ソート対象のデータ・フィールドに，unavailable
とマークされたものがないか確認してください。必
要なら，ファイルセットをマウントしてください。

ボリュームの追加時に
Volume in use メッセー
ジが表示される。

認識されていない LSM ボリュームではないか，
確認してください ( E.2.2.6 項を参照)。

X または Motif の問題 これらの問題は無視しても構いません。 Motif ス
タイル・ガイドに定義されているフル・キーボー
ドのサポートは実装されていません。
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F
アプリケーション・プログラミング・イ

ンタフェース (API)

APIを使用してカスタムのバックアップおよびリストア機能を構築できま
す。 APIは，次のような基本システム機能から構成されています。詳細は，
それぞれのリファレンス・ページを参照してください。

• advfs_clonefset(3)

アクティブなファイルセットの読み取り専用コピーを作成します。

• advfs_get_fdmn_list(3)

ドメイン・リストを取得します。

• advfs_get_file_attributes(3)

AdvFS ファイルの属性を取得します。

• advfs_get_fset_list(3)

ドメインのすべてのファイルセットのリストを取得します。

• advfs_get_fset_quotas(3)

ファイルセットのファイルセット・クォータを取得します。

• advfs_rmfset(3)

ファイルセットまたはファイルセット・クローンを削除します。

• advfs_set_file_attributes(3)

AdvFS ファイル属性を設定します。

• advfs_set_fset_quotas(3)

ファイルセットのファイルセット・クォータを設定します。
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用語集

ここでは，AdvFS 関連のドキュメントに出てくる用語および略語につい
て説明します。

A

AdvFS Utilities

ライセンスによって利用できるレイヤード・プロダクト。このユーティリ
ティを使用すると，マルチボリューム・ドメインの作成と操作ができます。

advfsd

コマンドを実行して AdvFS GUI に表示するシステム情報を入手するた
めのエージェント。

B

BMT (Bitfile Metadata Table)

各ページにヘッダと各ボリューム上の mcellの配列が格納されたページの配
列。 BMTには，当該ボリューム上に存在する各ファイルのメタデータ (ファ
イル属性，ファイル・エクステント・マップ，ファイルセット属性，および
POSIXファイル統計情報を含む)が格納されます。

C

Collect

リアルタイムの，性能監視アプリケーション。

D

dtadvfs

AdvFSグラフィカル・ユーザ・インタフェース (GUI)。

DVN (Domain Version Number)

ドメイン・バージョン番号。 ファイル構造を指定するディスク・メタデー
タの番号。 Version 5.0以降の Tru64 UNIXではドメインの DVNは 4にな
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ります。それより古いバージョンの Tru64 UNIX で作成されたドメイン
の DVN は 3 です。

E

/etc/fdmns ディレクトリ

ドメイン定義を含むディレクトリ。

/etc/fstab ファイル

システム・リブート時にマウントされるファイル・システムを識別するた
めの ファイル。

G

GUI 更新間隔

GUIウィンドウ上の情報がアップデートされる時間的な間隔。

I

i ノード

数値を用いたファイルの識別子。

L

LSM (Logical Storage Manager)

データに冗長性を持たせ，ボリューム・レベルのストライプ化を行うスト
レージ管理システム。

Logical Storage Manager

LSM (Logical Storage Manager) を参照

M

mcell

ファイルの特徴を表すレコードを含む，メタデータ・セル。

N

NetWorker

NetWorker for Tru64 UNIXは，スケジューリングされたオンライン自動
バックアップを行います。
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P

PAK (Product Authorization Key)

弊社のソフトウェアを使用するためのライセンス。

Product Authorization Key

PAK (Product Authorization Key) を参照

U

UBC

ユニファイド・バッファ・キャッシュ。ファイル・データと AdvFS メタ
データを保持する動的に割り当てられたシステム・バッファ・キャッシュ。

あ

アトミック書き込みデータ・ロギング

書き込みシステム・コールで，すべてのデータ (最大 8Kバイト)がディスク
に書き込まれるか，あるいは全く書き込まれないかのどちらかになるよう
にするための機能。

い

移行 (migrate)

ファイルをドメイン内のあるボリュームから別のボリュームに移動すること。

え

エージェント

エージェントは一般的な UNIXデーモンとして実行されます。

advfsdを参照

エージェント状態監視間隔

エージェントがシステム・ディスクを走査する時間的な間隔。

エクステント

ファイルに割り当てられたディスク・スペースの連続領域。ファイルには，
0個以上のエクステントが割り当てられています。

用語集–3



エクステント・マップ

ファイルに属するエクステントのサイズおよび位置のテーブル。 単純な
ファイルの場合，エクステント・マップは 1個です。 ストライプ化された
ファイルの場合は，ストライプ・セグメントごとにエクステント・マッ
プが 1 個あります。

お

オブジェクト

AdvFS GUIで管理されるボリューム，ドメイン，ファイルセット，ファイル
セット・クローンのこと。

オブジェクト・ツリー

AdvFS GUIにおけるオブジェクトの階層構造表示。

か

書き込み時コピー

オリジナル・ファイルのデータが変更されたときに AdvFSファイルセット・
クローンにオリジナルの情報を保存する処理。

く

クォータ・ファイル

ユーザ IDまたはグループ IDごとに，クォータ制限を保存し，ファイル数，
ディスク・ブロック使用状況，および猶予期間の管理を行うファイル。ファ
イルセット限界値情報はファイルセットのメタデータ内に記憶されます。

クローン

AdvFSファイルセット・クローンは，クローンが作成されたときのファイル
セット・データの読み取り専用スナップショットです。 ファイルセットが
更新されると，これも更新されます。 AdvFS ファイルセットのクローン
作成コマンドは，HSG80 コントローラの"ADD SNAPSHOT_UNITS"コマ
ンドに相当します。

HSG80コントローラのクローンは，システムの完全な物理コピーであり，変
更を追跡する必要はありません。

システム・クローンは，オペレーティング・システムの完全なコピーであり，
これを使って別のさまざまな環境でシステムを構築することができます。
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ファイルセット・クローンを参照

こ

ゴミ箱

ゴミ箱が設定されているディレクトリから最近削除されたファイルが置かれ
ているディレクトリ。このディレクトリは，ユーザ・ファイル用にユーザご
とに設定できます。

さ

先書きログ

ファイル構造情報に対する変更が，実際の変更がディスクに書き込まれる前
に，完全にトランザクション・ログ・ファイルに書き込まれるプロセス。

す

ストライプ

複数のストレージ領域に，データを分散させること。 AdvFSは，個別のファ
イルをストライプ化します。 LSM やハードウェア RAIDでは，すべての
ファイルがストライプ化されます。

ストライプ・セグメント

AdvFSでは，ボリューム上に配置されたストライプ化ファイルのことです。
4つのボリュームに渡ってストライプ化されたファイルは，4つのストラ
イプ・セグメントを持ちます。各セグメントは別のボリュームへ移行す
ることができます。

ストレージ・ビットマップ

ボリューム上の割り当て済ディスク・スペースを維持管理します。

ストレージ領域
ボリュームを参照

スパース・ファイル

ページのすべてにディスク・スペースが割り当てられていないファイル。
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せ

セーブセット

AdvFS バックアップ情報を保存するために，vdump ユーティリティが作
成した ひとまとまりのブロック。

セグメント
ストライプ・セグメント を参照

そ

その他のメタデータ・ビットファイル

ディスク・ラベルやブート・ブロックのような AdvFS メタデータを表さ
ない ボリュームの領域をマップするファイル。

ソフト限界値

ディスク・ブロック使用状況，またはファイル数が 猶予期間中のみそれを
超えることを認められる限界値。

た

ダーティ・データ

データがアプリケーションによって書き込まれているが，ファイル・シス
テムがそれをメモリにキャッシュしていてまだディスクに書き込まれて
いないデータ。

ダイレクト I/O

データをキャッシュにコピーせず，ファイルに対して同期的にデータを読み
書きする I/O 方式。

タグ

ファイルセット内にある AdvFSファイルのユニークな識別子。

断片化解消

ドメイン内の各ファイルや未使用スペースの連続性を高めること。

ち

チェックサム

テープ・バックアップ中に作成されるエラー回復のためのブロック。
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と

ドメイン

1つ以上のボリュームを含む，ストレージの名前付きプール。 ファイル・
ドメインと呼ばれることもある。

ネットワーキングの用語では，ドメインはイントラネットまたはインター
ネットのサブネットワーク上の関連するシステムの集まりのことです。

Windows NTでは，ドメインは，共通のディレクトリ・データベースを共有
する，Windows NT Serverネットワークの管理者が定義したコンピュータ
の集まりです。

ドメイン ID

システムのドメインを識別する数値の集まり。

ドメイン・バージョン番号
DVN (Domain Version Number) を参照

ドメイン・パニック

ドメインの異常が検出されたときに，ドメインにそれ以上アクセスできなく
なる状態。 AdvFSでは，ドメイン・パニック後もドメインのファイルセット
をアンマウントすることができる。

トランザクション・ログ・ファイル

メタデータに対する変更を，実際の変更がディスクに書き込まれる前に，
記録するログ・ファイル。 一定の間隔で，トランザクション・ログの変更
点がディスクに書き込まれます。

は

ハード限界値

超えることができないディスク・ブロック使用量，またはファイル数の
限界値。

バッファ・キャッシュ

ディスクから読み込まれたデータ・ブロックや，ディスクに書き込まれるの
を待っているデータ・ブロックが置かれるメモリ領域。

バランス

ドメイン内の各ボリューム間でファイルを一様に分散させること。
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ひ

ビットファイル

AdvFSが 1つのエンティティと見なすページのセット。予約ファイルとユー
ザ・ファイルはビットファイルです。

ビットファイル・メタデータ・テーブル
BMT (Bitfile Metadata Table) を参照

非同期 I/O

ブロックしない入出力方式。 データはキャッシュに書き込まれます。 データ
のディスクへの書き込みが完了する前に制御が戻る可能性があります。

ふ

ファイル・エクステント
エクステントを参照

ファイルセット

ディレクトリとファイルの階層。 AdvFSファイル・システムのディレクトリ
階層のマウント可能部分を表します。

ファイルセット ID

ファイルセットとそのドメインを関連付ける一意の識別子。

ファイルセット・クォータ

ファイルセットが使用できるディスク・スペース量と保有できるファイ
ル数の上限値。

ファイルセット・クローン

クローンの作成時点における既存ファイルセットのデータと構造を保存し
た，ファイルセットの読み取り専用コピー。作成直後のクローンはわずかな
ディスク・スペースだけを使用しています。オリジナルのファイルセットに
割り当てられているブロック内のデータが変更されると，オリジナル・ブ
ロックがクローン内に保存されます。変更されるディスク・ブロックが増え
るにつれて，クローンによるディスク・スペースの使用量も増加します。
AdvFSファイルセット・クローンの内容は，オリジナルのファイルセットを
ユーザが利用できる状態に保ったまま，バックアップすることができます。
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ファイル・フラグメント

ファイルに割り当てられたストレージの最後のページが一部しか使用されな
い場合や，ファイルの合計サイズが 8Kバイト以下の場合に発生します。

フラグ・ファイル

8K バイト (1 ページ)以下のサイズのファイルにストレージを割り当てる
ためのファイル。フラグメントを使用すると，ディスク・スペースの浪
費を削減できます。

ブロック

512 バイト単位のディスク・ストレージ。

へ

ページ

8Kバイトの連続するディスク・スペースの割り当て (16ブロック)。

ほ

ボリューム

AdvFSでは，UNIX のブロック・デバイスと同様に動作するもののことで
す。ディスク，ディスク・パーティション，または論理ボリューム。

LSMボリュームは，ディスク・グループ内のミラー，サブディスク，および
LSMディスクの階層を表すオブジェクトです。 アプリケーションとファイ
ル・システムは，LSMボリュームに対して読み書き要求をします。

み

ミラー

別のストレージ領域に同一のデータ・コピーを保存すること，あるいは
そのようなコピーの 1 つ。

め

メタデータ

ファイル属性，拡張領域マップ， ファイルセット属性などのファイル
構成情報。
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ゆ

猶予期間

ハード限界値を超えていない限り，ソフト限界値を超えていられる期間。

ユニファイド・バッファ・キャッシュ
UBC を参照

る

ルート・タグ・ファイル

ドメイン内のすべてのファイルセットの格納場所を定義するビットファイ
ル。 各ドメインに 1 つあります。

れ

連続する領域

ディスク・ボリューム上で物理的に隣接しているストレージ。
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Tru64 UNIXドキュメントの購入方法

Tru64 UNIXドキュメントのご購入については，弊社担当営業または日本ヒューレット・パッカードの各営
業所/代理店にお問い合わせください。

各ドキュメント・キットの注文番号は以下のとおりです。ドキュメント・キットに含まれるマニュアルの内
容については『ドキュメント概要』 を参照してください。

キット名 注文番号

■ Tru64 UNIX Documentation CD-ROM QA-6ADAA-G8

■ Tru64 UNIX Documentation Kit QA-6ADAA-GZ

□ End User Documentation Kit QA-6ADAB-GZ

- Startup Documentation Kit QA-6ADAC-GZ

- General User Documentation Kit QA-6ADAD-GZ

- System and Network Management Documentation Kit QA-6ADAE-GZ

□ Developer’s Documentation Kit QA-6ADAF-GZ

■ Reference Pages Documentation Kit QA-6ADAG-GZ

■ TruCluster Server Documentation Kit QA-6BRAA-GZ

■ Tru64 UNIX 日本語ドキュメント・キット QA-6ADJB-GZ

□スタートアップ・ドキュメント・キット QA-6ADJC-GZ

□一般ユーザ・ドキュメント・キット QA-6ADJD-GZ

□システム/ネットワーク管理ドキュメント・キット QA-6ADJE-GZ

□プログラミング・ドキュメント・キット QA-6ADJF-GZ

■ CDE 翻訳ドキュメント・キット QA-6ADJG-GZ

■ TruCluster Server日本語ドキュメント・キット QA-05SJA-GZ

■ Advanced Server for UNIX 日本語ドキュメント・キット QA-5U2JA-GZ





マニュアルに対するご意見

Tru64 UINX

AdvFS 管理ガイド
AA-RK3TD-TE

弊社のマニュアルに関して，ご意見，ご要望，または内容の不明確な部分など，お気づきの点がございまし
たら，下記にご記入の上，弊社社員にお渡しくださるようお願い申し上げます。

マニュアルの採点：
大変良い 良い 普通 良くない

正確さ (説明どおりに動作するか)
情報量 (十分か)
分かり易さ
マニュアルの構成
図 (役立つか)
例 (役立つか)
索引 (項目の検索性)
ページ・レイアウト (情報の検索性)

内容の不明確な部分がありましたら，以下にご記入ください：

ペ ー ジ
_________ _______________________________________________________________________________________
_________ _______________________________________________________________________________________
_________ _______________________________________________________________________________________
_________ _______________________________________________________________________________________

その他お気づきの点がございましたら，以下にご記入ください：

___________________________________________________________________________________________________
___________________________________________________________________________________________________
___________________________________________________________________________________________________
___________________________________________________________________________________________________

ご使用のソフトウェアのバージョン： ________________________________________________________

貴社名/部課名 ______________________________________________________________________________
御名前 ____________________________________________________________________________________
記入日 ____________________________________________________________________________________

(注)当用紙を受け取った弊社社員は，すみやかに下記にお送りください。

ビジネスクリティカルシステム統括本部 BCS 技術本部 Alphaソフトウェア技術部


